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第104図北の林II遺跡出土土器実測図 (3)
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-l-Hグリッド確器商II

R P 1 ~装鉢形土器

口径推定 12.2cm 

器高現高 19.5cm 

底径推定 6.2cm 

飴 土組砂含む

焼 成良好

色調 5YR%

内面識主主 ナテ 。 lOcm 

第106国 北の林 II 遺跡出土土器実i~IJ函 (5)
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RP一括

深鉢形土器

μ径推定 23.Scm 

器街現高 21. 8cm 

目古 土砂粒含む

;焼 成良好

色調lOYR%

内面調終 ミカキ(横)

文様織成単位数 4 

。 lOcm 

第107図北の林II遺跡出土土器実iWJ国 (6)
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第108図北の林立遺跡出土土器実?J1iJ図 (7)
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只P2 浅鉢形土器

ロf.i 19.1cm 

器高波高 8.5cm 

給 土精選

;焼 成良好

良識 5YR%

内面調整ナデ

文機構成単位数 7 
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7-Uグリッド確認蔚III

{切断)蓋付釣手付蓋形土器

器高 13.9cm

底径 6.9cm

目台 土税H砂粒を含む

焼 lil，;: 良好

色調 5YR%，

内面調怒ナデ

文係構成単位数 2 

。 10cm 

査部と体部の切離し方法

竹ヒコ';Ik工具て刺突後、

へラ状工具で切込む

第110国北の林II遺跡出土土器実i~iJ図 (9)
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7-Mグリッド確認蔚N

RP一括深鉢形土器

口e: 38.6cm 

器商 7.6cm

胎 土砂絞含む

焼 成良好

色調 7.5YR%  

内版部H¥'?' ミフゲキ(償)

7-Qグリッド確認酪N

RP一括深鉢形土器

口 径 31.7仁田

器 商 14.5cm

1お 土砂粒含む

焼 成良好

色調 7.5YR]'.i
内l街調整 ミカ・;¥-(検)
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第113国北の林II遺跡出土土器実視IJ図(11)
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関版186 出土石鍬1)
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図版187 出土石板2)
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図版189 発銀翼査状況

{上)トレンチtこよる欄査状況

(下)全面鍋葦



{上)兜擬最終撮~

{下)SI 001竪穴住居跡プラン嶋惚状況

.~ 

図版190 51 001 ~穴住居歯車



(ょ)土層観察用ベルトをIi定Lτ精査中

(下)精査中{第I織床面}

図版191 SI 001昼穴住居跡
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図版192 51 00I.R穴住居議

(ム)第(J胡寝土中漂鉢形土続出土状況

{下)第(J胡右組炉
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図版193 51 OOIR穴住居跡
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(上}第11糊床面完損状況

{下}寓11糊炉



(上)$1 002墨穴住居跡プラン確認状況

(下)51002霊穴住居跡全景

図版194 51 002霊穴住居跡

.~、. ..... 



{上)SI 002竪穴住居跡炉

{下)SI 002R穴住居跡錨り方会景

図版195 SI 002H穴住居跡



図版196 51 003盤穴住屠跡

、

(上)S I 003竪穴住居跡全景

(下)石組炉

『尾、ごー



図版197 戦前の属物跡

(上)SI 003~穴住居跡織り方全景

{下}戦前の建物議



自〈みえるのか賀掲色浮右質火山灰層

図版198 7ライン土層増積状況
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図版211 発揮測量E前鉱空写真('11)(昭和47年10日織膨)

米代111、花申曲線、国道282号線、小豆沢鮒



図版212発樋的遺跡逮景(1 ) 

{ム)遺跡選景{函荷量、ら)

(下)i量跡近景{商品、ら}



{よ)rl鰐コ屋敷J's(関驚区}と杉館(右)

{下)r，館コ屋尊重a郵(北から}
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図版213 遺跡進策(11)



{よ)発鑓状況

(下)完纏最終織影

図版214 下部平坦面
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(よ)発羽田状況

{下)完鑑最終姐~

図厩215 中O8平土星菌
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図版216 北側中毒S平坦面

{よ)上部平坦面と北側中部平組箇(右)

(下)北側中修平坦笥完擁最綬111$



(上)北側から

(下}爵倒すも

図版217 上部平坦廼i宣篤検出状況(1 ) 



図版218 上部平題画遣事同検出状況(1])
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図版220 上部平坦扇遺機ド検出状況(IV)



図版221 上部平坦面遺構検出状況(V)
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図版222 上錦亭壇酒造続出状況(明}
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図版224上部平場面iI傷検出状況{咽}
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図庖225 上郁平坦面白量機検出状況(IX)



図版226上創平細菌i量徐被出状況は)
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図版229 出土土器 (S K 020出土)
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北の林口遺跡遺憐配置図
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東北縦貫自動車道発掘調査報告書W

本文篇

1982・3

秋田県教育委員会



東北縦貫自動車道発掘調査報告書IV

一一北の林H遺跡・上葛岡I遺跡・上葛岡H遺跡・小豆沢館遺跡一一

(本文鏑)

秋田県教育委員会



序

ト和田j切の出玄関口である rhtこ、 i司

が立てられ、

この道路通過i也(/UIJ言、 I~ .十和田錦木間)に埋蔵文{じ財包蔵地が33

ケ所あることが判明し、秋HJ ロ
u

J戸百7
~C又

け、昭和154年度から禿掘調査を実施しておりますコ昭和55年度は

路の 'を し、今回北の林II遺跡、

i司II遺跡、小豆沢館遺跡の発掘調査成果を

になりました。

とし
ヴヲ)

{;)~こ

まで不明分野の多かった鹿角地方の歴史解明に役立

つものと考えられ、広く永く活用きれることを望むものであります。

最後に発掘調査から報告書刊行までに顧問、 日本道路

公団、鹿角市、同教育委員会はじめ関係各位から多大の協力を得まし

たことについて、心から感謝の意を るものであります。

昭和 57年 3月

秋田 L，-
3三

教 育長畠山芳郎



{事IJ

東北縦貫自動車道建設に伴う記録保存のため昭和55年度に発摺調査を実施したl 

関 I遺跡(遺跡、番号No.11)上葛岡II遺19遺跡のうち、北の林II遺跡(遺跡番号No.10)

跡(遺跡番号No.32)の本線と3遺跡と、工事用取り付け道路建設に伴う小豆沢館遺跡の記

録である。

各遺跡については、埋蔵文化財報告会等で発表してきたが、本報告書を正式のものとす

る。

2 

発掘調査遺跡の記載は、岩手県境から付した遺跡番号順である。3 

本報告書収載の 4遺跡の発掘調査に際し、次の諸氏から御指導、御教示を賜わった。4 

(敬称略、)1慎不向)を表する。し

二と
口野事庁秋田大学教育学部教授

自日村
--.. 
7女秋田県鹿角市立十和田中学校長

耳}I慎
ノi、
ロ塩秋田県立秋田高等学校教諭

蔵勝里大秋田県立十和田高等学校教諭

ff 良倍秋田県鹿角市大白霊貴神社別当

峰一郎山4ヒ青森県埋蔵文化対調査センタ一所長

前
寸
2
寸

t
s

泰藤工調査三課長上同

源喜治山r召岩手県北上市市史編纂専門主査

輔'1実沢本腕岩手県埋蔵文化財調査センター技師

市己重)11 中技師J:. 同

文:青佐々木技師上同

苗
'0、l
 
i
 
}
 
ヰヒ静岡県沼津市文化財センター学芸員

し本遺跡収載の 4遺跡の資料整理に際し、次の諸氏から御指導、御教示を賜わった。「
リ

(敬称l培、JiI員不問)て謝意を表する。

男次上東京大学名誉教授

彦井桜早稲田大学文学部教授

利辻奈良教育大学理学部教授

夫達佐々木金沢大学文学部助教授

雄義本山石平安博物館助教授

彦

彦

イ呆

克

木

木

鈴

鈴

日本大学芸術学部講師

青森県立郷土舘研究員



ンター主事 成田滋彦

IIの1 I地形・地質J は、秋田6 

ある。

7 . 陶磁器類の鑑定は、 誉教授三上次男氏、

8 

にお原互いしたυ

須恵器等の産地同定(胎土分析)は、

長を通じ、奈良教育大学理学部教授三辻手fj一氏にお願いした。

ンタ一新

9 

10 

11 

石器・争Ij片、岩片の石質問定は、秋田

14 Cによる年代測定は、日本アイソトープ協会に依頼した。

北の休11遺跡第22号土験 (SK(町022)墳底出に横倒して

にお願いした n

されていた パ 1)/参サーヴェイ

一へ
f
才
J

i

土
i
J

q
J
 

i
J
i
 
の
早
川土

日
廿
吋

O

体

た

知

体

し

たーし

12釜 本報告書に使用した地形図は、建設省国土地理院発行20万分の 1地形図、 5万分の l地

形図、 2万5千分の l地形閣の他、鹿角市作成2500分の l都市計画図、日本道路公団作成

1000分の l地形図である。

13. 遺跡の土層、出土遺物の色調記載は、農林省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日

本色彩研究所色票監修「新版標準土色IP占J を使用した。

14. 遺物の実~~IJには、画像工学研究所製スケッチグラフ卓上型を活用した。

15. 本書に使用した写真のうち、昭和47年当時の航空写真は日本道路公団の提供による。そ

の他の現場写真は、調査員、調査補佐員、調査補助員が各々撮影した。発掘調査中の航空

、アジア航測株式会社に依頼した。出土遺物の写真撮影は、調査員が担当した。

16. 遺構内に堆積する「火山灰J について、北の林立遺跡、と上葛岡 I遺跡の竪穴住居跡説明

表及ぴ掘立柱建物跡、説明表中で記載した部分は、地質学的考察と考古学的考察に見解の相

を生じており、 「火山灰」名を特定することができないため、単に「火山灰」、 「浮石

(キ立)J と記載している。

17 中、北の林II遺跡、 k葛岡 I遺跡、上葛i縄II遺跡の竪穴住居跡説明表中に、

「所謂複式炉」という用語が記載されている。本来的には、 「複式炉」は『土器を利用し

た火つぽと石で構成した炉が1セットとなっているもの』が、梅宮茂・後藤守一両氏によ

り r複式炉』と1960年に命名されたものを指していることから、埋設土器の付設しない形

態のものは、その形態から「馬蹄形石組が」とすべきとの意見もあるが、 「複式炉」の定

義を「複数の空間から構成される炉」と拡大解釈し、 「所謂複式炉J という用語を使用し

?こ。

18. 本報告書の中、北の林II遺跡、の竪穴住居跡説明表中に、 「所謂東北型かまどJ と「所謂

11 



関東型かまど」という用語が記載されているが、この用語は、かまどの形態を簡便に説明

する時に、煙道部の形態(長さ、角度等)に着眼し、関東地方のかまと守の煙道は短く、急、

る形態が…般的であることから「所謂関東型かまどJ、東北地方のかまどの煙道は長

く、煙出部へ底面がやや下降気味に続く形態を「所謂東北型かまどJ として、それぞれの

地方の各時期にわたり多く見られるかまどの形態という意味で、昭和49年頃名付けられた

ものである。しかし、その後の発掘調査例によって、両地方でも混在する事実が判明し、

それによる人的移動による形態の変化としてこの用語を把える意見、また「型」という語

の用法についての批判的意見があるが、本報告書では、形態を簡潔に表現する用語として

そのまま使用した。

19. 本報告書の中、北の林Il遺跡の計iNIJ績は、昭和43年の耕地撃理(国場整備)事業により

前平、圧縮きれた事情があ i人平面プランの確認、時と精査終了時の数値に開きを生じてい

る場合がある。このため、計測値は精査終了時(実測図作成時)の数値を示している。

20. 本報告書に収載した 4遺跡の発掘調査と整理作業には、下記の調査員、調査補佐員、調

査補助員が従事、協議して作成した。

北の林II遺跡

発掘調査 桜田 騒、三ヶ国俊明、小田島幸ニ、神田公男、児玉昭彦、

阿部明入、畠山

整理作業

上葛岡 I遺跡

発掘調査

整理作業

岡II遺跡

発掘調査

整理作業

桜田 降、=ヶ田俊明、神田公男、児玉昭彦

桜田隆、児玉昭彦

桜田 降、三ヶ田俊明、児玉昭彦

桜田 隆、コケ田俊明、小田島 児玉昭彦

桜田隆、小田 児玉昭彦

小立沢舘遺跡

発掘調査 岩見誠夫、桜田 降、小林

藤井安正、関 直、小田

橋本高史、三ヶ田俊明、山崎文幸、

一 神田公男、松岡忠仁、佐藤幸夫、

北)11恵一、児玉均、田中和徳

整理作業 桜田隆、三ケ田俊明、小田 神田公男、児玉昭彦

遺物の複原・実視IJ、採拓、 トレース、版下作成には、 、調査補佐員、調査

補助員のほかに、次の整理作業員が従事した。

池田洋一、安保 慶、苦代沢良子、安村英子、成田チギ、 藤井富久子、



阿部由美子、米国美知子、阿部香子、嗣部雅子、竹村純子、藤含寿枝、山崎敬子、

長沢慶子、越後谷栄子、越後谷晴美、山田美喜子、鈴木智子

21. 本報告書は「記録保存」という意味から、発掘調査時における記録類を整圏、表化して

おり、調査者(報告者)による分類、再構成は最小限にとどめている。
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E 

し発掘調査に至るまで(第 1図対照)

秋田県の北東部、鹿角市と鹿角郡小坂町を通過する東北縦貫自動車道の建設計画の魁は、昭

和初年11月公表の鹿角市・青森市問、同42年11月公表の盛岡市・鹿角市問の基本計画である。

次いで昭和43年 4月の鹿角市，青森市間約81kmの第 2次施行命令とl司46年 6月の岩手県二戸郡

安代町・鹿角市間約37kmの第 5次施行命令によって、その通過予定区域が知られ、これを受け

て向47年11月27日に、鹿角市十和田錦木ー小坂町間の路線発表があって、ょうやくその具体的

な姿を県民に現わしたのである。

このため、秋田県教育委員会では、文化庁と日本道路公団が交わした覚書に基づき、昭和44

年 8月、鹿角市十和田地区から鹿角郡小坂町の青森県境まで、 i幅4km、延長25kmにわたって遺

跡の分布調査を行い、 67遺跡を確認し、その成果を公表し足。)昭和48年 8月には、鹿角市八幡

尾去沢、花輪地区で、 i隔4km、延長20kmの遺跡分布調査と試掘を実摘して、 46カ所の遺跡

を確認した。

昭和51年 2月12日になると、昭和48年 8月実施の鹿角市内遺跡分布調査結果をふまえて、日

本道路公団から鹿角市八l播平から同市十和田錦木に致る延長約21.1kmの路線の発表があり、測

量が実施されるに及んだ。

秋田県教育委員会では、日本道路公開始台建設局麗角工事事務所の抜頼により、昭和52年10

月にこの路線上の遺跡、分布調査を行い31遺跡の存在を確認した。昭和田年に新たに 2遺跡が発

見追加され、現在総計33遺跡となっている。

その後、遺跡の処遇や調査方針について日本道路公開仙台建設局と秋田県教育委員会の間に

協議が持たれ、最終的に遺跡は記録保存が決定した。昭和54年 2月に遺跡の発掘調査依頼があ

り、秋田県教育委員会では昭和54年度八幡平地医 7遺跡、の発掘調査を行った。 昭和55年度は追

加委託契約をも含めて八幡平、花輪地区19遺跡の発掘調査が4月から実施されたのである。

註1. 秋田県教育委員会 『東北縦貫自動車道遺跡分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書

第20集 1970年

註2. 秋田県教育委員会 『東北縦貫自動車道遺跡分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書

第24集 1972年

註3. 秋田県教育委員会 f東北縦貫自動車道遺跡分布調査報告書(八幡平~十和田錦木).n 

秋田県文化財調査報告書 第56集 1978年
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2 e 調査経過

発掘調査は昭和55年4月15日からは月13日まで行われた。

4月14日成角市花輪中央公民館に発掘調査に参加する作業員に集まってもらい、調査の目的、

発掘の仕方と諸注意、勤務内容、賃金等じついて説明と連絡を行う。 4月15日歌内遺跡(小玉

班)と、駒林遺跡(小林班)、小豆沢館遺跡取付道路部分(篠田班)の発J屈調査に入る。駒林遺

跡は工事用車道に予定されている西側部分から発J屈を行う。 4月16日北の林 i遺跡(岩見斑)、

4月22日飛鳥平遺跡(橋本班)の発掘調査に入る。

5月1B駒林遺跡工事用道路部分の発掘調査完了。車ちに隣接部分の調査に移行す。遺構は

検出されず、遺物は縄文土器片のみ、小豆沢館遺跡農道上部の拡幅予定地から縄文時代のフラ

スコ状ピット、竪穴住居跡、平安時代の竪穴住居跡、中世の掘立柱建物跡、などを検出、重複多

く調査は難行す。 5月29日工事用重機待機の中で小豆沢館遺跡取付道路部分の発掘調査を終了

す。一方飛鳥平遺跡、北の林 I遺跡では表土除去も)順調に進み、数棟の縄文・平安時代竪穴住

岩跡の検出報告がされたの

6月1日北の林II遺跡、 2日r.葛岡II遺跡の発掘調査に入る。これは桜田班が併行して担当

するの 6月9日鳥居平遺跡、の粗掘りを橋本班が飛鳥平遺跡と併行して進める。

6 月 8 日小林班は駒林遺跡に実~p'JJJ1玉を残し、上葛岡IV遺跡の発掘調査にとりかかる。 6 月 16

日駒林遺跡、の発指調査終了。検出遺構は平安時代の竪穴住居跡3棟である。歌内遺跡の発掘調

、縄文時代のフラスコ状ピット、平安待代の霊穴{主居跡の検出が桔次ぐ。

7月22日日本道路公団鹿角工事事務所にて、用地未解決で、あった発掘調査予定地について協

7月30臼播本班中の!埼遺跡、の刈払いとグリッド設定に入る。

7月23日小林班案内II遺跡の試掘と刈払いに入り、 8月6B猿ケ平 I遺跡の試掘とメリ払いに

移行す。 8月8日上葛岡II遺跡の発掘調査終了。検出遺構は縄文前期竪穴住居跡、 3棟。 8月18日

道路公団鹿角工事事務所と今後の発掘調査行程について協議。 8月21日鳥居平遺跡発掘調査終

了。上葛岡 I遺跡桜田斑調査開始。本年度追加発掘調査契約6遺跡、について文化課から指示あ

り。 22日文化課門間光夫参事、富樫泰時学芸主事来所し、追加契約遺跡の現地踏査を行い、調

と発J屈調査方法について協議す。向日中のi崎遺跡発掘調査開始。 8月23日追加契約遺跡発

指調査につき、道路公団鹿角工事事務所と用地等の件について協議す。 8月28日県立博物館庄

内昭男主事、鈴木秋良補佐員、花田孝夫補助員発掘調査応援に来所。 8月29日金沢大学法学部

助教授佐々木津夫先生発描調査視察。

9月6臼庄内昭男主事、鈴木秋良補佐員、花田孝夫補助員帰秋。 9月9日財団法人岩手県埋
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蔵文化財センタ一高橋丈夫、問、ソ井謙吉氏発掘調査視察。 9月10日調査専門指導員冨学院大学

助教授小林達雄先生各発掘調査現場を視察し指導くださる。 9月11日県広報課県政ニュース作

成のため北の林 I遺跡地を取材す。 9月12日文化課船木義勝学芸主事、熊谷太郎、柴田陽一郎

文化財主事、{左々木金正補助員発掘調査応援に来所。熊谷調査員すぐ下乳牛遺跡の試捕に入る 0

9月16日飛鳥平遺跡調査終了。縄文中期、後期、晩期の竪穴住居跡、土壊、平安時代の竪穴住

居跡の遺構が確認きれた。向日乳午、東山地区所存の追加契約遺跡である妻の神II遺跡(船木

琉)と案内 I遺跡(柴田班)、それに上葛岡IV遺跡の調査を終了した小林班の案内 II遺跡の発掘

調査が開始された。粗掘の段階では遺物の発見は僅少である。調査顧問国立奈良文化財研究所

所長i平井清足先生各遺跡の発掘調査状汎を視察し指導くださる。 9月24日2ヶ年継続調査の歌

内遺跡、の発掘終了。ここからは縄文時代のフラスコ状ピット、縄文時代竪穴住居跡 1棟、平安

時代の491東に及ぶ竪穴住居跡と、12棟の中世の擁立柱建物跡の遺構の検出があった。 9月26日

森県埋蔵文化財調査センタ一所長北山峰一郎氏と調査第三課長工藤泰博氏来所し、北の林II

跡他を視察する。 9月27日歌内遺跡の発掘調査を終了した小玉班、西町地区の西町II遺跡の発

掘調査に入る。中の崎遺跡では排水溝ーのある平安時代の竪穴住居跡、土師器合口護棺が発見さ

れる η

10月4日東山地区の接ケ平 i遺跡の発掘調査に岩見庇が入る。同日岩手県北上市教育委員会

沼山源喜治氏歌内遺跡他を視察する。西町立遺跡は時期不明の竪穴住居跡、2棟が検出されたの

みで遺物の出土は殆んどない。 10月18日小玉班は西町立遺跡の調査と併行し、丘陵上の西町 I

を開始する。 10月後半は降雨多く発掘調査難打。北の林 I遺跡、同 II遺跡とも

の実~f!iJ に終始する。 10 月 25 日北の林 I 遺跡で縄文時代竪穴住居跡 3 棟、平安時代竪穴住居跡22

棟、土境等の検出実測を終え調査終了する。 10月28日明堂長根遺跡の南方で新たに土師器を出

る遺跡を発見、一本杉遺跡(遺跡番号NO.33)と命名する。

11月8日船木調査員払田概跡調査事務所へ帰る。案内 I遺跡、同II遺跡、猿ケ平 I遺跡では

縄文後期の竪穴住岩跡、フラスコ状ピットの検出がある。各遺跡の発掘調査とも午前中は、降

霜の処理lこi時間を費やす。西町 I遺跡発描調査終了。出土遺物は縄文土器、弥生土器、遺構は

検出されなかった。 11月12日西町II遺跡及び上葛i謁I遺跡で縄文中期の竪穴住居跡 l棟を検出

し調査終了する。 11月25日館跡でもあり、縄文中期、平安時代、中世の竪穴住居跡の検出され

た妻の神II遺跡、の発掘調査終了する。 11月27日道路公団鹿角工事事務所と来年度調査予定の小

坂町地内路線上の遺跡分布調査について協議す。案内 II遺跡下方の平場で縄文土器と竪穴住居

跡の一部が検出され、新発見遺跡と認定される。 遺跡名は案内III遺跡(遺跡番号No.34) とする。

12月2日縄文後期の竪穴住居跡、フラスコ状ピットの検出のあった案内 II遺跡の発掘調査終
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了する。 12月3日秋田大学教授新野直吉先生、北の林II遺跡他を視察する。熊谷太郎、柴田陽

一郎調査員能代、秋田に帰る。 12月6日猿ケ平 I遺跡降雪の中で発掘調査終了する。 12月8日

孫右エ門舘遺跡より、平安時代の竪穴住居跡 l棟検出。焼失家屋のもょう。 12月12日小坂町地

内の縦貫自動車道路線踏査を実施するも と枯草多く、遺跡の確認は来春の試掘に待つ。孫、

右エ門館の発掘調査終了する。 12月13日北の林II遺跡、中のIIJ奇遺跡、下乳牛遺跡の発指調査が

j斉み、発掘作業はすべて終了する。

に調査の組織と構成

調査主体 秋田県教育委員会

調査顧問 坪井清足 奈良国立文化財研究所所長

芹沢長介 東北大学教授

専門指導員 小林達雄 国学院大学助教授

キ本 謙作 北海道大学助教授

桑原滋郎 多賀城跡調査研究所研究第一科長

藤沼邦彦 東北歴史資料館考古研究科長

須藤 隆 東北大学助教授

調査担当者 見誠夫 秋田県教育庁文化課北の林r， 1 j茸跡

船木義勝 秋田県教育庁文化課妻の神H遺跡

熊谷太郎 秋田県教育庁文化課下乳牛遺跡

桜田 経 秋田県教育庁文化課小豆沢館、北の林口、

同I、 間II遺跡

柴田陽一部 秋田県教育庁文化課案内 I、孫右寄内館遺跡

小玉 i守主 秋田県教育庁文化課歌内、西町 I、西町立遺跡

橋本高史 秋田県教育庁文化課 飛鳥平、 中の崎遺跡

小林 克 秋田県教育庁文化課駒林、上葛岡IV、案内II遺跡

調査補佐員 栗沢光男、藤井安正、関 直、山崎文

二ヶ国俊明

補助員 松岡忠仁、阿部明人、石木田正 神田公男

北 )11 恵一、児玉悦郎、回 中和徳、畠 山

児玉昭彦、小田島 一、佐藤 夫、児玉 均

米村博美、佐々木金正
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事務補助員

調査協力

調査協力機関

佐藤順子、金沢万里子

内昭男 秋田県立博物館主事 補佐賀鈴木秋良

補助員 花田孝夫 東北学院大学学生高橋 学

鹿角市教育委員会 東北縦貫自動車道対策事務所、鹿角市建設部建

設課高速道路対策室

4@調査の方法

(1) 発掘区の設定

自動車道の調査では、路線内の遺跡地に 5mX5mのグリッドを設定して発掘を行

つ。グリッド設定基準様は、歴史時代の遺跡は方位に合わせ、地は日本道路公団の設置した伝

意二本の中心杭を結~~<線を設定基準線とし、路線の進行方向に沿わせる。

(2) 測量と実測

地形や遺構状況に応じて、遣り方ifilJ量、平根測量、航空写真測量の方法をとる。遺構の実測

の縮尺は1/'20、遺構配置図はl/200、竪穴住居跡のカマド、石間炉などの平面図、断面図、土

層断面図は1/10を原、目Ijとするが、必要に応じて任意の縮尺も活用する。

(3) 遺構発掘と遺物のとりあげ

遺構の発掘は 4分割法を原則とし、平面、断面、層序、レベル、遺物の実誤IJはセクショント

レスターに記入し、水糸高は標高を記入する。

遺物の取りあげは、 1点 1袋、 l括 1袋とし、遺跡名、グリッド名、遺物の種類、層位、出

土年月日の記入された遺物カードを同封する。

遺構・遺物記号J土、平城京発掘調査で実施しているものを参考に定めたものを館用する。

実ifiiJと同様記録保存の要である写真撮影には、 35m/m判小型カメラ 2台(ニコンFE)と6X

9判の大型カメラ(ホースマンプレス)、ゼンザブロニカ ETRS6X4.5判とポラロイドカメラ

を使用する。

35司令判カメラは、モノクロとカラーリバーサル用に使い分け、大判カメラは特に重要な遺構

遺物の検出記録に、フィルムパックを交換し、モノク口、カラーの損影をする。撮影は遺構、

出土遺物とも一方向三枚撮影を原則とする。また、ポラロイドカメラを日誌や遺構の検討、打
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合会に活用する。

記号 遺 構 記号 1、2長2司L 構 記号 遺構・遺物 ヨ日寸じ ?仁デ1 遺 物

SA 概列・柱列 SK 土 塘 SX(町 焼土遺構 RQ 石 製 日ロ日

SB 建 物 S K(同 フラスコ状ピット SX(R) 捨 場 RT 貝 製 日ロ口

SC 出目 S K(l) 竪穴状遺構 S X(S) 配石呪) RU 人 ，日同， 

SD 溝・堀 i豪 S K(防 ピ 、ソ S X(U) 土器埋設遺構 RV 紙・布製品

SE 井 戸 跡 S K(S) :堅 RC m 化 RW 木 a竹製品

SF 築地 e土塁 SK什)T-Pit，;W:j犬二上墳 RM 金属製 日ロt:1 RY ゲヲ の f血

SG 苑 地 SL )11 RN 目 然遺物

SH 広 場 SM 道路 E 橋・階段 RO 骨角 宇3之IJ 口ロ口

S 1 住 活 跡 s x f グJ f患 RP 土 製 iロm 

(5) 遺物整理と実視IJ

① 出土遺物は遺物台帳に記入し、写真や実?NIJ図とのスムーズな活用をはかるの

② 土器の内面実測が必要と思われるものは、 4分割方法をとり、左去に外面、右去に内面

および断商を記載する。実測図には輪積痕、巻上げ痕、文様、調整痕を主として記載する。

③ 大破片の実測は、土器の中心線を算出し180度回転して作図する。

④ 破片の拓本は、土器の外国を左に置き、中央に断面、右に内面図を表す方法をとる。

⑤ 石器の実測は、原則として第三投影図法をとる。
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上地形と地質

(1) 地形と地質の概要(第4図対照)

本地域の地形は大きく見て東西の山地、盆地内の段丘地形、沖積低地の三つに区分される。

これらについて、秋田県(1973)、内藤(1970)および、日本道路公団の東北自動車道土性縦断図

表(日本道路公団仙台建設局:昭和53年)等を参考にして地形地質の概要をまとめると次めよ

うになる。

山地は、東側が800~1 ，100mの標高で、満壮年期のけわしい地形を示し、特に皮投岳(1，122

.4m)、五の宮j設(1，1l5.0m)などを中心とした起伏量の大きい山塊が南部に連なり、米代打|は

八幡平より上流では先行谷を形成して東西に流れている。地質は主として新第三紀中新世の火

山砕)育岩類からなるが、それらを貫ぬいて石英安山岩や安山岩も分布している。また、福士川

上流、谷内付近および湯瀬南方には粘板岩を主とする古生層の露出も知られている。これらの

東側山地の山列はほぼ南北に連なっているが、北北東方向にのびる斜面や水系もみられる。こ

れは新第三紀層の走向に大国各一致するほか、貫入岩類や断層系の方向ともほぼ一致している。

西側山地は400~600m の標高で、山客も東側山地ほどのけわしさは見られない。地質

は東側山地と同様に新第三紀中新世の火山砕清岩を主とするが、大葛層、大滝層などでは砂岩、

泥岩などの砕清岩が広く発達している。これらの走向は南北方向のものが多い。

花輪盆地南部の段丘面は、花輪高位段丘、花輪中位段丘(内藤、 1970)、鳥越段丘(秋田県、

1973)、松館段丘、大里段丘の 5段に区分できる。このうち、鳥越段丘は秋田県(1973)では鳥越

段丘と関上段丘に区別されたものであるが、後者は前者の河成二次堆積面であり、構成層の時

代的な差異も底分を必要とするほど大きいとはみられないことから一括して使用する。また、

松館、大里の各段丘は、内藤(1970)の花輪低位段丘群とされたものである。なお、本報告書I

(秋田県教育委員会、 1981) において、中位段丘と関上面、鳥越面を…括して180~250m面とし

たが、試錐資料および露頭の観察結果などから中位段丘構成層が花輪以南でやや広く分布する

ことが明らかになったのでこれを区別することにする。次にそれぞれについて簡単に記載する。

高位段丘:福士川、浦志内川、歌内川等が盆地に注ぐ山地の末端部からなだらかな斜面で扇状

地状に広く分布する。かなり開析されているものの明らかに平坦面を残している。標高は1/2.5

万地形図から、 j甫志内)11左岸の扇頂部で350m、葛間北東の末端部で240mであり、平均こう配
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は7.2%(4.1
0

)となる。また、歌内川流域でも320mから250mまでの高度差をもっO 一方、福士

川左岸では350mから250mまでであるが、右岸では花輪スキー場北東の 300mから女森西方の

200mまでと明らかに低い。また、平均こう配も福士川以北では4.4%(2.5
0

)と小さくなる。

構成層は径数cmから50cm前後までの亜角礁が雑然と混入した不淘汰喋層であり、地表面に近

い部分は数mにわたって風化が進み、礁はくさってマトリックスと大して変らないかたきにな

ることが多い。段丘面の分布範囲のほかに、葛岡西方では鳥越軽石質火山灰層(内藤:1966)の

下に見られたりする。全体的に扇状地堆積物としての層相をよく残している。また、上部は数

mが赤褐色の粘土質土になっており、中に未風化の亜角喋もしばしば、みられる。最上部には粘

土質になった火山灰層もみられる。

ところで内藤(1970)は、上田(1965)の産土神断層をさ，かいにしてそれ以北の高位面が240m 

前後、以南が290m前後と異なること、さらに中位段丘の分布範囲が以南に限られること等から

断層以南は以北に対して50m程度降起したことを指摘した。かりに断層以北の河床が安定して

いるとすれば、前述した福士)11をきかいにした(産土神断層およびその延長にほぼ一致する)

高位面の平均こう配のちがいは、断層以南のフゃロックの西に傾動した降起運動を示唆するもの

かも知れない。中f佐立段丘:i甫志志、内川下流で

にカか瓦けて分布し、末端部は鳥越軽石質火山灰層の火砕流堆積物におおわれるが明瞭に扉状地状

の地形面を残している。平均こう配は柏木森の西方で6.0%(3.5
0

)である。

構成層は寅褐色のシルトないし砂のマトリックス中に数cmから30cm以上の角球ないし亜角礁

が雑然と混入する喋層で、全体的に塊状であるが末端部では厚さ数cmめ連続性のわるいシルト

ないし砂の薄層を含むこともある。葛間南方ではN植が70以上の高{立段丘積層の上に、最大6

mの厚さの泥炭質粘土層が発達する。この付近は浦志内)11の扇状地地形と、歌内)11の扇状地に

はさまれた湖沼的な堆積環境にあったものであろう。なお、この粘土層の上位に 5~6m の厚

きで重なる中位段丘構成は、すでにのべたように不良淘汰の亜角礁からなる礎層であるが、

体的にマトリックスは灰繰色を呈する。同様の色調の構成層は、花輪東方の鳥越軽石質火山灰

層の下位にもみられる。最も韓段丘:鳥越軽石質火山灰層の堆積面であり、標高は福士川の右岸

で"170m 、左岸から浦志内川にかけて180~190m 、歌内川下流で190~200m となる。火砕流台地

としての形態を示しており、段丘面は平患で、段丘崖は急、産となることが多い。松舘段丘:未

代川左岸に沿い、尾去から松館、荒町にかけて広く分布し、標高は160~170mで夜明島川、黒

沢川等による扇状地の解析された段丘とみられる。構成層は未確認で、ある。大里段丘:米代川

右岸沿いに大里付近まで分布する面で、標高150~155mと低平であり、構成層も上部はくずれ

やすい河床性の礁層を主とし、田j尼質の砂礁層が重なっている。葛岡西方の段丘崖の下部から

中部にかけて、箇結度のよい成層した円磨礁を含む砂棟、粘土層が見られるが、これは上部の
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堆積物と一括するには問題があり、段丘基盤の更新統の一部である可能性がつよい。

ところで、この地域の第四紀地質と地形を特徴づけるものに花輪断層と十和田火山起源の火

山砕屑物層があげられる。

花輪断層はほぼ直線的に米代川沿いに北上しており、東西における山地の起伏量、山容のち

がい、段丘の非対称的分布等は、東側山地を含む断層の東部地塊が第四紀を通じて上昇傾向が

より強かったことを物語っており、注目に値する。一方火山砕屑物層については内藤 (1966、

1970)、中)11ほか(1972)等によりくわしく知られており、古い方から高市軽石質火山灰層(25，850

:i:: 1，360)、鳥越軽石質火山灰層(12，000土 250)、申ケ野軽石質火山灰層(8，600:::t250)、大湯軽石

質火山礎層(3，680:::t130)、毛馬内軽石質火山灰層(1，280土 90)に底分されている。このうち大

湯軽石質火山礁層と毛馬内軽石質火山灰層については向一火山活動にともなう降下堆積物、火

砕流堆積物であることが知られている(大池、 1974:藤本、 1980)。

すなわち、中)11ほかにより大湯浮石の 14C年代とされたものは、国層の下位の炭質物につい

ての値であり、何層の降下時期より古い年代{直を与えているものであろう。

(2) 発掘地点の地質(第 5図対照)

北の林II遺跡

鳥越段丘上にあり、最上部は約50cmの黒色腐植土層で、その中に地表から35cmの深さで大湯

軽石質火山礎層(2 ~ 5 cm) がみられる。黒色腐縞土層の下位は 10~15cmの軽石が目立つ火山

灰層て\これは鳥越軽石質火山灰層である。火山灰層の厚さは 6~7mで、その下には中位段

丘の球審がくる。

上高岡 I遺跡

鳥越段丘上におり、標高は202~203m である。最上部は約20cmの黒色痛植土層で大湯軽石質

火山喋層をうすく含む。次に、 8~9mで火砕流堆積物がみられるが、これは鳥越軽石質火山

灰層である。火山灰層の下には 5~25cmの亜角撲を含む中位段丘の礎}習があり(約 5 m)、さら

に下位には 4~4.5m で泥炭質の粘土層が分布している。この粘土層の下位には N値が70以上

の磯層が分布しており、高位段丘構成層とみられる。

上幕開II遺跡

鳥越段丘上にあり、地上から20cmは黒色腐植土層で、その下に黄褐色軽石を含み石質礁の目

立つ火山灰層が約20cmでみられ、更に下位には約 3mの厚きで鳥越軽石質火出灰層がみられる。

なお、この火山灰層の最上部20cmはラミナがみられ、二次堆積物であることを示している。鳥

越軽石質火山灰層の下位には中位段丘喋層がみられるが、0.5~ 1 mおよび0.5mの泥炭質粘土

層を含んでいる。
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小豆沢館遺跡

本遺跡は鳥越段丘面の末端部に分布するが、これより古い中位段丘は、歌内)11

(260m) より鳥越段丘との境界部(205m) まで平均5.1
0

のこう配で高度を下げる。高位段丘は

山地の近くに300mから250mまでの高度で丘陵状に分布している。

高位段丘、中位段丘とも構成層は安山岩の径数mから 20~40cmの角離が雑然と堆積した概層

であり、寅褐色の砂ないし泥によりこう結されるが、中位段丘の末端部にはこれらの薄層も不

規則にはさまれている。なお‘中位段任の離は未風化で堅硬であるが、高位段丘ではほとんど

風化しており、 20cm以上のものが未風化の部分を残す恕度である。鳥越段丘は、歌内)11

の観察によれば、基底部の 1mは軽石の円磨細聴ないし組粒砂で、最下部40cmは粗粒砂のみよ

りなり、数cm~数mmの炭質物を多数含んでいる。また、基底部より上{立は約 5m の厚さで軽石

(数cm~10数cm)の多い火山砕屑物が無層理塊状に重なっており、炭火木を不規則に含んでいる。

本遺跡周辺にこのような露頭はないが、段丘崖上部に多数の軽石が見られ、下部~中部に角礁

が見られることからはほ同様の構成であると推定される。なお、地表面に近い 中

に寅褐色の軽芯(佳 2~ 5 mm)よりなる薄層がみられることがあるが、これは大湯軽石質火山際

層である。

参考文献

内藤博夫 「秋田県米代川流域の第四紀火山砕屑岩と段丘地形J [!地理学評論』第39巻第 7号

1966年

内藤博夫 「秋田県花輪盆地および大館盆地の地形発達史J [!地理学評論』第43巻第10号

1970年

中)11久夫・他 「十和田火山発達史概要J 東北大地質古生物研邦報J 第73号 1972年

大池昭二 「十和田火山は生きている J [!闇土と教育』第26号 1972年

秋田県 「秋田県総合質図幅、花輪J 1973年

藤本幸雄 「十和田火山起源の火山灰層の重鉱物組成(その 1)大館、花輪盆地における火山灰

『大館工高研究紀要.Jj 1980年

上回良一 「秋田県北部の第五泉の層位と造構造運動について[!秋田大地下資源開発研究所報

告」第32号 1965年
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第 i衰 土性縦断図注記表(第6図対照}

地質 言己 ワ仁戸Jコa 

t也 層 名 地形区分 記 事
H寺代 平面図 断面図

表土 Ts 盛土を含む

粘土際混じり粘性土、鳥越面(シラス白地)を開析す

Ac 
る沖積面に分、N布{直。STA168十85地点では 5m程度の
厚さがあり は0-2である。分布範囲は、 STA

i中 161十00-STA162+ 10， STA164十50-STAl72十00

沖積層 Al 付-i.1iである{

As 
砂、砂質土。上記の区間の基底部に 1m以内の厚きで
分布し、ゆるい状態にある。

球、_1_{j、転石、寺野沢、歌内)11、im-志内j!1および
Ag 

黒沢JIIなどの川底に分布。

第
苔沿い谷 STA130十 30-STA 、 133 十 00聞の若頭部に分布。 lî~営

崖錐性堆讃物 Ad Ad 頭部の沖 混じり粘性土が3m-4m程度の}享きで分布してい

世 積簡 る。

新期屑状地
fdL 

新期扇状 砂礎、粘土、低位段丘間および沖積面を覆って分布。

ほ積物 I車 国道282号維大里付近に小規模にみられる。

|出河)11段丘 tdL 沖積面
砂I球、粘土、米代)11沿いに分布

堆干ijt 物 標高135m-155mの平坦面を形成。

低堆位河楕岸段丘物 td td 低段位丘河岸商
砂、砂1葉、粘土、米代川および支流沿いに分布。 N
{直は小さく締 1)程度はゆるい。

十和田火山走塁源の軽石賀火山灰の二次堆積物(軽右

pf2 流堆積物)標高150m-200m前後の平坦面(鳥越面般) 

軽石流堆積物 pf 鳥越面
を形成。 STA145十20-STA、164+08間に分布。一

i*~ に去われているシラスと同質のものと考えられる。

pfl 土性はシルト。粘土等の細粒分を多く混じえるが、

Nf痕はj支部は小さいが、比較的良く締っている。

四 中 湖沼 ldc 
古い回地に堆積物。 STA113+70-STA、115十20間
に堆積(黒沢川付近lo腐植物を混じえた粘土(亜角~

積
1立 堆積物 ldg 

角礎j混昆入)ldむC、および 層

N =10-25と硬質。砂I創立薄 として分布。

Dtc 
古い崩壊土砂、土石流堆積物。中期扇状地堆積物と

段
は指交関係をなす。(今回の調査では確認していない1

古期崖錐性 中位段丘 Dtc:際混じり粘性土~砂質土。喋は角礎、STA100付

丘
面

砂近502礁の硬地の官粘表で土下あ分8るmを1-9 m以深に堆積、 N-f直は30-堆積物 Dtg 
Dtg: 若干含み、球関は良く締ってい

る。 Nll直は40以 L
世

標高およそ250m以、扇下状に地分で布特。歌内JIjおよび浦志内IIj
I佐 fdM 黒沢JlIなどの古し に歌内JIIのものは明瞭
中期扇状地

な扇状地形をA性残は、盛土し12が土て3+地おい3表るよ5聞。び村は構地近切造層に土認物l主的砂めの対礎対ら象層象れと地がるな主盤。SるでとTカA、なヘ砂る
積 fdM 
堆積物 質土および粘

物 116+06-ST 
その他の区間

地層は粘土。粘性土(faH-C)、機混じり粘性土(fdH-
fdH附・0・ Cg)、砂理t)の(fd薄H層叩gな)、ど砂が質あ土る(fdH-S)および有機土

高己 (fdH-pt)C0r1!J.Fii1 7d: t:_'-h';h ~ 0 fdHωcgおよひのf土dH砂gがは、
歌内)11，i甫志内)11、黒沢)11などから多量 供

fdH-cg 給された時期の堆穣物と推定され、これに対し、fdH

ーc時，fd期Hに-p湖t，fdH寸などは河川から土砂の供給が少な

高位段丘 高位段丘 い 沼性の湿地に堆積した地層と考えられる。

fdH fdH-pt 面 歌内川付近の高位段丘は地表下 5m-7m程度は粘
堆積物 性土が多く、下部は密な喋層が分布する。

浦志内川、黒沢川付近の高位段丘は砂喋(または喋)。
fdH同 S 喋混じり粘性土。粘土、粘性土のIi層で構成される。

fdH-cのN1直は歌内川付近ではBl-5地点では地表

fdH-g 
下11m付近までは 3-7程度であり、黒沢川|右岸で
は深度に関係なく 4-10程度である。

第
新中 八幡平~揚瀬地区は、 揚瀬岩含1-礎に18説分1也灰類点岩きでれがは分よ泥布う岩す(Tがるe確r)o 
第三紀層 y-tf Y -tf 山 1也 (Y-tf)、また、既往調査のお

キ己 世 Ter 認され岩質区分をすれば軟
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つιJ 環境と周辺の遺跡(第 2図対照)

東北縦貫自動車道の通過する鹿角は、秋同県の北京隅に る。 ここは末代)11の最上流部

にあたり、奥羽山脈中に形成された壮年期の山々と断層盆地からなる。年間の平均気温は花輪

の観測によると9.8
0

C、冬期の最底気温は-22
0

Cにも したことがあり、年間を通して風向は西

にかたむき、風速はノトきく

j二1mである。
もあまり多くない昼夜の温度較差の大きい内陸的気候を

盆地の東には五の宮j訣(1，150m)、皮投長(1，112m)、中岳(1，024m)などの急峻な地形のお:

年期の山が連なり、花輪盆地東の出口、 j嘉瀬渓谷から流れくる米代)11の本流は、八幡王子地区で

熊沢)11、夜明島JII、歌内)11、浦志内)11を合流させて盆地の西部を北流し、花輪柴平地区では福

士)11、乳牛)11、間瀬川、草木)11、北西の十和田地区にて西流する大湯川、ノト坂JIIを入れて大館

盆地へ流れ去る。

この水系や盆地層辺には花輪高位段丘、鳥越段丘などと呼は、れる数段の段丘の発達が見られ

段丘上には大湯環状列石をはじめとし、500カ所以上に及J-;O縄文時代から中世にかけての遺跡が

石在認されている。

東北縦貫自動車道の通過が予定され、今年度目遺跡の発掘調査の行われた八橋平地区の小豆

沢、大里、玉内(宮麓地区)、花輪地区東の新興住宅地東山と乳牛、東町の柴平の地域には花輪

高位段丘、中位段丘、鳥越段丘、大里段丘と呼ばれる標高150~270m にかけて 4 段の段丘面が

確認されており、 ここに存在する遺跡、は『秋田県遺跡地名表』と『鹿角市遺跡地図』に記載のあ

るように、 54カ所以上の多さにわたる。旧石器時代の遺跡の発見はなく、縄文時代から中世に

かけての複合遺跡が殆んどである。米代川対岸の松館、尾去地区にも松舘面と呼ばれる標高160

~170m の段丘聞が開析されており、ここも遺跡が多い。

縄文時代の遺跡は、今年度発掘調査の行われた上葛岡IV遺跡の早期末のものからはじまり、

前期は円筒下層土器を出土する遺跡が多い。それらの中の一つ、清水向遺跡は昭和29年に発掘

調査が行われ、秋田県で最初に 2棟の竪穴住居跡が報告されてJ4;中期になると、円筒上層
式土器とともに大木式土器を出土する遺跡が多くなる。飛鳥平遺跡、北の林 I遺跡などでは、

(詑 5) 

円形で石組炉を持つ中期末大木10式期の竪穴住居跡が報告されている。後期は十腰内 I式土器

を出土する飛鳥平遺跡、案内 I遺跡があり、晩期の遺跡は、前半期の配石を伴う玉内i室長)東

在家遺跡、が著名である。

弥生時代の遺跡は少量の撚糸文土器を出土する 岡田遺跡、天王山式土器を出土する猿ケ

平 I遺跡がある。土地は高位の段丘上で遺構は確認されておらず、稲作農耕の可能性は低い。

- 12 



奈良・平安期の遺跡、としては、県内で墳丘の残っている唯一の墳墓、尾去地区の三光塚古墳

と東北縦貫自動車道路線上の遺跡、歌内、北の林I、民II、上葛岡IV、中の崎、案内II遺跡な

ど、数十棟の竪穴住情跡の検出されている平安期後半の集落跡がある。

環状列石と奈良・平安期古墳群のはかに、鹿角の特色ある遺跡、を求めるとすれば、中世の館

跡があげられよう。 42館、もしくは48館と称される城舘がせまい盆地局縁に群在する。

この中世の城舘は、鎌倉時代後期に関東から移住した成田、安保、秋元、奈良の4氏に始ま

るとされ、大里館、玉内館、尾去館、古館、乳牛館などの地名で村落に残る。就中、大虫館は

鎌倉時代以来安保一族の惣領の本拠で、史料の初見は南北朝にさかのぼ、る。すなわち、建武3

年(1336年)と 4年(1337年)に陸奥国北朝党のため攻撃された記録(南部文書)がそれである。大

里館以外の館は、戦国期における南部氏と安東氏の確執の記録に散見するが、創建期など不明

部分が多い。これらの館は平地に臨む舌状台地を空掘で分断し、主郭を中心に数偲の郭を配し

ており、館上回の平場は、縄文、弥生、奈良、平安時代の人々の居住地でもあって、各時代各

種の遺構遺物が出土する。

註 1 秋田県教育研究所 『秋田県地誌、』 研究No.104 1969年

註2 藤本幸雄氏の(1)r地形・地質」による。

註 3 秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地図.JJ 1977年

鹿角市教育委員会 『埋蔵文化財の保護と開発に関する説明会資料.JJ 1979年

註4 大和久需平・奈良修介 『秋田県史考古編.JJ 1960年

奈良修介・豊島 昂 『秋田県の考古学.JJ 1967年

岩見誠夫 『半出先生と秋田県の考古学.JJ 1981年

註5 秋田県教育委員会 『埋蔵文化財発掘調査報告会発表要旨.JJ 1981年

註 6 阿部義平「配石墓の成立J 11考古学雑誌 54-1 .JJ 1965年

註 7 註4に向じ。「古墳」という名称は適切でないと思われる。

註 8 沼館愛三著・盛田 稔編 『津軽諸城の研究.JJ (草稿) 青森県文化財保護協会

1977年

塩谷)1頂耳「鹿角の館J 11秋田県立博物館研究報告』 第3号 1978年
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第2表 表

時代・時期

周辺遺跡一

遺 構・造 物番号| 遺跡名 (所在地)

1 1 j羽野自(用野呂)

2 1 餅野IV(餅野)

3 1 j扇町II(酋町)

4 1 西町 1(西町)

5 1下乳牛(下乳牛)

6 I乳牛王子ほし牛王子)
7 I妻ーの神III(妻の神)
8 I姿の神II(妻の神)
9 I妻の神 1(奏の神)
10 I猿ケ平日(猿ケ平)

111大助(大曲)
12 I猿ケ平 1 (猿ケ平)

13 I案内II(案内)
14 I案内III(案内)

15 1:案内 1 (案内)
16 !孫右エ門銀(孫右エ門鎚)

17 I東山A(東山)
18 I東山B (東山)
19 I 赤坂B (赤坂)
20 I赤坂A(赤坂)
21 1日向屋敷(日肉屋敷)

22 I中の崎(中の崎)
23 I柏木森(柏木森)
24 I明堂長根(明堂長根)
25 I一本杉(一本杉)
26 !上葛問IV(上葛岡)

27 I下平(下平)
28 I六角平(六角平)
29 1三光塚2号(東在家)

30 I三光塚 1号(東在家)
31 I来志家(東在家)
32 I尾去(尾去)
33 1 清水向(清水向)

34 I駒林(豹林)
35 I下館(下館)
36 I尾去A-D(尾去)
37 1 _}:葛向III(上葛同)
38 I上葛岡 1 (上葛岡)
39 I北の林 1 (北の林)
40 I北の林II(北の林)

平

平

鳥

居

)

飛

鳥

内

(

(

歌

平

平

(

鳥

居

内

飛

鳥

歌

唱

A

つ
臼
内
品

局
後

A
U
B
λ
せ

資

)

)

創

恥

)

時

間

回

掘

の

沢

汁

)

葛

)

口

、

驚

一

匁

刊

上

上

島

押

後

)

史

)

下

小

円

の

(

竹

(

猟

大

隻

(

(

賞

金

五

(

日

山

石

(

大

巣

館

志

(

向

谷

回

(

館

(

の

沢

和

鎗

上

葛

烏

口

淵

里

竪

鷲

一

息

モ

中

の

よ

石

後

岩

大

大

下

小

下

回

堂

A
-
P
D
ι
υ
n
i
a
u
Q
d
n
U
1
A
?
“
q
u
A
U
3
 

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

 

平安

平安

縄文

縄文・弥生

縄文・平安

縄文・平安・中世

縄文・平安・中世

縄文・平安

縄文・平安

縄文(早期~晩期)

縄文・平安

縄文(中期~晩期、弥生)

縄文

縄文・平安

縄文・平安

縄文・平安

縄文・弥生

弥生

縄文・統縄文

縄文

縄文

縄文・平安

縄文・平安

縄文

縄文・平安・中世

縄文

弥生

縄文

平安

平安

縄文(晩期)

縄文

縄文

縄文・平安

中世

縄文・平安

縄文

縄文

縄文・平安

縄文・平安

縄文・平安

縄文

縄文・平安・中世

縄文

縄文

縄文

縄文

中世

縄文

縄文

縄文・中世

中世

縄文

須恵器

土師器

縄文土器

縄文土器・弥生土器

フラスコ状ピット、縄文土器、平安室長穴住居跡、土師器、須恵器

縄文土器、平安竪穴住居跡

縄文段穴住居跡、中-111.:竪穴i立1昔、樹立:柱建物跡、土J筏菜、初ff"9IJlI#- I 
縄文竪穴住居跡、平安竪穴住居跡、中世建物跡 i 
フラスコ状ピット、縄文土器、平安竪穴住居跡、土師器 ! 
縄文竪穴住居跡、フラスコ状ピット、縄文土器(早期、円筒下!嘗 b、大木9I 
10式、十腰内 I、大潟B)

縄文土器、土絹器

縄文竪穴住居跡、フラスコ状ビット、縄文土器(大木8a式、十腰内 i式
大j同B、BC、Cl式)、弥生土器(天王山式、小坂X式)

縄文竪穴住居跡、土境、配石遺構、縄文土器

縄文竪穴住活跡、フラスコ状ピット、縄文土器、平安竪穴住居跡、土銅器

須J怠器

縄文緊穴住居跡、縄文土器(十日婆内 I式)、平安笠穴住居跡、二上師器

産外炉、縄文土器、不安堅穴住居跡、二i二郁器

縄文土器(晩期)、弥生土器

弥生土器

縄文土器、続縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器(後期、晩期)、平安竪穴住居跡、堀立柱建物跡、土師器、須恵器

土境、フラスコ状ピット、縄文土器(早期、後期、晩期)、土締器

土媛、フラスコ状ピット、縄文土器(後期、晩期)、構状遺構

縄文土器、平安竪穴住居跡、堀立柱建物跡、土師器、須恵器、中世陶磁器

縄文土器、平安竪穴住居跡、土的器、須恵器

弥生土器

縄文土器(大湯式)

fJ背子玉

玉類、勾玉

縄文土器(大潟BC、Cl式)、土偶

縄文土器

縄文室長六往完奇跡、縄文土器(円筒下層む、 d;J:¥、大木S式、内務上層也、 b式)

縄文土器、平安竪穴住蔚跡

縄文土器、土師器

縄文土器

縄文竪穴住居跡、縄文土器

縄文竪穴住居跡、土城、王子安竪穴住居跡、擁立柱建物跡

縄文竪穴住居跡、土1康、縄文土器(大木9、10式)、平安竪穴住居跡
掘立柱建物跡、二七師器、須恵器

縄文竪穴住居跡、縄文土器(十腰内 I式)、平安竪穴住居跡、土師器

縄文緊穴住居跡、縄文土器

縄文竪穴住居跡、土壌、縄文土器(大木B式、後期)、平安竪穴住居跡

土師器、須恵器

縄文!萩穴住居跡、縄文土器(大木10式)

縄文土器(円筒上層 a、b式)

縄文土器

縄文土器

縄文土器(大木9式)

縄文土器(中期、後期)
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北の林 11 遺 跡

泣跡番号

所在地

調査期開

発掘調査予定面積

発掘調査面積

No.10 

鹿角市八幡平字北の林3番地他

昭和55年 5月9日-12月12日

5，OOOm' 

6，460m' 



上遺跡の概観(第3凶対照)

秋田県北東部の鹿角盆地(花輪盆地) る鹿角市には、国特別史跡に指定されている大

湯環状亨IJ石に代表される縄文時代の遺跡群の他、末期古墳のように小規模な墳丘を築いた奈良

・平安期の所産と言われている墳墓群、中世武士屈の居館・拠点となった館跡群群等 500カ所

以上の考古遺跡が確認されている。

南北に組長い鹿角盆地には、中央を南北に流れる米代川と、それに肋骨状に流入する諸河)11

の定吉作用を受けて形成された段丘と舌状台地が、発達しており、遺跡は、それら段丘上、

状台地上に立地している。

末期古墳のように小規模な墳丘を築いた奈良 e平安期の所産と言われているいくつか

群(枯草坂古墳群、三光塚古墳群などと命名されており、 「古墳時代」の「古墳群」と混向、

誤認されることが多い。川上最下段の段丘上に立地しており、中世武士団の居館・拠点となっ

た館跡群の多くは、舌状台地を数本の空堀で区画地業し構築されている。

鹿角盆地、特に鹿角市に所在する遺跡のドットマップを見ると、盆地の東側の段丘・台地上

に立地する遺跡が多いことがわかる。これは地形発達上の要因ばかりでなく、積雪量、融雪速

度、日照.時間等、東西両側に扉風のように山々が連なることに起因する盆地内の気象的な要因

も加味されていたと推測される。

北の林日遺跡は、盆地のはほ中央に{立置する鹿角市の中心街花輪の南束、通称オシキ山(標

高804m、沖積低地からの比高約644m)の西麓に広がる米代川の河岸段丘の上から 2段自の段

丘(標高約200m、沖積低地からの比高約50m)が、沢水の浸食作用により関析されて出現した

舌状台地に立地する。沖積低地を走る国鉄花輪組の陵中大里駅から東北東に約 1kmの地点にあ

る。この舌状台地は、上面の東西方向が約350m、南北方向(r臨)約70-1l0mで、相当深く浸食・

開析されて出現したもので周囲の低地との比高は最大約18mを測る。この上から 2段自の段丘

上には中世武士間の一人大里氏が西側縁辺部の自然地形を巧みに利用して居館・拠点とし、天

正19年に破却された大虫館が所在する。北の林II遺跡の南側には、これほど明確で・はないが、

浸食・開析により、小規模な舌状台地様地形を呈する 2つの台地が並んでおり、北の林I遺跡

(遺跡番号NO.9)、飛鳥平遺跡(遺跡番号NO.8)が所在している。北側には、上高岡 I遺跡(遺跡

番号No.11)が所在する。北の林II遺跡、の所在するこの舌状台地は、昭和43年に、それまで自然

地形にあわせ、不整で狭い、小さな区画であった水田を、大型機械を投入できるような広く大

きな水田に変えるための耕地整理(闘場整備)事業が実施され、原地形が若干損われている。
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2 G 調査の方法

(1) 発掘区の設定と調査の留意点

東北縦 nr~1 動*:Ì主の発Jh!l誹Û1ì~ は、 ill 当調査員の$し合せにより調査予定区域内に 5mX5m

のグリッドを設定して行うことにしている。このグ 1)、リド設定は、館跡をi生き日本道路公団(ア)

設置した路線r!:1心杭を 2本任意に選択し、この中心杭を結ぶ直結を設定基準線として路線の方

IrlJに沿わせることとしている。

jじの林II遺跡には、八幡平インターチェンジの進入路と本椋の中心杭が存在するが、

の中心杭ST A99ト20とST A99ト80の2本を選択し、設定基準椋 (X軸)とした。 ST A99 

1-20を基準点として直交線 (Y軸)を設定し、 5m毎に杭を打設した。

クリソド杭を打設した後、グリソド、のfl乎私;を(x、γ)の方法で表示する

関係から、できるだけマイナス表示を少なくすることとして、(0、o)の基準交点、 x軸基準線、

Y軸基準税を ST A 9~) 十 20から任意点に移転した。 x斡にアラビア;数字、 Y軸にアルファベ

トを村し、!山j者の組合せによりクリソド名を付した。

昭和43年に耕地整理(国場整備)を実施した際、ブノレドーザで剥土削平あるいは排土してい

るため原形が損なわれているものの 舌状台地であることと 昭和54年晩秋に実施された試揖

)で、縄文時代中立Jjから後期の土器!?、平安時代の裳形土~rlj器片、中世1:の

美濃灰利rm破片等の造物、かまどを持つ竪穴住居跡が時認されていることから、かなり劣忠な

条件下ではあるが、縄文 rp其Jjから接期にかけての竪穴住居ー跡、土師器を伴出する

跡の検出及び中世の遺構の検出が予想、される。

を実施するにあたり、次の諸点についてそhぞ、れ資料が得られるよう努めることとした。

①縄文時代中期から後期にかけて

のある

穴住居跡の場合、

跡と広域火山灰による

の場合の伴出土器はどのような土器様式か。会土Mi器を伴出する竪

を被寵し(埋没させ)た土層の土性 特徴を把握する c 物に近年遺

遺構の相対年代追求方法が考えられておりそのキーベソトとなる

なる火山灰がプライマリーな状態で入るのか、二次貢と考えられる「混入

物J として入るのか。④監穴住居跡の上部構造を推測できるよう努める。柱穴の配置等から竪

穴住居跡の上部構造の変遷も追求できると考えられることから、柱穴、壁溝(毘溝)等上部構

造に関連するものについては微細に観察・記録する。⑤かまどの特徴をよく観察・記録する。

かまど微細図と称する単なる土層断面図に終らず、構築方法、形態等を看取し複原できるよう

な記録をとる。⑥埋土中の土器、床面上の土器、かまどの構築材として使われ本来の機能を失
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なっている

のよう

かまどにおかれた土器等、伴出土器の出土状態を明確にする。⑦開磁器がど

し、共伴する土器はどのようなものか。中iitの城相昔、館跡からの陶磁器の

出土例は多いが、一般菓子会から中世陶磁器が伴出した例は少ない。本遺跡の西測に広がる台地

一帯は「大里館」跡であるが、本遺跡との関連は不明であることからどのような遺構に伴出す

るのか、また共伴遺物は何か。

以上の各点について観察し ることとした n

(2) 遺構の実測方法と遺物のとりあげ方法

は、遺り よる。 おける 、画

遺構中央部に交点をもつよう相対する壁面の中央部を結び 2本設定しているが本遺跡で

は、かまどを有する竪穴住居跡の場合、かまど中軸線を通る一本と、住居中央部でそれに

する一本のベルトの設定を試みた。土墳等の規模の小さい遺構の場合、土層観察用ベルトは 1

した。 T四 Pit の場合、設定しでも扶小で土層の観察が難しく、特異な堆積状況がない

限り、図化を省略した。実iWJの縮尺は、遺構配置図1/200(航空!写真測量し図化したものに遺構E

(を縮たして挿入、整図)、竪穴往居跡 e 土境ー溝・ピヴト(それらの土層断

面図も含む)1/20、かまど・炉(それらの土層断面図も含む)1/10とした。

造物のとりあげ五法は、遺構内から出土したものは、その位置等を平面図(遺物出土状況図)

にレベル、層位、種類を記録し収納することにした G しかし、遺構外あるいはグリッド出土遺

物と一般に呼は、れている遺物に関しては、本遺跡が昭和43年に耕地撃理のため剥土 a 削平 s 盛

土され、相当数の遺物が!京位置を離jしていることから、!単位置が、現存あるいは消滅した遺構

内であっても、調査時には当該遺構から離れて出土する場合も当然考えられる。これらの遺物

の取り扱1;，方を検討する必要があったが調査期間等の制約もあり細分層位を明確にできない場

J

フ グリッド毎にー抗して収納することにした。

このi立物のとりあげ方法は、当熱報告書二作成に寵接かかわるものである。本遺跡の報告に際

しては、文様構成等による選別は行わず出土記録主体として可能な限り遺物を収載することと

したの

L 発掘調査の経過(第 7図対照)

昭和52年10 月 3 日 ~10 月 17 日に実施された分布調査によれば、北の林 II遺跡(当時はNo.lO遺

跡と呼枇)は東西に延びる舌状台地全域がNo.lO遺跡と推定され、総面積12，668m2の縄文時代の

遺跡とされていた。
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日本道路公団の道路設計では、この北の林II遺跡全域を して八幡平インターチェンジが

つくられることになっており 舌状台地全域を記鉢保存する必要があった。

昭和54年秋に試掘調査が行われたが、降雨により水田がぬかるみ、トンンチーテストピット

を掘り下げる度に水たまりとなることが多かった。全域に任意で掘り下げたトレンチ及びテス

トピいノトの結果では、舌状台地先端部区域では、遺構、遺物(縄文土器、土師器、中世陶器等)

の出土が認められるが、昭和43年にー行われた耕地整理でかなり削平されているため、 71'く田粘土

をとり除くとすぐ黄褐色土の地山田となり、遺構の遺存度もあまり期待できず、白地中

ら基部にかけての~域は遺構、遺物の出土は皆無であった。このことから、当初台地全域を

跡の範顕であるとしたが、試掘調査の結果から調査が必要な区域は、台地先端部の約 5ヲOOOm

であると決定された。試掘調査後、日本道路公団鹿角工事事務所から台地基部の水田耕作土を

!日土地所有者が、隣接する水田の園場整備に使うため削土したい旨、連絡があった。ブルドー

ザによる削土後の土層断面観察では、耕作土直ードは砂喋層であり、 i室構の存在は認められなか

った。このことからも、基部から先端部に向ってかなり深く剖平して耕地整理を行ったものと

判断した。

昭和55年 5月9日から調査のための予備的作業を開始しているが、 6月1日から既に設定し

ているグリッド(業者委託)の各数字ライン(束西方向)毎に、南側にi幅2mのトレンチを設

定し、粗掘りを開始した。このトレンチによる組掘りは、担当の桜田班が、小豆沢館、上高向

上上高岡IIと合せ4遺跡10，850m'の調査を10月31臼までに終了する必要上、北の:林II遺跡の

粗掘りと同時に、小豆沢館の調査を最初に終了させ、その後、上葛岡II 上葛岡 Iの粗掘り、

遺構確認を併行させることにしたため、かなりスローテンポなものとなった。

昭和54年秋の試掘調査の結果から決定きれた調査範関全域に設定したトレンチでの粗J屈りが

6月中旬に終了した。 3ラインと 8ラインに土層観察用ベルトを設定し、詳細に親祭したとこ

ろ、 8ラインの東側延長線上の厚さ50crn以上の水田粘土層下l弘二寅褐色土のブ手口ック層、

し、黒色土層中には、黄褐色砂質j手石が帯状に堆積しているのが発見された。このた

め8ラインの東側延長線上に土層観察用のサブトレンチを設定し、堆積範囲を追求した。この

結果、昨年秋の試掘調査で地山市とした層は、耕地整理時に盛土されたブロック層であり、こ

のブロック層より下部では遺構がかなり良好な状態で遺存する可能性が考えられた。

とりあえず既設調査区については， 8ラインの土層観察用ベルトを残し、全面剥土の方針を

とり、粗掘りとプラン確認作業を継続した。 6月30日に調査区域を東側に拡張することについ

て同意を得、臨ちにグリッド及びトレンチを設定し、組掘りと遺構のプラン確認作業に入った。

この結果拡張区域のうち東側半分は削平、西側半分は盛土と判明、黒色土中で竪穴住居跡、

褐色砂質浮石を埋土とする遺構(柱穴、溝)を検出する。 7月中旬には、既設調査区と拡張誠
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査区の全域の粗掘りを終了、遺構のプラン確認作業を進めた。 8月上旬になっても上葛岡上

!向II遺跡の刈払い粗掘り遺構プラン確認作業等により中断した 1)、降雨、ブルドーザによ

リ土のかきまわし等のため、なかなか正確なプランが把握できない。その後連日の好天で、埋

土と地山のjE度(湿り気)の差から遺構フUランが続々と明らかになってきた。この結果、既設

では、剖平をかなり深く受けているため遺存状況はあまり良好とは言えないが、ほほ全

域に縄文~平安時代の遺構が分布すること、新たに拡張したよ也i玄では削平部分にも遺構が確認

されるが、!盛土部分では、平安時代の竪穴住居跡、 j蒋状遺構、溝と柱穴がセットとなっている

と思われる建物跡が検出された。盛土部分の黒色土中に)ムー範囲で堆積分布する浮石層は近年注

呂されている広域火山灰である (十和田 a降下火山灰層りである可能性もあり、

この浮王子屈が埋土となっている溝と柱穴のセットとなる建物跡を、かまどをもっ竪穴住居跡が

掘り込んでいることから、この盛土部分の区域について特に慎重に調することとした。

ブルドーザによる土の移動があるため、原位置を離れたと考えられる遺物が多く出土してお

り、遺構に伴う遺物以外はクリッド毎に収納することにしたが、層)11真等を統ーできな

ら、出土!首位を記載について次のように決定した。 o(セ。ロ)ラインから Jラインまでは、現地

水田粘土)の下に薄い黒掲色土をはさみその下が地山面となっていることから、水田粘土

を剥いだ面までに出土した遺物は確認面しその粘土と遺構フcラン確認面までの出土は、確認

出IIとL、地山面直上は確認面IIIとした。 KラインからUラインまでは、盛土部分があるため、

プラス!日水田粘土層下商(ブロック層を含む)までを確認面上!日水田粘土層下

部からj手石層上国までを確認面豆、 j手石層から遺構フOラン確認面までを確認I扇町、地山面直上

を確認面IVとして遺物を取り上げ¥収納した。

7月25日からi章構の精査を開始した。 S1 001竪穴住居跡はかまどのっくり

まどが南側壁に 2か所検出された。

があり、か

S 1 002竪穴住版跡J土、プラン確認時に壁の内側に炭化物が 1~ 2 cmの踊で一巡しているこ

とから、所謂焼失家屋で堅体である板材が建てられたまま焼け残ったものと判断されていたも

のであるの理土を除去すると、炭化材のー上部に散乱する蛮形須恵器の破片が出土した。東側壁

面近くの床面に遺存する炭化材の中に両端が細い流線形をした丸太材があり、ほぞ穴を 1カ所

穿っているのが発見された。流線形をしていることから柱材ではなく、向らかの道具の一部か

と思われる。(この流線形丸太材は実測後収納し、プレハブ内に保管していたが、強風のためプ

レハブの屋根の一部が壊れた際内部の器材が倒れ、その下敷きとなり損壊してしまった。)S 1 

003竪穴住居跡は、ブルドーザによる重圧のため壁面が内傾していたが、初期理設土中に、浮石

騒が見られた。床面からは横倒した護形土師器が 1個体出土した。この竪穴住居跡のかまどは、

川県石を骨材としており、遺存状況から使用当時の状態が複原できる程で、かまどの笑iWJ後、
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他所に複原し、燃焼実験をした。この結果、煙出孔が遺構プラン ままの状態では、燃

→、 J

f マFいが、煙出孔に10cm干主の「煙突J を設けると良く燃え

される平面プランでの煙道の長舎短、縦断固による ではかまど

米の構造は把み切れないのではないかと思われる。 S1 004緊穴住居跡は、昨年秋の試掘調査

時のトレンチ掘りで、かまどを半分破壊されているが、その全容はかろうじて確認できた。床

面からはi手形土師器、鉄製品が している。 S1 005、006，0町、008竪穴住居跡は、

の きれたもので、い もプラン確認時の覆土(1盟土)に白色の粒子の大きな浮石

を含み、非常に開くしまっていた c 他の住居跡、が上部を されたり、ブルドーザが走っ

あるとは言っても、覆土(埋土)は毘くしまっている状態ではなかったことから

じられた。 S1 005、O郎、007のかまどは、いずれも川原;石を架構村として利用しており、

の状態が確認できた。特に S1 007のかまどは、煙道部まで)11原石を繋然と並べ、その上に扇

平な石を載せて天井部を架構していた。 S1 008設穴住居跡J土、講と柱穴がセットとなってい

る建物跡(S B 001)を掘り込んでつくられたかまどのある る。 溝と柱穴には、

S 1 008の埋土中に見らhる白色の浮石より賞味を帯びたj手石が混入した土が入っていた。 S

1 008精査中に調査顧問である坪井清足奈良国立文化財研究所長が来跡され、削平された竪穴

住居跡、の講と柱穴ではないかと建物跡とすることには援問を述べられ、その設多数の考古学研

究者が来跡され同様の疑問を述べられている。柱穴の配置は、かまどを持つ竪穴住居跡と同じ

であるが、柱間が様方向と梁方向で間尺が異なること「溝J の底面に SB 001遺物跡としたも

のでは円形に浅いくは、みが連続するが、竪穴住居跡の講の底面では長楕円あるいは長方形を皇

るくぼみとなっていることから、出平された竪穴i主居跡の残骸と考えるより、むしろ建物跡

と考えた方が妥当ではないかと考えた。 S1 009は、床面の直上まで削平され一巡する壁溝と

柱穴のみで、かまどもその所在が焼上の堆積範囲でようやく確認できた。 S1 011はS1 003 

同様性i壁が内傾していた。 S1 011は円形石組炉をもっ縄文時代の略円形の竪穴住活跡である

が、南側を S1 003に掘り込まれている。 S1 0121土、本遺跡、の縄文時代の竪穴住居跡として

は最大のものであるが、東側が住居構築以降の浸食谷形成作用により破損消滅している。

S 1 013は、かまどをもっ竪ー穴住居跡であるがブノレドーザにより削ギされた上、軟弱な地盤

であるため東側部分でブルドーザが沈下し、キャタピラの痕跡が床面よりも深く認められる。

S 1 014は、所謂複式炉を有する竪穴住居跡である。 遺構フoラン確認作業時の状況は埋土(覆

に団塊状の軽省(浮石)が多量に含まれていた。住居跡内の埋土を除去する過程と

察用ベルトでの観察によれば、床面より低い炉が埋没した後、団塊状の軽お(浮石)を

含む茶褐色土が、南側半分に壁際が厚〈中央部が薄く堆積しているが、北側半分には堆積が認

められないことから炉のある南側方向から投棄されたと思われる状態であった。この団塊状の
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軒石(i手石)を多量に含む茶褐色土は自然堆積状態では、プラン峰認面より更に下部でなけれ

きれないものであることから、この S1 014の南側でこの層まで達するまで深く掘り込

んだ際に出た土を拾てたものと判断した。周囲の状況から SK(F)034を掘り込んだ際のもので

はないかと忠われた。

S 1 015は北側半分が自然の浸食(崩議)により失われた円形を呈すると考えられる

居跡である。西側壁近くに所謂複式炉を有する。東南側を一部S1 013により破壊されている。

S 1 016は的平が激しく炉石のみ確認され、柱穴、規模等は不明である。 S1 017は床!訴まで

削干されているため正確な規模、形態は不明であるが、石組炉とその周囲に点在する柱穴様ピ

川トから構成されている。 7 uグリッドでは耕地整理時にも畦畔として残された部分に深鉢

形土器 11出体、(切断)蓋付釣手付査lf~土器 1 i間体、象形木製品が共伴出土した{問所がある。 j菜

鉢形二七器が)11/京行の i に横官IJしており、緊穴住居跡である可能性があるが、わずか60cm程

のi偏で残された畦畔部分からは判断が難しいため、敢えてiS 1 018Jの命名はしなかった。

Lラインと Pラインの間の第111峰認面上で検出された 4棟の掘立柱建物跡(S B 001、SB

O位、 SB 0郎、 SB 004)と5本の帯状遺構(S D 003、SD 004、SD 006、SD 007、S

D 008) と、 S1 004の南側で検出された SB 005の覆土(盟土)には、いずれも rt2 ~ 4 mmの

色浮石を多量に含んでいた。 Kラインから Pラインまでの間の寅褐色浮石層直下の第III確

認面は黒掲色土であるが、 rt2 ~ 9 mmのやや)氏賞褐

がら若干色調を異にする。

を含んでおり、閉じ りな

S D 001は 走る講であるが底部が東側に緩傾斜しており、最東部は71，ぇ溜りとするため

かj菜く円形に掘り込まれている。 SK(F)032、SK(T)008と重複しているがSD 001が新しい。

S D 002、005，009、010、011はj芙く抑i1) jみまhた る。

T--pitは、 GラインからKライシと-1ラインから 3ラインに閉まれた地区と、 Kラインから

Nラインと 4ラインからヲラインに図まれた地区に集中する傾向がある。その他の地区にも 3

基検出されているが、T-pitはプライマリーな土層が確認される地区でも第III雄認面となる

色土層の下部、第IV確認面上面でないと確認されず、覆土(埋土)に黄褐色浮石が全く含まれて

いない。 SK(T)006の底面から縄文土器小破片が出土している。土墳は41基検出された。その

ほとんどが、上部を出土されているため、原形をとどめないものがある c フラスコ状あるいは

袋状と思われるものは(F)を加え註記している。土境内の埋こ仁(覆土)の観察では、地山を掘削し

て土墳をつくったが、短時間のうちに土境内から掘り出した土を再び埋め戻したと考えられる

もの(S K(F)002、SK(め003、S K(F)006、S K(F)Ol1、 S K(め012、S K(町029、SK(F)031、S

K(F)038)と、長期に使用後廃棄したものの 2種類に分けられる。

S K(め022と命名した土壊は、耕地整理時に段差を形成するために法面削土された場所に検
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出された。わずかに墳底と控市の一部が残るのみであったが、この墳底に j深菜鉢7形f~ヲけ3ゴ土;器カ

口縁を壁に接して庁出i土した G この深鉢形土器に封入された「土J をすぐピエール袋に収納し、

微化石、花粉分析試料とした。5-Rグリッドの確認由iIIで、石英のブレイクが多数入った Pit

が将t出された。

を上回る遺構数が確認され、しかも小亘沢諒遺跡、上葛碍 I遺跡(No.l1)、上葛岡II遺跡

(No.32)とf井行調査という変則的な調査行程と、 9月上旬から妻の神II遺跡(No.23)等調査に伴う

新堆編成のため、調査補助員 1名を欠く事ー態が発生したため、調査終了予定の10月31日になっ

ても終了できず、人員に余裕の生じた他班からの吃;援を求めることにした。

10月23日には初雪が一舞い、 11月に入ってから連日、 i準霜、降雪に悩まされ作業能率は低下す

る一方であった o KラインからNラインまでの第IV確認面(遺+構フcラン確認i白iTV)に検出され

たT-pit群の精査が終了し、突出j、写真撮影等の最終作業、器材の搬出が完了、撤収したのは

既に20cmの積雪のある12月12日であった。

4 =遺跡、の層位 (第8凶対照)

本遺跡は、耕地整理(国場整備)事業が昭和43年に実施された際、ブルドーザにより剥土ー削

されたため、地山面から上の土層は、ほとんど撹乱を受けた形跡があり、地山商のよがすぐ

水田粘土層となっているところが大部分である。

その中で、 KラインからMラインにかけての地区は、原地形と耕地整理め設計とがうまく結

したためか、lB:j支を残している。

巨視的な観察では、第4、6図のように鳥越段丘面上に遺跡が存在しており、薄い表土層に

覆われているが、微視的な観察では、第 8図のように数層に分けられる黒褐色土とその中に堆

る1層の火山灰層が存在する。 KラインからMラインの!日地形部分に された 8ライン

の土層観察ベルトで、基本層を逮捕ー確認面と対比させて 4面に分けている。即ち、現地表面ーか

ら水田粘土面までを確認面上水田粘土面から黄褐色浮石質火山灰層直上までを確認面目、

褐色浮石質火山灰層から地山面である鳥越火山灰層へのj斬移層直上までを確認面白、持iJf移層を

確認面IVとしている。

第 3表 3ライン及び8ライン

1. 2.5Yだ 寅灰色耕作土届 粘土 2.10YRU 褐色土粘性やや弱

3.10YR% 黒褐色土 しまり強 4.10YR% 暗褐色土 しまり強

5.10YR7;i 暗補色土粘性やや弱 6.10YR% 黒褐色土粘性やや弱

7.10YR% 黒褐色土 しまり強 8. lOY R% 時褐色土 しまり強

9.10YR% 明黄褐色土(10の漸移層) 10. 10Y R%  黄褐色土(鳥越軽若質火山灰層…地山)
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11. 10と同じ 12. 9と同じ

13. 10Y RA 黒褐色土 しまり強 14.10YR先 日音褐色土 しまり強

15. 10Y R%  黒褐色土 しまりやや強 16. 10Y R%  にぶい寅褐色土 しまりやや強

17. 10Y R%  黒褐色土粘性やや強 18. 10Y R%  黒褐色土 しまり強

19. 10Y R%  黒褐色土 しまり強 20. 10Y R%  褐色土 粘性やや強

ド、ソトは寅褐急浮若質火山灰層

8 Kから 8 Mにかけて lは葎認面上 1からド、ソトした葉褐色浮石質火山灰層直上までが確認

面II、i司火山灰層から 9の直上までが確認面III、9を確認商IVとしている。

5 0 遺構と遺物

本遺跡、の調査では、縄文時代の竪穴住居跡6棟、土墳41基、 T-pit23基、平安時代竪穴住居

跡11棟、掘立柱建物跡 5棟、溝;8条の計94遺構し縄文時代から中世にいたる時代の遺物が多数

出土している。

遺構は、時期号uに扱わず、遺構の種類毎に検出}I慎に番号を付しているが、プラン確認時に遺

構と思われ番号を付したものの、精査後遺構と判断しがたいものや当初推定の遺構でなく別種

類の遺構であったものなどがあり、欠番としたものもある。

遺構は各時代JIJ長に、遺物は原員IJとして時代別にしているが 拓影図と石器・剥片実~WJ図には

それぞれの遺物を出土地区等と共に表現するため時代別となっていない場合がある。

第4表 北の林II遺跡S1011竪穴住居跡計測・説明表

検出地区 5 上 5-H、6-1、6-H 実測図番号 I9 |図版番号 I26 

量短 jj!由

壁寸ト15.3cm
224cm 商積 4.28m' 壁溝深な

H主制向lN55却 W 
し形 態楕円形

プラン確認 S 1003に南西側を削りとられている。プラン確認時の地山面と覆土が類似する土色

時の状態 土性であったため不明確であったが雨後の湿度差(滞水度)により確認された。

覆土と床面 覆土J土、明黄褐色土で地山面と判別しがたい。床面は南東側に傾斜しているが、ょく

の状態 踏み固められている。

ネ主 '}よ、、「・
検出されなかった。

炉
竪穴住居跡の長軸方向(N-54

0 

30' E)に交差するような主軸方向(N-55030' -W) 

をもって床面中央からやや北西寄りに}II原石を使用して円形の炉がつくられている。

土層住記

1 10Y R%  砂質明笈褐色土 2 lOY R%  炭化物混入砂質葉褐色土

3 lOY R%  砂質明寅褐色土 4 luYR% 砂質明賞褐色土

5 lOY R%  炭化物灰混入砂質黒褐色土
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第5表 北の林II遺跡、SI012 竪穴住居跡計~fflJ .説明表

検出地底 一つ I、 2-J、 3 L -3 J 実~Jilj図番号 1 1u、11 図版番号 127、28、59

5 ~ 19 cm 1堅議幅 な し|主軸方向 N -60
030'-E 

量短軸 問側面積| 40.5加|壁溝深 な し|形 古，山島、 円形

東{日肋f自然営力(浸食作用)により崩壊されている。 SK028，04L042の3個の円形土墳

プラン確認 により壁面、床面の一部を破壊されている。プラン確認時、覆土が地山面(ピラン確

時の状態 認面)と同色、同土性の土層であったため識別が困難であったが、長雨の後の混気の

遭いによりようやく判別で:きた。

覆土と床面 覆土は硲褐色土と地山面の鳥越軽石賀火山灰の混入合土である。

の状態

中主 穴
10カ所に検出されたが規則的な配列は見られない。

炉
{主活跡の東側に構築されているが浸食作用によりお組部分が残っている。全容は把握

できないが所謂複式炉であろう。

こた層雪主詑

la lOY R%  1埼褐色土粘性強 しまり強 lb la層とのちがいは、黄褐色土の割合から見分けられるが他は

炭化物混入(1~3mm)、賞褐色土混入 !弓じでわる。

2 lOY R.% 主褐色土粘性強 しまりiJ!li粘土質 3 lOY R% 褐色粘性強 しまり中敦賀層

4 2層と同質問色であるが、黒色ニ仁が50%含まれる 5 10Y R対褐色ニ仁粘性I干 しまり強硬質である

炭化物の混入有 1)

第6表 北の林II遺跡SI014竪穴住居跡計測・説明表

検出地区 2-G、2-H、3 G、3-H 実測図番号 112、13 |図版番号 I30、31、59

四 cm|壁高i15~28 cm し |主開|N2430 E 
量短軸 283cm 面手責 7.98m' 壁溝j菜な し 形 態長円形

こぶし大の浮石塊が多量に混入する(黄褐)土の長方形プランが確認された。この状況

プラン確認 ら地の遺構も掘削した際、この竪穴住居に排土したものと推定される。周囲の状況か

時の状態 ら及び地山の層序から SK(F)034のフラスコ状ピットを掘削した際、掘り出した土を

廃棄した可能性が強い。床面と竪下 に堆積

床面と壁下方に推移する初期の埋没土層を除きこ...~~~し大の浮石塊が多量i二混入する{茶|

褐色)土が全体に堆積している この浮石塊はプラン確認面より上んーの自然埋積土で

覆土と床面 は確認されず、地山面である鳥越軽石賀火山灰層がこの浮石塊の思!

の状態 この地山面を深く掘削した際に既に廃棄され理没過程の初期にあり、まだ埋まりきら

ない本竪穴住居跡に排土したものと推定される。床面はよく踏みかためられているが

四凸がある。

4ま jt~ 
木根による撹

に偏在しているように思われる。

炉
住居跡の長軸方向上、南側の壁面近くに馬蹄形の石間炉とそれに連なる鍋農状のくぼ

みからなる所謂複式炉の形態を示している。

土層肢昔日

1 2.5Y R%  黄色と2.5YR月 j受賞色との軽石層である 2 lOYR% 寅褐色 砂質性である

半占性弱 しまり弱

3 lOY R% 褐色粘性弱 しまり強炭化物微最に混入 4 lOYR% 安褐色炭化物微量小つぶの較石混入 5%

小つぶの較石混入10%
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5 10Y R% 賀補色 炭化物109'o 一部軽石あり 6 10Y R% 主主褐色 しまり強炭化物5% 小豆大の軽石数倒

7 10Y R% 褐色粘性弱 炭化物微量黄褐色土粒子30 S 10YR% 時褐色粘性~~軽石層( 1 ~ 100mm)である

% 

9 lOY R:Jr4渇色 しまり強 5l.つぶ大(3~4mm)の軽石 10 10Y R% 黒褐色 しまり!5!5 賞褐色土粒子15%

が数個混入 1 ~]5酬の軽石が全体的に 10%

11 10Y R% 絡褐色粘性弱 しまり~~ 層上部に軽石!高 12 Sと同じ

が含まれる

13 lOY R% 褐色 粘性弱 }言下音I1に炭化物5% 14 10YR%，褐色 主主褐色土粒子15% ノj、つぶの軽石 5%

層上部に小笠大の軽石

15 lOY R%  主主褐色 炭化物39'O 黄褐色土粒子10%

17 10Y R}~ 潟色炭化物微量寅褐色土粒子~2ü9/ó

16 10Y R% 時褐色軽石数個賞掲色土粒子40%

第 7表 北の林II遺跡S1015竪穴住居跡計測 e 説明表

検出地区 D _ 1 E、2-D、2-E 実諮問番号|仏 15 i図版番号 132、札 59

叶壁高i18-25cm し N-7T30' -E  I 

量短軸 640cm 面積 34_2m' 壁溝深な し 形態 円もしくは楕円形

プラン確認
台地先端の西北端に確認された。北側半分は崩落のため欠損、南東側は S1013竪穴

昭の状態
住居跡(平安時代jにより削り落とされている。耕地整理時の排土堆積地区となってい

るため、明確なプランを把むことカf図書在であった。

覆土と床面 昭和43年の耕地整理特にブルドーザが一度削りとった土を排土堆積させているため、

の状態 覆土上面は援活しが多しミ。

中主 7ム¥ー，
f畳乱穴は存在するが、明確な柱穴は確認されていない。

住居床面西側にIII原、石で連続する 2つの「石間炉」を創出させている所謂、複式炉で

炉 ある。 2つの のうち壁面に近い方は石の内側が剥離する程熱を受けているが

中央寄りの「石間炉」の内側は熱を受けた痕跡はあるがそれ程変化がない。

土層註記

1 10Y R交路掲色粘性弱 直径lOcmめ浮石がフヂロヴク 2 10Y E%  仁よい黄褐色結性弱 浮石(1 ~40mm) プロック状

:tたにm.入 に混入

3 10Y R.% に... .;-:い葉褐色粘性~~ 4 10Y R%  Iこぶい糞澄色粘性弱 符石(1-70回目)が25-30%

混入

5 10Y E互にぶい黄褐色 しまりやや弱粘性弱 6 10Y R% にぶい黄褐色 しまりやや弱拾性~!5

i浮お(5~50盟問)が10~20%混入 日月三主褐色の浮石(20mm)ilf1粒混入

7 10Y R%，褐色粘性弱 S lOY R%  s斉褐色 しまりやや弱粘性弱

9 10Y R先日音褐色 しまりやや弱浮石(1 ~50mm)が10 10 lOY R% 褐色粘性弱

--15?/o混入 炭化物も微量滋人 11に近い層はにぶい亥

褐色に近い

11 10Y R% にぶい賞褐色粘性弱 ブロック状に路橋色 12 10Y R%  にぶい賞積色粘性強

二七が3-5%混入

13 10Y R%' にぶい寅褐色粘性弱粘性の強いにぷい主主 14 2_5Y R%  にぶい笈色 浮石(1 -10mm)が2-3%混入

権色二七がフ'ロ vク状に 3-5%混入

15 10Y R]首 UJl黄褐色浮石がプロック状に 3-5%混入 16 10YRl・J{黒色 しまりやや弱粘性弱

粘性の強い賞燈色土が7-10%混入 にぶい賞褐色土がブロック状に20-30%混入、その回りを極暗

赤禍色土がとりまいている (20%前後)

17 10Y R% にぶい貧援色 しまりやや弱浮石(0_5-1O 18 2.5Y R%  賞褐色 しまりやや弱粘性強い弱 浮石と土が

間m) が 3~5%混入 にぶい業褐色土がフeロック状に 3 1 1の割合である

-5%混入粘'除の強い土も 5-7%浪人

一旬一



j手石(1 -40mm)が7-10%混入

しまりやや~~ 浮石(30-60mm)が20%i見入

20 lOY R:l1褐色粘性弱

炭化物微量混入

22 lOY R%  にぶい賀稔色粘性強

24 lOY R%  褐色

しまりやや強粘性やや強

21 10Y R，%にぶい黄褐色 しまりやや強粘性~~

浮石(O.5-30mm) 3 %混入

23 10Y R:l1褐色粘性弱浮布(1-3mm)が 2-3%1.昆

，入

25 10Y R%  

にぶい賞褐色19 10Y R，% 

に_"い黄褐色粘性~~

10Y R% 焚褐色粘性弱

10Y R;l括質褐色粘性5)5)

10Y R%  にぶい笈褐色粘性弱炭化物微量混入

lOYR% 賀褐色 しまりやや強粘性~~

26 10Y R%  

2

4

6

8

 

明索褐色

炉内土麿註記

10Y R7.i にぶい賞褐色 しまりやや弱粘性弱

lOYR% 日月主主褐色 松i生弱

10Y R%  賞褐色

lOYR% 褐色 しまりやや強粘性~~

lOYR% 掲色焼土がやや混入

a

ー

の

岳

民

d

7

s

q

u

焼オニがやや混入

北の林II遺跡S1016竪穴住居跡計測・説明表

検出地区 10-D 実iM図番号 16 図版番号 34 

不明 不明 壁溝幅|不明 主軸方向 炉長軸方向N-8
0-w 

量短軸 不明 面積 不明 壁溝深|不明 青3 育b長、 不明

調査前地形では南mu縁辺部ではあるものの耕地整理範囲外で水田商より一段高く畔道 l
プラン確認 となっており原形に近い形で遺存するであろうと考えられていたが原地形(耕地整理

時の状態 前)そのものが、台地北縁部同様自然崩壊しており、更に耕地整理時にブノレドーザで

壊滅したと思われ炉のみ遺存している。

覆土と床面 不明(掘削されているため検出できず)

の状態

中主 穴
不明(検出できず)

現地形では台地南縁辺部に位置しており、南側半分が法面となっており、原形をうか

炉 がうことは不可能であるが北測半分を JII原石で囲んだ炉である。単純な石組炉か所謂

複式炉となるかは不明である。

第号表

時褐色 }畜上半部炭化物10%混入

lOY R%  明糞褐色土 ffi.虚色土ブロック(豆粒大)少量混入

10Y R%  渇色土炭化物5% 賀補色土粒子15%混入

lUYR% 2 

4 

6 

土居註記

10Y R五時補色ニiニ しまり弱炭化物30%

賞褐色土粒子10%混入

10Y R.% によい賞褐色ごlニ 炭化物微;盆滋入

10Y R_%' 路橋色土炭化物5% 笈褐色土粒子15%混

入

3 

5 

北の林立遺跡、S1017竪穴住居跡計測・説明表

検出地区 12-S， 12-7， 13-S、13-7 実i~iJ図番号lE、 18 l国版番号I35 
法|長軸 395cm I壁高|不明 壁溝幅!な し |主軸方向 IN -41030'-W 
量|短軸 390cm I薗積| 10.44m' 壁溝深|な し |形 態|円形

昭和43年の耕地整理時にブルドーザで削平されているため、壁体(壁面)が残存せず、

プラン確認 竪穴住居跡の全体規模、時期等は不明である。かろうじて石組炉とその周囲の柱穴様

時的状態 ピソト群により規模が推定される長軸酌長さは柱穴様ピ Yトの間蹴L|
i て得た推定ラインにより計測した。
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覆土と床面 ブルドーザで床面まで削平されているため覆土皆無、床面の状態も不明である。

の状態

柱 穴
床面中央部のピットを中心に柱穴様ピットが10カ所検出された。

昭和43年の耕地整理時にブルドーザにより剥土された際、炉石も重量及び排土板の影

炉 響をうけたらしく炉石に亀裂を生じているが、住居跡床面中央からやや南東寄りに方

形にJlI原石を配して構築した石組炉である。

第10衰 北の林II遺跡SK(め001計iWJ.説明表

検出地区 1 5-B |実j自国番号 19 |図版番号 I7、41

法 関口部長軸 70cm 境底部長軸 1l2cm J菜 さ 30-40cm 

関口音15短軸 60cm 墳底部短軸 110cm 長:軸方向 N-25
0

-W  

豆E王3 関口部平面形状 不繋円形 境底部平面形状 不整円形 断面形状 袋状

遺物とその出土状態 なし

土層註記

1 10Y R%  賞褐色土 しまりやや~~ i手石粒(世 0.2-3 mm) 

5 -10%混入

3 10Y R五時鴇色土粘性弱}手正i粒(o0.2-3 mmHO-15 

%混入

5 10Y RM 褐色ごi二 しまりやや弱粘性弱

2 10Y R% 褐色土粘性弱

4 lOYR克亥褐色:士名li性弱

第11表 北の林II遺跡SK(町002計測・説明表

土還ま主記

1 lOY R%  a青褐色 粘性やや強

10Y R_% 黄燈色の半:i.:fkが 3コ({釜山-30mm)

~:褐色土粒子40%

3 10Y R% 掲色 宇占伎弱

lOYR% 女鐙色の粉状が多数(径 5-30mm) 

5 lOYR% 賞褐色粘性強 2.5Y R%黄色が多数

(径5-40回目) 10Y RJi 賞稜色の粒状3コ(筏30-

40mm 

7 10Y R% 賞褐色粘'段やや強 2.5Y R% 灰白色

塊状(径20-60mm)3コ lOY R%  ~射設色フ'ロ y ク状

1コ

9 lOYR% 褐色村性やや強 しまい強

10Y R)l{ 灰白色粒状少数(径3-30mm) 

11 10Y R%  賞褐色 しまり強 10Y R.% 1.実桜色粒子

2コ

13 10Y R7{黒色粘性強 10YR%  明賞褐色土10%

15 10Y R% 黒褐色粘性強 しまり強

10Y R.% J竜褐色土枝子多量に混入 5%

2 10Y R% 褐色粘性やや強

2.5Y R%黄色の粒状が多数(佳5-30mm) 

10Y R%  明るい主主褐色土粒が 2コ

4 10Y R% 安縞色粘性強

2目5YR%淡黄色ブロヴク状2コ

2.5Y R克明実褐色フヂロック状 1コ 10Y R克 実援色 1コ

6 10Y RXi褐色粘性やや強 しまりやや強炭化物微最

10Y RイB 灰白粒子30%

8 lOY R% 裁潟色村i性強 2.5Y R克灰白色土粒子多量に

混入50%

10 lOY R% 賞褐色炭化物微量

5YR% 同月褐色粒子 1コ

12 10Y R% 掲色 しまり強 10Y R.% 黄桜色粒子 5%

14 10Y R% 寅褐色粘性強 しまり強lOYR7{黒色40%
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第12表 北の林II遺跡SK(め003 計~WiJ ‘説明表

検出地区 1 5 C |実iWJ図番号 1 19 1 [君!担番号 1 7、42

法 関口部長軸 65cm 墳底部長軸 125cIl1 {、オ5f?: 再C 87-99cm I 

関口部短軸 48cm 境底部短軸 120cm 長軸方向 N-G8
0

-W  I 

室区ヨE 関口部平田形状 惰円形 横底部平面形状 楕円形 断面形状

遺物とその出土状態 なし

土層厳衛註記

1 10Y R気潟色しまり強 2 10Y Rお 褐色 しまり強 10YR];i にぶい予言権粒 多数

lOYR]';i に j~'~ 寸tl'俊粒状少数(径九一 6 mm) (径 1-40mm ) ]0 Y R IlFj褐色粒状少数 12YR 褐色

3 10Y R気褐色粘性強 しまり強 10YR%  L円褐色

粒状少数(径 3-25mm) 炭化物10% 武褐色土粒T-30%

5 lOYR% 賞褐色粘性やや強 しまりやや強明褐色

粒状少数 にぷい1実績粒状多数(径 1-1 mm) 炭化物5

/。

、より犬20%

4 10Y R.% 賞褐色粘i笠やや強 しまり強

lOYR%  Il月褐色粒状少数 に.;:，、支援粒状少数

6 10Y R% 褐色 しまり強lOY只%明鴇色粘状 U.!1 -

5 mm) 15% 瓦 にぶい黄櫨粒状少数

7 lOYRX 褐色料i性強 しまりやや強

lOYR% 寅褐色粒状少数(径 5-15mm) 

8 lOYR7i黒色粘性強 しまり強賞褐色粒子10% 炭化物

2%  

9 lOY R%  s.黒褐色粘性強 しまり強焚褐色土粒子30

% に_>.い笈燈粒子2096 炭化物5%

10 10Y R五時褐色粘性強 しまり強 10YR% 賞褐色二1:50

pa 炭化物 1%

第13表 北の林II遺跡SK(F)004計調IJ.説明表

検出地区 1 4-D !実 ~~IJ国番号 1 19 i図版番号 1 7、42
法 関口部長軸 112cm 墳底部長軸 122cIl1 深 A、r、~ー 22-26cm 

関口部短軸 105cIl1 墳底部短軸 116cm 長軸方向 N-8
0

- W  

豆Ei 関口部平面形状 不整円形 境底部平面形状 不整円形 断面形状 装状

遺物とその出土状態 なし

土遺註言己

1 10YRX 潟色 10YRの気 質褐色(直径3cm)が混入 2 10Y RM  褐色粕伎やや強小豆大のブロ三ク粒が少量(7 

2 10Y R.Y4 褐色極小のブロック粒が少量(15%)混入 %)混入

4 10Y R五時褐色 10YR% 褐色 30%滋入

5 lOY R% 黒褐色lOYR先褐色 15%混入 6 10Y H% 黒褐色粘伎やや弱 しまりやや強ブロブク粧少

7 lO YR;Y;補色紡性やや~~しまりやや強 量 (1%) i11人

10Y R%  黄褐色 (20%)混入 ブロ・ソク粒混入 8 lOY Ri先 黒褐色 10Y RU 褐色 (30%)混入

9 lOY R~元褐色lOYR五菜掲色 (25%) 混入 10 lOY Rえ褐色結性やや強 しまりやや翁lOYR% Ji'l字詰

11 lOY R% 黄褐色桁!生やや強しまりやや強 色が少量 (7%) il~入

第14表 北の林II遺跡、SK005計iWJ.説明表

検出地区 1 5-B、 6-B |実j別図番号 119 |図版番号 I7、43
法 関口部長軸 104cm 墳底部長軸 92cm {菜 三Cぞ 42-46cm I 

関口部短軸 93cm 横底部短軸 82cll1 長 軸方向 N-58
0-W 

主主主忍主 関口部平面形状 円形 壊底部平面形状 円形 断面形状 円筒状

遺物とその出土状態 なし

土廃断商駐記

1 10Y R%  時褐色 10Y R%  寅褐色 (20%フ歩ロック l

コ粒子) 浮石lOmm1コ

3 10Y R%  U音褐色粘性やや強 しまり弱

5 lOYR% 黒褐色粘性やや強 しまりやや弱

lOY R%  a音褐色ブロック粒10% 浮石粒子混入

2 lOYR% 褐色粘性やや強 しまりやや弱 lOYR%  路渇

色7% 炭化物 1%

4 lOYR%  褐色 粘性やや強 10Y R%  i黒褐色10% 炭化物

微最 ブロソク粒混入

6 lOYR%  路褐色粘伎やや強 しまりやや弱
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10Y R%  主t褐色ブeロソク粒 7CJo 7 10Y R%  11計品色 粘性やや ~rtl しまりやや弱

lOY R%  褐色 20?b 8 10 Y R ~長崎褐色粘'1生やや強 しまりやや弱 10YR% 褐

色古

9 10υiY R手元吉 褐i色色 半粘J点什削i'刊'1性|

炭f化じ物1微数最

10 10Y R;J，-i 路褐色粘性やや強 しまりやや弱 10Y R% 褐

色30% 10Y R%  黒褐色 2%

11 lOY R%  I塙偽色 10YR対褐色20% 浮訂 lコ

炭化物3%

12 10Y R%  笈掲色 しまり強 10Y R%  関J.lt褐色40%シラス

10Y R%  黒褐色 1%

第i5表 北の林II遺跡SK(F)006計測 s

検出地区 I6 B |実現四番号!19 |図版番号 I7、43

法 関口部長軸 96cm 境底部長車III 153cm J菜 去、ーー 49-51cm 

関口部矩~~由 86cm 墳底部短軸 127cm 長期lJ方向 N-7袋2固状W l | 
豆D王 関口音IS平面形状 不繋円形 壊底部平面形状 楕円形 断面形状

遺物とその出土状態 なし

土層註記

1 lOY R%  I培褐色 しまりやや強 10Y R%  賞褐色 2 10Y R%  黒掲色粘性やや強 しまりやや強 10YR%  寅

U:iL予30% 褐色土粒子30% 炭化物少量 5%

3 10Y R%  時褐色 lOYR% 賞褐色土粒子30% 炭化 4 lOY R%  I培縞包粘性やや強 しまりやや強 lOYR% 女

物少量:3 褐色ゴニ'ti'J::IJ;5コ(任10-20mm) 10Y R五 時褐色土30%

5 10Y R%  黒褐色 粘性やや~_;jl ~t褐色ご七粒子40% 炭 6 10Y R%  黄褐色 10Y R%  黒褐色土40% 炭化物1%

化物10%

7 10Y R~{ 黒褐色桁!生やや強 10Y R% 賞褐色日立 8 10Y R%  にぷい寅褐色粘性やや強 10Y R克 明黄褐色土

30% 炭化物1り% 1 

9 10Y R%  iこJ仏、賞褐色粘性強 しまり弱 10 lOY R% 黒褐色粘性強 10YR克実褐色土枝子30% 炭

10Y R克明茨褐色:!二 1% 化物10%

11 lOY R%  寅褐色 粘性弱 黒褐色二七粒子10% 12 10Y R先 占禁褐色 粘性強 10YR% 日月賞褐色ご仁粒子20%

13 10Y R%  11音褐色粘性強 しまりやや強 10YR%  炭化物15%

主t褐色土粒子50% 灰自殺子 5% 炭化物10% 14 10Y R% 安鴻色紡性強 しまり強 明賞褐色ニ仁粒子JO~会

15 10Y R~í にぶい賞鵠色 しまり強 10YR見亥控褐

色::t:.フポロヮク lコ

第i6表 jじの林II遺跡SK(円007計測・説明表

検出地区 !13-M、l:3-N |実ifliJ図番号!20 |図販番号!58 

法 関口部長軸 89cm 墳底部長軸 96cm ;長 ~ ぞ 37-47cm 

関口部嫁軸 82cm 壊底部短軸 91cm 長軸方向 N-88
0-W 

主E主ヨ主 関口部平面形状 円形 境底部平面形状 円形 断面形状 袋状

遺物とその出土状態 なし

第17表 北の林立遺跡、SK(日008計iNIJ.説明表

検出地区 I6 A |実j日間番号 I20 |図版番号 I7、44

法 関口部長期1I l07cm 横底部長軸 138cm 1菜 さ 58-63cm 

関口部短軸 107cm 壊底部短軸 135cm 長軸方向 N-80
0

- E  

主変 関口部平田形状 円形 墳底部平面形状 円形 断面形状 袋状

遺物とその出土状態 なし

土居註記

1 10Y R%  にぶい賞褐色ニi二 しまりやや弱粘性弱 2 10Y R%  明賞鴇色土粘性弱亥褐色土(0.02-0.2mm)が40

I手石キ立(世 O.1 -5 mm) 3 -5 %混入 部部的ににぶい賞 %前後混入
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機色土がift入

3 10Y R%  碕褐色土

5 lOY R%" 踏褐色土粘性~~

7 10Y R% 黒褐色土 しまりやや弱粘性弱

9 10Y R% 碕褐色土 しまりやや弱粘性弱浮石t;L

(件o. 1 -30mm ) 5 -10?e)混入 にぷい賞燈色の綱砂が
部分的に混入 (3-5%) 

4 lOY R~{ 染色土宇t~'~I:5j5]

6 10Y R1勾J 賞褐色 L 粘性弱

8 lOYR_%" 褐色土 しまりやや~~ 粘性弱

10 10Y R%  主主褐色土 粕|キ弱

11 10Y R%  黒褐色土粘性弱 焚縞色ゴ二が5-10%混入 12 10Y R% 黒褐色土粘性別

13 10Y R%  銭褐色iニ しまりやや~~ 粘性弱 14 lOY R%  時褐色土 しまりやや弱粘性弱

15 lOY R~五黄J褐色オ二 しまりやや~~ 粘性~~ 16 10Y R:h 褐色土 しまりやや弱粘性~~

17 10Y R%  寅褐色土 しまりやや羽村俊弱 18 lOY R%  にぶい賞字詰色イ しまりやや弱粘性犯 裁褐色の

火山!夫干行

第18衰 北の林II遺跡SK009計測・説明表

検出地区 17-C |実測図番号 I20 |図版番号 I7、44
法 関口部長軸 104cm 境底部長軸 88cm 深 さ 40-52cm 

関口部短軸 95cm 壊底部短輔 78cm 長軸方向 N-73
0--W 

量 関口部平面形状 円形 墳底部平面形状 円形 断面形状 円筒

遺物とその出土状態 なし

土居註記

1 10Y R.% 路褐色 しまり強混入 10YR% 賀褐色土 2 10Y R% 黒褐色 しまり強混入 10Y沢%尚色土40%

1% 墨微量

3 lOYR% 黒補色 しまり強混入lOYR%  1電褐色土 4 10YRYz ~黒褐色 しまりやや強混入 10YR% 賞褐色土
1% 15% 10YR克 明賞褐色微量

5 10YRYe褐色 しまりやや強混入lOYR% 黒褐色 6 lOYR% 賞褐色土粘性やや弱 しまり強混入 10YR%  

土20% 暗褐色土209手

7 10Y RYe褐色 しまりやや強混入lOYR五時褐色 B 10YR% 褐色 しまり強混入 10YR% 黒褐色土10%

土40% 10Y R%  明支褐色土微最 lOYR% にぷ¥，>賞褐色土20%

9 10Y R% 賞褐色 しまりやや強混入 10YR見泉褐 10 10Y Rお褐色粘性やや強しまり強混入 10YR予言褐

色ニiニ55予白 色ニ仁lO%

11 10YR% 明糞褐色jニ粘性やや強 しまり強浪人 12 lOY R]i 誌だいだい粘'1'1'ややω しまり強混入
1OYR，%' 褐色土40% 10Y RYe 褐色ゴニ10%

13 10Y R% 賀補色粘性強 しまりやや強浪人

10Y R五 階褐色土15% 10Y R瓦 にぷい業だいだい微宣

第i号表 北の林II遺跡SKOIO計測・説明表

検出地区 17-D |実~&IJ図番号 I 20 |図版番号 17、45

法 関口部長軸 181cm 横底部長軸 163cm 深 さ 27-36cm 

関口部短軸 129cm 境産部短軸 117cm 長軸方向 N-34
0- W  

藍ヨ 関口部平面形状 楕円形 壊底部平面形状 楕円形 断面形状 逆台形 l

遺物とその出土状態 縄文土器片 2点覆土中出土

土層註記

1 10Y R%  ~黒褐色 しまりやや強 lOY R.'!-活 支縞色土 2 lOYR% 路補色 しまり鎗 lOY R%  Sjj賞褐色土 1%

微量混入 10Y R%  寅褐色土10%混入

3 10Y R_%" 褐色 しまり強 lOY R%  a音褐色二tl%混入 4 lOYR% 賞褐色 しまり強lOYR% 黄褐色土20%混入

5 lOYR% 褐色 しまり強 10Y R%  明黄色土30%混入 6 lOY R%  明寅褐色 しまり強 10YR% 褐色土10%

機微量混入
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7 10Y R% 寅褐色 しまり強混入 10YR五時褐色土 8 10Y RU 褐色 しまり強混入 10YR% 賞褐色土30%

1% 

9 10Y R% 暗褐色 しまり強混入 lOYR% 黒褐色!こ 10 lOY R% 葉褐色 しまり強混入 10YR% 黒褐色土 1%

1% 

11 10Y R完黒褐色 しまり強混入 lOYR% 寅褐色土 12 10Y R% 褐色 しまり強

20% 

13 10Y R% 黄褐色粘性やや強 しまりやや強 14 10Y R% 寅褐色粘性やや強 しまり強混入 10YR苅

15 10Y R% 茶褐色しまり強混入 10YR% 賞褐色土 資だL、だい土 1%混入 10YRl ・ ~:t .~黒色 15%

40% 混入 7.5Y R%明るい褐色土微量 16 10Y R% 暗褐色 しまり強 混入 10Y R% 紫褐色二上 2%

17 10Y R克明寅褐色 しまり強混入 10YR季五黄褐色

ニt二2096

第20表 北の林II遺跡SK(め011計測・説明表

検出地区 1 10-D、ll-D !実iP.IJ国番号 I20 |図版番号|

法 関口部長軸 182cm 壊底部長軸 194cm 深 さ 90-120cm 

関口部短軸 159cm 壌底部短軸 187cm 長軸方向 N-4
0-W 

長E三主署 関口部平面形状 不整円形 墳底部平面形状 円形 青三 官包 袋状

遺物とその出土状態 縄文土器片 6点覆土中出土

土漫註記

1 10Y R% 祭渇色土 しまりやや ~j~ 粘性弱 火山灰 2 10Y R% 祷色士一村官t~~ 褐色::l二(lOYR災)が50%混入

火111石(砂 0.5-501llm) 5 -7 浪人部分的に にぶい 4 10Y RU 褐色土粘性やや強黒褐色部分的に混入火山灰

亥続色土がj昆人 浮右f立(o0.5-90田町)部分的浪人

3 10Y R% 褐色土粘性やや弱 に.~;ぃ賞栓色ニi二と部分的 6 10YR，% Ji者褐色土粘性弱 火山灰 浮石絞(o0，5-40mm) 

混合 カ、10-15%混入 5YR% 澄色土(世1O-30mm)10-15%混入

5 10Y R% 黒褐色ニiニ粘性弱 火山灰浮石粒一部分混入 10Y R%の浮石粉ヵ、部分的混入 2.5Y R% 明赤褐色の浮石

粒が部分的にあり

7 lOYR% 明笈褐色土 粘性やや弱 浮石粒が部分的に混 8 10Y R% 日音褐色土 粘性やや強 10Y R% 褐色土が30-40

入 %混入

9 10Y R% 賀補色土 しまりやや強粘性やや強浮石粒 10 ②7.5YR%澄色土 ⑤luYR%黒褐色土 @10YR%

(o O.5-200m冊)が30%混入 明賞褐色土しまり④やや強粘性@やや強@やや強

11 lOY R% にぶい賞怨色土 火山灰 j手石粒(砂 0.5-10 @明支褐色と明赤褐色とのj手正J粒(世 1-40mm)が60%混入 (忌

田町)が50;~;?混入 火山灰浮必[粒(φO.5-90mm)が40%前後混入包火山氏浮

12 lOY R% 黒褐色土炭化物一部混入 石絞(o0.5-601ll1ll)が7-10%浪人

第21表 北の林II遺跡SK(め012計測・説明表

検出地区 1 9-C i実iRIJ図番号 I20 |図版番号 I45 

法 関口部長 ij!由 173cm 壊底部長軸 173cm 1菜 さ 80-86cm 

関口部短軸 170cm 壊底部短軸 153cm 長軸方向 N-58
0-E 

主芝 関口部平面形状 不整円形 墳底部平面形状 不整円形 形 1言U伝J、 袋状

遺物とその出土状態 なし

土展段記

1 lOYR% 然褐色土粘性弱 浮石村1.(o 0.5-20mm)が 2 2 1りYR%-10Y Rだ粘性は外側より中にはいることに弱くな
-3%混入 る(外側やや強) i手石粒2-3%混入

3 lOY R% s音褐色土粘性弱 j手石粒 3-5%浪人 4 10Y RU 褐色土粘性~~

5 lOYR% 賞褐色土 ところによりやや強 6 10Y R% 隠褐色粘性弱

7 lOYR% 紫褐色土粘性弱(外側やや強) 8 10Y R% 糞褐色土粘性弱(外側やや強)

9 lOYR% 掲色土 10 10Y R% 階褐色土 浮石粒7-10%混入

11 lOY R% I渚褐色土 浮石粒5-10% 12 10Y R% にぶい賞褐色ゴニ

13 10Y R% 黒褐色土粘性やや強浮石粒80-90%浪人 14 10Y R% 路褐色土浮石粒50-60%混入
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第22表 北の林II遺跡SK013計測・説明表

検出地区 I9 D、lO-D l実諮問番号 I21 |図版番号 I46 
法 関口部長軸 170cm 壊底部長車出 164cm 1菜 ~ 5 -17cm 

関口部短軸 125cm i康成部矩車出 117cm 長軸方向 N-49
0

- W  

量 関口部平田形状 楕円形 横底部平間形状 惰円形 断面形状 逆台形

遺物とその出土状態 なし

土居普註 ~ë

1 10Y R% 時褐色土粘性弱炭化物が 2---3 9'ofl(:入 2 10Y R%  に<，~，王女褐色こた 粘性~~ 火山灰絞が10-20%混入

炭化物少量j民入

第23表 北の林II遺跡SK(め014計測・説明表

検出地区 12-C、2-D、3

法 関口部長軸 194cm 

関口部短軸 137crn 

豆i三三豆ヨ 関口部平面形状 不整楕円形

遺物とその出土状態 なし

土屋詮記

1 10YRl・}:i 黒色土

3 10Y R%  長褐色ニヒ ローム粒混入

5 lOY R%  黒褐色土

7 JOY R%  主主褐色土

9 2.5Y R% 黄色土砂質

11 lOY R克明賞褐色土

13 lOY R%  黒褐色土 ロームブロック混入

15 lOY R%  褐色

17 10Y R気褐色ローム粒混入

D 1実iWJ図番号 I21 

壊底部長軸 166cm 

墳底部短軸 164crn 

墳底部平面形状 円形

2 10YR% Ji!A褐色土

4 10Y R%  褐色土

|図版番号|

1菜 き

長軸方向

断面形状

6 10Y R% 褐色土炭化物混入

8 10Y R::-'I黒色土 ロームブロックi1~入

10 lOY R% 褐色 ロームブロヮク混入

12 10Y R]FJ 焚程色

14 10Y R% 安溺色

16 lOYR% I引責褐色

芳i 黒褐色-s音褐色系の上:ffi:土には炭化物が多く含まれている。

第24表 北の林II遺跡SK(f)015計測・説明表

68-91crn I 

N-88
0-E 

袋 :1犬

検出地区 114-=-R、15-R |実1M凶番号 I21 |図版番号 I46 
法 関口部長軸 83cm 墳底部長軸 82crn 深 き 34-39cm 

関口部甥軸 76cm 壊底部短軸 70crn 長車fIl方向 N-45
0

- E  

議長主導E 関口部平面形状 円形 壌E支部平面形状 円形 断面形状 袋状

遺物とその出土状態 覆土中に自然石 1f監i

第25表 北の林II遺跡、 SK(め016計測・説明表

検出地区 I7 目、 7 |実j員四番号 I21 |図版番号 I47 
法 関口部長軸 158cm 墳底部長軸 156cm よ{オノロ亡 き 115-120crn 

関口部短軸 157cm 境底部続車I1l 146cm 長車111 方向 N-89
0

-W  

豆E司E 関口部平面形状 円形 墳底部平面形状 円形 断面形状 袋 :1犬

遺物とその出土状態 縄文土器片10点覆土中出土

土厳註記

1 10Y R%" 褐色 しまりやや強 10Y RJ;i にぶい賞燈色 2 10Y R%  賞縞色 しまりやや強 10Y RJ;i にぶい賞滋色3

2 ?i混入 %ig入

3 lOY R%  I埼褐色 しまりやや強 4 lOYR% 9I.褐色粘性やや弱 しまり lOY R%  I惰褐色7

%浪人
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5 10Y R% 1培補色 しまりやや強 6 10Y沢克黒褐色 しまりやや強 10γR% 時褐色15%

7 10Y R% 黒褐色粘性やや強 10YR克明支褐色3%

9 10Y R% 黒褐色 しまりやや強

8 10Y R% 黒褐色粘性やや強 10YR克明資褐色ブロッ

ク上に20%炭化物2?/o 

11 10YR% 賞褐色 しまり強lOYR9-:i浅黄燈フロア

ク:1犬に 2%

10 10Y R%  '1有褐色 しまりやや強 10Y R%  三黒褐色10%

13 7.5YR%黒褐色粘性やや強 しまり強 10YR%  

賞褐色40% 周辺部におもにはt入

12 lOY R%  I1JH立褐色粘性やや弱 しまり強 10YR% 褐色

I Cfo 炭化物 1%

14 lOY R%  明賀補色粘性強

15 10Y R%  主主褐色 粘性強 10Y R%  uJj葉補色10%

17 2.5Y R% にぶい黄色 直怪7.8cm i手石が45コ

16 10Y R% 寅褐色 しまり強 7.5Y R% 黒褐色 35%

おもに中央官11周辺部は層上に混入

10Y R%' Jl褐色 i手石のすさまをうめるように20% 18 7.5Y R%黒褐色粘性強 しまり強 10YR% 寅褐色15%

第26表 北の林II遺跡SK(め019計測・説明表

検出地区!7 F、 8 F |実測図番号 21 !図版番号!

法 関口部長軸 92cm 境底部長軸 72cm {菜 ぞ」え 14~ 16cm 

関口部短軸 83crn 境底部短軸 64crn 長期h方向 N-2
0

- W  

量 関口部平面形状 楕円形 境底部平面形状 楕円形 断面形状

遺物とその出土状態 なし

第27表 北の林II遺跡SK(め020計担IJ.説明表

検出地区 !lO-E |突出IJ国番号!22 |図版番号|

法 関口部長軸 153crn 墳底部長軸 147clll {菜 'E' lOO-106cm 

関口部短軸 147crn 境底部短軸 132cm 長軸方向 N-79
0-W 

5E3 主 関口部平面形状 楕円形 横底部平面形状 桔円形 断面形状

遺物とその出土状態 なし

土層註記

1 10Y R~昔日吉褐色土粘性弱 火山灰浮石(if;0.5-50mm) 2 10Y R% 培議色土粘性弱黄褐色こl::3-5%混入

3-5%混入炭化物微量混入

3 10Y R% 路褐色土 粘性出 寅褐色ゴニlS-20%iJt入 4 10Y R%  褐色ゴト.粘性羽 賀縄色ゴ二25-30%ブロック状に it~

炭化物微量混入 入

5 JORY% 果、補色土 粘性弱 (主)il付近時十品色に近いム}習 6 lOYR.% J電子易色 1: 守山性弱 一部粘性の~~い明JiJ:褐色土混入

JJi:褐色土(1 -20mm)混入 炭化物微最混入

7 10Y R% 焚褐色ニ!こ 粘性~~ によい賞褐色め組iい砂 8 10Y R% 焚掲色土粘性弱褐色土が10-15%混入

(砂o.02-0.4mm)がブロ yク:伏に10-15%)昆人

9 10Y R克貨褐色一上 粘'1<1:弱 lこぶし、ß1~褐 Bの制IIP砂 10 10Y R% 賞褐色土 しまりやや強粘11:弱 40%くらいは賞

ゆ O.02-0Amm) が~ðl~ブロ，ク状に 30~;:;前後浪人 褐色ニ!こと掲邑ごr.との混合二上

11 10Y R%  黒褐色:+. 寅褐色ご十ゐf全体に30-40%混入して 12 lOY R%  にぶい賞短色土 しまりやや強 ブロック状に寅褐

いる一部l土小さなブ γク状に混入す 色ごた(o0.02-0.2mnけが30-40%混入

13 10Y R%  明賞褐色土 しまり強粘性弱 ブロック状に 14 10Y R%  日月賞補色太 しまりやや強賀補色土と結褐色よと

焚褐色土(if;0.02-り.2mm)の土性 の割合1 1 

15 10Y R完 黒褐色ゴ二 一吉川、さなブロノク状に笈褐色土が 16 10Y R%  明賞褐色二仁 村l性弱 浮石が2-3%ブロ yクニIKに

混入(::;-5 %)炭化物少量混入 混入

第28表 北の林II遺跡SK021計測・説明表

検出地区 I7 J |笑7~IJ図番号 I 22 |図版番号!47 

法 関口部長軸 157cm 墳底部長軸 130cm 深 さ 18-20cm 

関口部矩軸 60cm 墳成部短軸 40cm 長軸方向 N-85
0

-E 

藍E3 関口部平田形状 不整方形 横底部平面形状 不整方形 断面形状 逆台形

遺物とその出土状態 なし
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第29表 北の林II遺跡SK(円022 計~RiJ .説明表

検出地区 I7 K |実j別図番号 122 |図版番号 I48 

法 関口部長軸 141cm 壌底部長軸 130cm 1呆 さ 45cm 

関口部短軸 97cm 壌a鹿部短軸 82cm 長軸方向 N-40-W 

量 関口部平田形状 楕円形 墳蔵部平面形状 権円形 断面形状 袋状

遺物とその出土状態
床面上に深鉢形土器1個体が、壁面に口縁部を接して出土。(内部に存する土

壌を分析のため抹取した。)

東北縦貫蕗動車道北の林II遺跡試料花粉分析報告

1981年 7月24日

パリノ・サーヴェイ一株式会社

秋田県教育委員会殿より、鹿角市八l陪平字北の林地内の東北縦覧自動車道北の林II遺跡より

採取した試料の花粉分析の御依頼を受けました。このほど分析が終了いたしましたのでその結

果を御報告いたします。

1 .試料

分析に供した試料は 1点である。東北縦貰自動車道北の林II遺跡、の縄文時代中期末葉~後期

初頭と考えられる SK(同022土境底面出土の深鉢形土器内より採取したものである。試料の採取

位置、土質、花粉・胞子化石産出傾向等をまとめて第30表とした。

第30表 試料表

花粉・抱子化石産出傾向

深鉢形土器内 c (普通)

2.分析結果及び考察

分析結果は、検出された花粉・胞子化石の総個体数を基数とし、各花粉・胞子北石の個体数

の百分率を算出し、第31表とした。又、主要な花粉 a 胞子化石についてはダイアグラム及び、

PLATEを作成した。(図版49)

今回の分析において検出された花粉・胞子化石は以下に列挙した。

<A P-1 (針葉樹花粉)>

Abies (モミ属)、 Cryptomeria(スギ属)、 T.C.T.(イチイ科、ヒノキ科、スギ科の何れかに属

するも判然としない)。

<A P 2 (広葉樹花粉)>

Castanea (クリ属)、 Castanopsis? (クリカシ属?)、 Zelkova(ケヤキ属)、 Magnoliaceae

(モクレン科)、 Aesculus(トチノキ属)、 Araliaceae(ウコギ科)。

<N A P (単本花粉)>
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Cruciferac (アブラナ科)、 Haloragis(アリノトウグサ属)、 Carduoideae(ギク亜科)、

Artemisia (ヨモギ属)、 Cicnorioideae(タンポ

(カヤツリグサ科)。

くFP (形態分類花粉)>

、Gramineae(イネ科)、 Cyperaceae

Tricolpate pollen (三溝型花粉)、 Tricolporatepollen (三溝孔型花粉)、 Inaperturatepollen 

(無口型花粉)0

くFS (羊前知腕干)> 

Monotele spore (単条溝型胞子)、 Triletespore (三条溝型胞子)、

次に主な花粉・胞子化石の消長について述べる。

針葉樹花粉は、全体の3.0%と少なく、モミ属、スギ属、 T.C.T.が2%以下で検出されたにすぎ

ない。

広葉樹花粉は、全体の57.0%を占めそのほとんどがクリ属ークリカシ属? (おそらくクリ属

と思われるが花粉がかなり変質しているので判定するのが困難であった)。が49.0%検出された。

その他にトチノシ属が6.0%、ケヤキ属、モクレン科、ウコギ科が1%以下で検出された。

革本花粉は全体の9.5%でありイネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属、キク亜科、タンポポ亜科、

ア 1)ノトウグサ属、アブラナ科が2.5%以下で検出された。シダ類胞子は、全体の17.5%を占め

単条溝型胞子が13.0%、三条溝型胞子が4.5%検出された。

以上のことから古環境について考えると、次の様なことが言えよう。クリ属ークリカシ属?

(おそらくクリ属)を優占とし、 トチノキ属、ケヤキ属、モクレン科、ウコギ科、スギ属等から

成る林地の存在が推定される。イネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属、タンポポ亜科、アリノト

ウグサ属、キク亜科、アブラナ科等の革本とシダ類はおそらく林地の下草として、生育してい

たものと言えよう。

このたびの試料は土器内に堆積した黒土である。分析の結果、写真図版でもわかる様に花粉

肥子化石がかなり変質しており、前記した様にクリ属ークリカシ属の花粉の判定が困難で、あっ

た。花粉粒の大きさからおそらくクリ属と考えられるが、鑑定の段階として、クリ属…クリカ

シ属?にした。食用植物としてはクリ クリカシ属?トチノキ躍の花粉が検出されている。
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第31表 東北縦貫自動車道北の林II遺跡試料花粉分析結果一覧表及び主要

花粉胞子化石夕、イアグラム

表
酢
目
見

pod ¥e¥u均¥叫dcres¥S¥也nli¥e¥N¥ a NO.l 

(%) 

Abies 0.5 

Cryptomeria 0.5 

T.C.T 2.0 

:Z AP-l (N'l 6 

(%) 3.0 

Castanea， Castanopsis ? 49.0 

Zelkova 1.0 

Magnoliaceae 0.5 

Aesculus 6.0 

Araliaceae 0.5 

2: AP-2 (N) 114 

(%) 57.0 

2:AP (N) 120 

(%) 60.0 

Cruciferae 0.5 

Haloragis 0.5 

Carduoideae 0.5 

Artemisia 2.0 

Cichorioideae 1.0 

Gramineae iつ5

Cyperaceae 2.5 

2:NAP (N) 

(%) 9.5 

Tricolpate pollen 5.0 I 

Tricolporate pollen 5.0 

Inaperturate pollen 3.0 

ヱFP (N) 26 

(%) 13.0 

Monolete spore 13.0 

Trilete spore 4.5 

ヱFS (N) 35 

(%) 17.5 

ヱPollen& Spores (N) 200 

夕、イアグラム

Sample No. 

NO.l 

PoIlen and Spore 

Abies 

Cryptomeria 

T.C.T. 

Castanea， Castanopsis ? 

Zelkova 

Magnoliaceae 

Aesculus 

Araliaceae 十

Cruciferae + 
Haloragis 十

Carduoideae 十

Artemisia 

Cichorioideae 

Gramineae 

Cyperaceae 

Tricolpate pollen 

Tricolporate pollen 

I Inaperturate pullen υ 
Monolete spore 

Trilete spore 

ヱAP-]

ヱAP-2

2: NAP 

2: FP 

ヱFS

o 10 20 30 40 50(%) 
iI  I 
十 1%未満の検出を示す
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第32表 北の林II遺跡SK(町024計iWJ.説明表

積出地f5ZI 5~G 、 5 日、 6~G 、 6 一五|実iWJIi?1 番号 122 |図Jt反番号 50 

法 関口部長期h 136cm j襲底部長軸 149cm よ{オワロt さ 95~ 100cm 

!朝日部短軸 122cm 墳底部短刺! 143cm 長軸方向 N~ l1O~E 

:笠仁ヨ 関口部平面形状 不整円形 壊底部平面形状 不整円形 断面形状 袋状

遺物その出土状態 縄文土器片 6点覆土中出土

土層註記

1 10Yれ% 黒褐色 粘性やや強 in人 lOYR五 11高褐色 2 10Y R% 黒褐色 村i'lをやや5!Il lOY R3f 黒褐色

::; lOY R;lI主位色10%

3 1υYR月 11古褐色 村性強 しまりやや\3~ lOY R% 明 4 10Y R% 茨褐色 しまりやや弱

災禍色3S~ó

5 10Y R% Á~\褐色村性やや強 しまりやや強 10YR% 6 10Y R% 黒褐色粘性やや強lOYR% 黄褐色30%

黄褐色10% 8 lOYR% 黒褐色粘性やや強 しまりやや強 10YR% 貧

7 10Y RJ'6 織色 粘性やや強 lOY R克 E黒褐色359'o 褐色159'0

9 10Y R% 賞褐色 粘性やや強1 10Y R% 黒褐色土45% 10 lOY R% 黒縞色 粘伎やや強 10Y R% 賞褐色25%

11 10Y R% 黒禍色粘性やや強 12 lOY R五議褐色粘性やや強 lOYR% 黄掲色25%

13 1οYR% I句読掲色 村性強 lOY R%  ，I:~\褐色 10()"ó 1 -13まで浮石僚のキIII砂が5?6 

第33表 北の林II:I宣跡、SK026計測・説明表

j検出地区 I4 ~ 1、5 1 実iglJ図番号 I22 |図版番号旦

i山一 1l2cm I壊…底日部長|由引i … き 25~28cm

!関口部短車軸由 l 釘低C叩ml墳底音部IS短軸 i 斜cmI長
量!開口部平闇形状| 不整円形|墳底部平面形状| 不整円形|断

車IH 方向 N~180~W

面形状| 逆台形

恒塑堅主そ初の出此出叫~l:仁::A*ヰ時主鳩態|片なし
土経

1 2，5Y R百 貨灰色粘土{水田粘土) 2 lOY Rお ロームフずロック混入灰支褐色土

3 2.5YM ローム枝、炭化率¥IIut人黒褐色 1二 4 2.Sn1 ロ ムブロソク混入黒潟色土

第3ヰ表 北のキ本11 S K(トe)027計測・説明表

検出地区 I5-1、5 j |実mlJ図番号 I22 i国版番号
法 関口部長軸 102cm 墳底部長軸 112cm 深 空皇、町ミ

関口部短軸 92cm 境底部短軸 102cm 長軸方向

;自主 関口音IS平面形状 円形 壊底部平面形状 円形 断面形状

遺物とそ 出ー状 縄文土器片4点覆土中出土

土居註記

10Y R% ロームブック混入茶褐色j二

2，5Y% 白色j手イゴ混入賞灰色土

5 2，5Y克 砂質日月賞褐色土特性 7>5> 6 

7 2，5Y克 砂質i均賃褐色ニ仁粘性7>5> 6 

2 10Y R%' 砂質縞色土

4 10Y R% 砂質黒褐色土

6 2，5YJi 砂質i列黄褐色土粘性 7>5> 6 

8 10Y RJiI 砂質賞控色火山灰土

第35表 北の林Il遺跡SK(F)028計測 e 説明表

124cm 

110cm 

円形
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第36表 北の林II遺跡、SK(め029 計~~IJ .説明表

検出地底| 1-J、 1 1_0 上、 0-1 実~~四番号|民 59 |図版番号 152

法 関口部長軸 175cm 横底部長 i袖 184cm 1呆 さ 63~93cm 

関口部短軸 160cm 境底部短軸 174cm 長軸方向 N-18
0

-E  

王E室ヨ 関口部平面形状 円形 墳底部平面形状 円形 断面形状 袋状

目笠とその出土状態〕縄文土器片 9点覆土中出土

第37表 北の林II遺跡SK(め030計測・説明表

検出地区 1 2-G |実 i~IJ図番号|丸 59 |図版番号 Uに.つ~ 

法 関口部長軸 106cm 墳底部長軸 160cm j菜 ~ 55~82cm 

関口部短軸 91cm 墳底部短軸 125cm 長軸方向 N-44
0-W I 

量 関口部平面形状 楕円形 墳底部平面形状 指円形 断面形状 袋状

遺物とその出土状態 なし

土層註記

1 10Y R克 (に，，_い褐色) しまりやや弱 炭化物30%混合 2 10YR_% (黄褐色) 小豆大の軽石が会休日寺に 3%

2.5 Y R9-'6 (黄色)の塊(10-60mm)が無数合まれるの軽石

層である。

3 lOYR% (略褐色) しまり強 炭化物10% 塊{径 1- 4 lOYR% (によい賞褐色) 粘性やや強 特;百閣である

30mm)の軽石に無数に混入

5 10YR% (tこぶし 3賀補色) 粘性やや強 絞石層である

第38表 北の林II遺跡SK(め031計測・説明表

土居註記

1 lOYR% a音褐色 しまりやや強 粘性弱 i手石が微量正出 2 lOY R~1 黒褐色 しまりやや強 粘性弱 i手石が(O.2-40m間)

入している。 が30%前後混入 又は全体の%がにぶし、支褐色二仁である。

3 10Y R%  にぶい寅滋色 粘性やや511 i手石が(0‘2-70mm) 粘性がややゐり炭化物が全体に含まれている

が20--259-ei混入炭化物少量混入 4 10Y R_% 賞褐色 しまり強粘性弱

5 10Y R%  I渚褐色粘性弱 寅褐色士が5-7%混入 6 10Y R7í黒色粘性5~ 賞褐色土が点々に 2-3%混入

7 lOYR% にぶい寅褐色粘性弱浮石ー(0 . 2 -3 mm) 7-

-10%混入

第39表 北の林II遺跡SK(F)032計測・説明表

検出地区 1 2 I、 3 |笑 i~IJ図番号|丸 59 l図版番号 53、54
法 関口部長軸 104cm 墳底部長軸 152cm 深 き 86~ 103cm 

関口部短軸 101cm 墳底部短軸 145cm 長軸方向 N-72
0-W 

室長ヨ主 関口部平面形状 不整円形 墳底部平面形状 円形 断面形状 袋状

遺物とその出土状態 縄文土器片 5 中
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土層註記

1 10Y R% にぶい寅褐色 粘性やや~~ $1干n習である 2 2.5Y 浅黄色宇[lí'I'1二 ~J~j しまり狛¥:tll;状{径:JO-lOOmm)の

炭化物 20~!-~混入 経111国

3 10Y R 弓 u奇縄色 炭化物lO'J~ m:褐色一1--粒子40%混入 4 10Y R% 黒褐色 粘性強 炭化物微主主混入賞褐色土牧子3u

5 10Y R_% nf:1褐色 しまり強炭化物微量ii-i入 %混入

7 10Y R% !l音褐色 しまリ強炭化物10% 黄潟色土粒子 6 10Y R% I培褐色 炭化物一部混入賞渇色土粒子10% 経七

10% 'H:ti10%i昆入 3 9{;ü~人

9 lOYR Ufj褐色 しまり強 炭化物10?'o 寅補色二仁枝-Jこ50 8 10Y R%  I情褐色 炭化物少量混入 3~'ó 小:早大の寅褐色土利F

%出入 子 5?i混入

j 1 8と同じ 10 lOY R.% 黒褐色粘性強 しまり強黄褐色土粒子309iJ混入

第40表 北の林Il遺跡SK(め033計iWJ.説明表

検出地区 I1 G |実附番号|礼 59 |図版番号 54、55

法 関口部長軸 132cm 墳底部長軸 152cm J菜 ~ 93~96cm 

関口部短軸 113cm 土産底部 tJi.車fH 132cm 長軸方向 N~L100~W I 

夏主 関口部平面形状 不整円形 横底部平間形状 楕円形 断面形状 袋状

遺物とその出土状態 縄文土器片 2}~1~覆土中出土

土緩註記

1 lOY R;，:!黒褐色村1性やや強 しまり強炭化物10% 2 10Y R% 黒褐色粘性強 しまり強炭化物一部混入賞褐

賞褐色ゴ:粒子s~-& 色土粒子30'"七

3 10Y H71 黒色村i性銭!屋上部炭化物尚人塊状 (10- 4 lOYR31j 黒褐色村性やや5rt¥ 層上古1I炭化物混入賞褐色土

30mm)の'1¥:王石が j凶 粒一了40%混入

5 lOY H% 碕鵠色塊;lk(2()-40mm)(.7)軽わが 2j閏災褐色 6 10YR% J!A潟色村性強 しまり強炭化物微最混入豆つ

土絞子30% 以i七物全体的に ぶ大の経石と禁褐色め塊層上音11に10%づっ混入

i lOYR% 主主褐色 賀褐色土絞子10% ノj、_TI_:Iえの絞石と黄 8 10Y R%  ng:褐色 粘性強 しまり強 ノト立大の亥褐色土の塊

褐色ゴ二の君主が15%づっ混入 数例混入

9 lUY只% 茶褐色村性やや強層土音1;炭化物出入賞褐 10 lOY R;丸 掲色賞褐色トー杭子 5%混入

色土十::j_T-ilO~-ó浪人 12 10Y R~/3 黒褐色粘性やや~rtl 層上古11炭化物混入賞褐色土

11 1りYR%， 11古褐色 黄悩色ニi二粒子 5 小豆大の絞石59~ð 粒子40%混入

i昆入

13 10Y R% 褐色 支持j色ゴニ粒子!)?o混入 14 10Y R%  渇色土 しまり強

15 2.5Y R_%浅黄色 粘性弱 塊状(径15-50mm)の経石溜 16 lOY R%， 時褐色 女褐色土粒子 5% ノj、豆大の軽石5%混入

17 10Y R% 褐色上 しまり強

第41表 北の林II遺跡SK(め034計調IJ.説明表

検出地区 I3~G |実iHiJ図番号 I24 j図版番号 55 

法 関口部長軸 l02cm 墳底部長軸 llicm {菜 ~ 116-12icm 

関口部知軸 86cm 壊底部短期11 110cm 長車m 方向 N~700~E 

軍 関口部平面形状 不整持円形 境底部平面形状 不特円形 断面形状 袋状

遺物とその出土状態 なし

土層註記

1 7.5Y R;.{黒色料性弱 炭化物10% 寅褐色土粒子15% 2 7.5Y R;!1 !特色 しまり弱炭化物微量JJi.褐色七粒子 5%

軽石 1倒(筏25mm)混入 混入

3 7.5YR%黒字詰色 しまりやや弱 炭化物10% 賞褐色土 4 7.5YR3-{黒色 しまり強 炭化物5% 糞褐色土粒子30%

粒子'45%浪人 混入

5 10Y R% 褐色小砂際10%混入 67.5YR%1渚褐色粘性やや強 しまゆやや強火山灰多量に

7 10Y R% 明焚掲色粘性弱しまり弱軽石}習 浪人
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第42表 北の林II遺跡 SK(町035計測・説明表

検出地底 I5 日 |実j則図番号 24 |図版番号 56 

法 関口部長 llim 91cm ;撲底部長軸 136cm 二{オYロて 去、ー 75~ 78cm 

関口部規軸 75cm 境底部短 iI!由 121cm 長軸方向 N-4l"-E I 
軍Eヨ 関口部平面形状 不幣惰円形 墳底部平面形状 不整楕円形 断面形状 袋状

遺物とその出土状態 なし

第43表 北の林II遺跡SK(F)036 計~NIJ .説明表

検出地区 II-G |実iWJ図番号 124、59 |図版番号 56. 59 

法 関口部長軸 99cm 壊成部長軸 140cm Y* き 112~ 117cm 

開口部恒軸 97cm 墳底苦I~ 短車111 122cm 長軸方向 トト泊。-w
量 関口部平田形状 不整円形 墳底部平lTli形状 不祭円形 断面形状

遺物とその出土状態 なし

第44表 二!じの林11遺跡SK(F)037計iWJ.説明表

検出地区 114-R !実iM問番号 24 l図版番号
回一8抑 -1法 関口部長 iI!lh 112cm 壊底部長軸 125cm i莱 ;2 

関口部生11軸 75cm J産底部短車1I1 120cm 長軸方向 N--18
0-W I 

;護E三主ヨ 関口部平面7f~状 円形 墳底部平面形状 円形 断市 JIヲ状 袋状

遺物とその出土状態 なし

第45霊安 北の林II遺跡SK(円038計iHlJ・説明表

第46衰 北の林II S K039計測・説明表

検出地区 1-2-，]， -3-=!、…2-1、-3-1 |実測間番号 125 i図販番号 57 
法 関口部長軸 117cm 境底部長 llill1 80cm よ{オ'凡ミ= ふ('、ー'" 50~53cm 

関口部短軸 115cm 境!底部短軸 73cm 長軸方向 N--80
0-W 

主E主3主 関口部平田形状 円形 墳底部平面形状 円形 断面形状 逆台形

遺物とその出土状態 なし

第47表 北の林II遺跡SK040計測・説明表

- 42-



第48表 北の林II遺跡SK(日041 計~WJ .説明表

検出地区 1-2-J |実担IJ医i番号 125 |図版番号

法 関口部長軸 121cm 土産底部長軸 122cm j菜 ~ 20-37cm 

関口部短事ID 110cm 機底部矩 i袖 114cm 長 'Ii由方向 N-30
0

-E 

;主CJ主 関口部平面形状 円形 墳車部平面形状 円形 断面形状 袋状

j 遺物とその出土状態 なし

第49表 北の林II遺跡、SK042計ifilJ.説明表

検出地区| 1-J、-2-J i 実 ~N悶番号 1 25 |図版番号

法 関口部長軸 l11cm 横底部長軸 95cm 深 ラミ 14-22cm 

関口部短軸 99cm 墳底部短軸 79cm 長軸方向 N-69
0-E 

主E主Z主Z 関口部平面形状 不整楕円形 墳底部平田形状 円形 断面形状 逆台形

遺物とその出土状態 なし

第50表 北の林立遺跡、SK(F)043計iTIlJ.説明表

検出地区 ll-H |実測図番号 25 |図版番号 57 

法 関口部長軸 91cm 境底部長軸 171cm 深 ~占p 84~93cm 

関口部短軸 66cm 壊底部短 í~由 147cm 長軸方向 N-53
0-W 

E正三i 関口音f)平面形状 不整惰円形 墳底部平面形状 円形 断面形状 袋 :1犬

遺物とその出土状態 なし

こと麗註記

1 lOY R;!'f 黒褐色粘性強 しまりやや強震溺色土の亙 2 1uYR完結褐色粘性強炭化物5% 安補色土粒子 5%

粒大の粒子 5% 軽石少数

3 10YH当黒禍色粘性強 しまりやや強策褐色土の亙 4 軽石層

粒大の粒 j二5% 軽石少数

5 軽石層 6 10Y R~/3 n~褐色粘性強 しまり強賞褐色土粒子lS5~6

7 lOYR% 時褐色 しまり強亥褐色ゴ二粒子5% 炭化物 炭化物5%

10% 8 10Y R%  晴子易色 粘性強 写対立大の軽石 炭化物10%

第51表 北の林II遺跡SK(的044 計~~IJ ・説明表

検出地区 18 U、9 U |実iJ悶番号 125 |図版番号 58 

法 関口部長軸 71cm 墳底部長軸 98cm 深 き 38~42cm 

関口部短車Ih 60cm 墳底部短軸 98cm 長軌方向 N-80
0-E 

量 関口部平面形状 円形 境震部平面形状 円形 断筒形状 袋状

遺物とその出土状態 なし
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第52表

実i&IJ図番号

26 

26 

26 

26 

27 

27 

27 

27 

28 

28 

28 

28 

28 

29 

29 

29 

29 

30 

遺構番号

S K(T)001 

S K(T)002 

SK口')003

S K(T)004 

S K(T)005 

S K口')006

S fく(T)008

S K(T)009 

S K(T)Ol1 

S K(T)013 

S K(T)014 

S K(T)015 

S KW016 

S K(T)017 

SK白川18

S K(T)019 

S K(T)020 

S K(T)021 

Il遺跡 T-Pit

ゴ: I也 長車IIJ 方 rf1J
関

長

2-K N --123。 E 

1--K、2 K N --1390 E 

。K N --1340-E 

O-K 吋 1310 E 

1 J N叩-121" E 

1 日 2 日 N --1250 E 

3-.J、 3-K N --102
0 

E 

9 E、10-E、10---F N --10~r -E 

6 日 N --1060 E 

3一一日 3 I N --1050 E 

2 D N --20-E 

5 R N --1280 ー-E

6 N N --880 一日

6 N N --880 一日

5 N N --8650 ----E 

9 --L トJ---1940 ー-E

9 M N ----990 一日

8--N、9-N N ---136" E 

仁i 音[~ ( crn) 

車 告日 車出

350 27-45 

382 29-48 

307 53-73 

307 32-54 

303 30-39 

412 42-56 

300 26-36 

222 29-48 

221 27-43 

203 52-83 

2:35 48-55 

299 18--41 

231 76-81 

288 116-146 

254 89~ 109 

312 58~70 

278 90~ 

353 

底

長 軸

380 

386 

326 

309 

331 

407 

308 

183 

224 

218 

156 

282 

長軸 lYrti]は関口部にて二!とから

SK(T)007、()10、012は欠番

りで計if!iJ

部 (Clll) 
J菜さ (c訂1) 遺物・そ

!ドill

5-11 96~ 101 

5-17 90~ 121 

19-53 

10--29 46--

3-12 63-
トー一一

6--16 lOO~ 111 

10-20 48-68 

6-14 48-66 

13-49 59-73 
トーー

9--20 76-83 

12~ 18 73-85 
一 トーー
6--14 40-74 

一一ー一一一一一一一ト一 一一一一一一一一一一
220 ](1-14 72-90 
一

285 19-43 94-117 
一一一

276 14-26 102-114 
一 一一一

328 3~15 ~)7-131 

267 17~24 108-115 
ート一一一 一一一一一一一一一

367 7~20 69-110 縄文j二器g-1点
一
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第53表

拓影番号

32-1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

出土地区

Aトレ

Bトレ

8トレ

8トレ

8トレ

Bトレ

Bトレ

Bトレ

Cトレ

Cトレ

Cトレ

Cトレ

Cトレ

Cトレ

Cトレ

Cトレ

Cトレ

Cトレ

Cトレ

Cトレ

出土層位 記 番 号

79TWIO範閤A 
カクニン トレ

79TWIO 範B囲ト
カクニン レ

79TWIO 範8閤ト
カクニン レ

79TWlO範囲B 
カクニン トレ

79TWlO範関B 
カクニン トレ

'79TWlO範囲日
カクニン トレ

79TW10範間B 
カクニン トレ

79τW10分布調査
Bトレ

79TWlO 
範囲カクニン Cトレ

79TW10 
範匪|カクニン Cトレ

範79TW10 
国カクニン Cトレ

7範9TW10 
国カクニン Cトレ

79TW10 
範圏カクニン Cトレ

79T W10 
範囲カクニン Cトレ

79T W10 
範囲カクニン Cトレ

79TW10 
範囲カクニン Cトレ

7範9TW10 
閤カクニン Cトレ

79TW10 
範囲カクニン Cトレ

79TWI0 
範囲カクニン Cトレ

79TWI0 
範部カクニン Cトレ

北の林II遺跡、出土土器拓影図説明表

時代・時期 形態・部位 文様構成 内面調整 5 ムロ 土 色 調 図版番号

)j阿部 沈線、 LR ナデ 砂粒少量 2.5Y R%  
明赤褐

)JI司部 RL  ミガヨ号 砂粒 2.5Y R%  
檀

腕部 LR ナデ 砂粒少量 10Y R黄:K控
lこ.~，，~、

腕部 LR ナデ 砂粒少量 10Y R%  黄櫨
lこ.~，，~、

腕部 LR ナデ 砂粒少量 lOYR%  
成黄禍

)胸部 RL  ナデ 砂粒 lOYR%  
灰白

綱吉日 縄文 ナデ 砂槌粒物繊少量維含む lOY RJ黄4摩
iこ. .ì"~、

胸部 RLR ミグキ 雲砂母粒少少量量 灰10賞Y褐R%  

腕部 RL  ミガキ 砂粒少量 7.5Y R括
灰褐

口縁音[1 降帯 ミカ"キ 砂粒少量 lOYR% 
j支黄撞

~~J 部 RL  ミガキ 石砂粒英少少量量 lOYR% 
明黄褐

1阿部 RL  ナデ 砂石粒英少少量量 7.5Y 、R褐% 
に.~;'"

ロ縁部 |陛帯 ミカーキ 砂粒少量 lOYR%  
j支黄檀

腕部 RL  ミ'1]"キ 砂石粒英少少量量 10Y RJ黄4櫨
lこ.~;'"、

ij[uJ 部 i嘩帯 ミ'1]'・キ 砂粒少量 lOYR%  
i芙黄誼

胴部 RL  ミガキ 砂粒少量 10Y R%' 黄櫨
にふ山、

腕部 RL  ナデ 砂石粒英少少量量、小限i少量 lOYR%， 黄櫨
にふ;¥-、

胴音[1 L ナデ 砂粒少量 lOY R.黄%櫨
にふ;¥-、

胴部 RL  ミガキ 砂石粒英少量
7.5YR}6 
捜

胸部 i控帯 ミガキ 砂粒少量 10Y R31変4樟
lこ. .i;l..、



，t. 
-.:) 

21 

22 

23 

24 

25 

33-1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

34-1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

Cトレ

Cトレ

Cトレ

Cトレ

Cトレ

Cトレ

Cトレ

Cトレ

Cトレ

Cトレ

C卜レ

Cトレ

Cトレ

Cトレ

Cトレ

S 1001 覆 j二中

S 1001 覆土中

S 1001 ~1L::t.1や

S 1001 1立 ::t_~ド

S 1001 波二仁中

S 1001 程二!:_I十1

S 1001 寵:1::1ド

7範9TWIO 
囲カグニン Cトレ ロ縁部

79TW10 
腕部

範閤カクニン Cトレ

79TWIO 
日間 音11

範囲カクニン Cトレ

79TW10 
腕部

範囲カクニン Cトレ

79TWIO 
目|司部

範囲カクニン Cトレ

79T W10 2阿部
範囲カクニン Cトレ

79TW10 
腕部

範囲カクニン Cトレ

7範9TW10 
It~カクニン Cトレ miij 15'11 

79TWIO 
腕部

範E目カクニン Cトレ

7範9TW10 
It~カクニン Cトレ

仁1~~ま部

79TW10 
腕部

範囲カグニン Cトレ

7範9TWカ10 
閤 クニン Cトレ 日阿 部

7範9TW10 
間カクニン Cトレ 日阿 部

79TW10 
腕部

範囲カクニン Cトレ

7範9TW10 
間カグニン Cトレ l阿部

8DTWIO キRタII
S 1001 

H~ij 音11

80TWIO キRタII
S 1001 R P 71 閣議上国

胴音11

80TW10 キRタII
S 1001 R P一括関i土中

胸部

80TW10 キRタII
S 1001 R P 71 

胴吉11

80TWIO キRタII
S 1001 R P一括覆土I十: 腕部

80TW10 キRタIl
S 1001 R P一括 覆二七iヤ 腕部

80T W10 3R ?夕日
S 1001 R P一括覆土中

胴部

RL ミカ、、キ

砂砂石石粒英粒英少少少少量量量量

氏10賞Y字R国% 

RL  ミカ、キ 7.5YR% 

i砕;M¥:(L R縄文圧痕) ミ力、!キ 砂粒少量 2完.5寅YR，% 

RL ナテ 砂版粒物繊少量維含む 1に0JY ;LFJ、F賞d段

RL  ミガキ

砂石砂石粒英杭英少少少量量量

lOYR% 
灰賞褐

RL ナデ lOY R%  ゴ定
lニ.i;¥ミ樟

|控L帯Rに爪形文 ナテ 砂1漬粒物繊少量維:含む
10Y R%  

の!王痕 j支ft1笠

fIJt;叶市 ミカキ 砂粒少量 1に0JY JbR 、K黄櫨

ナデ 砂;f:1粒~~少少量量 7に5ぶYいR褐% 

i怪帯に LR縄文庄Jfi: ミカ、、キ 五1ょ粒少量: lOYR% 
j菜室'tt:在

降帯 ミカキ 砂粒少量 10Y RK  黄
lこぶし、 1笠

i怪帝 ミカτ三千 砂粒少量
5YR% 
j炎桂

RL  ミガキ

砂石砂石粒英粒英少少少量量量

10Y R%  黄櫨
l こ.~;.¥，、

RL  ミガキ 10Y R~，賞d 
にぶい褐

峰帯、沈線、 LR ミガキ 砂粒少量 lにOY 貰撞

LR ナデ 砂粒少量 5YR樟% 
lこ..~~い

RL ナデ 砂粒少量
10R% 
赤

沈線、京Ij突、 RL ナテ 砂粒少量
7.5YR，% 
f笠

ナデ 砂粒少量
5YR% 
+登

RL ナテ 砂粒少量
5YR% 
明亦褐

RL  ナテ
砂粒少量 2.5Y R~1í 
小喋少量 4在

RL  ? 砂粒少量
5YR% 
+笠



仏
αコ

t石影番号

34-8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

35-1 

2 

3 

出土地在 出土!音{立

S 1001 捜土中

S 1001 組 [:1や

S 1001 夜U:二時:

S 1001 援 1'.1十1

S 1001 抱一仁ヰi

S 1001 従 1二rtl

S 1001 1(1:1:.lj:l 

S 1001 fllLI十I

S 1002 箆仁Eド

S 1002 ?立二ヒヰ1

S 1002 従:1こI十i

S 1002 子起こt.qJ

S 1002 !認土中

S 1002 関二1:.中

S 1 ()02 認ニ中

S 1 ()02 1足立:rl"

S 1002 捷二L I=~l

S 1002 間土中

S 1003 税:1:.1=11

S 1003 認ι!こ中

S 1003 覆:トーベ

註 [1C 番 号 時代・時期

80TvV10 キRタII
S 1001 R P一括積土中

807 W103R fタII
S 1001 覆土中

80T W10 f3 重1001 
Rlコ一括 土中

80TW10 キRタP一Il括
S 1001 覆土I:]:J

80TW10 
S 1001 R P-1'i5 斑土1:わ

80TW1OキRタII
S 1001 括覆土1:]:1

80TW10 キIUタ3Ii 
S 1001 括海:LI:t'

80TW10 キRタ1I古
S 001 R P ---t，5 i'宣1:1ド
80TWlOキRタII
S 1002 R P 2 

80TW キタ II
S 1002 RP11 

80TW10 キタ II
S 1002 H P12 

80T W10 キタ II
S 1002 H P 14 

801'WlOキRタfI
S 1002 R P 14 

801'W10 キタ[l
S 1002 R P 16 

801' W10 キRタIl
S 1002 R P一括覆::l二中

80TW10 キRタII
S 1002 R P一括覆土中

80TW10 キRタP一Il括
S 1002 覆土r-IJ
80T WI0 
S 1002 H.P 古

80TW10 キiミタII
S 1003 !¥ P 11 

80TW10 キ
S 100:3 R イ活 龍二I:rl:l

80TW10 キRPタII
S 1003 覆ニ1:111

形態・部f立 文様構成 内面調整 』台 二仁 色 調 図版番号

服部 RL ナデ 砂粒少量 5 Y R~赤d 
によい褐

嗣部 RL 7 砂粒少量 2.5 Y R対
赤褐

RjiiJ 部 RL ナデ 砂粒少量 7 .5Y R‘褐% 
lこ""j-;'し

胴音1) RL  ナデ 砂小粒開少少量量 5YR% 
灰褐

胴音1) RL  ナデ 砂粒少量 7.5Y R%i 
I登

月阿 部 RL  ナテ 砂粒少量 7.5Y 、R撞J':i 
lこJごし

服部 RL  ナデ 砂粒少量 5YR% 
t登

ロ縁部 RL ナデ 砂小粒時少少量量 10Y RJ寅i 
にぶい控

日阿 部 RL  ナテ 伺l必i.少量 10YRJ;; 賞
lこし、権

1阿部 RL  ナテ 砂粒少量 7lこ.5ぶYし寸R若.?/.t 

胸部 ナデ 砂粒少量 7.5Y RYs 
権

)jpij 部 lミL ナデ 砂粒 10Y RJ黄4撹
lこ_~;.v、

底部 LR ナデ 5小j，'粒磯少量 5YR 対赤
lこぶしミ 褐

胸部 L ミガキ 砂粒少量 10Y R%  
灰賀

腕部 RLH ナデ 砂粒少量 7.5Y ミH樟u 
l こ.~:， 

mifJ 部 RLR ミガキ 砂粒少量 7.5Y 、R撹五
lこJ:し

口繰音11 帝if，，1巻)文様(沈線、臨 ミガキ 砂粒少量 5YH 櫨}/g 
に...-~ ~.し、

JlluJ 音[1 HLR ミIjミ 砂粒少量 5YR 撞K 
lこ v~;. し、

1阿部 RL ナデ 砂粒少量 10Y R%  
灰 jit

|胴部 縄文 ナデ 7.5Y 、R樟u 

|腕部 i尤線、 RL  ナデ 砂粒少量 10Y しR、瓦黄櫨



ふ
t.D 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

18 

19 

20 

36-1 

2 

3 

4 

5 

S IOO:l 

S 1003 

S 100:3 

S 100:3 

S 1003 

S 1003 

S 1003 

S 1 00:3 

S 100:3 

S 1003 

S 1 00:3 

S 1003 

S 1003 

S 1003 

S 1003 

S 1003 

S 1003 

S 1004 

S 1004 

S 1004 

S 1004 

S 1004 

認土J:j:cr 80T W 10 3R 千夕P日一括
S 1003 濯二l二rjJ

殺LtJjl 80TWIO キEタコ Il 
S 1 00:3 R P -'J~i 覆ニ!こ中

被:L仁11 80TWIO キRタ1I舌
S 1003 積二!こt:fl

関:LrIJ 80TWIO キRタJI
S 1003 R P 17 

認:1ニヰ: 80T W10 キRタ1一1括
S 100:3 覆二i二時1

波二仁li:1 80TWI0 キRタII
S 1003 R P一括覆土中

捜:1::.1十:
80TW10 キタ II
S 100:3 R P51 

f.ili二1:.11:1 80TW10 キRタII
S 1003 R P50 

~~二|判 11'1 80TWlO キタ II
S 1003 RP一一括 覆ニヒ中

海L:lこI十3 80TW10 キタ II
S 1003 RP3 覆土中

かまどt:jJ 80TW10 キKタ
S 1003 K R P29 

需主11:1 80TW10 キRタII舌
S 1003 R P -15 ~置土中

かまどrl:1 8CJTW10 キKタII
S 1003 K R P 11 

積:iLL11 i i i iiO T R 110 キP一タ掃II 
S 1003 R 

理j二中 80TW10 キRタn
S 1003 R P 50 

務L:仁11コ 8CJT W10 キRタII
S 1003 R P一括

覆:1:.中 80τW10 キRタII
S 1003 R P 10 

覆土>11
80 T W10 3R 干夕日
S 1004 R P 1 萱ごと

斑j二中
80T WI0 
S 1004 R P 1 4置土

寵土中
80T WIO キ

R
タ[[

S 1004 R P 1 覆土

覆土中
80TW10 キ

R
タII

S 1004 R P 1 覆土

覆土中
80TWIO キ

R
夕日

S 1004 R P 1 覆土

IJI司音[5 ~t帝京、 RL ナテ ii!J;市 lOYR.% 
j美賀燈

RL  ナデ 砂粒少量 1に0ぶYいR}{主主概

日間 部 RL  ナデ 砂粒少量 2.5YR% 
灰白

目阿 部 RL ナデ 砂粒少量 1にOYいR}撹4 

Jl何部 LR ナデ 砂粒少量 10Y R封
褐)死

ロ縁部 ~t線、ボタン状降帯 ナデ 砂粒少量
10Y R}{ 
掲灰

腕部 LR 7 砂粒少量 lOYR.% 
5者}疋

腕部 LR ナデ 砂粒少量 lOYR.% 
j支黄樟

目前 部 LR ナデ 砂粒少量 .5Y R%  
!死褐

胸部 RL ナデ 砂粒少量 10Y R，:/{ 
灰白

底部 L、患ミガキ ミガキ 砂粒少量 7こ.5JJYいR程Kt 

腕部 縄文 ナデ 砂粒 lOY R}黄4樟
lこ.~~.い

目阿 部 LR ナデ 砂粒 lCJY R%  
浅草t;陵

成部 網目状撚糸丈 ミガキ 砂粒少量 7に.5ぶYi寸R登% 

目阿 部 縄文 ナデ 砂石粒英少少量量 10Y R%  
j究賞撞

1前部 LR ナデ 砂粒少量
7に7に55ぷωYY い、RR措樟FFd d 

服部 RL  アア 砂粒少量

胴音[5 LR  ? 砂粒少量 10Y R%  
灰黄掲

胴部 LR  ? 砂粒少量 10Y R%  
黄にぶし、 褐

腕部 RL  ナデ 砂小粒喋少少量
量

10Y R}
寅
4
撞;こが;~.¥-、

腕部 LR  ナデ 砂小粒隊少少量量 1:i英少量 1
に
0
ぷ
Y
し
R
、
M
黄樟

腕部 RL ナテ 砂粒少量 IIこ.5ぶYいR樟J4: 
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拓影番号
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12 
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14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 
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出土地区 出土壇位

S 1004 覆土中

S 1004 覆土:.I=tl

S 1004 援jニヰ:

S 1004 擢J::.r十1

S 1004 関::1:.'ド

S 1004 擁立:中

S 1004 謹二仁中

S 1004 援土中

S 1004 覆:土中

S 1004 型車土J:jJ

S 1004 容量三:J:ド

S 1004 離土J:jJ

S 1004 干起こ仁J:l"

S 1004 斑土中

S 1004 減:t:.9"

S 1004 夜;士.中

S 1004 覆土中

S 1004 謹二!こ中

S 1004 覆ーヒ中

S 1004 務i仁中

S 1004 高{二仁中

註 言日 番 号 時代・時期 形態・部位

80TW10 キタ1I
口縁部S 1004 RP1 覆ゴ:

80TW10 キタロ
目阿 部S 1004 RPl 覆ニヒ

80TW10 キタ II
日間 部S 1004 RPl 覆土

80TWlOキRタ1I
S 1004 R P一括覆土 胴音IS

80TW10 キタn
1阿部S 1004 RPl 覆土

80TW10 キタ II
日繰音ISS 1004 RPl 複立二

80TW10 キRタII
S 1004 R P 1 覆土

I阿部

80TW10 キタ II
胴音ISS 1004 RP1 覆土

80T W10 キタ II
1岡部S 1004 RPl 覆j二

80TW10 キタ II
胴部S 1004 RPl 

80TW10 キタ II
!J何部S 1004 RP1 

80TW10 キタ II
腕部S 1004 RP一括覆土

80TW10 キタ1I
腕部S 1004 RPl 覆ニiニ

80TW10 キR夕日
S 1004 R P 1 覆土

仁i縁音IS

80T W10 キRタII
S 1004 R P 1 誼こi二

腕部

80TW10 キ夕日
目前 部

S 1004 RPl 覆土

80TW10 キタ II
制部S 1004 RP 1 m土

80TW10 覆キ土タ中II 
S 1004 一括

日前 部

80TW10 キタ II
)J~ij 部

S 1004 RPl 覆こ仁

80TW10 キタ II
腕部S 1004 RPl 覆土

80TW10 キタPii 
S 1004 R P 1 覆土 胸部

文様構成 内面調整 1ム口 土 '色 調 図販番号

ナデ ー1日トノ*_v:0、回主主L一 7.5Y 、R褐% 
l ニ.~~. ¥， 

LR  ナデ 砂小粒際少少量量 1に0ぶYいR%貰

沈線、 LR、j審法 砂粒少量 10Y R%  
i受賞樫

LR ? 砂粒少量: 7.5 Y 、R撞yi 
lニ.~;し

LR ナデ 砂粒少量
2.5Y% 
i炎賞

LR、沈線、磨j肖 ナデ 砂粒少量
Y R]i 
十宣

羽(R状L縄÷文L R) ナデ 砂粒少量 1に0J Y h月黄擢

LR ミガキ 砂粒少量 2暗5}疋Y焚% 

LR  ナデ 砂粒:少量 10Y R%  
i芙賞撹

RL ナデ 砂粒少量 5YR憧J4 
lこぶし、

RL ? 砂粒少量 5 Y 宣4 
lこぶι、

LR、沈線 ナデ 砂粒少量 5 Y R9-赤i 
にぶい褐

砂粒少量 2.5Y釘現状縄文 (RL) ナデ
Iit灰

RL ミガキ 砂粒少量 1に0ぷYいR%黄櫨

七七線、 LR ナテ 砂粒少量
10Y R%  
浅JIl{笠

LR ? 砂粒 lにOぷYしR、3賞4樟

RL ? 砂粒少量 10Y R 瓦黄
lこぶし、 権

1.:t線、 LR 〈、ラナデ 砂粒少量 1に0ぶY 、%黄禍

RL  ナテ li抑止ー少量 10Y RJ黄6 
lこぶい桂

L ナテ 砂粒少量
i1に5こ0dYY ぷ品いRR、t3H茸情4 樟

RL ナデ 砂粒少量
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37-1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

18 

S 1004 綬土中

S 1004 成仁中

S 1004 間:LI:jJ

S 1004 龍二1二ヰi

S 1004 務仁i二中

S 1004 表[二t二l十1

S 1004 龍二i二中

S 1004 覆ニi二中

S 1004 捜J:仁IJ

S 1004 覆土 ~IJ

S 1004 積ニヒ中

S 1004 寵ゴ二中

S 1004 関土中

S 1004 捷二l二中

S 1004 捷二iニヰ1

S 1004 覆:仁中

S 1004 被土 ~Iコ

S 1004 間こと ~IJ

S 1004 {j[:仁中

S 1004 寵土中

S 1004 関j二中

S 1004 覆:1ニ中

80TWlO キ民 タII
S 1004 R P. 1 寵こ士:

80TW10 キタ n
S 1004 RPl m土
80TWlOキRタII
S 1004 R P 1 覆土

80TWlO 理キタ n
S 1004 -fil[i:'.中一括

80TW10 キRタn
S 1004 R P 1 覆土

80TW10 キRタn
S 1004 R P 1 覆土

80TWlO キ沢 タn
S 1004 R P 1 覆土

80TWlOキRタII
S 1004 R P-:t舌覆土中

80TWlO キタ II
S 1004 R P 1 

80TW10 キRタn
S 1004 R P 1 覆土中

80TWlO キタ n
S 1004 RPl 覆土

80TWlOキRタn
S 1004 R P 1 

80TWlO キタ II
S 1004 R P 1 覆土

80TWlOキRタn
S 1004 R P 1 覆ゴ二

80TW10 キタ II
S 1004 RPl 覆土

80TWlO キ民 タII
S 1004 R P 1 覆土

80TWlOキRタII
S 1004 R P 1 覆土

80TWlO キタ II
S 1004 RP 1 覆土

80TW10 キタ n
S 1004 RPl 覆土

80TWlO キ夕日
S 1004 RPl 覆土

80TWlO キタ n
S 1004 RPl 

80τWIO キRタII
S 1004 R P 1 

胸部 LR ナテ 砂粒 10Y R%  
i支質桜

1阿部 縄文 ミカ、、キ 砂粒 2.5 Y ~'!Í 
-イ1グtf~]ÏまLュ

口繰音[1 L ナデ 砂粒少量
7.5Y R%' 
i受賞燈

1阿部 RL ナデ 砂粒少量 に5ぶYいR措% 

1I同部 L ナデ 砂粒少量 10Y R]i 黄
にぷい撹

1阿部 RL ナテ 砂粒少量 10Y R%  黄
lこぶい樟

ロ告示音[1 LR ナデ 砂粒少量 7.5Y 、j主樟% 
lこJ過し

1阿部 LR ナデ f少粒少量 境7.5 Y R%  

1
1I同音[1 LR ナデ 砂石粒英少少量最 lOY RYr 

褐灰

!I同部 LR ナデ 砂粒少量 10Y R 黄J{ 
lこぶし、 植

腕部 RL ナデ 砂粒少量
5 Y ~{ 
灰

1阿部 RL ナデ 砂粒少量 10Y R]黄4 
lこぶし、 積

胴部 RL ナデ 1i'v粒少量 10Y R]黄d 
にぶい控

胸部 LR ナデ 砂粒少量 10Y R 五黄
にぶい櫨

I !J荷部 1:t線、 LR 7 砂粒少量 1に0ぶYいR]i黄櫨

日間 部 RL ミガキ 砂粒少量 lOYR.% 賞
lこぶし、 京宣

腕部 縄文 ミカーキ 砂粒少量
10YR.% 
浅賀燈

腕部 LR+RL ナデ 砂石粒英少少量量
7.5YR% 
にぶい撹

口縁部 沈線、 LR、磨消 ナテ 砂粒少量 10YR.% 黄
にふ;い権

腕部 LR、沈線 ナテ 砂雲母粒微少量量、石英少量 10Y R%  
灰賞褐

腕部 LR ナデ 砂小磯粒少量 10Y R寅]i 
にふ、い樟

|腕部 RL ミガキ 砂粒 lOY RJ{ 黄櫨
lこ~~~'"、



υ1 
N 

拓影番号
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5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 
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出土地区 出土層位

S 1004 J覆土中

S 1006 覆二i二中

S 1006 覆土中

S 1006 ri:土中

S 1006 覆土J:t

S 1006 積立:中

S 1006 盟T_中

S 1006 理jニ中

S 1006 表採

S 1006 龍一ヒヰ!

S 1006 覆J:.中

S 1006 寵土J:t

S 1006 覆土中

S 1006 被土 ~Iコ

S 1006 覆:土中

S 1006 覆土中

S 1006 覆土中

S 1006 理二Lrl:J

S 1006 龍:l二仁1:1

S 1006 寵土中

S 1006 設土中

言主 言己 番 号 時代・時期

80TW10 キRタII
S 1004 R P 1 覆土

80TW10 キRタII
S 1006 R P41 

80TW10 キRタ
S 1006 

80TW10 キRタII
S 1006 R P 3 

80T W10 2R ?夕日
S 1006 R P 4 覆土中

80TW10 キRタII
S 1006 R P 10 覆土中

80TW10 キRタII
S 1006 

80TWlOキRタII
S 1006 R P59 

80TW10 キRタII
S 1006 R P24 表掠

80TW10 キRタII
S 1006 

80TWI0 キR夕日
S 1006 R P48 

80TWIO キRタn
S 1006 R P () 覆土"j:l

80 T W10 2R fタn
S 1006 R P 11 

80TW10 キRタII
S 1006 R P 34 

80TWIO キRタ1I
S 1006 

80TW10 キRタ[l
S 1006 R P40 

80TW10 キタ II
S 1006 RP5 覆土lド

80TW10 キRタ[l
S 1006 

80TW10 キR夕P4日3 
S 1006 

80TWlO キタIl
S 1006 R P55 

80TW10 キ::7Il
S 1006 R P 16 覆土中

形態・部位 文様楠成 内面調整 目今 土 色 調 図版番号

日阿 部 LR ナデ 砂小粒概少少量量 10Y R.% 
j実質撞

口縁部 撚糸文 ナデ 砂石粒英微少量量 黒褐j百

胴音/$ LR ナデ 砂粒少量 7.5YR:i 
+査

m母音/$ LR ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R糧% 
にJごし

E間部 LR、撚糸文 ナデ 砂粒少量 7.5Y R%  
i美賀樟

胴部 LR 7 砂粒少量 7に5JYごしR寸畳:1 

腕部 LR 7 砂粒少量
7.5Y R見
+登

腕部 1:t線、 LR、磨消 ナデ 砂粒少量
7.5YRYJ' 
褐灰

胴部 1:t線、 LR、!砦j肖 ナデ 砂粒少量 10Y RJ鐙i 
lこ"~~.い

1阿部 LR ナデ 砂粒少量
7.5Y RJii 
+霊

腕部 LR ? 砂粒少量 lにOY 黄d櫨

日阿 部 LR ナデ 砂:5粒英少量 2.5 Y 、R赤%褐
lこ"~;し

日阿 部 LR ナデ 砂粒少量
2.5Y R% 
日月赤f品

腕部 LR ナデ 石少車" 2.5Y R h赤K褐
l 二.~;し

口M京音/¥ 撚糸百~il言、 LR ? 砂ノj、喋粒少少量量 ~I~褐 ~1 
tlrU 音/~ LR ? 

E砂小石H碑本英古〔少少少量量量
10Y R%  黄
にぷい樫

腕部 LR ナデ 10Y R.% 
にぶい貫一控

)JrU 昔/1 ナデ iijlflI.少量 10YR.% 
浅Jlt~

日阿 部 LR ナデ 砂;日粒英少多量量

に1に50ぷYYbいいR檀五黄櫨
腕部 LR ナデ 刻々 立少量

口~~主音/1 LR、沈線、!吾作i ナデ 砂雲粒母少微量量 ぞÎ~少量 2.5Y ，~，f 
京FJ(
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7 
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9 
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12 
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40-1 

2 

3 

4 

S 1006 1立命i二rt1

S 1006 濯一仁1ド

S 1006 覆土中

S 1006 流i:LIード

S 1006 間七件1

S 1005 ('qjニヰ!

S 1005 間 j'ペ

S 1005 桜1::.1十1

S 1005 m士rt1

S 1005 認1:-.1十3

S 1009 認 1:.r!:1 

S 1008 発[:1:.1ヤ

S 1008 持[:1:.1ド

S 1008 混 :L仁ド

S 1008 1質"上下ド

S 1008 1立i争中

S 1008 説ーLrll

S IOOS 覆土中

S 1010 床頂i

S 1010 務U::ヰ1

S 1 ()10 離オニ1:j:1

S 1010 

80TW10 キ民タII
S 1006 R P 38 

80TIN102R TタII
S 1006 R P 21 f宜二i二ヰ:

80TWI0 キRタII
S 1006 覆土中

80TWIO キRタII
S 1006 

80TW10 キタ1I
S 1006 RP7 擢::1二I十:

80TW10 キタ TI
S 1005 

80TW10 キRタn
S 1005 

80TW10 キRタII
S 1005 R P 

80TW10 キタ H
S 1005 RP9 

80TW10 キRタII
S 1005 Fl P 31 

80TWIO 
S 1009 Fl P86 

80TW10 キRタII
S 1008 R P 19 

80TW10 キRタII
S 1008 R P 7 

80TW10 キRタII
S 1008 R P 16 

80TW10 キRタII
S 1008 R P 9 

80TWlOキRタ1I
S 1008 R P 16 

80TW10 キタl[
S 1008 FlIコ8

80TWIO キRタ1I
S 1008 Fl P 3 

80TWlO キタ II
S 1010 R P179 床面

80T W10 キR夕日
S 1 ()10 R P79 

80TWIO S 1010 
R P K13 

80TWI0 キRタIl
S 1010 R P40 

日同 音1) しiミ ミガキ 砂約一 浅10黄Y桜R%  

仁l減在日 LR ナデ 砂粒少量
7.5Y RJ~ 
にぷい楼

日阿 部 LR ? 

砂石砂小砂石粒英粒碓粒英微少少少少~量量量量量量
7に.5JYN寸R笠J~ 

仁1縁音1¥ LR、 r::~\;r)=ï二痕 7 7浅.5賀Y指R%  

仁1結音1¥ LR ナテ
5YR% 
にぶい赤褐

口帝京音1¥ RL  ナテ 砂石粒英少少量量 赤一褐一fR% 

腕部 LR ナデ 砂粒少量
2.5Y R%  
明赤十{品

胴音11 L 1ミ ナテ i砂粒少量 5YR% 
/控

底音11 しR ミf;き 砂粒少量 7.5Y 、R境X 
lこぶ十し

ロ結部 J然糸庄痕、 Ll=t ナデ 砂粒少量 5YR% 赤
lこぶし、 褐

胴音11 し、 i;¥ンj:Bl ナテ 砂小粒瞭少量
7.5Y R冗 82-1 
にぶい褐

)JI司部 LR ミカτキ 砂粒少量
7.5Y Flだ
褐!疋

m可部 RL → テー 砂粒少量 1に0ぶYいRJ黄d櫨

)J阿部 RL ナデ 砂粒少量
7.5Y Ry4' 
lこぶし、控

腕部 ~t線、京IJgi宅、Fl L ナテ 砂石粒英少少量量 7.5Y 、R褐)/，i' 
lこ<~;:し

日lli] 部 LR ミカ司、キ 砂粒

71にに0ぷ5JYYJ いLR、R3檀貰43提4 
腕部 RL  ナデ 砂石粒英少少量量

腕部 RL  ナデ 砂粒少量 5 Y RJ樟d 
lこ... ~<し、

)JI可部 LFl ナデ 砂粒
5YR% 
燈

日Ir，]部 LR  ナデ 砂粒少量

1に1に00ぷdYY HいいRR五貫瓦貫置樟
ロ縁音11 縄文 ナデ 砂;百粒英少少量最

)]阿部 RL ナデ 砂粒少量
10Y R~ 
にぷい賀樟
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12 
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14 

15 

16 

17 
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19 
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21 

22 
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41-1 

2 

出土地区 出土層{立

S 1010 部ゴ:.'=1='

S 1010 出土中

S 1010 誼ゴ二r+'

S 1010 '!fl::!ニ'1J

S 1010 寵土中

S 1010 援:1:.'ヤ

S 1010 説::I:'IJ

S 1010 護士中

S 1010 覆土中

S 1010 援:L9='

S 1010 wl土i十1

S 1010 認t:.rt1

S 1010 持i士二rt'

S 1010 漬かド

S 1010 能二!こ中

S 1010 極 1:.ヰ!

S 1010 覆:トJド

S 1010 1立二1:.中

S 101() 被:乞rlJ

S 1010 認ゴニ中

S 1010 龍二iニ中

註 ~c 番 号 時代・ 11寺期

80TWlO キタ[j
S 1010 R P 15 覆ゴニ仁1:'

80TW10 キRタIl
S 1010 R P 154 立土 ~I:j

80TW10 キタ II
S 1010 R P 109 

80TW10 キRタII
S 1010 

80TW10 キRタII
S 1010 R P 78 

80TWIO キRタ11
S 1010 R P 170覆二iフド

80TW10 キ民 夕日
S 1010 R P 169 

80TW10 キRタII
S 1010 

80TW10 キタn
S 1010 R P 162覆 L中

80TW10 キタ II
S 1010 R P 153積二L中

80TW10 キタ II
S1010 RP:31 V，U::!こ中

80TWlOキH1タ35iI2 
S 1010 

80TW10 キRタlJ
S 1010 RP50 

80TW10 キタ II
S 1010 H P151誼ゴこrjJ

80TW10 キタ!I
S 1010 H P 1:38 

80TW10 キRP夕9日7 
S 1010 

80TW10 キRタl!
S 1010 R P 148 

80TW10 キタ II
S 1010 R P 12:3 

80 TU「102R?タ II
S 1010 H P 35 

8UTW10 キRタH
S 1010 H P 108 

80TWI0 王iミ子タ II
S 1 010 R P 141 

形態・部位 文様構成 内面調整 土 色 言~j 図版番号

11何部 LR ? 砂杭少量 10YRY! 貰
lこぶし、 般

腕部 RL ミガキ

砂石砂石砂石粒英粒英粒英少少少多量量量沼;

1に0ぶYしFh五寅埠

日間 部 RL ナデ 10Y RJ黄d 82-6 に，;;.い指

腕部 縄文 ナテ 1に0よYいRJ'i黄控

胴部 RL ナテ 小砂磯粒少量 lOY RJ黄4 
lこぶし、 時

111司部 LRL ナデ {正沙1粒英少量 1に0よY 黄t:音

Oj.j 部 LR ミカーキ 砂粒少量 10Y R%  
j莞賞:m

刷部 LR ナデ {iJ'粒少量 10Y R%  黄
にし、筒

口減吉1) 撚糸庄痕丈 ナデ 砂石粒英少少量量 7.5Y R~t{í 
4登

胴音1) LR ミプJ‘キ 砂粒少量
7.5YR%' 
十畳

砂石粒英少少量量 小隊少量 10Y R%  OlffJ 部 RL ナデ
明賀補

82-7 

腕部 RL ナデ 砂粒少量 1に0ぶYいRJ賞4撹 82-10 

日阿 部 RL ナデ 砂:石粒突少少量量 5YR% 82-11 

83-2 1阿部 RL ミガキ ji予粒 7.5YR%' 
i主寅桂

IlP~部 HL ナデ 砂航少量 10Y R%  82-9 
灰武褐

)j阿部 RL ナデ

材砂小石本粒喋英也少少量量

10Y R%  
8:3-1 灰Jlitl品

8:3--3 1阿部 RL ナデ 7 .5Y R見
h萱

仁i縁部 LR 上中部~ナ下デ部iガキ 砂村f 10Y H黄~ 
にJ山、権 83-4 

日阿 部 RLH ナテ 砂干:，粒英少量
灰21浅05貰黄Yi置R94 封

82-8 

腕部 HL ミカキ 砂粒少量

日阿 部 LH ナテ 砂粒少量 10Y R~赤4 
lこぶし、 褐



CJ1 
υ1 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

S 1010 ?立=Lrド

S 1010 ilii.:仁ヰ1

S 1010 J宜主:中

S 1010 i宜主:rt1

S 1010 かまど中

S 1010 t:lLこ!こI:t1

S I01() 託土中

S 1010 かまど中

S 1010 援ごt:rfl 

S 1010 捷二仁rfJ

S 1010 徒二iニ中

S 1010 ~ÇJ_ こ[:.IIJ

S 1010 認:L'!J

S 1 ()10 成二i二rlJ

S I01() 指二iニ仁IJ

S 1010 v立j二rlJ

S 1010 誕二i二rfJ

S 1010 被j二I:)J

S 1010 理j二t:jJ

S 1010 Fiil土I:)J

S 1010 程uニ中

S 1010 覆土中

80T WIO キPタ6II7 
S 1010 R 

!JIli] 部

80TWIO キタIl
腕部

S 1010 R P 171 捜一:1二仁fl

80TW10 キタIl IJ[ñ] 音[~
S 1010 R P80 

おOTWlO キタ u
Ilfi~ 部S 1010 RP5 積二上田中

80TW10 キR夕日
S 1010 H P 6 かまど 1lI'~部

80T WIO キタ H
IJI，U 部

S 1010 R 

80TW10 キRタII
S I01() R P 25 't;立二j:rfコ

腕部

80TWI0 キRタII
S 1010 R P 10 かまど

)J[liJ 部

SOTWIO キPタ6ii8 
S 1010 R 

)J[iiJ 部

SOTWIO キタP11 
S I01() R P 10 

)Jri[ 吉[1

SOTWIO キタn )j阿部
S 1010 R P 16 f長j二I:jコ

80TWlOキRPタ6II3 
S 1010 

!JIi] 音[1

80TWIO キRタn
S I01() 

JlI日j 音[1

80T W10 キiミタH
S 1 010 R P 72 fi:U:. q:1 

Jl[fi] 音[1

80TW10 キHタJ[
S 1010 

)jfi] 部

80TWIO キRタLI
S 1010 

日制 音[1

80TW10 キRタII
S 1010 

制音[1

80TW10 キRタII
S 1010 R P 19 斑:上問中

仁i正式部

80 TUf 10 2R 干タ II
S 1010 R P 4 覆:土中

iJ同部

80T W.10 3R 千夕日
S 1010 R P 12 

綱吉[1

80TWlOキRタIl
S 1010 R P 17 覆土Iド 胸部

80TW10 キRPタ2II8 
S 1010 麹:土中

腕部

HL  ミカキ 石砂者英1{:};-最 .5Yf¥J6 
4な

LR ヘラナデ 砂23粒i引J出量 明10黄Y掲RJB' 

HL  ナデ 砂市立
lOY R}i 

6 Eijli電潟

[i長'箭 ナデ 砂*立 1lこ0ぶYし草 1 

L ナテ 砂石市英立微量 2浅.5賀y，% 84一一一 2 

1ミL ? 的石中英止少、量小
に明150J議YY 鵠いHR諸黄，%位

84---;) 

L ヘラナデ d州~L 少量 84，--4 

RL  ナテ 砂*1!_

1川にに0斗』YY いいR}故河黄6笹世

84--5 

HL ナテ 砂1'lL少量 6 

RL  ナテ

制石e石L骨英英粒撒少多量量量
lOY H%  84--7 
灰賞掲

LH  ナテ 7浅.5i計Y監H%  84-12 

HL  ナデ
6石砂百L粒粒英実J少b量量

1に0ぶYいR}~黄桜 84，-9 

HL  ミt;キ 5 Y R%  

L ミガキ 砂粒微量 1に0ぶYいF見主主慌 84--8 

HL  ナデ 砂石粒英少量 5YR% 84---10 

LR  ミァケキ 砂主 権 Y RJi3 84---1] 

LR 

石砂砂石魁英粒英少少多多量量量置

7lこ.5JY円、R横K 83--7 

LR  ナデ
事堂
RJi3 85--1 

RL  ミカキ 砂粒 1に0ぶYいR見黄続

RL  ミガキ 砂粒少量
IOY H.，'3J: 85-3 
黒褐

LH. ナデ 砂粒少量 lOY H.~黄4 
に，in、続

LR ミガキ 砂粒少量一
7.5Y IUi3 



CJ1 

σコ

拓影番号

41-25 

26 

27 

42--1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

出土地区 出土層{立

S 1010 かまど中

S 1010 かまど rtl

S 1010 震:l二中

S 1010 かまど中

S1010 覆二i二ドド

S 1010 棟二L!:~'

S 1010 ?霊長iニヰ!

S 1010 覆:t_"十:

S 1010 提土中

S 1010 覆土liコ

S 1010 覆ご1:r!-1

S 1 010 覆土中

S 1010 かまど 1Ctl

S 1010 覆~LI十1

S 1010 :淀中

S 1010 涜二i二rlJ

S 1010 被こi二rlJ

S 1010 夜二i二4

S 1010 援二i二rjJ

S 1010 援 L寸3

S 1010 夜二i二中

日主 百己 番 号 時代・時期

80TW10 キRタIl
S 1010 R P 1 かまど

80TW10 
S 1010 R P K 35 

80TW10 キRタP11 
S 1010 R P 14 覆土中

80TW10 キRタII
S 1010 R P 4 カ3まど

80TW10 キRタII
S 101(1 R P 156 

80TW10 キRタII
S 101(1 

80TWlOキRタII
S 1010 R PSO 

80TW10 キRタII
81010 RP41 

80TW10 キタIl
8 1010 R P113 

80TW10 キタ[l
S 1OlO RP 1 mニ上中
80TWI0 キRタII
S 1010 

80TW1O キiミタII
S 1010 R P 168 ~~:土中

80T W10 
S 1010 R P K 15 

80TWI0 キRタIl
S 1010 覆土中

8UTWI0 キタ H
S 1010 RP 

80TWlOキRタII
S 1010 

80TW10 キ民タII
S 1010 R P 180 

80TW10 キタ II 覆土中
S 1010 R P 18 

80TWIO キRタn
S 1010 

80TW10 キHタ11
S 1010 H P 7 覆土中

80TWl() キRタ1I
S 1 ()10 R P 18 

形態・部位 文様構成 内面調]臨 1ム口 土 色 調 図版番号

)JI~J 部 LR ナデ 砂粒 7.5Y R% 
j受賞十立

胴音11 7 ナデ 砂本~L 2暗.5灰Y黄% 

腕部 RLR ミカ、.キ 砂粒 5YR% 85-1 +萱

)J阿部 RL ミカ。キ 砂石粒英微少量量 7.5Y R%  85-4 j交3ii棺

ロ縁音11 LR ナデ 砂粒少量 10Y R%  寅
にぷい褐

85-5 

!胸部 RL ナデ 砂粒少量 10 Y R Ji 賞撹
lこJ、し、 85-6 

ijp~ 部 LR、沈線 ナデ 砂石粒英少量 1に0ぶY 賞樟 85-7 

腕部 LR ミガキ 砂粒少量 10Y R% 黄
にぶい 1登 85-8 

腕部 RL、沈線、刺突 ナデ 砂石粒英少量
10Y RJi 

86-1 明黄褐

1阿部 RL ミ7ゲキ

砂小砂小粒粒暗暁少夕少少、量量量量

10Y R%  黄撹 86--2 
lニ，ì~ し、

10Y R兄腕部 RL ナデ
明黄褐

日間 吉[1 RLR ナデ 砂粒 2.5Y J~ 
灰黄

胴音1I RL ミガキ lj'少粒 10Y R'黄4桜
l こ~~;.¥-、

腕部 L ヘラナデ 砂粒少量 10Y R%  
灰貰褐

J][ril 部 LR ミガキ 砂粒少量
2.5Y~?/2 
灰寅

J]阿部 RL ミyゲキ 石石少粒英少量
7.5Y RJi 86-7 

l腕部 L ナテ 砂粒 lOYR% 86-6 j莞:賞燈

日制 部 RL ミカキ 砂粒 黒褐R){ 86-4 

腕部 RL ナデ 砂粒少量 10Y 訳文
i莞賀撹

腕部 RL ナデ 10Y R%  黄

小砂石英喋杭少少量量
にぶい様

J]阿部 RL ナテ 7.5Y R見 86-3 h室



C.J1 
h司

19 

20 

21 

22 

23 

24 

43-1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

44-1 

2 

3 

4 

5 

S 1010 組ゴ:中

S 1010 f立::1:111

S 1 ()10 組::L1:j:l

S 1 ()10 調::1::l:j:l 

S 1010 被::1::1十1

S 1010 ru二tこI十3

S 1010 覆::[:1十:

S 1 ()10 覆二[:11J

S 1010 報{二仁111

SI010 覆ニ仁111

S 1 ()10 捜:r二iヤ

S I01() 覆ニiニ中

SIOlO 覆土中

S 1010 務L:t二中

S 1010 龍:1二中

S 1010 7立ゴ:中

S 1010 :龍ゴニヰ3

S 1011 権土中

S 1011 1翌二iニ中

S 1011 覆ニ!こ中

SIOl1 覆土中

SIOll 覆土中

801'W10 キ夕P9日6 
S 1010 R 

日阿 部

801'W10 キタ II
制音[1

S 1010 R P 164 

801'WlCIキRタ
S 1010 

IJpiJ 部

801'WIO キRタn
S 1010 桐部

801'WIO キタn
自iiJ 部

S 1010 RPI3 

801'WIO キタn
胴部S 1010 R P 110 

801'W1C1キRタn
S I01() 制部

801'W1O キタn
IJ阿部S 1010 R P44 

801'WIO キタn
IJliiJ 在日S 1 ()10 R P 106 

801'WlOキRタIl
S 1010 R P 125 

IJ間部

801'WlOキRタn
S 1010 R P 130 

IJ間宮[1

801'W10 キRPタ4II5 
S 1010 

l][uJ 部

801'WlOキRPタ9II4 
S 1010 IW~ 部

801'W10 キタn
服部S 1010 RP 覆土中

801'WlOキRタII
S 1010 i口縁部

801'W10 キRタPII 
S IOl() R P 8 覆土中 111阿部

801' W10 キ民タII
S 1010 RP139 1m! 部

801'WlO 
胴部

S 1011 RPl 

801' WI0 
Jl阿部SIOl1 R P 1 

80 S W10 
1同部S 1011 R P 1 

80TWIO 
I] ~l 部S 1011 R P 1 

80TWI0 
腕部S 1011 R P 1 

RL  ナデ

小砂結砂砂石時1英粒英桂5; c少少少b量量量量

1に0ぶYしR、F黄i櫨 86-5 

LR 十テ 5 Y R樟K 85---9 
l こ~~;- ~、

RL  ナテ
10Y R%  86-8 
浅黄償

LR ミカーキ
砂石砂小利英哩粒少少少量量量

1lこ()ぶYしR、K主主+it 86--9 

JI¥形文、 :J3J状縄文 ナテ 10Y R.~ 黄 86--10 lこぶし、 椴

LR ナテ 砂石粒英少多量量 7.5 Y 、R母K 
lこJ;し 85--10 

LR  ? 砂粒少量
lOYR_%' 87--1 
灰黄矯

RL  ミガキ 砂石粒英少少量量 71こ.5ぶYi吋R笠J~ 87-2 

RL、沈線、!祭出 ミカ、キ 砂粒少量
7.5Y R_%' 87--3 
f対局

LR ナテ 石砂粒英少少量量 小!機少量 10Y R%  87--4 
j芳賀簡

RL  ミガキ 砂五粒英少少量量 小磯少j量 7.5Y1U& 87-5 
控

RL、沈線、膳消 ナテ 砂粒少量 1に0ふYJLF‘% 貰褐 87“一 7

LR ナテ 砂粒少量 2支.5賞Y iFd 88--1 

RL ミガキ 砂粒少量 7.5Y 、R櫨見
l こ.，.;~' ~ 

88--2 

LR  ナデ 砂小粒喋少少量量
lOYR~.{ 88--3 
褐灰

LR ナデ

砂砂小石粒理粒英少少少量量量

7.5Y.R兄 87--8 
撹

LR ナデ 10Y R，黄~ 87--6 
lこぶし、 宇在

LR、沈線、藤消 ナデ 若手、粒 2.5Y 、R赤託字局
lこJζし

LR ナデ 砂小粒喋少少量量
2.5Y R%  
1萱

.RL ナテ 砂粒 7.5Y 、R褐% 
lこ，~;.し

RL  ナデ 砂粒 5 Y 控
l こ，~;'I，、

LR ナデ 砂粒少量
lOYR% 
成自



c..n 
∞ 

拓彩番号

44-6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

45-1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

地土地区 出土層{立

S 1011 覆土中

S 1011 覆土中

SIOll 議オ二中

SIOll 捜オこ中

S 1011 覆土中

SI011 覆土中

S 1010 覆j二中

S IOl() 謹:r.中

S 1010 1壁土中

S 1010 l笠ゴニ中

S 1010 覆:土:中

SIOlO ?なj::rtJ

SIOlO i堂土中

S 1010 謹土中

S 1012 援j二rt
'

S 1012 :m土中

S 1012 説j二中

S 1012 龍一士:中

S 1012 説::!二中

S 1012 濯::!二"t，

S 1012 I諜:t中

註 百己 番

80TWIO 
S 1011 R P 1 

80TWIO 
SIOll H P 1 

80TWIO 
S 1011 HPl 

80TWI0 
S 1011 R P 1 

80TW10 
S 1011 RPl 

80TWI0 
S 1011 R P 1 

80TWIO キHタII
S 1010 H P一括龍土中

80TWlOキRタ1一1括
S 1010 HP-:tt，.~豆土中

80TWlOキ.HタII
S 1010 .H P一括提土I:IJ

80TWlOキRPタn
S 1010 括覆土中

80TWI0 キRタ1一I括
S 1010 捜土I::IJ

80TWI0 キRタ1一I括
S IOl() 醍:仁rlJ

80TW1OキRタ1I担;
S I01() 捜土中

80TWIO キタ II
S 1 ()1() .RP 斑二!こ中

80TWIO 
S 1012 .RPl 

80TWIO 
S 1012 .RP 

80T WI0 
S 1012 RP4 

80TWIO 
S 1012 .R P 5 ifU:， 1:[" 

80TW10 
S 1012 H P ? 

80T W10 
S 1012 HP5 

80TWIO 
S 1012 RPお

号 時代・時期 形態・部位 文様構成 内閣調整 土 色 iY~) 図版番号

Mj，j 部 ~:t線、 RL 、磨ì~í ナテ 砂粒 lOR% 
持ミ絡

腕部 LR ナデ 砂粒少量
浅草'ltf1:

腕部 !を常、 1ド1)突 ナテ 砂小粒磯少少量量: 5 Y J'1 
灰

腕部 LR ミカiキ ド沙粒少量 75Y f、R棺k J毛lニ<.;;'~ 

JJ阿部 LR ナテ 砂粒少量 rfi)矢

日阿 部 ? ナテ 砂粒少量:
質問

JJ同部 LH ナテ 砂石1英泣少量 [!;1疋半R島% 

JJ~J 音[1 LH 三773千 砂粒 1{こ0ぶYしH、%黄禍

口融音[1 LH ナテ
砂石砂石粒粒英英少少少多量量量量 小碓少量

7笠，5Y R%' 82ヲー

JJ阿部 RL ナデ 7，5 Y 、R控}~. 82~-
(こ_;:¥. 

Jl阿部 LR ナテ 砂粒少量 2i17目賞，~'f 

口融吉[1 LR ナデ 砂石英十立少少量量 (::_;:吋R笠J~ 
!l阿部 iミL ナテ

砂石砂小粒英家離主少少量量
1( 0 d Y l しR、元主t1~ÍL 82----:3 

!l阿部 L.R ナテ 10Y.R% 82--5 
灰貰持j

口融吉[1 L.R ナテ 砂粒少量
9，，5 

腕部 L.R ミカ、キ 砂粒少量

717iににこ055dぷYjY AY ルしいRι、RHj褐9黄宣4 PFd d 桂t!J[iij 音[1 L.R ナテ 砂粒少i量

!J阿部 LR ミカ、キ 砂粒:少鼠

日阿 部 LR ナテ 砂1'\~少iを 灰10賞Y褐R!活

iJ阿部 民L ミガキ 砂:l'li.少量
5 Y H I話

MjiiJ吉[i しH ナテ 砂粒少量
5 Y封
11( 



υ1 
lO 
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9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

46-1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

S 1012 1起こ乞仁j:)

S 1012 組:七J:jヨ

S 1012 

S 1012 炉内

S 1012 覆土中

S 1012 炉内

S 1012 積二l:.rや

S 1012 覆土rjコ

S 1014 覆j:.中

S 1014 覆ニトーJ:j:t

S 1014 f'~ 二ト同 rjコ

S 1014 ?宣ニヒヰi

S1014 ?置ニヒヰ!

S 1014 誼二ヒヰ:

S 1014 程二L中

S 1014 権ご上中

S 1014 1夏ご:1::J:~J 

S 1014 覆土中

S 1014 捜;上中

S 1014 覆.:1:.t:~J 

S 1014 覆ゴニJ:p

S 1014 覆土中

80TW10 
S 1012 R P.5 

80TW10 
S 1012 RP6 

80TW10 
S 1012 RP4 

80TW10 
S 1012 EP9 炉内一指覆土

80TW10 
S 1012 RP7 

80TW10 
S 1012 R P 9 炉内一括覆ごと

80TW10 
S 1012 RP6 

80TWlO 
S 1012 RP4 

80TW10 
S 1014 RP1 

80TW10 
S 1014 RP1 

80TW10 
S 1014 RP1 

80TW10 
S 1014 R P 1 

80TWIO 
S 1014 RP1 

80T WI0 
S 1014 RPl 

80TW10 
S 1014 RP一括

80TvへTlO
S 1014 RP一括

80TW10 
S 1014 RP一括

SOTWlO 
S 1014 RP-掠

SOTW10 
S 1014 RP一括

SOTW10 
S 1014 RP一括

SOTW10 
S 1014 RP一括

80T可iVIO
S 1014 RP一括

日縁部 網目状J出糸文 ナテ 砂粒少量

日間 部 RLR ナテ 砂粒少量 7.5Y 、R褐，% 
l二_j;'~ 

日阿 部 LR ナデ 砂粒少量 1に0JY ;いR%寅控

fJlaJ 部 LR ナデ 砂粒少量 10Y H;i-黄d 
に""..]'.い境

Jl同部 LR ミカ、、キ 砂粒 1に0JY ;いH%資iマ霊

腕部 RL ミガさそ 紗i~L少量 10E% 
亭手

底部 RL ミ'Ifキ 砂お粒英少少量量 10Y H%  黄撞
lニ"，.}".し、

底部 LR ナデ 砂粒:少量 7に.5ぷy‘樟YiI 

日同 部 LR ナデ 砂粒 7j美.5賀Y燈R%' 

D~J 部 LR ナデ 砂粒少量 RYfI 
4畳

ロ縁部 LR ナデ 砂粒少量
7.5Y R 多~
j莞Z有機

腕部 LR ナテ 砂粒少量 5YR樟% 
lニ，~~し、

胴部 刺突、沈線 ナデ 6J;粒少量 7.5Y R%  
i芳賀楼

日阿 部 LR ナデ 砂粒少量
10Y R%  
灰黄褐

岡部 LR ナデ 砂粒少量
2.5YR% 
+霊

腕部 LR ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R褐J釘
l こ....)-~し

胴部 LR ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R機K 
lこ _1;'~

胴部 LH ? 砂粒少量 7浅.5寅Y椴R~! 

Jl阿部 LR ナテ 砂粒少量 7.5YR~~ 
j莞貰撹

日間 部 LR ナデ 砂粒少量 7.5YR~~ 
j美賀樟

胴部 LR ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 
lこ v~;.V 

目阿 部 LR ナデ 砂粒少量 7浅.5黄Y櫨R%  



小。

拓影番号 出土地区 出土層位 註 言己 番 号 時代・時期 形態・部位 文様構成 内面調整 土. 色 言問

46-15 S 1014 覆土中 80TW10 日間 部 RL ナデ 砂粒少量
2.5Y%， 

S 1014 RP-一括 灰黄

16 S 1014 覆土中 80TW10 腕部 LR ナデ 砂粒少量 10Y R]黄4 
S 1014 RP一括 にぶい樟

17 S 1014 議土中 80TW10 腕部 LR ナデ 砂粒少量
10Y R%  

S 1014 RP一括 j支黄峰

18 S 1014 覆jニヰ3 80TWlO 胸部 LR ワ 砂粒少量
7.5YR]f， 

S 1014 RP一括 +笠

19 S 1014 f員二仁I十: 80TWlO 日同 部 羽:1犬縄文 ワ 砂粒少量 7j美.5賀Y撹R，% S 1014 RP一括

20 S 1014 ?宜こ仁中 80TW10 日間 部 LR ナデ 砂粒 7.5Y 、R褐% 
S 1014 Rlコ一括 lこ....j.，し

21 S 1014 ?量二t仁ド 80TW10 日阿 部 RL ミカ、キ 砂粒
lOYR% 

S 1014 RP一括 !疋黄褐

22 S 1014 覆土中 80TW10 日阿 部 LR rナデ 砂小磯粒少少量量
Y R]ii 

S 1014 RP一括 4宣

23 S 1014 覆土中 80TWIO 日間 部 LR 十デ 砂粒 Y R]ii 
S 1014 RP一括 4音

24 S 1014 権ニヒ中
80TW10 

制部 お状縄文 ナデ 砂石町英L少少量量 10Y R%  
S 1014 RP一括 灰黄褐

47-1 S 1014 覆二ヒヰ! 80TW10 日阿 部 刺突、現状縄文 ナデ 砂粒少量
5 Y}i' 

S 1014 RP一指 オリーブ黒

2 S 1014 覆二l:1=t 80TW10 腕部 LR、結節痕 ミカ。三千 砂続少量 黒字~J 冗S 1014 RP一括

3 S 1014 覆二i二中 80T可VIO 腕部 LR ナデ 砂粒
5 Y何

S 1014 RP一括 オリーブ黒

4 S 1014 覆ニヒrl" 80TW10 日阿 部 LR ヘラナデ 砂粒少量
2.5'{R% 

S 1014 RP一括 I別赤褐

5 S 1015 手壁"仁中
80T W10 

胴部 i尤線、 RL ミガキ 砂粒少量
2.5 Y:l{ 

S 1015 RP一括 黄灰

6 S 1015 覆こと中
80TW10 

!J~] 部 LR ナデ 砂粒少量
7.5Y R]f， 

S 1015 RP一括 控

7 S 1015 覆土中
80TW10 

)jfu] 部 沈線、 LR、!新潟 ミガキ 砂粒少量 措7.5 Y R% 
S 1015 RP一括

8 S 1015 かまど中 80TW10 腕部 ミカキ 砂*"~t:少量
2.5YR;~8 

S 1015 R P K一括 糧

9 S 1015 表L土中 80TW10 腕部 RL ミカ、、キ 砂、粒少量

121ににに005vぷ品iYいいRRF、d% % 黄草貫桔瞳

S 1015 RP一括

10 S 1 ()15 覆:土中 SOTW10 腕部 LR ミカ寸キ (J~þ、 t\Î.S 1015 RP一括

48-1 
S 1016 

炉内
SOTW10 

服部 LR ミjfきそ 砂石粒英少量
炉 S 1016炉 RP 19 
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17 

18 
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49-1 

2 

3 

4 

S 1016 
炉内力3

S 1016 
炉内』持1

S 1016 
炉内

が

S 1016 
炉内

iか

S 1016 
炉内:J;ii 

S 1016 
炉内:J;ii 

S 1016 
炉内tji 

S 1016 
炉内tii 

S 1016 
炉内持i

S 1016 
炉内対i

S 1016 
炉 r!ヨ対1

S 1016 
炉内'}:ji 

S 1016 
炉内が1

S 1016 
炉内:J;ii 

S 1018 援二uド

S 1018 言U:rや

S 1¥018 震_jこ中

S 1018 夜土中

S 1¥016 複立こ~ド

S K016 夜::i:.中

S K016 指L:i二中

S K016 覆土中

80T WlO 
日阿 部

S 1016旬i R P12 

80TW10 
腕部

S 1016炉 RP19 

80TWlO 
胴部

S 1016炉 RP5

80TW10 
JJI可部

S 1016炉 RP22 

80TW10 11阿部
S 1016 1(i R P 16 

80TWHl IlIHJ 部
S 1 016 :I~i R P 28 

80TWI0 
111可部

S 1016 カヨ R P21 

80TWI0 
腕部

S 1016 R P23 

80TWI0 胸部
S IOlfi炉 RP23 

80T WIO 
制部

S I01G炉 RP2

80TWI0 
日同 部

S 1016 :k戸 RP

80TW10 111支部
S 1016炉 RP24 

80TW10 
胴部

S 1016炉 RP

80TWIO JJI司音11
S 1016炉 RP 14 

80TWIO 
腕部

S 1018 RP一指

80TWIO 
IJ阿部

S 1018 RP一括

80TW10 キタ II
ロ縁部

S 1¥018 RP2 覆土中

SOTWI0 
111可部

S 1018 RP一括

SOTW10 キタ II
111可部

S K016 RP 抱擁土中

SOTW10 キRタ1一1括
S K016 覆土中

網官11

80 T W10 3JTZタII一括
S KOll3 盟土中

腕部

80TW10 キRPタi一I指
S KOll3 覆二!こ中

胴音11

'it線 ナテ 砂Ti粒英少量i lOYR% 
}死黄褐

LR ナテ 砂粒少量 黒褐 % 

LR ナテ
砂石石砂粒英粒英少少量量

10Y R%  
灰賞褐

LR ナデ
lOYR% 
j受賞撹

LR ナテ
砂石砂石粒英粒英少少量量

2 ， 5Y~Y2 
灰黄

LR ミガキ 11こOY 有4機

砂砂石砂話小哨吃粒:碓芸英E 少少少少量量量景

lOYR% 
i尤jtii、LR、熔¥'ii1i ミガキ i究賞燈

LR、'lt!t娘、磨j背 ナテ 2灰.5黄Y%  

ltAi泉、 LR ナデ
10 Y R ~j五
灰黄褐

LR ヘラナデ 砂粒少最
5 Y克
オリーフ'~:\

RLR ミガキ 砂粒少量 芝¥1品 Rh  

LR ミガキ
砂砂石石粒粒英英少少量量

5YR見
j炎燈

LR ミカーキ 10Y R持
j芙黄櫨

LR ミガキ 砂石粒英;少量 2.5Y，% 
間黄

沈線、し R、磨消 ナデ

砂石砂石粒英粒英少C少少L、量量量量 小喋少量

10Y R~% 
j支黄樟

不明 ナデ
10Y R%' 

88-8 
j究賞控

RL ナテ 砂粒少量
10Y H%  88-6 
灰黄褐

LH 、}蜜ìì~ ナデ 砂tJJ:少量 ;1に0ぶY l賞K撹

RL ナテ 砂粒少量
2.5Y% 89-5 
!疋13

し氏、沈線、刺突、
ナデ 砂粒;少量 5 Y R;3赤4 89--(3 

磨ìì~ にぶい褐

LH ナデ 砂粒少量 1に0ぶYいR%黄褐 89-7 

LR ナテ 砂粒少量
2.5Y% 89-9 
j炎黄
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10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

50-1 

2 

一

出土地底 出ニ!こ層位

S K016 寵ニヒ中

S K016 i定二|二iド

S K016 寵ゴニrt1

S K016 程ゴ二時

S K016 茂之rl:1

S K016 7立ゴこrl:1

S B002 昭二iこ中

S B002 
性穴内

グ)1 

S B002 ?量二LrlJ

S B002 m 

S B002 認オ:仁1I

S K010 fな土仁11

S K010 l~U二中

S K011 ~j;j_土 rjl

S K011 Wlj~_rjl 

S K011 ~11-_ 中

S K011 ¥?夏J~ 1:(1 

S K011 ilU土"1:1

S K011 龍一七9]

S K(T)2J 誼土中

S K024 7賀土中

註 言己 番 E ラ? 時代・時期 形態・部位

80TWIO キR夕日
SK01Ei RP一括誼土中 胴昔日

80TWIO キRタI一i括
S K016 積土中 口t支部

80TWlO ニRモタIl
SK016 RP--括穂土中 胴部

80TW10 キRタP一Il括
S K016 寵土内 日同 部

80T WI0 ::¥'-夕日
目阿 部S KOHi R P--t舌 i'i!Uニ中

80TW10 キRタ[]
S K01G R P一括関土中 胸部

80TWl() 
日阿 部S B002 HP一指

80T Wl(l 
日阿 部S B002の1 R P一括

80TWIO 
S B002 HP-.j'i日 1I阿部i

80TW10 
Il阿部S B002 ItP確;j，Zr(u

80TWlO 
!胸部S B002 RP-.i'ir; 

80TW10 R々'タ II
S K010 IJI可部

80TW10 キ沢 タII
SKOIO HP1 日阿 部

80TW10 キタ n
)J[号部S K011 RP一括覆:L

80T ¥'1;10 キR夕日
SK011 RP--ti5 漉土 ijl~l 音1)

80TWIO キPタII寸♂
S K01] R 捜土 制部

80T WJCJ キタ II
日並部S K01J R p ---t~f; 龍一ヒ

80TWI0 キHPタI一I括
S K011 H P-tt~ fi量二!こ 日阿 部

80TWI0 キRタP-1-1J15 
S K011 月間 部

8ClTW10 
)1阿部S K(T)21 R P 1 

80T WI0 キタ i一I括
S K024 HP 覆土中

)j~U 吉[í

文操構成 内部調笠 Il台 j~- 色 宮司 図版番号

LR_ LRL ナテ 砂粒少量 1に0ぶYR、賞pd偶 90-1 

RL  ナデ 雲砂母粒少多量量 10Y R~ 
90-2 

黒褐

LR ナデ 砂粒少量 lこ_.;;¥，、

RL ナデ 砂粒少量 2浅.5黄Y見 89-8 

沈線、 LR，刺突 へラナデ 砂粒少量 5YR対i示
にぶい掲

89-lO 

LR ? 砂粒少量 lにOぶYいR.主活計iE 90-3 

網目状 i~l;糸文 ミ7]'キ 砂粒少量
7.5Y R芦イ

88-7 
黒褐

HL ナデ 砂粒少量 11こ0ぶYしR、7京4H登 88--4 

網目;1え撚糸文 ? 砂粒少量 5 Y R.9' 赤
にぶい悩

88-5 

d符日;1たJ然糸文 7 砂粒少量 7_5Y 、R褐K 88-9 に_i;'1，

[桐山糸文 ナデ 砂粒少量 7lこ5ぶYいR褐9~ 88--10 

砂石粒英少多量量 7 .5Y R.Vs RL  7 
撹

88-11 

LR ナデ 砂虫色少量 7.5Y R.Vs 89-12 

iU母l ナテ 砂粒少量:
7.5Y RJ{ 

89-1 にぶい1笠

LR ナデ 百少申立少:m: 1ClY R}黄4 
にぶい樟

89-2 

1:t娘、 LH ナデ 砂小粒開少少量量: 石英微量 7.5Y R}~ 89-3 にぜì~' 1r、 1笠

1:t線 ナデ 砂粒少量 7 .5Y R:五 89-4 
Lこぶしイ笠

RL ナテ 砂粒少量 10Y R%  
灰白

LH、沈線 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R横，Y4 
にJ、し

HL ナデ 紗粒少量 7.5Y ミR様五
lこ V'~~. し

90-7 

LR ? 砂粒少量 1に0ぷYいRJ賞4撹
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51--1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

S K024 読ま:ItJ 

S K024 1足立

S K024 覆土中

S K024 設ニi二r:fl

S K024 磁土中

S K017 認i土 f-

S KCl17 ffljニr:tl

S KCl17 r~uニヰ1

S K029 ?互土中

S K029 極土中

S K029 調土rt

S K029 覆ニt中

S K029 1起こヒ中

S K029 程二i二作I

S K029 程二t中

S K029 寝こi二中

S K029 成土中

S K027 捜土r:j:l

S K027 積土r:j:l

S K027 ;寵土r:j:l

S K027 :寵こ仁r:j:l

S K031 覆ニヒr:jJ

80TWJO キR夕P一日指
S K024 覆土中

m~] 部

80TW10 キRタII
S K024 R P一括覆土中 m~] 1m 

80TW]O キタ 11
Il阿部S K024 RP一括 覆ニヒヰl

80TW10 キRタII
S K024 R P一括覆土中 RffiJ 部

80TWI0 キタn
Ilf司 tìl~S K024 RP一指 寵ごと中

80TWI0 キタIl
口器:~音1\S K017 RP一括覆土下

80TWI0 キR夕日
S K017 R P 1 覆土中 口縁者1¥

80TWlO キタIl
IJ同音1¥S K017 RP一括撹土下

80TWlO キタ II
)J阿部S K029 RP一括

80TW10 キR夕立
S K029 R P一括 日阿 部

80TWlO キ民 タIl
S K029 HP一括 腕部

80TW10 キタ II
1阿部S K029 RP一括

80TWlO キタ II
U[，]部S K029 RP一括

80TWlOキRタIl
S K029 RP一括 IJI'I 音1¥

80TWlO キiミタII
S K029 HP一括 1防音日

80T 九九rlO キ]ミタIl
S K029 HP一指 口l'支部

80TW10 キR夕日
S K029 R P一括 腕音1¥

80TWlO キR夕立
S K027 R P 2 目阿 部

80TWlOキRタII
S K027 R P 3 口縁部

80T WIO キRタP一n括
S K027 腕部

80T WIO キRタII
S K027 R P 1 胴音11

80T WIO キタ II
日阿 部S K031 

L ナデ 砂粒少量

7に1にに1005ぷyふY， Y ; LいぃtRt、R櫨瓦% 武貰}:i'掠置

91--2 

RL  ? 6jl粒少量 91一一3

i尤線(1) ナテ 砂1'IL少i量 91--1 

L ナデ f石ij;!英'¥L少量

1浅2i炎05賞黄YY樟R% % 
91---8 

LR ナデ 砂粒少量 91--10 

陸部: ナテ 砂粒少量 i' .5Y 、R1笠K 
lこJ‘し

90--4 

RL  ナテ 小砂1も改う;少少量量 5 Y ~イ 90---5 
f.J~ 

RL ナデ 砂雲粒母少量 10Y を4 
に..i:'，、協 90 

RL ナテ 砂粒

71にに0ぶ5dYhYL 、4R7貰霊.% 樟

92-

LH ヘラナテ 砂粒少量 92-3 

RL ナテ 6]i:l'il.少量 らYH% 92--2 
4ft 

結節による匝転文 ナテ 雲砂母粒少少量量 7'.5Y 、R権F昔
l二J、し 91--9 

LH ナデ 砂粒少量 1lこ0ぶYし 射在 92--4 

RL ナデ 砂石粒英微多量量

2賀7に5灰5ぷYYい%R控}'4 
LR ミカ、、キ 砂粒 92一一 7

沈線、 LH ナテ 砂石粒英少少量量
l こ.~;'，、 資本音

92--6 

HL  ? 砂粒 7に.5〆Y、R燈% 92---8 

LR ナテ 砂粒少量 10Y R%  賞
iこぶし、 控

91--4 

LH ナデ 砂粒少量 2.5YJ:i' 91-5 わ‘r北5三j と主

LR  ナデ 砂粒少量 2.5 Y J1 91----6 
i完賞

HL  ナテ 砂石粒英少量 YH多iI 91ー勾 7
字国

HL  ミカ、、キ 砂粒少量 1 0 Y h 予賞i褐 5 
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52--1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

53 --1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

出土地E

S K(め
032 

S K(F) 
:32 

S 

S K(め
:32 

S K(F) 
32 

S K(F) 
033 

S K(ド)
033 

S D 1 

S D 1 

S D 1 

S D 1 

S D 1 

S D 1 

S D 1 

S D 1 

S D 1 

S D 1 

S D 1 

S D 1 

S D 1 

S D 1 

tlJニL層{立

rl:U二仁IJ

~Yljニ仁1"

被ゴ二仁1:1

~~こ仁中

r~土中

棟二ヒ中

調ニ中

覆土中

間二仁中

常二仁中

程iニ仁rt

積二iニ中

持i土中

捜j二中

捜j二中

部二仁'P

持i土中

覆土中

持1:仁中

帯二i二中

覆土中

註 言己 番 -Eワコ 時代・時期

80TWlO 
S K(F)032 RP一括

80TW10 
S K(F)032 RP一括

80TW10 
S K(F)032 RP一括

80TW10 
S K(F)O:-32 RP一括

80TW10 
S K(F)032 RP一括

80TW10 
S K(F)O:-33 RP一指

80TW10 
S K(F)033 RP一括

80TW10第キ2}タ
RP1 土flii'ii北のみぞ

80TWlO キタ II S D 1 
RP1 第2iHUii宮北のみぞ

80TW10 キ2タF担II前北Dみ1 
RP1第ぞ

80TWlO キ2平タ土i乱i闘北δD7)み1ぞ、
RPl 第

80TW10 キタ II S D 1 
RP1 第2'f:!Eli市北のみぞ、

80TWIO キタ‘
RPl 第2'F:tEl.国北のみぞ、

80TW10第キ2平タ土iEI1.i苗北SのDみlぞRP1 

80TW括10 第キタ王I子1 S 北D 1 
R P-:tfi ~f.; 2 ~f'- J五閣のみぞ

80TWIO キ平タII S D 1 
R P 1 第2 悲[1百北のみぞ

80TWIO キタ II S D 1 
RP1 第2平担面北のみぞ、

80TWIO第キ2
J
タ
F土
1
足
1
商北
S
の
D
み
l 

RP1 ぞ

80TWIO キタ II S D 1 
RP1 第2Jy-鹿市;止のみそ、

80TWIO キ一タ、子II S D 1 
RP1 第2 土n面北のみぞ

8R 0 T P W l キタ iiS ヒのDみ1ぞ

形態・部位 文様構成 内面調室長 日台 ゴ二 色 誠司 図版番号

胴部 網目:1犬投:t糸一文 ナテ 砂粒少量 5YR% 92-11 
l'豊

腕部 網目;犬-I?~糸文 ナテ 砂粒少量 YR% 93-1 
1笠

目同 音~ RL ナデ 砂粒少量 5YR% 撞
(こ v~'" 、

93-2 

~~l 部 LR ナデ 砂小粒礎少少量量 ?5Y 、R褐J~& 
lこvI，'， 92-9 

口帝京部 L ナテ 砂粒少量
]OY R元

92-10 
!疋黄褐

腕部 RL ナデ 砂粒
資{こぶしミ 樟 93-12 

1阿部 LR ミガキ 砂粒少量
]OY R%  

93一一13}死黄ー褐

ロ綾部 LR、取り突 ミカい三千 砂粒少量 5YR% 93-3 FA褐

~riÌJ 部 LR ナテ 砂粒少量 7.5Y R ‘壇K 
lこ_，i，'， 93-10 

腕部 LR ナテ 砂粒少量 7.5Y ミR撞J~ 
lこvkl.< 93一一11

底部 LR ナテ 砂粒少量 7に.5JJYi R h境K 94-1 

目前 部 沈線、 LR ? 砂粒少量 7.5Y 、R母万 94--4 
l こ"~，'\.-

1阿部 LR ナテ 砂粒少量 7.5Y 、R母94 
l 二ザ~;.\.-

94--2 

~rfiJ 部 LR ナデ 砂粒少量
l7にm浅5黄KY檀LR寸置f~ 

1阿部 RL ナデ 砂本立少量 93-8 

服部 RL ナデ 砂粒少量 lOY R}黄i櫨
l二"i.;-¥.-、

93--4 

胸部 RL ナデ 砂粒少量 5 Y R;赤~-
にぶし、 褐 93-9 

節l 部 L ナデ 砂粒少量 lOY R%  賞糧
lこJJし、 93-5 

部品l 部 沈線、 LR、料突 ナテ 砂粒少量 7.5Y 、R宇品% 
l二JJし 94-6 

制部 沈線、 LR ? 砂粒少量 7.5Y 、R横;~ 94-…5 
に...:)-"し

l阿部 ナテ 砂粒少量 7.5Y 、R澄}14 
日三ぶし

93--6 



o"l 
巳)1

15 

16 

17 

18 

19 

54-1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

SD1 間土中

S D 1 間j:rt1

S D 1 f重立二91

S D 1 F壁土中

S D 1 潔ニi二仁IJ

1-G 

l 日

1-1 

O-G 

o G 

o G n 

O-G 

o G II 

o G II 

O-G II 

o G Il 

O-G [[ 

O-G II 

o G II 

o G II 

O-G II 

O-G 1I 

80TWIO キタ1I S D 1 腕部
R P 1 第2 坦i函北のみぞ

80TW10 キ平タII S D 1 
RP1 第2 坦i函北のみぞ

ij[6J 部

80TWlO キ平夕日 S D 1 
RP1 第2 土旺i菌北のみぞ

1阿部

80TWlO キ2王タ子坦II面北SのDみl 
RP1第ぞ

胴音rs

80TWlO キエタ
RPl 第2-'-1'.:[:世間北のみぞ

日阿 部

80TW10ι2TJ. タII-1 G 日阿 部
確富iI

80TW10確認キ菌タ Iー 1一日 国司 部

80TW10確認キIタiii 1 1 腕部
R P 1 6i~:，:，mï 1 

80TW10確認キ面タ o G 口主主音s
R P 1 .jiTf ~，rJ， iID 1 

80 T1N10!?産認キIタ琵II o G 1阿部
R P 7 ji1l1i2-iID 1 

8 0 T M1 1 0 3キi2-iタ話II 0 G 
RP2 石室 II 

ロ縁部

80TWIO 認2千国夕立 o G 
RP1 確 I

底部

80TWIO 圭zキb百仏、タII o G ロ縁部
RP2 確商II

80TW10確認キIタ磁 II () G 胴部
R P 2 .~1l12. [ru n 

80TW10確認キ面タ1目] 0 G 
RP2 

胴部

80TWI0 認:!f面夕立 OG 
RP 2 li在日

)J[ii]部

80TWlO 認キ部タII OG 
RP2 確立

腕部

80TWlO圭tキu司Ci、タII OG 
RPl 確菌II

細部

80TW10 認キ面タII o G 腕部
RP2 確立

80TW10 認キ商タII OG 
RP2 ~在日

1阿部

80TWIO時認キ:面タII OG 胴部
R P 2 lii~ll，iID II 

80TWIO 認:!f国タII o G 腕部
RP2 石在 日

LR ナデ 砂粒少量 IOY RJ貰6 
;こぶし、 4在 93-7 

沈線、 RL、)，欝消 ナデ 砂粒少量
2.5YR]，i 94-8 
J炎赤1萱

L ミtlきそ 砂粒少量
10Y R釘 94-7 
燭}天

LR ? 砂粒少量
7.5Y RJ'4 94--3 
j美賀市宣

沈線、!語消 砂小1粒1紫少少量量 7.5Y 、R撞先
に.~~. ~ 

93ーは

RL へラナテ 砂粒少量 lOY RJ黄4 
lこぶし、 桂

RL ミカキ 7.5Y 、R褐%色

RL ナデ 砂粒少量 LOY RJ黄4 
にぶい桂

124-5 

LR ナデ 砂粒少量 5 Y R~赤i 
lこぶい褐

RL ミtrさそ 雲砂母粒少少量量 7.5Y 、R褐% 
に.~~.し

RLRの圧痕 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R桂五
lこJ.;'1.t

網代痕 ナデ 砂粒少量
10Y R~í 
j莞黄櫨

LR、沈線 ナデ 砂粒少量
10Y R%  
灰白

LR ミカ、、キ 砂粒少量
10Y R%  
灰葉褐

沈線、 L乳、磨消 ナデ 砂事立
5 Y R}~ 
燈

沈線、 HL、jM突 ナテ 砂粒少量
10Y R%  
灰賀補

網目状撚糸文 ミガキ 砂粒少量
10Y R%  
浅草を糧

LR ナデ 砂粒少量 10Y R~黄6 
にふ、い撞

RL ナデ 砂粒少量
10Y R%  
灰黄褐

LR ナデ 砂粒少量
7.5YR，% 
明褐灰

LR ミガキ 砂粒少量
10Y R%  
j実質樟

RL ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R撞% 
lこ〆y;'し



σコ
σ3 

拓:~t~番号

54-18 

19 

20 

21 

22 

23 

55-1 

2 

3 

4 

5 

6 

門/ 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

出土地区 出土層位

。 II 

O-G II 

O-G II 

o c II 

0--1 

。-1
H II 

l-H II 

l H II 

1-H II 

1一一日 II 

1-H II 

日

1 --H 

1-[-[ II 

l H II 

1 卜[ II 

J 

l一一 J II 

2 ---A 
岨 1

註 記 番 一同勺ー 時代・時期 形態・部位

80TWlO至zキb司G、タII o G 胴部RP2 確蘭II

80T W10 圭キ'"刃己、タII OG 
RP2 確面II 腕部

80TW10 圭IキL刃G、タII OG 腕部RP2 確ilITII

80TW10 舌ロキ刀仏、タII OC 
RP2 確面H 胴部

80TW10 認キタ II o 1 Jj阿部R P 1 ji在面 I

80 T LV10ZキLL:.'タII 0 1 
R P 1 確菌] 底部

80T W10 圭EキF2仏、タII 1 H JJ阿部RP2 確麗II

80TWIO 圭処キ刀u' タIl 1 H 胴部RP2 確面Il

80 T W10Eキct、タII 1 H 日阿 部RP2 確ilITII

80TW10確認キ面タIiii 1 H 腕部RP2 

80TW10 ロキL、タII 1 H 胴部RP2 確顕在

80TW10 1 H 
胴音[1RP1 確認問II

80TW1O 1 H 1 H 
口市生音[1

8C1TW10 キタ II 1 H 
腕部RP一括

80T W10確認キ商タ 1 H 
日間 部RP2 立

80 T W10 ZキBむ タII 1 H JJ阿部RP2 確固Il

80T WIO時認キ而タIl 1 1 腕部R P 2 jiíîi~.g rn:1 II 

80TW10 1 J 
胴部RP一括

80TW10 キタ II 1 J 
腕部R P 1 確 Hti1 

80TW10確認キiタi百 1 L 胴部R P 2 (l'{lift2.iIii II 

80TWIO キタ II 2A 
日阿 部R P 1 

文様構成 内面調繋 1台 土 色 調 図版番号

網自状撚糸丈 ミ7ゲキ 砂粒少量 10Y R%  
灰賞褐

RL  ナテ 砂粒少量 7j芙.5賞Y楼R%  

網目:1犬撚糸文 ナデ 砂粒少量 2.5Y~'i 
黒褐

RL  ナデ 砂粒少量 7.5YR%' 
j主jli付11

RL  ナテ 砂粒少量 10Y R%  123--7 j実質樟:

RL  ナテ 砂粒少量 1に0ぶY 、巧賞樟

R {r ノ{~ へラナデ 砂粒少量 7i長5賞Y措R%， [23-5 

隆帯に刺突 -ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 
lこぶし 124-4 

RL  へラナデ 砂粒少量 5YR 燈K 
lこ，;':1，、 124-2 

RL  ナデ 砂粒中言t 10Y R%  
j主黄楼

LR  ヘラ十デ 砂粒少量 5YR釘 124---3 
褐灰

RL  ? 砂粒 7lこ.5ぶYi、R控;~ 123--8 

RL  ナテ 砂小粒喋少少量量 lにOぶYいR黄%滋

RL  ナデ 小砂喋粒少量
lClY R%  123---9 
灰声H品

RL  ミガキ 砂粒少量
2.5Y%， 

123一一2灰J貰一

RL  ミカ、キ 砂石粒英少少量量 10Y R;lI 
明賞褐

RL  ナテ 石砂粒英少多量量

2淡1明日5月05赤賞黄Yl禍褐RR96 J対6 RL ナテ 砂粒少量 12:3--3 

ト一一一一一一一一一
LR ナデ 砂粒少量

RL  ミカ。キ 砂粒少量 2黒.5褐Y?i' 

RL  ミガキ 砂粒少量 に5ぶYしR吋g笠6 123--1 



σ3 
.....:J 

16 

17 

18 

19 

56-1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

。
2 B 

2 ---8 

M ワ B 

。一一 J

。 J 

0---K 

l A 

1 ---C 

1-C 

1--C 

1-C 

1-C 

1-C 

1-C 

1-C 

1---D 

l D 

1-D 

l-D 

1 E 

1-E 

80T WI0 ~タ石I室I 
1 0 R P 1 認T:in1 日間 部

80TWI0 
腕部28 RP一括

80T WICl 
腕部28 RP一括

80T WIO キタIl
腕部28 RPl 

80TWIO 
ij~J 部o J RP一括

80TW10 キタ目1在1 
1) J R P 1 iiU，2.i菌I 日阿 部

81)T W10 ~夕{日!日:
1) K R P 1 li~i~.2.面 I 目阿 部

80TW10 ~タ II
目阿 部1 A RP 1 確認語I

80TWlO 
1同部lC RPー揺

80TW10 
腕部1 C R P --:ti5 

80TWIO 
胸部1C RP一括

80TW10 キタII
m可部1 C R P 1 

80TWI0 
胴部1C RP一括

80TWI0 
胴部lC RP一括

80TW10 
Il間部lC RP一括

80TWIO 
ロ縁部1 C R P一括

80TWlO 
Il阿部1D RP一括

80TWlO 
胴部lD RP一括

80TWlO 
胴部lD RP一括

II 80TW10 キタ5i1I' 
lD RP2 認面II 1阿部

80TWIO 
胴部lE RP一括

SOTWIO 
胴部lE RP一指

LR ナデ

砂砂砂石石石づ粒粒英英英粒少少少少少少量量量量量量t t 
2浅1に05黄よYいRJ《瓦賞瞳

124--1 

RL へラナデ 123--10 

RL ナデ
lOY R%' 123--6 
灰黄禍

LR ナデ 砂粒少量 YRJ(， 124--6 
権

沈線、 r;，引払: ナテ 雲砂母粒少量 7.5Y 、R+45笠F31K i 
にふ;."

RL 7 砂粒少量 1に0ぶY 賞i褐

LR ナテ 砂小牒粒少少量量: j言l褐 k 

RL ナデ 砂*!L
lOYR托 124-8 
褐灰

LR ミガキ 砂粒少量 10Y R.% 125--4 i実黄澄

RL ミガキ 砂粒少量 1lこ0ぶYしFミ%賞撹 125--8 

RL ミガキ 砂粒少量 7.5Y Rだ 124--9 
掲灰

RL ナデ 砂粒少量 10Y RJi 黄
にぶい境

LR ミカーキ 砂粒少量 2.5Y:~í 124-12 
黄灰

I i尤線 LR 謄消 ナデ 砂粒:少量 1天白 R.% 125-7 

LR 、沈線、磨~ìlj ナデ 砂粒; 7.5Y 、R権.J~ 
にふ、し 124-11 

LR ナデ 砂粒少量 10Y R，!';賞i 
にぶい 1笠

ナデ 砂粒少量 1に0ぶYいR}黄4櫨 125-5 

LR ミガキ 砂粒少量 5YRYs 
1登

LR ミガキ 砂石粒英少少量量 5 Y R}S' 
横

RL ナデ 砂粒少量 10Y 貰買
にぶい褐

LR ナデ 砂粒少量 7.5YR% 125-1 
j芳賀樟

LR ナテ 砂粒少量 7.5Y R% 124-10 
j莞貫樟



σ3 
αコ

J石影番号

56-19 

20 

21 

57-1 

2 

3 

4 

5 

6 

/ 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

出土地毘 出土層位

G 

1-H 

日

2-8 

2 8 

2 8 

2-8 

2-8 

2 8 

2 --8 

2-8 

2-8 

2 --8 

2 8 

2-8 

2--C 

2--C 

2-C 

2-C 

2-C 

2 --c: 

5主 百己 十 手ロモf 11寺1-c.時期 形態・部位

80T WlO キタ確II認崩
1 G R P 1 liiH2.liii 1 口京支部

80TWlO 号訪キ刀仏、タII 
RPl 確聞 I 8[，司 昔日

80TWlO 苦EキL可也、タII 1 H )JfO] 部RPl 確厄iI

80TWIO 2 8 
ロ綾部RP一括

80TWlO 2 8 
腕部RP一括

80TWIO 2 8 
腕部RP一括

80T WlO 2 8 
腕部RP一括

80TWlO 2 8 )JI可部RP一括

80TWlO 2 8 
綱吉1)RP一括

80T WlO 2 8 
制部RP一括

80T WlO 2 8 
日間 部RP一括

80T WlO 2 8 )JI可部RP一倍

80T WlO 2 8 
腕部RP一括

80T WIO 2 8 
腕部RP一指

80T WlO 2 8 
)Jfa] 部RP一括

80TWIO 2 C 
制部RP一話

80T Wl() 2 C 
日阿 部R P--:j[i 

80TWIO キタ[l 2 C 
日阿 部RPl 

80TWIO 2 C 
制部RP一括

80TWIO 2 C 
胴部R p--:tt 

80TWlO 2 C 
胴部RP一倍

文様構成 内面調態 目台 色 調 図版番号

LR ナテ 小砂粒磯少少量量 lOY R)二E五1三4L ユ
にぶい控

125-2 

LR ナテ 砂粒少量 2時.5灰Y賞% 125-3 

LR ナデ 砂粒 5 Y予i 125--6 
オリーブ黒

RL ナデ 7.5 Y F、11笠J~ 
iこ"~~\，

127-2 

RL ナテ
2.5Y;?1' 126-10 
賞灰

RL ナテ
lOY R% 126一一9j実黄樟

RL ナデ 10 Y R31貢41登
i こ~~~.¥，、 126-1 

RL オデ 砂粒少量: 7.5Y 、R控.% 
i こ<~~. ¥， 127一一4

RL ナデ 砂粒少量
2.5Y;?1' 127-3 
jii灰

RL ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R樫J~ 
lこJごし 126-6 

RL ナデ

E石砂石L弛粒英英惜少少少量量量量
2j炎5寅Y% 126--4 

RL ナデ lOYR% 126一一2j実黄燈

RL ナデ 砂お粒英微少量量 lOY R% 126一一3
灰賞褐

RL ナテ 砂粒少量 1iこ0ぶYR}寸4剤登

RL、]ミ L:J:J:!"k ナデ 砂粒少量r=
2.5Y;vz 126--5 
灰黄

RL、i:，仁科l ミガキ 砂粒少量 10Y R% 127---1 
i究黄憤

RL ヘラナデ 砂粒少量 5YR% 127-5 

i土中;~~ ナテ 砂粒少量 10Y R% 127--6 
浅'1it樟

RL ミカキ 砂粒少量 i芳賀桂 l26--7 

RL ミガキ 砂*立少量:
5YR芦ぎ
灰褐

LR ナテ 砂粒 7lこ.5ぶyしイ登



σコ
uコ

58--1 

2 

3 

4 

り

り

7 

自

10 

11 

59一“ i

2 

5 

b 

7 

お

10 

11 

2 C 

2 C 

2 C 

2 C 

2 

2-C 

2 C 

2 C 

2 C 

2 C 

2-C 

2 C 

2 C 

2 -_. C 

2 C 

2-C 

2 -C 

2 C 

2 --C 

2-C 

2 ---C 

2 C 

80TW10 2 C 
腕部RP一括

80TW10 2 C 
1阿部HP一括

80TWlO 2 C 
腕部RP一括

80T WlO 2 C 
1阿部RP一括

80TWIO キタII C 
腕部H P 1 

80TW10 2 C m可部RP一括

80TW10 キタII 2 C 
)J阿部R P 1 

80T W10 2 C 
胴音[1RP一括

80TW10 2 C 
腕部RP一括

80TW10 2 C 
1阿部RP一括

80TWlO 2 C 
制部RP一括

80TW10 2 C 
Il阿部RP一括

80TW10 2 C 
IJ阿部RP一括

80TW10 2 C 
IJ阿部RP一括

80T W10 2 C 
)J阿部RP一括

80T W10 2 C )1阿部RP一括

80TW10 2 C 
JlI司音11RP一括

80TW10 2 C 
目阿 部RP一括

80TW10 2 C 
腕部RP一括

80TW10 2 C 
íJ~J 部RP一括

80TW10 2 C 
ijfffJ 部HP一括

80TWIO 2 C 
嗣音11LJ日一括
」一一…

LR ナテ iij-'t:! 1交註% 

LR ナテ

仙小6'lU、判磯曙約少少少最量量

75YR s椴g'4' 
lニム;'¥

RL ミガキ 5Y R1P註4 L::8-4 l二ふ;'¥，、

LR ナテ fゆ*立少i註

111rh0k0 f緒TYY 主権H% 
1~;:7- 8 

HL ナテ (J，Jlj:j!: 少 1~~!:

RL ナテ 小開少量 2完治Y九 1 ~~8-- 5 

沈線、 RL、磨消

砂小貯小小砂粒木時暗粒眼~!.少少少少少少量量量量量最
7 Y.91' 1?8-8 

RL ミカキ lOYR% 1i!8-7 i究主rut
? へラナテ YR% 

I者

RL ミカキ 砂'l'J!少嶺 7，5YR% 1:e!7-9 l二<;;'¥

RL ミカキ 砂'l'i'[少量 7.5Y R:~f 
1;:~8- 9 

補!夫

RL、i尤線、!砦消 ミカキ 砂粒少議

2i1t1受Oi黄賞Y誼R96 対

1i~9- 1 

LR ナテ 砂粒少最 129-10 

RL ミガキ 砂粒少量
IOY R% 

12:0-7 j支故佐

LR ナデ 砂粒少52 10Y 、%ZK燈
iニザぶし

沈線、鷹消 ナデ 砂粒少if;: ;:支}~ 129-2 

J砂砂小石動l、世時1粒時亮~.. ¥J_ 少4少少少p量量量量置
爪形文、 RL ナデ

7ほ1i受OY賞KY位慌RR町94 
129-3 

RL、沈線、!議消 ミガキ 128-2 

LR ナテ 2.5Y f{;>'8 
日)J亦褐

LR ナテ {砂粒 7.5Y 、R1す~~~ 
lこJ、L 129-7 

RL ミガキ 砂粒少量

時に5灰YJ ; 貫ぃH ，~赤j褐
129-11 

RL ミガキ 砂小粒限少少量量 1213-3 



、吋

O

一 …一

拓事3番号 出土地区 出二iニ層位 日主 記 番 号 時代・時期 形態・部位 文様構成 内面調整 日ム口 二乞 色 調 間版番号

59--12 2 D 
80TW10 2 D l阿部 沈線、 RL ナデ 砂'粒

10Y R%  
129--':i 

RP一括 j支1f燈

13 2-D II 
80TWlO キタ II 2 D 

11同部 RL  ナデ 砂粒少量
5YR]i 

RP1 がを

14 2 D 胴部 LR、沈線、磨消 ナデ 砂粒少量
2.5Y%， 129--

RP一括 灰貰

15 2 D 
! 80TW10 2 D 

口縁部 LR ナテ 砂粒少量
10Y R%  129--C 

RP一括 j莞黄櫨

Hi 2 D 
80TW10 2 D 

腕部 i尤線 ナテ 砂粒少量
2.5Y~/; 

128一一 l
RP一括 灰白

17 2 G 
80TW10 2 G 

胴吉11 LR ナデ 砂粒少量 7.5 Y 、R撹兄
RP一括 l こ~;，し

18 2 D 
80TWlO 2 D 

胴部 RL ミ7']'"キ 砂粒少量
7.5Y% 

RP一括 民

[9 2 D 80TW10 2 D 
胴部 RL、沈線、謄消 ミ7γキ 砂粒少量 N % 

RP一括 1;た

20 2 G 
80T W10 2 G 

腕部 RL  ナテ 砂粒少量
lOYR% 

RP一括 j主主t樟

21 2 G 
80TW10 2 G 

口出家部 RL ナテ 砂粒 10Y RJ黄4 
RP一括 lこぶし、 撞

つ}ωつ 2-G 80TW10 2 G 
1阿部 RL  ヘラナテ 砂粒少量 lOY RJ黄4 129一一日

RP一括 lこぶし、 撹

1にOY 黄櫨2 G 
80T W10 2 G 

胴部 網目状封同:文 ミ力、町キ 砂粒少最 129--
RP一括

60 1 2 G 
80TW10 2 G 

胴部 RL ナテ 砂粒少量 lOY R%  黄 130，，-"1 
RP一括 にぶい燈

砂石粒英少少量量‘“ 〉 2 G 
80TW10 2 G 

1阿部 RL  ナテ lOY R]4' 賞 13:2---I 
RP一括 lこぶL、 積

3 2 G 
80TW10 2 G 口縁部 Rし ナデ 砂粒少量 iO Y R FZ有d 13:2--
RP一括 にぶい撞

4 2-G 
80TW10 2 G 

日阿 部 網沈線目状撚糸文 ミカキ 砂粒少量 lOY RJ主d主 130--
RP一括 にぶい偉

5 2 G 
80TW10 2 G 

日阿 部 RL  ? 砂粒
10Y R先 132---

RP一括 浅黄境

6 2-G 
80TW10 2 G 

日阿 部 RL ナデ 砂粒少量 10Y RJ貰f 132--
RP一括 し二ム;"¥，、

7 2 G 
80TW10 2 G mfi] 部 ? ナデ 砂粒少量 10Y RJ黄4 13:2 ι 
RP一括 に.;;'1，、積

8 2 G 
80TW10 2 G 

胴部 LR ナデ 砂五粒英微少量量
5YR]i 130--

RP一括 様

9 2-G 
80TW10 2 G 

胴音[1 LR ナテ 砂粒少量
:2.5Y%， 130均一日

RP一括 灰白

一 …一



h斗
トーA

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

61-1 

2 

3 

2 G 

2 G 

2 G 

2-G 

2-G 

2-G 

2 G 

2一 G

2 G 

2 G 

2--G 

2 G 

2 G 

2-G 

2-G 

2-G 

2-G 

2-G 

2 --G 

2-G 

2 --G 

2-G 

80TW10 2 G 
IJ阿部RP一括

80TWI0 2 G 
IJla] 部

RP一括

80TW10 2 G 
胴音[1RP一括

80TW10 2 G 
胴部RP一括

80TW10 2 
111司音[1RP一括

80TW10 2 G 
腕部f{ P一括

80TW10石室Jキ，e，jタIIH11 2 G 腕部
R P 1 ':illUaUo 1 

80TW10 2 G 
日阿 部R P---j:i~ 

80TW10 2 G 
腕部RIコ… j:[~

80TW10 2 G 
制部RP一括

80TW10 2 G 
日阿 部RP一括

80TW10 G 
)J[i] g:I¥ RP一一j:;5

80TW10 2 G 1何者[1
RP一指

80TW10 2 G 
lコ縁部RP一括

80TW10 2 G Jl[o] 部
HP一ー括

80TW10 2 G 
目的 部HP一括

80TW10 2 G 
腕部

HP一括

80TWlCI 2 G ijfi] 部
RP一括

80TWI0 2 G 
)J同部RP一括

80TW1C1 2 G 
底部RP一括

8C1TW10 2 G 
111可部RP一括

80TWIO 2 G i胴部RP一指

網目 .~Ik t~~ 糸立- ミガキ f少申立少量 7 5Y 1=1半島% 
lこ<~;v 

|相I)， i'i?~*;x ミガキ 砂粒少量 i炎黄 % 1:30-1 

*1司自状撚糸文 ナテ 砂粒少量
t笠

130--2 

白状i!特糸文 ミガキ 砂粒少量 ]lこoぶYしF 改}~討を

網目tたJ然先日丈 ミカ、、キ 砂粒少量 7.5Y ミR掲% 
lこJ、し

RL ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R字詰% 
lこ ..-i~' し

ナテ 砂粒少量 2灰.5賞Y%  

網自t)¥t然糸文 ミ方、キ 砂粒少量 ]lこOぶYしl寸在 132---4 

RL  ナテ 砂市立少量 1lこ0ぶYしR、7主4EI在

RL ナテ 砂市立少量 10Y R}主gE 
lこぶし、 結

I *1舵!山:丈 ミガキ 砂粒少量
7.5YR.% 

130-10 
成褐

LR ナテ 砂粒少量
5 Y 

130-8 lこJ、し、

RL ナデ 砂粒少量 10Y R}黄4 
lこぶし h 措

ナテ 砂粒少量 10Y R}賞i 
lこぶい桂

RL ヘラナデ 砂粒少量 lOY R9貿i 
lこぶし '\jitt~

LR ナデ 砂粒少量
7，5Y冗
r;，疋

RL ナデ 砂粒少量 7，5Y、R半島% 
lこJ、し

131--10 

RL  ナデ 砂粒少量 7美.5賀Y儲R%  130一一 3

網目状撚糸文 ミカーキ 砂粒少量 10Y R}主iE 
lこぶし'JJt1笠

網代痕 ナデ 砂石粒英少少量量
10Y R%  133-1 lこぶしミ 積

LR ナテ 砂粒少量 5 Y R 五種
にぶい

12:1--6 

RL  ナテ 砂粒少量 1lこ0ぶY:しR、pZgit 131--7 



-:J 
N 

拓影番号

61-4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

出土地区 出土層位

2-G 

2-G 

2 G 

2-G 

2 G 

2 ---G 

2 _.-G 

2 H 

2-H II 

2 

2 ---1 

2 

2 

2-J 

2 --0 

2 K 

2 K 

2-J 

3 白B

3 -'B 

3-B 

註 己 番 ーとちコ 時代・時期 形態・ t5別立

80TWlO 2 G 
腕部R P-1~!i 

80TWHJ 2 G 
口融音~RP一指

80T vVlO 2 G 
腕部RP一指

80TWIO 2 G 
1阿部RP一括

80TW10 2 G 
IJlitl 部EP…指

80TWlO 2 G 
IJI可部E P--.j'ir; 

80TWlU 2 G 
胴部EP-Ni 

80TW10確認キ滋タi!I 2 H 仁i持部RPl 

80TWIO 。官:認キIタtaIlI i 2 H 制音1)RPl 

1 
腕部HP-:t2i 

以)T hArl(OO!確確iIrg認認認キキキ面面面タタタ1III I I 1 i I 

m~J 音11HPl 

80TWl 2 1 
Jj r~J 部RPl 

80T 'vV 1 2 1 
腕部R P 1 

80T ¥;V10 .J 
il阿部R P Ti官認[在i

80T W10 0 
腕部HP一括

80TW10品在iキ認タII 2 K 胸部R P 1 {JTIUr，2. 1 

80T WI0Ll確確認認キキ夕タ1 I 日
2 K 

日阿 部R P 1 

80T WlCJ ='i-:'? rr 2 J 
腕部R P 1 

80T WIO ~) B 
)j阿部RP一括

80T W10 :'1 B 
胸部RP一括

80T WIO キタIl :'¥ B 
腕部RPl 

文様構成 内面調整 日台 色 調 毘1I坂番号

網目:1犬t然糸:立: ミァケキ 砂*iL少;註
ヒ主lこぶし、 控 131---1 

RL  ナデ 砂粒少量 1lこ0ぶYしR、F言iEP笠 131--11 

RL  へラナデ 砂粒少量 lOY R，% 
132-7 褐1沢

網目状撚糸文 ミガキ 砂主主少量 10Y R~黄}/3 
にぶい境 1:31-2 I 

~:t線、 LR、磨消 ナデ
お英微量

7.5Y 、R掲% 
lこ<Ll 1:33-2 

EL  ナデ 砂t:L少量 ilこOぶY 寸}~3前笠

緋撚糸文 ミガキ i沙粘少量: 7.5 Y 、1栂% 
i こ-~;. ~ 

EL  ナデ Mi車¥1 10E% 
1:3:-3--4 赤鴻

LR ナデ 砂粒少量: 1に0ぶYしZ通3黄i樟

RL  ナデ 砂*立 i1究0賞Y控R%  133--3 

LH  へラナデ 砂粒少量 7.5Y 、R撹!元
l こ<~;'I，

133--5 

LR ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R半島% 
lこJ、し 131 “4 

RL  ナデ 砂粒少量 10 Y R P2i t 
に_O'し、陸 131，--5 

LR  ナテ 砂粒少量 10Y R%  
133--7 

灰黄褐

HL  ナデ 砂粒少量:
7.5YR~~6 

133一一 8ネ笠

(砂粒少LR  ナデ 10Y Rお
1:31-8 灰賞褐

RL  ナデ 砂粒 lOY RJ黄'3 
lこぶし、 桂 133-6 I 

LR ミカーキ 砂粒少量 10Y H%  
1:31-9 !夫黄褐

HL  ナデ 砂粒少量 2.5Y H.% 
権

HL  ミす7"='i- 砂車¥L 10Y R%  
灰黄褐

沈~l虫、 HL 、!砦消 ナデ 砂正[粒 、量
灰黄 % 132-8 



J石 fîf.~番号 出土地区 出土)首位 日 番 与5- ~I寺代・ 11寺 !Ul 形態・部位 文様構成 内閣制紫 日台 コヒ 色 調 図版番号

210-2 S 1001 積土中 8R 0 T PW 一目11 S 1 001 ;服部 LR へラナテ、 砂粒含む 10Y 立i 181--4 にぶい燈

3 1 S 1001 1足立~I:ド
80 T W 11 S 1 001 

|制高11 比線、 ~11j突 ナテ 砂粒少量
立

181-2 RP-ii'; lこぶし、 桃

4 1 S 1001 覆土中 S 1001 mり g:11 RL ナテ 砂粒含む
lOYR_% 181-:3 RP ι1; j荒賀械

5 1 S 1001 rCf_土中 80TWll S 1001 Illii] 部 LR ミカキ 砂小粒ji梁少少量量 7.5Y 、R控先 181-6 R P _.tcli 
lこ...-.l"'し

6 1 S 1001 rCf_j:_1十1 80 T W 11 S 1 00] 出i] Ii'II LR ヘラナデ [沙粒少量 10Y R先 181-7 RP-ijli {主武位

7 1 S 1001 覆土I:IJ 80 T 'vV 11 S 1 00 1 iJ/li] iHI L ミカキ 4少粒少量 5 Y H]-4 l81-5 R P ---t?; lニザぶL、

211-1 1-}¥ 
自OTWll 1 (; 

IJlii] Jtll LH、it線、磨j肖 ナデ 砂粒少量
7.5Y H%' 

R P--i"i1i 

21 2-(; liíf~2， jîfJ 
80T Wll 2 --(; 

日阿 部 HL 、 ~U泉 ナデ 砂粒少量
7.5YR% 181-8 RP-Ni 確認治i i克直Wf

:3 1 2一日 時:認i認 80 TP-W J1J1i 2Fi 日ドi] ffll HL ヘラナテ 砂粒少量
7.5Y H_% 

R P -.j";1; {i~U1.i? lffi i支黄樫

41 2-H 確認商 801' RJu] 音1¥ L ミカ!キ; 砂粒少量 10Y HJ一言4t R P-ii1; [i~i 認Î(li lこぶし、 佐E

5 1 2 --1 I 801' Wll 
ij/n] 吉11 LH. ミカ、.:¥ 砂粒少lH

5YR% 
t葺

6 1 3ーo おO1'W11 0 
制音11 ヘラナテ ナデ 件、1'¥L少量 10Y R% 

R P ---i-.r; 灰賞褐

7 I :3 J 長'在i認i記 801'W11 底部 ? ナデ 砂小1喋~.~少少量量 7.5Y R，% 
RP-i活路認liri 全音

81 4-8 確認i街
80T W11 4 8 

11対吉11 LR ナテ 砂tII.少量 7.5Y 、R補% RPーも行 lill;認i貢i

9 1 4 --H 雌11.2-(1百
801' Wll 4 H llIiiJ 部 I LR 比線路市 ナテ 託手、粒少量 7.5Y R% 181-1:3 RP一一括 Ii1ri認凶 !天網

10 5 A 確認II百
801'Wll 5 A llIiiJ 部 R ナテ f石沙1英:立少少量量 7.5 Y 、R補% RP一七"; 伺:認mi l こ，..~~し

11 5-8 持認i箇
80T Wll 5 B llIii] 1部 LR ナテ 砂粒少量

5 Y 181-9 R P---i); 確認iiu lこ_~;v、

12 5 B 確認i訂 80 7 W 11h5oi-B z iilj []域自1¥ RL ナデ 砂粒少量
5 Y R%' 

181-10 RP一括 4笠

1:3 5-8 確認而 80 T W11H5H:認 jJpiJ 音1¥ LH ? 砂tv:少量 lOYR% 
R P-:h~ 灰白

14 5-8 確認前 80TW11 [J主主古1¥ RL ミガキ 砂粒少量:
7.5Y R歩d 181-11 F¥ P --M p'U';1.2.Wi 灰J品

15 5 B 確認Wi
婦も耳 石花d.2.rtri 日阿 部 RL ミカ。キ 砂粒少量

10Y R予{
長H'品

i
i
M

寸∞
1
1



同
一
可
申

16 5一日目 80T'1へTll 5 B l阿部 LR ミ方、三千 砂I"'(少量
7に日5山Y、YいいltltF子亦高d 見褐

181-12 H P---:f"li 

へフームナアー I ~心ル開粒少少量量i 212-1 5 C 80T¥へ!11 5 C 
)J[<iJ 1~1\ HL RP一間

2 5 C 
80TW11 5 C 

ij~iJ 部 LR ナテ fr't'手伝少量 7，，5 Y 、R持f自ki 
HP一括 (ニ_i;'，

3 5 ---H 80T W11 5 R 
!底部 7 ミカキ 砂石F英微少i量11 5YR% 181-14 R P，，-3 

砂石砂石杭英粒英少少微少量量量最 小明!少量 7ll1二ニ0A5AY Y UいR、r¥?置i 瓦d告

4 6--L 政:認i立i
80T WIl 

)JpiJ 部 L ミガキ 181--15 RP叩-1"舌確認1m

5 6 L 縫認I立i 80T Wll 6 L ijpiJ 部 i尤線、 L ミカ、キ 181 "---16 RP一括 {i'æ~，2. iRi 

6 7 ---G 80TW11 7 G 
日阿 部 LR ミカ、キ 砂粒少量 5YH% 

RP一括 Ff(褐

7 7-lvl 確認ffu 80TW11 7 M 底部 ? ナデ 百

77に;55ぷAYY 口ktR 、艦艦]1! 
H P--1"i活路認i立i

8 7一一M [l在 ~2， mi
80TW11 7 M 

日間 部 u然糸丈 ナテ 砂キ¥!_少長;ーRP 一括雌~，2. i [[j

9 7勾-lvl 確認mi 80T W11 7 M 際J tflj Llr.~糸丈 ミガキ 砂粒少最 7，5Y R9'i 
HP一指 1j'(~ð，2， im 灰掲

10 7 --1¥'1 確認首i 80TW11 7 M iJfoJ 部 L撚糸文 ナテ 砂主人少量 lOY H_9-議d: 
HP一括確認i国 lこ _ì~lミ 全在

11 9-G 雑誌E直i 80T Wll 9 G íJf~J 古1) L 十デ 7L 5JY寸R卦% 181--17 
路t，，2.Uu

213-1 8--F 確認llii
80TW11 

日間 部 RL ナデ 175Y5F HP一指 ii在認mi lこぶし

2 8ー(; |確認面 80TW11 確8認 日阿 部 LH ナテ 泉褐R7i HP一括

9 ---G 
時認jlii

80 T W 11 9 G 10 F 
日間 部 L ナテ

7 ，5Y H汚
31 U)--F HP一括確認ifri 灰渇

4 9 --G 雑誌2，rlii 80TW11 9 G 腕部 HL ナデ 砂石粒英少少量量
lOY H%  

HP一括確認!宜i 灰(3

5 9-G 確認出 80TW11 9 G ・Hi1ll1守4主吉11 ) ? へラナデ 砂粒少量 ヮ位l 只見 174-1 長官認証ii

6 9-G 80TW11 9 G 
日向 吉1) ~U談、刺突 ミt/ さそ

砂石砂小砂小粒英1理粒時~\l，-含少少少少少む量量量量量
10Y H%  174-2 H P---tif; 氏賞褐

7 9 C 80TW11 9 G 
IJloJ 部 LH ミガキ

2，5Y H，% 174-3 HP一括 柄拘1筒

8 9-G 確認夜i 80TW11 9 G 日[5J 部 L ナテ 10Y HJ黄4 174-4 HP一括 lí'{~iæt長i lこぶし、 後

1lこ0ぶYし，~黄~í桂9 9 ---G 80TW11 9 G iJfiiJ 部 HL ナテ 174--6 HPー招

10 9-G 80TW11 9 G 
胸部 HL ミガキ 砂粒少量

7，5Y H% 174-5 HP一括 灰褐



∞ o 

拓彩番号 出土地[{

213-11 9-G 

12 9-G 

13 9-G 

14 9-G 

15 9 G 

16 G 

17 9 G 

18 9-G 

19 9 G 

20 9-G 

214-1 9 G 

2 I 9 --G 

3 I 9 今一G 

4 9-G 

5 I 9ー C

6 I 9 --G 

7 I 9 G 

8 ¥ 9 G 

9 I 9 G 

10 9--G 

11 9 G 

出土層位

確認前

総認街

主 百己 番 1仁7コ H寺代・時期l Ir灯台・古川立

8礁OTWl1 DG 
認i隠

jjpij ffjl 

80T W11 9 G 
!lriJ部RP一括

80TWll 9 G 
JJliiJ ffll 

80TWl1 9 G 
!l判官11R P --{[; 

80T Wll 9 G 
[J総省j¥HPー招

80T Wll 9 G 
IJPiJ 部H P-一括

80TWl1 9 G 
IJ阿部H p----tti 

80TWl1 9 G 日間 :~Hj 
HP一括

80T W11 9 G 
腕部{!'<<iitgj出

80T Wl1 9 G 
腕 m¥R P--f& 

80T W11 9 G 
IJliij iil¥ H p--tiIi 

80T Wl1 9 C 
JJI司 ifl~R p--tiIi 

80TWl1 9 C 
1阿部R P ---tti 

80TWl1 9 G 
11I可部RP一括

一W括11 9 C 日阿 部

80TWll 9 G 
腕部

80TWll 9 G 
腕部RP一括

80TW11 9 G 
胸部R p--j:百

80TWl1 9 G 
腕部RP一括

80TW11 9 G JJlii] 在日

80TWl1 9 G 
立[5

RP一括

文 1受精成 内面調:J}Z: 1I台 まこ 色 認可 図版番号

L ナデ 砂小粒ldf少少量量 7.5Y 、R燈兄
lニ.i;'~ 174-7 

RL  ミカ、、キ 砂主¥1.少量
7，5YR% 

174--8 
灰白

LR  ミカキ 砂粒少量 R7{ 
174-9 }~~f，品

LR  ナデ 砂粒少量 42笠.5Y，Yii 174-1{) 

LR ナデ 砂粒少量
iこぶし、 fit 174-11 

ワ ナデ 砂小粒!君!少少:量量 7笠5Y RJ-f， 174--12 

~:t~，泉、 RL ミカ、虫干 砂粒少量t 7，5 Y 、R褐% 
iこ_i;'¥ 174-13 

つ 砂粒含む
5YR元

二日LR fノj少、少t;'J量量 2 ， 5YRJ~ 
干

LR I i川少量 lOY R ，~ 員
にぜい~"¥ ;ßll1~t 

5 Y釘
{制少:邑Lf然糸一立:、沈線、廃 ~ìg ミカキ

オリーブ烈
174-14 

LR  ナデ iね巳卒、ー~タbミh微含量む 2.5 Yγ{ 
民!~(

ナテ I iゆ粒含む lOYR%  
l5 i主Ifi'樟

LR  ナテ 砂小粒U32!少少量j五;
7，5 Y R%  

174--Hi 

LH  ミ力、キ

砂石的小唱粒英曙含少少少む量量量

10 Yizk E土L生1
{こぶし、 Fな

LR ミカキ 5 Y 3ci 
¥f!. 

LH ミァゲキ 砂粒少量 5 Y 1ミ%，主、
にぶい褐

LH ナテ 砂小粒磯f少fむ量
7 ，5Y R対
!天筒

LR ナテ 砂粒少i註 10Y 1ミ%BE 
(こぶしl 陪 174一一17

LH へラナデ {沙粒少量 2黒.5協Y%  174-20 

L 砂粒frむ i支}/:I



一{∞一{

12 9 G 
80TWll 9 C 

口市ま音[¥ LH 十デ {j少1'11守少量 渇f.足 :~/i 
H P--./"iJi 

13 9 G 
80TWll 9 C Ii[，i] 部 LR ミカキ 1i'!41，少註 i主5主tYf在R%  R P--:liJ; 

14 9-'C 
80T Wll 9 C 

IIrri] dll ワ ミ7')'、さそ 砂粒少量
7医1元05褐Y 武Y総. R~ 元R P----.ri5 

15 9 G 
80TW11 9 C 

lifii] ;111 7 ナテ 砂*，)少
RP一括

16 9-G 
80TW11 9 G 

IJFi] 古11 LE 十 ?5 Y 

?に A 5 Y L iRft目百日
17 9-C 

80TV/11 9 C llI，iJ 郎 L撚糸文、七七線、磨消 十テ 砂*¥!.少量RP一一括 <)、L

18 10-A 側面 胴在日 RL、沈線、京IJ突 ミカキ 砂Ti粒英少少量量 1=こJYJLR、!市7営6 HPーイ苫 確認liij

19 10-A 時認涜j
80TWll 10T， 

仁川法在日 LR  ヘラナデ 砂粒少量 褐RK  174-18 R .F'ー申告5 ji'{fiil，g滋i

215-1 10-A 時認函i
10A 

fJ[司吉11 it線、刺突、!容消 ミガキ 妙、*¥1:少量 175-1 
R P--主5 ji在認活i

2 I 10-B 線認商 80TWl1 1篠0認8問 制吉11 LR :ウキ 砂石粒英少少量量RP一一掃

3 I 10-B 
80T 'vV 11 1013 

成者11 網代:J.fi[ へラナデ {j少粒少量 175ー← 2
R P--1i吉

4110--B I細部
80 T W 11 1013 

日阿 部 LR ~--.__ラナデ 砂+~粒æ少少量量 175--4 
RP一一指 確認国

5 I 10勾 B 確認函
80TWll 1013 

出ii/ dll LH  へラナデ 砂粒少量
7.5Y RJ;i 

R P----}汚確認而

6 I 10-C 
80TWl1 10C 

制部 L ナデ 砂小粒喋少少量量 175-3 R P--.j汚

浅に1l120O1褐黄YY ぶ給しRRKq貰イ樟

80TWll 10E 
7 I 10“一E RP---'.j;1; 腕部 RL  ミガキ E少粒少量 175-5 

8 I 10向 E 80TWll lOE 
JJlii/部 LR  ナデ 砂粒少量RPーイ

9 I 10--E 確認崩
80TWll 10E 

JJ阿部 ? ミァゲキ 砂粒含む
:) Y R.% 

RP  ji産認鼠i キ註

10 10-E 時i認I街 80TWll 10E !J阿部 ? 十デ 砂石粒英含少む量
叱R P ? 確認国 :こぶし a 樟

11 lO-E 
10E 

制音I~ LR 十テ 砂粒少量 1 こ0JYJ h月黄権 175-6 

12 10---F 
10 F 

口減部 LR、j尤線 ナデ 砂粒少量 7.5Y FlY:? 175-7 
円褐!夫

13 10-F 
80TWl1 

J1ri] 部 RL  ミ力、キ 砂石粒英少含量む 7浅.5黄Y縫Fl% 175--8 
RP一括

14 10-F 
80TWll lOF l!Iii] 部 FlL ミガキ 砂粒含む 'i'.5 Y Fl‘境YB 174-19 
R P--1i"5 ;こ..;;~ 



J干i;;診番号 出土地[>( 出土Il?if立 百己 番 子~. lIii'f-t.時期 形態・部{立 丈慌構成 内面調繁 日台 土ー 色 調 国級番号

215-15 10--F 80TWll 10F 
日阿 部 LR ナデ 6，ノ}'fjf.;!パf、且長主 7‘5Y 、R桂y4 175-9 RP一括 l 二~~~し

216-1 10--F 80TWll 10F 
91号吉1¥ RL  ナデ 砂石粒英含少量む 5YRYs 

RIコ一括

2 I 10-F 長在認前j 80T W 11 10 F BloJ 1'H¥ L、沈線、 !:f雪消 ナチ 砂粒少量 5YR% 175-10 R 1'-11; 係認語i !天裕

3 I lO-F  80TWll lOF 
llloJ 古1¥ ? ミガキ 砂粒含む

10Y R%  
R 1'--抗 i支D'l縫

4 lO--F 80TWl1 10F 
llloJ M¥ Rし ナヂ 砂小粒1球含少む量

10Y H%  
175-11 RP一一拍 i支1lt燈

5 I 10一“ F 80T Wll lUF 
口減;11) LR ミカキ 砂粒少量

2.5 Y万
175-12 R 1'--1'1; 賀灰

6 I 1(}-“F 80T ー拍 10F lJlo] {fl¥ RL  ミカ‘キ 砂粒含む '7.5 Y 、R褐% 175-13 RP l こ~~;'v 

7 I 10一F 80'1' W 11 10 F 
1阿部 HLR ナデ 砂;行粒~少少量量 5YRYs 

R 1'--:1百 ιf旦'" 

8 I lO-F  10 F 
IJ阿部 LR ナテ 砂粒少量 10Y R%  黄

RP Jこ-~;'い 412

9 I 10---F 80T Wll 10ド
IJf'¥] 部 RL  ミカキ 砂粒微量 lOYRY4 黄

RP一括へlしト内 Jこぶし、 trf 

10 10--F 80'1' Wll 10 F 
IIJ阿部 RLR ミァゲキ

制石砂石粒英英泣世少少少量量量亙i 
7;こ5ぶYいR偉K R p--j吉

11' 10-F 80T Wll 10F 
1阿部 RL  ナヂ lOY R%  

H P--j百ベルト内 j支質撹

12 10-F 80'1' W11 10 F 
制高1¥ 7 ナテ 砂;行粒英少少量量

5YR% 
R p--:J舌 全登

13 10-F 80'1' Wl1 lOF 
H阿部 撚糸文 ミガキ 砂粒少量 7.5 Y 、Rf品% RP一括 iニ.，.，;，'し

14 10--F HP一倍 10F 日|司音1¥ RL ミカキ 砂粒含む 10Y R%  
灰1ft褐

15 10--F 80T Wll 10 F 
'J向者1¥ RLH ナテ

fi 英少量
7.5Y R%  

RP一括 iえ黄燈

16 lO-F  80T W11 10F 
胸部 LR ナテ 1i'J!1G'r少量 7，5Y 、R桂y4 

RP一一括 L ニ<~:し

1(}-F  8R 0 TP一W括11 lOF JlIiiJ 宮li LR ヘラナテ 砂小粒碓含少数む
7.5YR% 

'*褐

18 10-F 80T W11 10 F 
'11;il 古1¥ RL  ミカ'キ 砂'J、粒E3j含む、干[英少量 lOYR% RP一括 ~パl 、←ZロE 一- i支泣椛

217-1 lO--F 
80T W11 10 F 

JlIii] )'11¥ L撚糸文 ナテ {沙粒少量
7.5Y R%  

RP一括 ;主主t1~t

2 I 10-F 8E(tlT p-抗
]OF 

lJl;iJ 古[i RL  ナテ 砂:仁I粒bU少;校量最; 5YRYs 
|抵

i
l
H

∞N
l
i
 



一{∞
ω

3 10-F 
80TWlI 10F 

Jlrii) tfl¥ iミLR ナテ 砂1'，粒英;少少 土2 
にI~ P一括

4 10-F 
日OTWll lOF、

Il阿部 ナテ
a主砂石b一粒英粒英少少少含主量?むな

7，5Y 、R他% 
RP一拍

5 Y R，% 5 lO--F 
80T W11 10F 

)jfii) ml RLR ナデRPーも1;

lOY RJii 6 10--F 
80T Wll lOF 

ll)riJ 部 RL  ナテ 砂粒含む 17::，--20 I~ P一括ベルト内 l二_i:'¥

4{I州、1ii市週JI.土 f少y、;3;z 111 E z 7 10--F 路i認fiii
日OTWll IOF、

IIIiiJ 部 RL  ミカ、キI~ P一七百 確認匝i

4{5己〉51Y 宅格R ~í; 一
8 1 10叩 F 80TWll 10 F 

Il阿部 LR ナテ 砂粒含むH.P一七1;

砂j、1m!庁~!!、kノ少パ、i日一 7.5ぶYLI、R燈K 9 1D-F 
8DT Wll 10 F 

1I阿部 RLR ナテRP一会1;

砂立2合少む liニ()JYJLR、在10 
日OTWll lOF 

Il阿部 '1 ナテ 17::i-14 R 1'--1，可

11 lO-F  路認TIii 日OTWll 10F 1I阿部 RL  ナテ 砂t;，:少量
7制決l()'民1Y附YR註R封対

175--21 n_1'ーも日 目先立2，ITn

12 lO-F  
80T W11 10 F 

IJliiJ 部 RL  ナテ {沙1入少RPーイ汚

制1 

7灰1先05賀黄Y桔褐RR% 94 

13 10--F F 
IJfnJ j向1¥ LR  ナテ (iうバ;¥'少量 17::，-16 

14 10-F 10 F 
ゆiJ j古11 ワ 砂、i'iLi守むR P--:tif; 

15 
80T Wll 10F 

)JIii] 部 L 砂粒少量 改正在 H7/g 17::，---18 RP一指

16 10-F 
おOTW11 10F 

腕部 RL  

的石砂右英粒英位微少少少量量量上

Ei Y lU'b 
R P-:hf; 

17 lO-F  
80TWl1 10F 

1I阿部 RL  ナテ R~';;: 
RP一泊

18 10---F {確認面
80T Wll lOF 

仁!持部 RL、沈線、勝治 ミ-jf、気 砂駅'!~少 HT 5 Y}-6 
175--19 HP一話路認問 句¥:11ミ

19 10-F 
80T Wll 10F 

LR へラナテ 砂粒含む
2411 立主ll 5主YをY権， R，% 

17己ー]R Jコ一括ベパト r~l

20 lO-F  
80'1' Wll lCIF 

日阿 部 RL  ナテ 砂小粒1改少少i量lt 176-2 RP--抗ベルト際j

21 1O-F  PコWll lOF 腕部 ? ナデ 砂粒含む l(IYR克
一指 i主主tm

218- 1 lCI-F  確認一面
日OTWll lOF 

仁];j'，~ml RLR ナデ 砂石粒英少少最量
E， Y R}6 

RP ・括 確認面 41j 

21 lO-F  
80'1'W11 10 F 

仁1主主音[1 LR  ミガキ 砂粒少量 ](lYR% 
17Ei-lO RP一括 j完治:給

3 I 10-F 
W 11 10 F 

Il阿部 Rし ナデ 砂石粒英含少量む 結YR完 176一日P-招
一一一一一一一一一一一一一一一一一



おお番号 出土地区 tH土層位 言己 番 マ工コ';F "寺代・"寺共11 形態・部位 文様構成 内面調繋 日台 土 色 部i 図版番号

218-4 10-F 80TWll 10F 

寸胴部
RLR ナデ 砂石粒英微少量量;l:: 

10Y Ry，i 
RP一指 lこぶし、 極

5 1 10-F 80TWll 10F 
IJI司部 L ナテ

砂粒含む 出10賞Y韓R% 176-11 RP一拍 小l牒少量

61 10-F 80T Wll 10F 
日制 宮11 RL ナデ 砂石粒英少多量量; 7i夫.5妻Ey綴R% 176-12 Hlコー招

71 10-' F 8R 0 T P-W J1 f1 ; 10 F 1m司部 LH ナテ 砂粒少量: 5 Y 15 176-:3 
オリーフ黒

81 10-F SOTWl1 10F 1阿部 LH ナテ 砂粒含む 7.5Y H% 176-6 RP一指ベルト内 ll~i 褐

91 10-F 80TWll 10F 
制部 LR ナデ 砂粒含む 10YR% 176-4 F¥_ P一拍ベルト内 j主i褐

10 10-F 
SOTWll 10F 

制苦11 RLR ナテ

砂石砂石粒粒英英微少少少量量量量

7.5Y ミR権]i' 
RP一指 lこ<~~ 1，. 

11 10--F 
80TWll 10F 

m~J ml RLR ナデ 7.5YR31i 
RP一刻

12 10-F 
80TW11 10F l胴部 RL ナデ 砂石事英立少含左む上 5YR指% 
RP一指 ~.:: <~~ 1，. ¥ 

SOTWll 10F 7.5YR~当13 lO-F  R P--tfi 胴吉11 LR ナデ (1'少粒多量;:
!氏褐

14 10-F 10 F 
胴苦1¥ RL ナデ 砂石粒英少少長量ii:: 2.5Y 、R赤%褐

~.: <~、し

15 10-F 
制 TWll 10F 

胴吉[¥ LR ミガヨ号

砂小砂石粒雌粒英小少少少量量量量t 
7j究5室EY撹R% 176-5 RP一括

16 10-F 
80TW11 10F 

|胴部 RLR ミ'/)'キ 5 Y RJ/fi 
RP一括

17 10-F 80TWll 10F 
胴官11 L ナテ 砂粒含む 10Y RJ黄~ 176-9 F¥P一指 にぷい桂

18 10-F 
80TWll 10F 

!コ主義吉11 し ナテ 砂粒少量 10Y R]寅1i 176--7 RP-i'it; に.，..-.)~' ¥.t '¥撞

19 10-F 
80TWll 10F 

胴音11 LR ナテ 砂粒少量 10Y F¥% 176-14 R 1コ--tfi iJ:黄撹

20 10-F 
80TWll 10F 

胴長11 LRL ナテ 砂粒少五n 7.5Y 、R指J-:i 
RP一拍 ~.:. <~、し

21 10-F P一W拍11 10F 胴宮1¥ RL ナデ 石砂英粒含少む量1- 7.5Y R% 
ð~ 主u立

22 10-F 
SOTWll 10 F I )J阿部 LF¥ ミガキ 砂粒少量 7i主.5主EY続R% 176--8 RP一拍

23 10-F 
SOTW11 10F 

胴苦[1 F¥L ナデ 砂粒含む llこoぶYしR、F安ffi樟RP一括ベルト内

219-1 10-F 
SOTWll 10 F )J阿部 F¥L ナデ 砂粒少最 4笠 Y RJi RP一括

i
l
H
∞仏
l
l



2 I 10-F 
SOT Wll 10F、

Ilfuj 部 し ミカキ 砂市立少量 lOYR% 「RP一括 !日:寅掲

3 I 10-F 
lOF、

Illiij 部 ナテ 砂粒含む lOYRちttdf RP一点1; lこぶし、 権

4 I 10-F SOTWl1 10F 
仁i持音[1 RL ナテ 砂粒少量 主f灰 4イR P -i}; 

5 I 10一 F 80TWll lOF 
日阿 部 iUln、 L撚糸文 ナデ f金I'yi雲1立母少最少量 !? Y E19Eld jf 176--15 R P--fi1; に~;;.vミ褐

6 I 10-F おOTWll 10F 
腕前i LR ナテ 砂t¥I.少量 7.5 Y R 月

It Pーもi5

7 I lO'-F 
80T Wll 10F 

日同 音[1 L ミガキ 砂粒少量
7.5Y R}.-2' 

R P--'fi5 II月半島!死

8 I 10-F 80TWll 10F 
日阿 部 LR ナテ 砂粒含むRP-.j'i5 

9 I lO-F 
80T Wll 10F 

Il同部 RL ナテ 砂粒;少量R P--"fi5 

10 lO'-F 
80T Wll 10F 

Il防音[1 L、it線、 ミガキ íi~J/tv.少;量 176一一16RP一括

11 10--F おOTWll lOF 
腕部 RLR ナテ d石少粒英少少土2 R P-'1i5 

12 lO-F  80T Wll lOF 
腕部 LR ナテ 砂粒含む ~j Y R% 176-17 n. P一括 )ji::r，¥il 

13 lO-F  80T Wll 10F 
)J同部 RLR ナテ 砂粒少量 5.JY しR寸fJ~RP一寸百

14 lO-F  80T Wll lOF 
腕部 j尤線 ナテ 砂石粒英少少量量

7 .5Y R%  
RP一括 llfJ:r品

15 1O-F  おOTWll 10F 
腕部 RL ナテ

7.5Y R% 
Inコ一括ベルト内

16 10-F おOTWl1 10F 
腕部 L ナテ 砂粒少量

7.5YR}-6 
R P-..j'i5 

17 10-F 80TWll 10F 
腕部 LR ナテ 砂粒少量

7.5YRYz 
RP一樹脂 I~fj :r卸売

18 lO-F  80T Wl1 10 F 
腕部 LR ミカ、、キ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 

RP一括 1，::，;;'し

19 lO-F  80TWll 10F 
1阿部 RL ナテ 砂粒含む

7.5YR% 
RP一括 灰褐

20 10-F 80T Wll 10F 
日阿 部 RL ナデ 砂粒少量 ~ï Y R!3段d 

RP一寸i5 しこ"，し、

21 lO-F  80TWll lOF 
口縁部 RL ミガキ 砂粒含むRP一括 lこぶし、 境

22 10-F 80T Wl1 10F 
日間 部 RL ~ï Y R}-6 

RP一括

23 10-F おOTWll 10F 
日阿 部 L ミガキ 砂粒少量 7灰.5褐YR% 

RP-'結



拓影番号 出土地区 出ご!こ層位 ~c 番 】ErJ コ tJ寺代・ u寺期 形態・部位 文様構成 内面調整 日ム口 ゴ二 色 調 |図版番号

219-24 }O-F 80T Wll 10 F 
ロ縁部 LR へラナデ 砂粒少量 7.5Y 、Rf登見RP一一括 にふ~ ¥， 

25 1O-F  80TWll 10F 
口出量音[S RL ナデ 砂ノH粒L常含少む量 7.5Y R%  R p-:ji5 

j支黄燈

26 1O-F  80TWll 10F 
)JiiU 部 RL ミす了さえー 砂石粒英含微む量 10YR.K 黄RP一指 lこJ山、指

2i 10-F 80T Wl1 lOF 
目何 者15 LR ナテ 砂粒少量 'i' .5Y 、R権K R P--ti号 i こ.，~. ¥， 

28 10--F 80TWll lOF 
日阿 部 Rし ナデ 砂石粒英少少量量 :) Y R.% 

R P--ti5 そ註

29 10-F 80TWll 10F 
Il阿部 L ミカ、キ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% RP一ーお5 トこ...:J'"し

30 10-F 確認国 80TWll 10F Il阿部 L、i土産袋、謄消 ミガキ 砂粒少量 lOY 賞 176--18 R P--tili [l在認泊i にぶい様

31 10-F 3R 0 T PW  一倍11 10 F 
1

11阿部 L ナデ 砂粒含む 10Y R:百貨ベルト内 にぷい櫨

32 10-F 80TWll 10F 
腕部 L ナデ 砂粒少量 ? .5Y R%  

R P--i'i'i i売買母

220-1 10畑一F 80TWll 10F 
IJ阿部 RL ナテ 砂粒含む 5YR% 176-19 R P--ii~ !疋褐

2 I 10-F 80TWll 10F 
ナテ 砂粒含む lOY 町4 R P --1-;'; ベnト内 にぶし、 指

3 I 10-F 80T Wll 10F 
JJiiiJ i'fB 沈線、 L、磨消 ミガキ 砂粒少量 I RYI 176-24 R P-.tiIj 禍灰

4 I 10-F 80TWll 10F 
胴部 HL ナテ 砂粒少量 lOY R 月賞RP一括 lこぶし、 燈

5 I lO-F  80TWll lOF 
目阿 部 LR ミカキ 砂小粒際少少量量 1~~.5YH% 

HP一括ベルト内 バj;褐

6 I 10--F 80T Wll 10 F 
胴部 LH ミカキ 砂石粒英少少量量 7.5Y H3{ 

RP…抗

7 1 10-F 確認、活 80TWll lOF 口織部 LH ナデ 砂粒少量 7.5YRYs 
176-22 RPーイi5 {!在認鼠i rt 

8 I 10-F 80T Wl1 l() F 
1阿部 RL ? 砂粒少量 ]lこoぶYしR、P主i24在R P---ii'; 

9 I 10-F 日OTWll 10F 
制音11 RL ミガキ 砂粒少量 10Y R]主dE R P-'i'if; l こ~，;~¥、樟

10 10-F 80T vVll 10 F 
日1ft] 部 RL ナテ 砂本'J1.含む7 10Y R%  

RP一仰i 灰白

11 10ωF 80TWll 10F 
日阿 部 LH ナテ 砂粒少量

lO YH~，i 
RPーイif; j走資椴

12 10-F 80T Wll lOF 
日|司古[1 RL ナテ 砂1~l少量 10Y R% 主t 176-20 lミP--tif; lこぶし、 t金

i
i
H

∞∞
1
1
 



13 10--F 
80TWll lOF 

口撤去11 RL ミカキ 砂粒少量 7.5Y 、R掲% 
RP一括 Lこ，j;'¥

14 10一“F 8R 0T PW一括11 lOF Il阿部 縄文 ナテ 砂粒含む

776に1浅-05d5黄YaY Y 置いLR吋RRt多宜笠i K 94 15 10-F 
80TWll lOF 

IlfnJ 部 RL ミテ了う号 砂石粒英含少量む 小開少
RP一一括

16 10-F 
80TWll lOF 腕部 Rし 7 砂粒含む
RP一括

17 10-F 
80T Wl1 10F 

日阿 部 LR ナテ 砂粒少量 'i.5 Y 、RtT登J~ 
RP一括 に".;~し

18 10--F 
80TWll 10F 

胴き11 LR ナテ 砂石粒英少少量量 'ちらM 
RPーイif;

19 10-F 
80TWll 10F !Jlii] 部 RL ナテ 砂石英粒含少む量 75Y Fa段t]i 
R F'-'-15 ;こ v.J--，し

20 10-F 
80TWl1 10F 

仁I~\泣音I~ RL ヘラナテ 砂i'ii.少量 5 Y R%  176-23 
RP一括 沢褐

21 10-F 
80TWll 10F 

JlliiJ 音11 縄文 ミ力、.キ 砂小粒l球含少む量 !町43RK  176-25 
RP一一括ベルト iλl

22 10-F 
80TWll lOF 

腕部 RL ナテ 石{i:.)，'f英".含少む量
殺

176-21 
RIコー一話

223-1 1O-F  
80TWll 10F いj阿部 LH ナテ 砂粒少量 老Y後H% 177-7 
H P---J苫

2 I 10-F 80T W11 10 F 
!胴音[i HL 5YR% 

RP一倍 r~ミ褐

αコ

3 I 10-F 80TWll 10 F 
底部 ミガキ 砂粒少量

2.5Y :~í' 
RP一指 j~tl夫

4 I 10-F 
80TWll 10 F、

l底音11 ナテ 砂石粒英少少量量
7.5YH% 

HP一括 1査

5 I 10-F 80TWll 10 F 
底部 ナデ 砂石粒英含:多む量HP一括 によし、 +it 

61 10-F 80TWll 10 F 
H阿部 LR ナテ 砂粒少量 ;' .5Y 、R褐% 177-4 

HP一括 (こ"、L

71 10-F 80T Wll 10 F 
H[aJ 部 HLH ナデ 砂石:英ji_，'{少含量む 5 Y H.% 

HP一括 1笠

8 I 10-F 80TWll 10F 
口出量部 L ヘラナデ 砂粒少量 5 Y~ゴ 177-2 

RP一指ベルトr''1 F)( 

9 I 10-F 80TWll 10F ilpij 音li HL ナデ 砂粒少量
lOYR% 177-3 

RP一括 I*.白

10 1O-F  
80TWll 10F 

IJI司音I~ LH 砂粒少量 にLOぶYいR月五十立HP一括

11 1O-F  
80T Wll 10 c; 

IJliij 部 HL ミガキ 砂石1英少多量量 lOY H%  
RP一括 !天白

12 10--F 覆土中
80T Wll 1OC; 

Jj[可部 勝LR、沈線、刺突、 ミガキ 砂粒含む 7.5Y 、R潟% 177-6 
HP一指サワフクドr:tl ;同 i二<，:.¥ 



図版番号色11台内部調控文機構成形態伺部位時代・時期j与え
J 一昨自己

十
十
い出土層住J石己主番号 l出土地区

177-5 
砂粒少量
-EJ-英微量

ナデLR 1向者11
句。T
 
)
 
(
 

寸

1
よ80T Wll 

RP一括
221-13 1 lO-._. F 

砂粒含むナテLR y
h
 

立
口t
 

E
F
 

}
 

80T W11 10 (; 
RP一括

ー一ー一一一←一
10-(; 224-1 

Id中少量
干i':;定微量

ナテL.R )11;iJ 部

戸何一一一一一一一一一一←一一
夜土中21 10-(; 

イ百 ~J(.{I長二仁 r!1

80'fWl1 10(; 
Rlコ---i;5

'Wll 10 
J尺淀オ:中

砂粒少量ナテ縄文刷部

砂粒少量ミカキL IJfnJ 育11

切
な
一
山
川
崎
一
切
章
一
時
量
一
切
畑
一
切
崎
一
月
一
氏
一
乃
一
M

山
下
王
子
山
一
つ
一
可
一

i

y

ババ一

Y
L
一1
J

け一

Y
付
一
!
と

l
L
一
二
L
v
a
ヨ司一パ
J

山一

T
U
一
Y
N
一
Y
山一

I
U
一i
九一

日
畳
一
1
1
一5
一
一
一
日
耕
一
J
問
一
げ
ユ
一
山
一
」
一
↑
げ
一
一
1
J

刊
一
日
一
ユ
円
四
一

J
υ
一
5

U
一
げ
口
一
川
コ
一

1

t
い
い
十
円
/
一

1

1

」」」一「一
j

l一
J
J
7
1
一

l
i
-
-一

喜
一
位
一
円
一
段
一
む
数
一

少
多
一
少
一
含
少
一

杭
英
一
約
一
蛇
礎
一

砂
有
一
砂
一
砂
小
一

砂粒少量
石英多量

砂粒少量
石英少量

砂粒少量
石英含む

ナテRLH 
10仁;

177-8 ミ7/三千RL 
「

JI
 

R 
十一-
80T 
R P--.j'i5 

30T ¥¥'11 
HIコーイ古

80TWl1 
RPゃ叫.J'i1i

q 

d 

関土中4 I 10--(; 

51 10-(; 

6 1 10--(; 

177-9 ミカキ.RL V
ハド
在
日l
 
j
 
j
 

10 (ユ7 1 10--(; 

l77--10 砂粒少量ナデL.R )JI<i! ifll 
ハU)
 
{
 

1
2
A
 

80TWll 
RPーイif;

8110--'(; 

177-11 砂粒含むナデLR iJH tfll 
10C 

R P----ti5 
91 10-(; 

i

l

M

∞∞
i
i
 

ナデLR T

J

 

K
I
 
l
 
l
 

H
H
M
M
 

円

Ul
 

一一一一♂ー→一一一司
10 1 10-(; 

ナテな1¥

RP一一指
nw 夜土中

ト一一一一一一斗一一一一ー
1111O-G  

ナテ
121 10-G 

砂tlI.含む
13110--(; 

孔
2
1
0

1
}
~
 

べ/
P

パ
リ
J

a

r-叩
一

J
i
l
l
 

-IU〆
一，
 

γれ
ur
一

アナL miiJ [fI1 14110-G 

ヨ豆ゆ/
川
町ナテ縄文誼:土中15110-G 

砂粒少量

ナテ

砂*il色、む

{沙t{L少

ナテ

ナテ

LR 

i いJ i却しR 1 H p---.n5 い u J いハ

川1，0TW11 10G いι" I T ~-. い正 iiitvvii 山 u I IIJ[;;J i高1¥ 1 LR I R P-れ ';い IIIJ I L.... l¥_ 

おoT W 11 10 C 1 1H.1 ，，，' IllIii] 郎氏p._--t';γ LlI-' 

おOTW11 lOC い1 今1"1;i 川口J 1'11¥ Fl p--j古 1 い LJI.

F
A
 

'v，“司
ι;
 

ι仰
1j
 
j
 

10G 

10(; 

RP一括
16110-(; 

18 1 10---G 

17110-G 

砂杭含む

RLR 砂粒含む
小隊少註

ナテ

ナテ

19 1 1CトーG

20 1 10--G 



砂粒~む

剤、車色合、む

ア

ナ

ナテ

ナテ

ナテ

ナ

ナ

縄文

LR 

L R、1L娘、!密消

LR 

RL 

し

しH

T
A
 
i
 

t
日

fi!j 

長[i10---G 

l()-G 

3 

10-G 

10--G 

lO-G 

10-G 

21 

22 

23 

29 

223-1 

24 

砂粒含む

砂粒2tむナテ

ナテ

10-G 

10--G 

4 

砂粒含む

IJI司 ナテ

ナテ

ナテ

ナデ

口縁部

RL )JI司

LR M[，] 

RL )J阿
可

J(
 
ハU
句

B
A

ミカキLR 1阿10 G 

ア

ア

ナ

ナ

LR 

LE 

音E

itrl 

1向

j
 

に

Mr
nnnリ司

10 G 
?I-(iil二仁中

lOG 



拓彩番号 出土地区 Hl二上層{立 ilt gC 番 す'5二2. 時代・時期 形態・官[1位 文様構成 内面調主主 1ム口 土 色 調 図版番号

221-14 lO-G  80TWll 10G 
日阿 部 L ナデ 砂小粒際含少む量 7j芳.5賀Y撹R%  RP一括

15 10-.G 80TWll 10G 
Jl~jJ 部 LR ナデ 砂粒含む lOY R]-{ 黄 178-1 R P--ti~ にぶい糧

16 10-G 覆土中 80TWll 10G 口繰音[i ? ナデ 砂粒含む lOYR% 
RP一一括 ?J"{覆土中 i支黄樟

17 10--G 積土中 80TWll 10G ロ株音[i ? ナテ 石砂粒英少少量量 'i'.5Y 、R憧見RP一括沢誼土中 lこぶし

18 lO-G  80TWll 10G 
腕部 しR ミガキ 砂粒少量 lOY RJ，黄4燈RP一括 lこJ、し、

19 lO-G  80TWll 10G 
仁i縁部 ? ナテ 砂粒少量 'i'.5Y 、RII登K RP一括 lこ.ぶ， ~ 

20. 10-G 夜i土J:Fl 80T Wll 10G 1阿部 LR、沈線 ナデ 砂粒少量 :2.5Y R，?i 
RP一括沢覆土中 :1登

21 10-G 80T Wll 10G 
腕部 L ナテ 砂粒少量 /' .5Y R%  177-19 RP一指 ィ荒賀積

22 lO-G 80TWll 10G 
胸部 RL ナデ 砂粒少量 10Y R.% 

R P --ti5 i支黄燈

23 10-G 80τWll 10G 
腕部 LR ナデ 砂粒含む 10Y R.J'i 黄

RP一括 にぶい樟

24 10-G 80TWll 10G 
日阿 部 ? ナデ 砂石粒英少多量量 10Y R.J'i 黄

RP一一指
1，こぶい +笠

25 10-G 80TWll 10G 
Jl阿部 L アョ ア一、 砂粒含む に[0ぶY 黄4燈R P-;tî~ 

26 10-G 80T Wll 10G 
)J阿部 L ナデ 砂粒含む 7支.5黄Y櫨R% RP一指

27 10-G 80TWll 10G 
)j阿部 沈線、 RL へラ十子、 砂小粒礁含少む量 7.5Y 、R撞]'4 RP ーー長~ lこ，;，'1，

28 10-G 容{ニtr:t 80T Wll 10G 腕部 L ナデ

砂砂小小砂小粒暗粒碓粒時少少少少少多量量量量量量

7j支.5黄Y撹R%  R P _.~~~ ì'f~覆土中

29 10-'G 80TWll 10G 
1阿部 RL ミガキ '7.5Y 、R桂~ RP一寸古 (こ，;""

30 10-G 80TW11 10(; 
腕部 L ナデ 10Y R%  

R P--:j舌 j究黄措

31 10-(; 覆こと中
80TWll 10(; 

腕部 L ナデ 砂小粒喋少少量量 lOY R}黄d 
RP一括沢覆土中 (こぶし、 樟

222-1 10-G 積;土中 80 T PW-招11 10G IJ[u) 部 L ナデ 砂粒含む 1OYR% 
R P-tif; i尺覆土中 j支賞機

2 I 10-(; 謹二仁中 80TWll 目阿 部 L ナデ 砂石粒英少少量量 10Y R% 
RP…指沢1壁土中 i究室t撹
80'1' Wll 10G 

lJfiiJ 音)1 磨 ~ìlí ミガキ 砂粒少量 21疋.5焚Y ，9~ RP一指

i
I
M
C
O
-
-



4 I 10一句G
80TW11 G 

IJ阿部 L ナヂ !沙粒含む ヅd丈式'l会 /自'5
RP一指

5 I 10-G f重土中 8
0TWl1 胴古1¥ ナヂ

砂砂小小粒暗粒碓少多少少量量最量 1i英微量R P-一括 沢泣ニ仁9:1 ;主主t桂t

6 I 10-G 撹土中 8R 1)γP一W括11 1U0 -(覆G土中 )J[oJ 音11 ナテ 10 Y H. 巧武 178一一 7
:ニザ，.し、 続

7 I 10-G 
80TWll 10G )J同部 LH. ナデ 砂粒含む

YH% 178---8 
H.P一括

8 I 10-G 
80TWll lClG JJ[~ 部 i:UJR， H L、麿消 ミカ、3r 砂粒少量:

YF¥% 
RP一一指

9 I lO-G  
80TWll 10G 日阿 部i RL ナヂ 砂粒少量 1f疋0tY! R克
H.P一括

10 10-G 
80TWll lOG 目阿 部 ナヂ 砂粒";3-む i1主0主Y引R笠% 
RP一括

11 lO-G  総認函1
80TWl1 lOG 腕部 RL ミガキ 砂粒含む 10Y R% 
RP一括雄認而 i支京佐

12 10-G 覆土中 一W括11 10G )J阿部 RL ナデ 砂粒含む 1支燈R% 17お 5
i，f{覆土1:1:1

13 10-G 
80TW11 10G 胴部 ? ナテ 砂粒少量 10Y R%  
R P-:j~i 定方泣す

14 10-G 
8C1T Wll 10G 腕部 RL ナデ 砂日蛇英少多量量 7，5Y 、R桂託
IUコー拍 lこ.... ~ :'し

15 10-G 議{土中
80T Wll 10 G 胸部 ? 十デ (砂粒含む

10Y R%  178--9 
RPユー括 ジ~rìî土 Eド 灰白

16 10-G 
180TWll 10G !コ結音[1 LR ミガキ 砂粒少量

10Y R7イ 178-11 
RP一指 黒褐

17 10--G 
80'1' Wll 10G 日阿 部 RL ミ7ゲキ 石英多量 7究.5室tY樟R% 
RP一括

18 lO--G 
80TWl1 10G 口縁部 沈線、 LR、)套消 ミカキ 砂粒:少量 7.5Y RYI 178-2 
RP一括 褐灰

19 10-G 
80TWll lOG 腕部 RL ナテ 青少キ立含む

lOYR% 
RP一括 j美声tt畳

20 10-G 
80'1'Wll 10G )JPij 部 フ ナテ 砂粒含む

llO Y R%  
R P--:j百 黄燈

21 lO-G  
80TWll 10G 胴部 LR ナデ 砂石粒英少少量量 7i交.5黄Y櫨R%  
RPー話

22 10-G 覆土 ~~I
80T Wll 10G )j何音[1 RL ナテ 砂粒少量 10Y R%  
RP一括沢覆土中 灰白

23 10-G 
80T Wll 10G 1阿部 RL ナデ 砂粒少量 5YR9-{ 
RP一括 !疋褐

24 10-G 
80T W 11 10G 腕部 RL ナデ 砂小牒粒少少量量、石英含む 5YR% 
R P---:t3 明赤1'%

25 10--G 議土 l:j~ l!¥??一W括11 10G mijj 昔日 LR ミカ。キ 砂粒少量 7lこ.5ぶYし、R権34 1i 1ムウ，e.ロ- ~ み

i
i
H
U
H
-
1
 



拓影番号 出こ仁地区 111土層位 主 日己 番 Cモi- 時代・時期 形態・音11位 文様構成 内面調整 1台 色 調 図版番号

224-26 10--G 80T ¥¥'11 lOG 
腕部 ナデ 砂粒含む 10Y R%  178--10 RlコーJ汚

茂吉i:様
27 10-G 80TWl1 10G 

1阿部; LR ナデ 石砂粒英少少量量 7.5Y RYs -1占

28 10-G 80 T vVll 10 G 
口市議部 L ナデ 砂粒含む 10Y R%  貰RP一括

lこぶし、 続

29 1O-G  80TWll 10G 
JJlu] j部 L ナデ 砂石粒英少少量量 2.5Y R%  RP一指

i事j亦褐

30 10--G -~壁土中 8F0i Tp 10 G 
.tli ifUiIこ1:中 腕部 L ナデ 砂粒含む 10Y RJ黄4 

lこ，):1，、 m
225-1 lO-G  80TW11 10G 

日何 者11 L ナテ 砂粒:少量 lOYR% 
178-12 RP一括

明賞褐

2 1 10-G 80T W 11 10G 
)j阿部 RL ナヂ 砂石粒英微少量量 5YR% RP一括 m 民

311O-G  80T Wl1 10G 
JJlfiJ 部 RL ナデ 砂粒含む 7.5Y 、R撞K RP一括

;こ..-~;'し

4 1 10-G 覆土 8R 0 T P 10 G .:tli ?!-(靖二仁 腕部 RL ナテ 砂石粒英少多量量 10Y R%  黄
にぶい樟

5 1 10-G 80'1'Wll 10G 
口縁者[1 ? ミガ'キ 砂粒含む 10Y R%  R P-寸舌

平島

6110-G 80TWll 10G 
JJI司書11 L ナデ 砂t!~:少量 10Y R%  R P --1;汚

i支質控
7 1 10-G 80TWll 10G 

1阿部 LR ナデ 砂石粒英少多量量; :~.5Y% 
178-13 RP-:f;lj 

1疋告1.
8110-G 80TW11 lOG 

制音11 RL ナテ 砂石約英一少多量量 J.OY R%  -~ili 
!疋1'3

9110-G 80T Wll lOG 
Il阿部 LR ナテ 小砂限粒少含量む lOYR% RPーイ'i~

i支黄1登
10 10-G 80TWll lOG 

1阿部 ? ナテ 砂絞含む lO YR~<Í RP一一J舌
J支]茂陸

11 10-G 80TWll 10G 
Jl[ii] {fli RL ?】 fゆf立少量 5YR冗

178一一14RP一寸ずi
;r註

12 10-G )'JT 市Wl1 10G 制者11 RL 7 砂粒少量 ヨYR%
は¥1. 

13 10--G 護士iin
80'1'Wll 10(; 

胴('ïI~ L ミカキ {ゆ杭少量 !5 Y R}権4 178-15 R P--'fili i)~{'長ゴ :1古i

14 10-(; 積二七 30T Wll 1沢0提G土 I JJ阿部 ? ナデ
砂粒含む

7i究.5賞Y燈R%  R p_.j汚
小~~少 j宣

15 10-(; 30T Wll lOC 
胸部 ~t線、 LR ヘラナテ {i'!i車;f少i量

極1に05よYY しR、RYs見孟
R P--iili 

16 10-(; 80TWll 10(; 
JJlii] I九11 ? ナデ 石砂杭英少多i量量R P--Ni 



17 I 10-G 日OTWll 10C 
!JliiJ 弘 ? ミカキ

哩砂矛I杭:tj~竺少多毘註l 
.5YH]i RP ーイ ï~i

18 10-G 80T 一L九r寸liliJ l()(; 日liiJ 部 HL ミ力、三千 Y巧
RP p、;

19 lO-G 覆土中
日OTWll

)JI詰J r1'Il L ナテ 砂粒含</:}RIコ{ー抗 it-(Yl立ゴ-1ド
一一トー一

骨そkヂ砂'jU1J、粒粒杭時2英定少少少含多多量量量!む量 /) 

20 10-G 日OTWll 10G 
ijliiJ ifll RL ナテR P ---t'rIi 

10-G 80T Wll 10G 
ijliiJ i'm RL ミカキ 17約一lbiミ!コ…七1;

22 lO-G  子重土中 おOTW11 1jl0f 縦G士中 |刷部 ナテR P--j"/i 

226-1 10-G おOTWll 10 (; 
[1 政i'fli RL ナテ 砂粒含む 必FtH R p---j巧

に13t/ 褐2 1 10-G 日OTWll 100 
腕部 L ナテ 砂粒含む 17g--19 R p---j汚

3 1 10-(; 80T Wll 10(; 
JJlliJ 郎 ナテ !'1l1J、1ll、禁¥'.少少 ;l ji t t (5こJYJ1J1サ日?? l民RPーイ百

4 1 lO---G 器二上中
汽p_.j汚 ii('f'立土l千i !JH 部 ? ナテ {J'}/:位含む 7i長 R先

砂fI粒:災含j般む最
5 1 10-G 寵二七1+1

おOTWl1 10(; 
日阿 部 ナテ

1山l100 d首YY '位LRR、%

H. p---.M 沢盟土l:j:1

6 1 10--(; 80'1' W11 10G 
)ll~J 部 ナテ ij'l/*;i.~~'I設fl Pー抗

71 10-G W抗11 l() G 
IJI司自11 RL ナテ 石砂粒英少r*~Ì量12 7，5YR% 

184，-4 

81 1O-G  80'1' Wl1 10G 
11阿部 L 、沈線、磨~W ヘラナデ 砂粒少量 lOYF:.% R P-~ -til; 

I'lI:1flm 

9 1 10-G w一七11日 100 llIiiJ 音I1 RL ナテ 砂粒含む 7.5Y 、R偽!話
:二 _.i:l 178---21 

lO 10--G 捷二上中
削 TWll 100 

口総部 沈線、}議j肖 ナテ 砂1)'(，粒紫少少i泣EE 
前こ55ぶ1貨Y YL % Ri禍汚

2 HP一前川淀土rj:l

11 10-G 日OTWIl 10G 
!JI<i] 1111 LR、l藷j路 ナデ 砂市立含む 178--25 R P-t，f; 

12 10-G 80T Wll G 
JJlii] 1~11 RLR ナテ 砂主¥1含む 灰5褐YH% R上l_:t丹

13 10-G 80T Wll 10G 
[:1減ml ~:t線、 E喪 j肖 ナテ 砂粒少III に5JY1LiZ斗!誌j青 178---22 RP匂一指

14 10-G 覆土中 80TWll 沢互土rt1 ílf~1 部 LR ナデ 砂王[1英~\!_少少i龍1:( ~; Y lミ;}6
RP一指

15 10ー酌G 抗11 10G iJ阿部 RL ミ力、キ 砂1'¥L少長t WYH多i
RP 総灰

16 10--G 8it 0 TP一W括11 10G )j阿部 LR ナテ 小砂際粒含少最む i1先0責Y任 178-23 



拓影番号 出二i二地区 出土層{立 itJ: 日己 番 ErJ コ- 時代・時期j 形態・部位 文様 j構成 内面調整 日ム口 ゴ二 色 !調 関版番号

226-17 10-G 
80TWll 10C 

)j阿部 L ナデ ノ砂H粒紫少含む量 1荒O賀Y燈R，% 178--20 RP-j'il; ベルト中

18 lO-C  
80T Wll 10C 

JI阿部 RL ナデ 石砂粒英少多量量 小開少量 :!.5Y% R P--:tir， J~花賞

19 lO-C  覆土中 80TWll 1沢O縦G二土中 JI阿部 L ナテ 砂小球粒少少量量 lOY R.~員d一
RP一一倍 にぷい綴

20 lO-C  
80TWll 10(; 

JI阿部 RL ミカ‘キ 砂粒含む 10Y R:% 
RP一寸i1i ;支貫主註

21 lO-(; 龍土I=t
80TWll 10(; 

!コ縁部 LR ミカ、キ 件、rJL少量 5 Y H}撹4 178-24 RP一指 j尺視ニLIや lこぶし 3

7 上R%227-1 12-G 確認面
80T Wll 12 C 

11阿部 RL、沈線、磨j潟 -"..ラナテ 五少字立含む 180-11 RP--i"ir， [l1主主t品i

2 1 12-G 雄認lifJ
80TWll 12C 

}j阿部 RL ナデ 砂粒少量 lOY R:% 18()-2 R P 186 確認泊l i支賀燈

31 12--C 80T Wll 12 G 
)j阿部 RL ナテ 砂粒含む 7浅.5黄Y櫨R%  18 -14 RP一措

41 12-G 
80T Wll 12G 

JI阿部 RL ナテ {J予約:少量
;5 YR% 18()-7 R P--J'i5 Hi 

51 12-(; 確認関 80T Wll 確認治i )j阿部 RL ナデ 砂小粒喋少少量量
lOY R%' 

180-6 RP一括 i主litt登

61 12-(; 80T Wll 12 G 
口市法き1¥ LR ナテ 砂粒少量

7に1浅05よ黄YY 栂いRR控% 
180-12 RP一指

7 1 12… G 確認面i 80TWll 舷認函I l胸部 RL ナテ 砂小粒隊少少量量R P-:ti5 

81 12-C 
80TWll 12C 

Jl阿部 1t~娘、 LR 、藤消 ミガキ 砂粒少量
::i Y H~j1Í 

180-8 RP一括 j:lt 

9 I 12--G 8R 0 T P イ汚 12 (; |腕部 RL ミガギ 砂粒少量 lOY R% 180-9 
j足前立

10 12-C 
80T Wll 12 C 

JI阿部 撚糸丈 ナデ 砂粒少量 ?5YR，% 
R P-fi5 Jkt品

11 12-C P 寸l5 12G 口*ま部 RL、縄文圧1.[{ ナデ 砂粒少量 ? .5Y 、R半島% 180--4 

12 12-C 
80TWll 12G 

嗣音11 RL ミガキ 砂粒少量 lOY 有4 
RP一括 に，o'い競

13 12-(; 
80T Wll 12 G 

制音11 LR ミガキ 砂粒少量 17!it . 
RYs 

RP一括

14 12-G 
80T Wll 12 G 

Il阿部 LR ミ力、、当 砂粒少量 7.5Y 、R権% 180-5 RP一括 iこ，;:¥

15 12-G 
80TWll 12G 

Il阿部 RL 
LR~)痕有

砂小粒雌少少量量 .5YRY2 180-lO RP一一括 II}]褐灰

16 12-G 
12 G 

胴 ifl) RL 、、、
L )JY JいR黄6槌 180-13 

i
i
H
U品

i
i



12-G 確認函 8F(i )T P一W括11 f1d2:認G首i l胴音[i LR 十デ |砂粒含む
1i.5 Y R 180-1 
i~r有機

]8 12-G R 一W拍11 12G 胴音[i RL、沈線 ナデ {石dr;主9J1Li少少量量 7i究.5賞Y燈H.% 

19 12-G 
80T Wll 12 G 

綱吉[¥ LR ナテ 砂杭少:量 7.5 Y、R1t1立tK 1 
RP一括 :こぶし

20 12-G 確認面
80TWll 12G Jl阿部 LR ナテ 砂粒含む 7.5 Y 、Rl慢% 
RP一括 {l'(g[;忠商 l二し

21 12-G 線認面
801'Wl1 ijf~l mi j土i娘、 RL ナデ 砂石粒英少少量量 7j支5i削Y者R!}4' 
RP一括的'~~'2，部

22 12-G 
80TWll 12G Blnj 部 RL ミカ、、キ 砂粒含む 7.5YH% 
H P'-'ifi i主主t燈

23 12-G l確認I函 80TW11 確12認 H阿部 i土線、 HL ナデ 砂石粒英少少量量 1支撹R% 
RP一括

24 12-G 確認函i
80TWll 12G 

制音11 LR 、 ~t線、磨消 ミカ、ゴヤ 砂粒少量 7.5Y 、R燈K 
RP一括確認出 に v~ :し

25 12-G 確認国
80TWll 12G 

日阿 部 RL ナデ 砂石粒英少少量量 71EE zt皇位RP一括確認iiii

228-1 ll-E 確認商
80TW11 11E 

日阿 部 L ミガキ 砂粒少量 5Y、R燈Ji 
RP一括 石在認、Wi ザ~;.It 

2 1 11-E 確認面
80TWll 

ロ縁部突起 磨j肖 ミカ、。二千 砂粒少量 7.5 Y 、R褐% 184-11 
RP一括確認泊 l こ，~;.It

31 11-E 確認菌
80TWll 11 E 腕部 L、i尤線、!議j肖 ミ:lj、さそ 砂粒少量 去来褐氏死
R P--:tli 確認i百

4 11--E 時認面
80T Wll Jj阿部 L ミカキ 砂粒少量 7.5Y 、R燈Ji 184-16 
R P--ttli 確認l函 (こ_;;.It

51 11--F 確認面
80T Wll 11 F 目阿 部 RL ナデ 砂小粒磯:含少む量、ぉ:英少liC 2.5Y% 
RP一括確認i霊i 灰貫

61 11-F 
801'Wキタ 11F 

底部 網代被 ? 砂粒少量 10Y RJ黄4 
RPl (こぶし、 控

71 11-G 
801' Wll 11 G 

目前 音1I LR ナデ 砂粒少量 5 Y R~赤d 184-，13 
RP一指 l こ..~ .~し、褐

81 11-G 
80TW11 11 G 

い阿部 RL ナデ 砂石粒英少含む量
7 .5Y R%  184一一17

RP一括 境

9111-G 
80TW11 11 G 目阿 部 L ナ沈線デ有り 砂粒少量 7.5Y 、R慌k.i 
RP一括 iこ.... J .~し

184-14 10 11-G 
80TW11 11 G 服部 LR ミガ虫干 砂粒少量

5YR% 
RP一括 明赤字島

11 11-G 
80TWl1 11 G 

底部 ワ ヘラナテ li少粒少量 7.5Y R、積% 184-18 
R P-1?i 

12 11-G 
80TWll 11 G JJni] 部 L ミカ、‘キ lOY RJ黄d桜
RP一括 lこ_~;.し、

13 11--G 
80TWll 11 G 

IJ阿部 LR ミガキ 砂粒少量 l7 5Y、R積瓦 184-8 
HP一指 lこぶし

i
l
H
C印

i
l



14 I ll-G 

括i彩番号 i出土地[KI I出土層位

15 I 12-B I 確認面

16 I 12-C I 確認面

181 12-G 

17112-G I確認面

191 12-G 

20 I 12-G I確認国

線認顕21 1 12--G 

229-1 1 12-G 

21 12-G 
〕
{
由
。

3 I 12-G 

4 1 12--G 

5 I 12-G 

6 I 12-G 

7 I 12-G 

8 I 12-G 

9 I 12-G 

10 112-G 

11112-G 

12112-G 

13 1 12-G 

確認面

確認面

緩認街

確認、面

確認面

確認面

確認商

註記

80TWll 11 G 
R P一括

80TWll 12B 
RP一掃確認i釘
80TWlI 12C 
R P一括確認!蕗

80T Wll 12G 
R P一括確認面

80T Wll 12G 
RP一倍

80T Wll 12G 
R P一括

80TWll 12G 
RP一括 (i雀認泊1

80TWll 12G 
R P一括確認菌j

80TWll 12G 
R P'-1;5 

80TWll 12G 
R P一括確認面

80TWll 12G 
RP一括

80TWll 12G 
R P一括確認i!ii
80TWll 12G 
RP一括

80TWll 12G 
RP一括

80T Wll 12G 
RP一指

80T W11 ー?
R P一括確認面

80TWll 12G 
R P一括確認iId

80TWll 12 G 
R P一括確認面

80TWll 12G 
RP-活路認面
80T Wll 12G 
RP一指

80T Wll 12 G 
RP一括確認国

番 号 時代・時期|形態・部位

口縁部

IJ阿部

胸部

IJ持者f¥

IJ阿部

』阿部

腕部

胴部

制部

口縁部

一
一
日
一
日
一
日
一
日
一
日
一
日
一
日
一
日
一
日

iコ綾部

文様構成

LR 

RL 

RL 

LR 

LR、沈線、磨消

磨j肖

LR 

LR 

LR 

LR 

沈線、 LR、謄消

RL、潜j潟、 i尤線

RL 

市
同
口磨線恥んL

 

Q
U
 

ユビナデ

内閣調町一胎 寸7色 ー調|図1:&fi:-ry-I 
7.5Y R%  
にぷい樟

5YR% 
明示J;褐

7.5Y 
にぶい樟

2.5Y}f 
灰賀

5YRYs 
擢

10Y RU  
にぶい寅樟

10Y R巧
!夫裁褐

10Y RM  
黒褐

7.5Y R%  
浅黄燈

lOYR%， 
にぶい黄褐

5YR%， 
;こぶい赤禍

ミカキ

ナデ

ナデ

ナデ

ナテ

ナテ

へラナテ、

ヘラナデ

ナテ

ナテ

ミガキ

ナデ

ナデ

砂粒少量

砂粒少量
石英含む

砂粒少量:
石英少量:

砂粒少量
石英少量

砂粒少量
石英微量

砂粒少量
石英微量

砂粒含む

砂粒含む

砂粒含む

砂粒少量

砂粒少量
石英含む

砂粒少量
石英少量

砂粒少量
石英少量

ナテ、 I砂粒少量

ナデ

へラナデ

ナデ

へラナデ

ナデ

ナデ

砂粒少量

砂粒少量

砂粒含む

砂粒含む

砂利〈少量

砂粒少量

砂粒少量
小磯少量

:~.5Y% 
沃白

5YR兄
撞

7.5Y RU  
Lこぶし、撞

7.5Y R%  
iこぶし、桂

10YR;J{ 
黒燭

~~.5Y ，% 
淡賞

IOYR% 
j支黄償

lOYR% 
にぶし、黄櫨

lOYR}j 
にぶい黄穏

lOY R.% 
足黄指

184-9 

184-10 

180-15 

180-16 

十一一一一
180-17 

180-18 

179-8 

179-9 

180-21 



14 12-G | 確認関 80T Wll 12 G IJ阿部 沈線、 RL ナテ 砂石粒英少少量量
l.OY R%  

RP一括開認国 定賞償

15 12-G 80T Wll 12 G 
fJffiJ 部 ? ナデ 砂粒少量

7.5Y RYEI 
RP一括 i笠

16 12-G 80T Wll 12 G 
綱吉11 LR 十テ 砂小粒瞭少少量量 10 Y h;黄ヨ続R P--措 に，);1，

17 12-G 80T Wll 12 G 
嗣音11 寵L 氏、 it~夜、刺突、 ミガキ

動石砂小植哨時英少少少j;量最量量

7筒.5Y R封 180-22 RP一括

18 12-G 80T Wll 12 G 
日前 古11 L ナデ 1登 R%  -20 RP一括

19 12-G 確認国
80T Wll 12 G 

腕部 RL ナデ 砂石粒英含含むむ
lOYR% 180-23 RP一括時認iiIT i支質j;註

20 12-G 80T Wll 12 G 
桐音11 RL ミガうt 砂粒含む

5YRhi lO RP一国 1笠

21 12司-G 80'1'Wll 12G 
仁I~，ま音11 沈線、!密消 ミカ、キ 砂{I粒英少少量量

円7筒灰5灰YY FRi 封
R P-.1'i5 

22 12-G 
80T Wll 12G 

口紘ー音11 LR ナテ 砂粒少量 180--HI RP一括

23 12-G 
80'1' Wll 12G 

IJ阿部 L ミ力、キ 砂粒少量 5 Y R.% 179-20 RP一括 f明亦褐

24 12-'G 石室言2，iiii 80 T W111ut 2G RP一括 言2.ftft mUJ 音11 RL、沈線、 j砦消 ナデ 砂石粒英微含量む lこJ、し、 責般
179-'21 

25 12-G 尚三2，j萄
80TWll 12G 

口純音11 RL、f砦i自 ナテ 砂石粒英:少少量量 lOYR71' 18()--24 RP一括時認lfii 1渇灰

u) 

230ー l 10-G 
80'1'Wll 1C1G 

1ft音11 網代被 ナテ 砂粒含む lOY R]黄4樟Rp.一括 に，);1，、

21 10-G 
80TW11 lOG 

1I阿部 L ナテ 砂石粒英含微む量、小際少量 lOY RJ賞S符 184-21 R P-'-Ni lこJ、し、

3 1 10叩-G 80TW11 10G 
1]持者11 RL ナテ

砂粒少量
ほ天Y武% Rp一一括 石英含む

411O-G  関土中 80TW11 1C1(; IJr~] 部 L ナテ 砂粒含む ]にOぶYR〆、立 184-，19 R P --ti5 ih~撹ご!こ中

5110-(; 
80すれT11 10(; 

腕部 L ナデ 砂小粒概含少む量
lCIYR% 

RP一括 !疋白

6 I 10-H 80TW11 10H 
11阿部 組紐 ナテ

砂粒少量 5YR% 184--5 R P--1'i5 石英含む :H包1 

7 1 11-8 確認麗
80TW11 11 8 

腕部 RLR ミガキ
砂粒少量 7I1登.5 Y RYs 184--2υ RPーイi5 確認前 石英含む

8111-8 80TWll 10H 
底部 ワ ナテ {i'J.、粒含む lCIYR% 184-22 RP一一括 !疋s'l褐

9111-8 
80T Wll 10 L 

腕部 LR ナテ 砂粒少量
10Y R~~ 184-6 RP一括 た黄権

10 11-8 時認面 8R 0 TP-W J1 115 51在1認8前 日防 吉11 謄j肖 ヘラナテ 砂粒少量 /.5Y 、R褐% 
に.i;-I，



括最長番号 出土地[l 出土層{立 百五 番 干'7 時代・時期 形態・部位 文機構成 内部調整| )]台 1こ 色 誹i同Z司
11 11-8 確認面

80TWl1 
1阿部 LR ミIfさ究 石砂粒英少少量量 5YR燈% RP-:ji'li 確認部 lニ......J'.し、

12 11-8 確認面
80TW1l 11 8 

口縁音11 L ナテ 砂粒少量 7.5Y 、R権]/4 RP一括時認mI lこ..... _j'.し

13 11--8 確認菌
80T Wll 11 B 

ijffiJ 音11 磨j肖 へラナデ 砂粒少量 5YR% 
HP一寸前 確認頂i 明亦褐

14 11-C 確認面 80TWll 11 C Il同部 LH ミァゲキ 砂石粒英少少量量 7.5Y 、R褐% H 1コー話路認泊i lこ_，;'，

15 ll--E 。在認lii 80T W11 llE 底部 ナテ 砂小粒喋少少量量 lOYH黄ys樟 184-15 HP一指確認、耐 にふ;し、

231-1 12一司G 80T Wll 12G 
JJri] 苦11 ~:t線、 LH 、磨消 ミカ。キ 五少粒少量 7，5YHJi 

179-1 RP一指 h萱
2 I 12-G 確認面 80TWll 12G JJri] 音[1 RL ナデ 砂粒少量 10Y R%  

RP一括確認面 j支黄桜

3 I 12-G 線認部
80TWll 12G 

じi綾部 ? ナデ 砂粒少量 7，5 Y R% 
RP一括 !確認l百i
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開 1 遺跡出土石器実~P'IJ 図説明表

実iWJ出番号 出土地区 出二七尾i[立 番 号“ Hf[ 号Ij
大 さ さ (単位mm)

石 í~ 図版番号 体i ぇ~-
長さ I福 厚さ 重さ(g)

239-1 G G 確認頂i
80T W11 G 

争目F'J 42 24 6 4_0 ケツ岩 186-8 カクニン j~ï H Q一括

2 10-(; Q 指 10-(; 最Ij片 43 32 8 8.7 ケツ岩 186一一14

3 10-(; ?なまこI:j:l 801' W11 1か0!-覆土G中 制片 62 27 8 10.6 ケツ岩 186-11 RP一指

4 12-G .p~:認胎i 80TW11 ノ181 G 刺片 67 26 11 12.4 ケツ岩 186-19 カク H Q ---ti5 

5 ]2;--0 8R 0T Q イ舌
13--0 

刺片 80 6D 17 58.2 アンザン岩 186-26 

6 lO-E  
801' Wll 10--E N，リ片 92 58 16 54.6 アンザン岩 186-25 HQ一括

7 BHトレチ 79TWll 
自然石 42 35 12 13.8 ケイ質ケツ岩 186-20 ハンイカクニン 日Hトレンチ

8 J:'V-上回日トレ m79l根TWll 箆状王子器 62 44 13 31. 8 テイ岩 186-24 日トレ

240-1 S 1001 
80TW11 
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---ト一一ー一一一一一一
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6 "まとめ

本遺跡の調査では、前述のように、南向きの緩やかな斜面という立地条件にもかかわらず、

縄文時代の竪穴住居跡 1棟を検出したにとどまった。

この竪穴住居跡は、長軸初旬を傾斜方向に合せた楕円形プランを呈し、床面が地形と同じく

南側に緩やかに傾斜している。住居跡の南側盤面に接するように鍋底状のくほ、みをつくり、そ

の北側に川原石を配した炉を結合させている。この形態は、本来的な意味の(定義づけられた)

複式炉の形態とは異なるが、複数の空間を持つ石組炉といつ概念で

複式炉の一形態とみなすことがでで、きよう。

この竪穴住居跡内から出土した深鉢形土器は、プロポーション、文様パターン等、全て異な

るものであるが、縄文時代中期末葉の大木10式に比定されよう。

竪穴住居跡の南側には、東西に走る小さな沢目があり、土器片が出土しているが、量的には

多くないところから、土器捨て場という概念で把える積極性は欠く。

グリッドから出土している土器類も、縄文時代中期の所産のものが多く、 i革少ではあるが、

平安時代の遺物も出土している。

本遺跡、の立地する台地の中央部は、上葛岡田遺跡(遺跡番号No.12) として前年度調査された

がほとんど成果がなく、遺跡ではないと判断されている G 本遺跡、の南西側斜面下方の平坦部に

上葛岡II遺跡(遺構番号No.32)、南側の浸食谷を狭み、舌状台地上に立地する北の林II遺跡、さ

らにはその南側に隣接する北の林I遺跡(遺跡番号NO.9)、飛鳥平遺跡、(遺跡、番号NO.8)でも、

時期の所産と思われる所謂複式炉を具有する竪穴住居跡が検出されていることから、遺跡個々

の検討を踏まえ、近接している遺跡相互の土器の対比、竪穴住居跡の形態分析等をする必要が

あることを述べ、今後の検討課題とする。
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上葛岡 11 遺跡

遺 蹴、 番 τCヲ3 NO.32 

所 在 地 鹿角市八幡平字上葛岡4番地他

調 査 期 間 昭和55年 4月30日-5月14日

5月30日-8月8日

発掘調査予定面積 850m' 

発掘調査面積 1，715m' 



le 遺跡、の概観

十和田火山伝説、きだろくとシロの民話などが多く遺る鹿角盆地は、秋田県北東部に位寵し

ており、中央を南から北に流れる米代川とその支流群の両岸に広がる何段かの盆地内段丘上に

は、国指定特別史跡大湯環状列石に代表される遺跡群が数多く存在する。

縄文時代早期から平安時代まで自然地形をそのまま利用した遺跡や、中世の館跡群のように

自然地形を巧みに利用しつつ、更に地業を行っている遺跡もある。

気候は内陸性であるが しばしば偏東風(ヤマセ)の影響を受け凶作に泣いた歴史もある。

上葛岡II遺跡は、標高804mの北林山の商麓の台地の南西斜面下部の平坦面に所在する。こ

の台地の上部には上葛岡III遺跡が所在し、この遺跡との間の南側緩斜面に上葛悶 I遺跡が所在

している。沢を狭んで南東側に北の林II遺跡の所在する舌状台地があり、その南側に北の林I

遺跡、飛鳥平遺跡、鳥居平遺跡、歌内遺跡と続いている。いずれも縄文時代中~後期の竪穴住

居跡群や土壌群、平安時代の竪穴f主居跡群等が検出されている。遺跡相互の関連性も強く考え

られ、遺跡群としてその性格をとらえるべきである。

現状は、杉の造成林であるが、戦前には住宅が建って、沢Jj(を51いた池もあったと伝えられ

ている。非常に狭い平坦面であるが、一段低いため風当たりは弱い。

法方の査調

本遺跡は、八幡平インターチェンジの下り車線進入路線内にある狭い平坦面に立地している

が、北側上方から田部に集まった水が流れ落ちる場所でもあり、当然沢自が存在することが予

想、された。本調査に先だち、前年冬 (12月 6 日 ~12月 8 日)に行われた範罰確認・試掲調査の

結果でも、はぼ中央部に深い田部が確認されている。また戦前宅地であったということから、

ある程度削平等が行われていることも考えられた。

抜根後、下り進入路中心杭B.RPSTA8十40とB.RP.STA 8十60を結んで基準線とし、 5

X5mのグリッドを設定した。調査対象区の最東南関の杭を基準点(0- 0 )とし、南から北に

アラビア数字、東から西にアルファベットを付し、この組み合せでグリッドを呼称した。

グリッド設定後、各アルファベットラインの東側に絹 2mのトレンチを設定し、粗掘りをし

て遺構検出に務めた。遺構検出後、土壇観祭用ベルトを残し全面的な表土剥ぎ、プラン確認を

し、遺構の配置等を確認後、精査に入る。

排土地が限定されるため、調査の手順とりわけ排土の場所等について注意する。
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昭和48年の分布調査の際、本遺跡は「地形上、遺跡、である可能性があるが、立入禁止区域内

であるため再調査の要あり d とされた遺跡であり、詳細は不明であった。

昭和55年秋に実施された範囲確認試掘調査の結果、縄文時代の土器片が数点採集されたが、

遺構は確認できなかった。

昭和56年度に入り、調査担当斑が決まったが、小豆沢館、北の林II遺跡 上葛岡 1遺跡と合

せ4遺跡を調査することになったため小豆沢舘の調査期間中に、対象区全域に残る木根の抜去・

草刈り作業を進め、小豆沢舘の調査が終了次第すぐ調査に着手できるようにした。

5月31日に器材ーを搬入し、テントを設営する。 6月2日本遺跡が、八幡平インターチェンジ

の下り線進入路線内であることから、下り進入路線のセンター杭2本を任意に選出し、グリッ

ドを設定、直ちに粗撮りを開始する。

(グリッド設定基準として選出したセンター杭は、 B.RP.STA8十40とB.RP.STA8十60

の2本である。)Eラインと Hラインに土層観察用ベルトを設定した。

調査lRの南東側の平坦面には、戦前まてい「医者の家」が在ったとの事であったが、その後植林

されて面影がなかったが、粗掘りの結果住居の土台石(自然石)雨垂れ石列、自然石を組合せ

てつくった池、その池に水を引き込んだ溝、医療器具、;J¥.斐等が検出された。

6月26日から精査を開始した。小田i鳴調査補助員の記録した調査日誌によると、 11 6月26日

精査開始ー縄文後期と志われる竪穴住居跡21業を確認、さらに向時期のものと思わhる遺構様

プラン 3カ所を確認。

S I001 直径3.56m 中央に石組炉あり、 1'ff~1体になる土器と 3 片の土器片

S I002 直径4.62m 石が2-3点出土

S K001 黒告J土径4.50m深さ0.15mi立

S K002 黒色土 径2.85m深さ0.30m位でカベはあまり確認出来ず。

S K003 黒色土 径2.00m深さ0.50m位でプランは不明確。

D-7-C-7グリッド7.12mi立の中高で;'D-I-C 1グリッドまで溝らしき落ち込みがあ

る』とある。 Eラインと Hラインに残した土層観察用ベルトで、土層断面図を作成後除去。 7

月2日から、 SI001、SI002の2棟の竪穴住居跡の精査を開始する。住居跡プランの確認状

況を写真撮影し、覆土(埋土)の堆積状況観察のためのベルトを設定、掘り下げ開始と共に遺

物の出土状況の図化、収納を行う。 SI 001竪穴住居跡の掘り下げ終了後平面図を作成したが、

床面の状況から下部に古い時期の住居床面(生活問)が存在する可能性があると判断し、さら
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に精査を続行。 7月中旬になり、溝らしき落ち込みは、小さな沢であることが判明。この沢目

の覆ニ仁(理没土)から縄文土器片の出土が多い。

また S1 001竪穴住居跡の炉の微細図作成の結果、円形の石組;炉のつくられる以前に、下部

に炉が存在することから、この笠穴住居跡は、一度床面を埋めて改築されていることが判明し

た。改築以前の炉の形態は、粗雑で、あるが、所謂複式炉の形態を呈するものであり、住居壁面

り床面には円柱状の}II原石を立てていた。

S K 001、SKO旬、 SK 003はプランが不明確で、あり、遺構と判断するには要素が賓弱で

あり、単なる落ち込みと判断する。 7月下旬になり、調査区全体を平板測量を開始するが、そ

の直後、前年秋の範囲確認試掘調査時に設定した丈差する 2本のトレンチ及び、抜根穴の影響

により明確で、はないが 石組炉らしき遺構が確認され、周囲を慎重に精査の結果約4分の lし

か遺存しないが、円形の石組炉をもっ竪穴住居跡と判断、 S1 003として精査開始。 8月初め

に、 S1 003竪穴住居跡を含め 3棟の竪穴住賠跡、沢目、 7-Eから 7-Hまでのグリッド北

側壁にて土層堆積状況を作図する。このグリッド付近にのみ黒褐色土中に寅褐色浮石質火山灰

の層が堆積している。

8月8日に最終写真撮影、補充1ftl]量を行い調査を終了した。

4 e 遺跡の層位(第243国対照)

北{閉め台地と、鳥越段丘面が浸食されてできた深い沢自の間に、小さな段状の平坦面は、北

から南織に緩やかに{頃斜Fしている。この拾のひたい程の平坦面に一本遺跡が立地してお}人現地

表面の傾斜ーと地山面の傾斜はほほ、一致する。

北側の台地斜面には、沢目が存在し、いつも湿潤である。 遺跡の南東部分は戦前宅地化され

ているため削平されている。他の地IRも、杉の植林等が行われていたため、撹乱されていた。

このため、 断面図は、 Eライン、日ラインそれに隣地との境界銀である 7ラインの 3本

を作成したのこの結果、 7ラインの土層断面において黒褐色土の層中に薄く黄褐色浮石質火山

灰の層が{確認された。

Eライン土層註記

1 7.5YR% 黒褐色土粘性強磯少量混入5% 2 7.5YR% 褐色土 しまり強 ノj、砂磯ほとんど見られない

3 7.4Y R%  黒褐色土 粘性強 IJ、砂礎及び礎少量混入5% 4 7.5YR;%i 褐色土にi法褐色土 10Y R%  U音褐色が少量j昆

ずっ 入粘'~j:強浮石あり小砂磯15%浪人

5 7.5Y Rl・k 黒色土 粘性強 小砂障壁ほとんどみられない 6 7.5YR.% 路褐色土に黒褐色土% 粘性強 陪褐色土には

聖堂 小砂時葉少量混入10% 黒褐色土にはみられない

7.5 Y R%  黒褐色1ニ 小砂燦15%混入時世5%混入 8 4に同じ

3に同じ 10 7.5Y R7.i'黒色土 小砂機多量に混入50%

11 7.5Y R;%i 褐色土にJlt}褐色土%が少量混入小砂燦5%混 12 7.5Y R%  祭褐色土に賞褐色土粒子 7%浪人小砂礁ごく

入 少なく混入
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13 7.5Y R%  黒褐色土に亥褐色土粒子 5%混入 小砂際5% 14 7.5YR百 黒褐色土並び完 %がそれぞれ%ずつ混ざりあ

混入 うノj、砂燦15%混入

Hライン土層註記

1 lOYR% 築縞色ニ仁 黒褐色土粒子25%混入

3 10Y R.% 黒褐色土 踏褐色土粒子50%混入

5 10Y R%  黒褐色土 黒褐色土粒子少量混入

7 10Y R%  明資縄色ニ仁と 10YR%貧褐色土とがまさ'りあう

7ライン土産喜註記

2 lOY R 1・九' 黒色土 黒褐色二仁粒子50%混入

4 i手石!習である

6 10Y R%  褐色二i二 II斉掲色ごi二粒子混入

8 10YR%， Il音褐色土 しまり強 H古褐色土粒子少量混入(2 

~/ó ) 

1 7.5Y R克 黒色土小砂傑多量に7ft入 (30%) 2 7.5Y R し Zi 黒色土砂1務多 j量に it~入 (25%)

3 7.5YR%， 掲色土 粘性弱 j手石層である 層上部に黒色 4 7.5YR% 日月褐色土 粘性弱 j手石層である

土粒子多量に a~入(20%)

5 7.5YR1・K 黒色ごi二粘性強

7 7.5Y R%，褐色土 粘性強 層上音15に黒褐色土少景混入(5 

%) 

9 7.5YR% 黒褐色土 小砂燦少量尚人(5%) 

6 7.5Y R% 黒褐色土粘'11:強米t0:大の砂際少量ILt入(5%) 

8 7.5Y R%' 褐色土 3 -5 cmの機多量に混入(90%)・

際稽である

10 7.5YR見積色土粘性強 しまり弱鉄分少量it~入(3 %) 
11 7.5YR% 段色j二 粘性強 小砂罪者多量に混入(20%) 鉄 12 7.5Y R%  i受賞燈色土粘性強少砂礁多量に混入鉄分
分少量混入(7%) 

13 7目5YR克明褐灰色土粘性強 しまり弱少砂燦及び欽

分多量に混入(20%)

ム遺構と遺物

多量に混入(20%)

本遺跡の調査では、 3棟の縄文時代の竪穴住居跡を検出した。

S 1 001と命名された竪穴住居跡は、床面のはほ中央に円形を呈する石組炉を有する竪穴住

岩跡であるが、その床面下から、所謂複式炉形態の炉を有する竪穴住居跡が検出されている。

このため、プラン確認時に検出された時の床面を第 I期とし、精査中に検出された下部の床

面を第II期とした。

S 1 002笠穴住居跡は、その平面形も不整な楕円形を呈し 炉もあまり遺存状態、が良いとは

言い難い。

S 1 003竪穴住居跡は、前年冬に実施された試掘時のトレンチの交差部分に検出したのであ

るが、あまり良い遺存状態ではなく、見誤まったため、 トレンチ掘削時、本調査の粗掘り時に

削平されてしまっている。

このf也、自然地形ではあるが、沢自の中から土器片等が多く出土している。
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第95表 同II遺跡S1001竪穴住居跡計測・説明表

，険出地区 l-H |実iWJ図番号 245、2L16 |図版番号 1 190-問

法 長軸 354.2cm 壁高
l期 10. 1 -13 . 2cm 

壁溝l幅 な し 主軸方向
N-640 30' 

II期 20.3-26.8cm -E 
室Eヨ主 短軸 289.3cm 面積 7.59m' 壁j蕎深 な し *5 官，"-包μ 不整楕円形

プラン確認
相掘りを終了し、プラン確認作業を開始した直後、茶褐色の地山面に細かい炭化物を

時の状態
含む黒褐色土のドl各円形の落ち込みが確認された。(地表面ーからわずか20-25cmの深さで

あったため、掘りすぎたきらいもあった。)

其1] (新しい) 1I 期 (古い)

細かい炭化物を含む黒褐色土の下に褐色土 I期の床面(貼床)を除去すると茶褐色系
覆土と床面

黒褐色土と続いている。床面が若干軟かく の土層で覆われている 凹凸が激しいが
の状態

自然石も埋没しているので床面下に別遺構 よく踏み屈められている。

が存在?

柱 rFA『¥ 検出できなかった。 検出できなかった。

床面中央からやや西寄りに自然石を円形に 壁西側重下に自然石を 1個立て、床面を

炉
配置した石組炉がつくられている。炉内に 鍋底状に連続して掘りくぽめ、自然石を

焼土が少なく、炉の東側に焼土が堆積して 二列に並べ、一見所謂複式炉の形態を想、

いる。 起させる形態を呈する。

床面から深鉢形土器底部破片の他、覆土中 床面から 4点の土器片が出土している。

i章 物 と合せ16点(一括含む)の土器破片と 7点

の石器・石屑、出土。

土居註記

1 7.5YR% 然視色 1: 名'i'I空中程度 しまり強 全体に炭化 2 7.5Y R_% 褐色土粘性iド程度 しまり ':1'強
物ヵ、含まれる

3 lOY R予言黒褐色二仁粉Its虫 しまり強 4 5YR元赤褐色土焼土

第96表 上葛岡II遺跡S1002竪穴住居跡計測・説明表

検出地区 3-G、4 G. 3-H |実iHlJ同番号 247 |図版番号 I194、四

法|長車由 451. 8cm 
寸一|壁町立

し |主軸方向

量|短軸 308.5cm 積 11.4m' 壁溝深な し 形 態不整楕円形

粗掘りが終了し、プラン確認作業開始寵後、土質による滞水度(温度)の差からか、

プラン確認 時茶褐色土のベース上にやや黒味の強い土の部分が確認された。プランは、不整な楕

時の状態 円形を52し、伊の石と思われる石村が中央からやや南側で露出している。

覆土は撹乱されているためか、自然または人為的な堆種なのか判別しがたい。床面は

覆土と床面 よく踏み留められているが、凹凸が激しい。また炉石以外にも長軸方向に自然石が多

の状態 く検出されている。北側壁下が階段状を呈している。

中主 1cー・
床面上に 5カ所ピットが検出されているが、柱穴と推定されるものは無い。

炉
床面からやや南寄りに、焼土を閤むように自然石が並べられており、石組炉と思われ

るG

遺 物 土器片55点、ブレイク 1点が覆土中から出土している。



ごた層註記

I lOY Rl.J1'黒色粘性やや~~ しまりやや強 2 lOYR% 黒褐色あIj性やや強 しまり中将皮

4 2と同じ3 lOY R% 時褐色粘性やや~~ しまり r.p綜度

5 2と同じ 6 3と同じ

7 lOY R% 日昔褐色 粕性やや弱 しまりやや強 8 lOYR% 黒褐色粘性やや弱 しまり中根度

10 lOY H.% 黒縄色 村性やや~~ しまり中綜度9 7と同じ

11 lOY R% 階褐色粘性やや強 しまりやや必

第9i表 上葛岡II遺跡S1 uu3竪穴住居跡計iMiJ.説明表

検出地区 6-H、7 H |実 ~ftlJ 間番号 1 248 図版番号 196、197

刻*-2叶壁寸10cm1壁講幅1な し 主軸方向 不明

量短軸 現状 228.2cm 面積 5.71m' 壁溝j菜な し 背3 官_u.包e、 不明

プラン確認
前年秋の試掘調査の 2本のトレンチと、本調査時の抜根作業により破壊され緊穴住居

時の状態
跡の北東側凡そうdを残すのみであった。この地区は地山面にも礁が多いため、遺構確

認が非常に難しく、 「石組炉」の存荘によりようや，<確認された。

覆土と床面 プラン確認時に既に床面まで剥土しているため、覆土の察は不能で、あった。床面は、

の状態 大礁が多く混入する土層を踏み固めたものであるが、回凸が激しい。

柱 ^ 炉の西側で2カ所検出されているが、いずれも lOcm程度の深きである。
!上戸 自然石(円喋・角1禦)を利用して円形の石組炉をつくっている。

遺 物 縄文土器細片 2点が床面から出土している。
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第98表 上葛岡II遺跡、出土土器拓影図説明表

拓影番号 出土地区 出土層{立 三主 百己 :番 号 11寺代・時期 形態・部位 文様構成 内 liii調撃 胎 ゴ二 色 i調 図版番号

250-1 Bトレ 7~ITW:32 範囲カクニン
iコ縁音[¥ L、沈線、鮎燈 ミカキ 砂粒少量 7.5Y 、R控J~i' 

Bトレ lこ.hし

2 I Bトレ 79 T W:3~~ !~M[Jカクニン
口出家昔1¥ L、沈線、鮎溜 ミカキ 砂粒含む に10ぶYいR]{寅燈日トレ

:3 I Bトレ 79TW:32 範rwカクニン l制部 L、沈線、貼溜 ミ力、三千 砂粒~ï3-む 10Y R]黄4 
Bトレ lこぶし、 澄

4 I Bトレ 79TW:32 範匪iカクニン
I!阿部 L、沈線、貼溜 ミガキ 砂粒含む 10Y 笠d 

Bトレ lこ，;>し、

5 I Bトレ 79γW .3~~ jま組[問!曹:I:iクニン
Bトレ浮 の下

口縁音1¥ L、比線、貼溜 ミカ、キ 砂粒含む 10Y R]賞4 
lこぶし、 撹

251-1 S 1001 
80TW.32 S 1001 

11同部 LR ナデ 砂小粒喋少少量量 7.5Y 、R樟見 201-9 RP6 lこ...;-:'し

2 I S 1001 80TW32 S 1001 
腕部 LR ナデ 砂;石粒英含少む量 7.5Y 、R褐K 201-lO RP9 にふ~

:3 I S 1001 80TW32 S 1001 
胴音1¥ RL ナテ 砂粒少量

I 10Y R}'& 
R P10 明賞褐

4 I S 1001 
80T W.32 S 1001 

胴音1¥ 複節 7 砂粒少量 |10唱R P 11 lこぶし、

i8川 32 S 1001 5YR 5 I S 1001 
R P12 胴音1¥ RLR ナデ 砂粒少量 lこぶし斗3畳4 201-18 

6 I S 1 001 80T W.32 S 1001 
I! ~j 部 ? へラナデ 砂:r:I粒英少少量量 17M  201-21 R P 14 灰白

7 I S 1001 80 T W32 S 1 001 
日持 者1¥ ? へラナテ 砂粒含む 5 Y3rI 201-19 R P14 灰白

8 I S 1 001 80 T W32 S 1 001 
I!pij 吾1¥ 沈線 へラナデ 砂小粒磯含少量む 1に0ぷYいR%黄樟 201-15 RP14 

9 I S 1 001 80T W32 S 1001 
腕部 沈線、 LR ナデ 石砂蛇英含少量む、 小喋少量 2灰.5白Y%  201--1.3 RP14 

10 S 1001 80T W.32 S 1001 
腕部 沈線 ミガキ 砂粒含む

5Y% 201-11 RP14 灰13

11 S 1001 
80T W32 S 1001 

腕部 沈線 へラナデ 砂小粒喋含少む量
2.5Y7.2 201-22 R P14 灰黄

12 S 1001 
80TW32 S 1001 

腕部 沈線 ミガキ 砂小粒喋含少む量 lOY R~黄4: 201-23 RP14 にぶい褐

1.3 S 1001 
80T W32 S 1001 

腕部 沈線、縄文 すをナナデデ 砂粒含む
2.5Y.5{ 201-14 R P14 Jk白

14 S 1001 
80T W32 S 1001 

胴吉1¥ ? へラナデ 7.5Y 、R褐% :m1-16 R P14 Lこム<¥.

15 S 1001 
80T W32 S 1001 

日阿 部 LR へラナデ 砂小粒1喋少少量量 2灰.5白Y万 201-17 RP14 



拓影番号 出土地区 出土 F層{立 記 番 口下王 時代・時期 形態・部位 文様構成 内 i面調整 日会 色 調 間版番号

251-16 S 1001 80TW32 S1001 
日阿 部 沈線、 LR ヘラナテ 砂粒少量 10Y R，!-賞d 201-12 H P14 

lこぶし、 惜

17 S 1001 80TW32 S 1001 
日阿 部 ? ヘラナデ 砂粒含む 2.5Y}/2 

201-20 R P14 
灰黄

18 S 1001 80T W32 S 1001 
1阿部 RL ヘラナデ 砂粒少量 10YR ，!-~ 

201-1 R P 14 lこぶし、 桂

19 S 1001 80T W32 S 1001 
口縁部 ? ナデ 砂粒含む 201-' 2 R P 14 

lこぶしミ tif 

20 S 1001 80T W:-l2 S 1001 
胴音11 沈線 ? 10Y R~イ

201-3 H. P 14 
褐灰

21 S 1001 80TW32 S 1001 
腕部 RL ナテ 砂小粒聴含少む量 7控.5Y R%  201-4 R P 14 

22 S 1001 80TW~12 S 1001 
日阿 部 RL ナテ 砂粒少量 1l0 :JY JいR:賞五樟 201-5 R P14 

23 S 1001 80TW32 S 1001 
口結部 ヘラナデ lOY R:賞日 201-6 R P14 

に v~~い控

24 S 1001 80T W32 1001 
1阿部 RL ナテ 砂粒少量 10Y R~?-8 会1tJ1 201-7 R P14 

l ニ v~~. ~、

25 S 1001 80T W32 S 1001 
口跡部 ? ナデ 砂小粒喋含少量む 2.5Y% R P 14 

灰白

252-1 S 1001 80TW32 S 1001 
胸部 RL ヘラナデ {I弘、主主少量 7.5Y 、 202-1 R P14 

lこ v~;. し

2 I S 1001 80TW32 S1001 
2阿部 RL ヘフナァ 砂小破粒少少量量 J25Y R%  

灰白

3 I S 1001 80TW32 
腕部 RL ナデ 石砂粒英少少審量 小碓少量 1|75Y、R権% 202-14 R P20 

lこ v~~l 

4 I S 1001 80TW3:2 S 1001 
腕部 RL 砂粒含む 7.5Y R.% 202-24 R P19 tif に

5 I S 1001 80TW32 S 1001 
III号部 LR、i土線 ナデ 砂小粒礎少少量量 lOYR% :W2-16I RP i主黄一撹

6 I S 1001 80TW32 S 1001 
l!fiIJ 部 RL ? 砂粒少量 5 Y R.% :202-25 R P 15 

t笠

7 I S 1001 80 T W 32 S 1 001 
日阿 部 RL へラナデ 砂小粒l珠少少量量 7.5Y 、R境% R P15 lこふ、し

8 I S 1 001 80TW32 S 1001 
!底部 RL 202-17 R P15 

9 I S 1001 80T W32 S 1001 
1阿部 RL ナデ 砂小粒喋少少量量 5YR% 201-25 R P15 

t査

10 S 1001 80T W32 S 1001 
腕部 沈線、 RL、隣消 ミカ、白キ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 202-18 R P17 

lこ .~~'l

11 S 1001 80T W32 S 1001 
胴音11 LR ナデ 砂粒少量 7.5黄Y櫨Rよ~/4り 202-:3 R P16 

j支 黒い

l
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H
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12 S 1001 80TW32 S 1001 
Ij[~] 部 RL 砂粒少量 7.5Y、R横~~ 202-4 I R P15 l こ，;~'" 

13 S 1001 80TW32 S 1001 
ij[o] 部 RL へラナテ、 砂小粒磯少少量量 2.5Y R%  

20日 41R P19 明赤褐

14 S 1001 80TW32 S1001 
胸部 RL へラナテ 砂粒少量 5 Y R7赤i 201-26 R P15 にぶい褐

80TW:32 S1001 5YR% 15 S 1001 
R P20 胸部 RL ナテ 砂粒少量

明赤褐 202-15 

253-1 S 1002 
80T W32 S 1002 

ロがよ部 LR ナデ 砂小粒喋少少量量
Rl・J{

202-26 RP9 呈主

2 I S 1002 80T W32 S 1002 
口融音[1 LR ナデ 砂粒含む

lOYR克
202-5 RPl 黒掲

3 I S 1002 80TW32 S1002 
腕部 RL へラ十デ 砂小粒喋少含量む 7.5Y R% 202-27 RP2 

4 I S 1002 80TW32 S1002 
iコ縁部 LR へラナテ、 砂小粒際含少む量 5YRラ1f4i:2 202-29 RP3 lこぶし、 褐

5 I S 1002 80TW32 S1002 
)j阿部 RL ナデ 砂粒含む

7.5YRJ-ii 
202-6 RP5 キ笠

6 I S 1002 80T W32 S 1002 
口綾部 ? へラナデ 砂石粒英少少量量 7.5Y R%  202-7 RP5 イ4トru

7 I S 1002 80T W32 S 1002 )j阿部 R へラナデ 砂粒少量 7.5Y 、R控J-~ 202-13 RP6 lこがi、し

8 I S 1002 80T W32 S 1002 
腕部 RL へラナデ 石砂粒英少少量量

7.5Y R%' 
202-32 RP・8 +宣

9 I S 1002 80T W32 S 1002 
Jj阿部 ? へラナテ 砂石粒英少少量量、小開少量 10Y R%  202-30 R P10 褐

10 S 1002 80T W32 S 1002 
仁Lj:安部 j尤線 ナデ 砂粒少量 10Y R% 202-31 R Pll j芙賞者登

11 S 1002 80T W32 S 1002 
1阿部 沈線 ミカ(，3(- 砂粒少量 10YRJ:黄J 202-8 R P12 lこぶし、 指

12 S 1002 80T W32 S 1002 
口綾部 沈線 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R樟}iI 202一日R P13 l こ....--.J~し

13 S 1002 80TW32 S 1002 
JjpU 部 ヘラナデ 砂石粒英少少量量 7.5YR% 202-20 R P14 褐

14 S 1002 80TW32 S 1002 
H阿部 LR へラナデ 砂石粒英少少量量 7 .5Y R封 202-21 R P13 褐

15 S 1002 80TW32 S1002 
仁!綾部 LR へラナテ 砂小粒礎少少量量 10Y R7f 202-23 R P15 褐灰

16 S 1002 80TW32 S 1002 
即時 部 LR ヘラナデ 砂砂粒粒含少む量、 小喋少量 lOY RJ黄4 203-12 R P 16 lこぶし、 控

17 S 1002 80TW32 S 1002 
M[iij 部 ? ヘラナテ 砂石粒英少少量量 10Y RJ賞4 R P16 lこぶし、 樫

18 S 1002 80TW32 S 1002 
胸部 RL ミガキ 砂小粒喋含少む量

5YR多i3' 202-22 R P17 日月赤褐i 

i
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J石影番号 出オニJ也[王 H:lj二高位 5主 百己 番 すICO u寺代・時j塙 形態・部位 文慌構成 内面調整 土 色 訴i 図版喜子号ー

253-19 S 1002 80TW32 S 1002 
)j阿部 RL ミガキ 砂小粒際少少量量 7j受.5賞Y燈Rよ%り赤い 202-13 R P18 

W32 S 1002 5YR% 20 S 1002 
19 )j阿部 RL ミカ句キ

4f2E ZS4 

21 S 1002 80TW:32 S 1002 
)1阿部 ? へラナテ 砂小粒磯少含量む 5YR% 202-9 R P22 明赤褐

22 S 1002 80T W32 S 1002 
!ま音[S RL へラナテ 砂粒含む 10Y R 瓦貰

R P26 lこぶし、 指

23 S 1002 80T 'N32 S 1002 
)lliiJ 部 RL ナデ 砂粒含む 7.5Y R五 202-10 R P29 +畳

24 S 1002 80T W32 S 1002 )jliij 部 L へラナデ 砂粒少量 賞4段 202-28 R P21 

25 S 1002 80TW:32 S 1002 
仁H:支部 LR ナデ 石砂粒英少少量量 小i球少量 10Y R%  R P24 黒褐

26 S 1002 80 T 'vY:32 S 1 002 )jpij 部 RL ナデ m、唱少量 7.5YRJ'6 202--11 R P28 tトf支LL 

27 S 1002 80T W:32 S 1002 
)jliij 部 L ナデ | 砂石粒悶英少少姐量量量: づ小い叩、寸! 10Y R1'l' 202-12 R P:32 黒縄

254-1 S 1002 80 T W 32 S 1 002 
仁lk';支部 LR へラナデ

砂砂小石枝理粒英少少少少量量量量

5YR撞% 204-14 R P:32 に-~;'"ミ

2 I S 1002 80TW32 SI002 
胴音[S RL へラナテ 7.5Y R対

203-4 H. P 3:3 褐

:3 I S 1002 80TW32 S 1002 
胸部 LH.、!藷iili ミガキ H%  203“一11H P35 fまi

4 I S 1002 80T¥V:-l2 S 1002 
腕部 ミガキ 砂粒少量 7.5YR.% 

R P36 灰褐

5 I S 1回 2 8りτvV32 S 1002 
胴部 HL ナデ 砂粒少量 7.5Y R%  

R P37 援

6 I S 1002 80TW32 SI002 
胸部 HL ナデ

砂砂小百対開粒英立少少少少量量量量

5YR% 203-3 R P:39 明赤字詰

7 I S 1002 
80TW32 S 1002 

腕部 R ナデ 7.5 Y 、R按見
R P40 に~~;." 

8 I S 1002 80TW32 SI002 
)j[ffJ 部 fミL ナテ 砂粒少量

10Y H%  20:3-1 R P41 灰黄褐

9 I S 1002 80TW32 SI002 
胴官11 7 ナデ 砂粒少量 10Y RJii 203--6 R P42 HJJ黄褐

10 S 1002 80T W:i2 S 1002 )J阿部 RL ミガキ

制6右石H粒英英1含少少少む量量最

5YH% 203-29 R P43 赤褐

11 S 1002 80TW32 S 1002 
)J阿部 HL ナデ lOYR% 203-2 R P44 j芙賀指

12 S 1002 
80TW32 Sl002 

)j[，j 部 ミガキ 長，!;粒少量 5YH% 203-15 R P45 明赤褐一



13 S 1002 80TW32 S I002 
日 ri~ 部 HL ミカミ 砂小粒熊少含む量 7.5 Y H%  203-16 H P46 

14 S 1002 80TW32 S I002 
腕部 ミカミ 砂粒少量 7.5Y 、R褐.9~3 

H P47 に<~;'\O

15 S 1002 80TW32 S 1002 
IJfi~音1\ LR へラナデ

安石砂そiづ粒英英t¥L少少少少量量量量 小暗少量

7.5Y H.?'Í~ 2(s--17 R P48 樟

16 S 1002 80TW32 S I002 
日阿 部 ? ナテ 5 Y R5赤~!' 20:3--5 R P50 にぶい褐

S 1002 80TW32 S I002 
胴部 HL ミガキ 砂粒少量

10Y R% 203-7 R P52 i受賞燈

18 S 1002 80TW32 S 1002 
日阿 部 LR、!嘗消 ミ力、キ 砂粒少量

2，5YH，?/r， 
203-8 R P55 明赤褐

19 S 1002 80TW32 S 1002 
日阿 部 LR縄、文RL、 ミガキ 砂粒微量

7，5Y R，%' 
R P55 ;:];:]:lit 様

20 S 1002 80TW32 SI002 
日阿 部 ? へラナデ 砂小粒関少少量量ー

7.5YR% 203-9 H P55 鴇

21 S 1002 8υTW32 S I002 
仁川北部 LR、沈線 ナデ 砂石粒英少少量量 25)G ーYブ.9~í沃 203-10 R P55 オ i

22 S 1002 80TW32 S 1002 
IJfi~ 在日 7 ナデ

E石砂石b車英粒英'IL少少少少量量量量 'H~少量
7 .5Y R対

R P56 褐

23 S 1002 80TW32 S I002 
日阿 部 ? ナデ 2，5Y R.部 203--19 R P58 明J赤褐

24 S 1002 80TW32 SI002 
日阿 部 HL ミガキ 長ノj会、粒1務少少量量 極5暗Y亦R7褐d 203-20 R P61 

25 S 1002 80TW32 S I002 
日阿 部 LR ナテ 砂粒微量 10Y R3-'I 

R P62 ~l 

26 S 1002 80TW32 S I002 
仁Ik，該部 ミガ斗 砂粒少量 7.5Y RJ~ 

R P6~; +笠

27 S 1002 80TW32 S 1002 
~[iij 部 L ミガキ 砂小粒喋少少量量 7に5ぶYいR樫先' 203-18 R P77 

255-1 2-E 
80TW32 2 E 

日阿 部 L ヘラナデ 砂小粒醗少少量量 7.5Y 、R樟% 203-2:3 R P69 lこ<~;'し

21 2-F 80TW32 2 F 
胴音1¥ ? ナテ 砂石粒英含含むむ 10Y R% 204-11 R P72 j芙黄櫨

31 2-H 80TW32 2 H 
胴音1¥ HL ミガキ 砂粒含む

5YR% 204-12 RP カクニン:百 監

41 2 -1 80TW32 2 I 
IJ阿部 LR へラナテ

砂小砂石粒粒英理少少少多量量量量

7，5Y 、R桂.)'/4 203-24 lこ.，i;;'し

51 3-E 80TW32 3 E 
日阿 部 7 ナデ 7.5Y R.% 204-13 R P64 i芙賞桂

61 :3-E 80TW32 3 E 
1阿部 網自状撚糸文 ナデ 砂粒含む 7.5Y 、R指兄 204--14 R P43 lこ<~;'し

71 :"3-H  80TW32 3 H 
腕部 LR、LR、沼状 ミカ、持 砂粒少量 7.5Y R，Ys 204-15 R P 15 石英含む 黄燈



拓影番号 出土地区 出土層位 百己 番 Jjコデ 時代・時期 形態・部位 文様構成 内閣調整 月台 オ: 色 調 図版番号

255-8 3 -1 80TW32 3 1 
ロ縁部 刺L突、沈線、貼寝、 ナテ 砂粒少量 5YR% 203-25 RPll 

赤褐

9 I 3 -1 80TW32 3 1 
目阿 部 L へラナデ 砂小粒開少少量量 5YR% 203-26 RPll 

撹

10 3 -1 80TW32 3 1 
1阿部 L ナデ

砂小砂小粒喋粒暗少少少少最量量量

7.5Y Rタi 203-27 RP11 
褐

11 3 -1 80TW32 3 1 
腕部 L ミガキ 5 Y R;'EI 

R P 11 4丑
12 3 I 

80TW32 G-3 1 
日阿 部 ? ミif:Jそ 砂粒少量 2.5Y R%  

204-9 R P12 i炎黄

13 3 
80TW32 3 1 

腕部 LR ミ7ゲキ 砂粒少量 203-28 RPl1 にぶい褐

14 3 -1 80TW32 3 1 
1阿部 LR 〈、ラナデ 砂小喋粒少少量量 5 Y R.%' 

204-31 RPll 明i}j;:f易

15 3 80TW32 3 1 
IJI~J'l部 縄文庄痕 砂粒少量 10Y H.% 

R P14 i:足首H在
16 3 -1 

80TW:32 3 1 
胸部 LR ナデ 砂粒少量 5YR先

204-lO RPll 必;1局

17 3 -1 80TW32 3 1 
腕部 RL へラナデ 砂粒少量 7.5 Y 、R褐% 204-16 H.P11 lこ_;;'，

18 3 -1 80TW32 3 1 
胸部 LR ナテ 砂粒少量 5YR滋% l7 R P12 lこ_;;.，、

19 :3 - 1 80TW:32 3 1 
口減音fS LR へラナデ 砂粒少量 7.5YH.% 204-:30 RPll 褐

20 :3 - 1 80T W~i2 3 1 
IJriIJ部 沈線、 L ナデ 砂粒少量 7.5YH.% 204-18 RPl1 褐

256-1 3 
80TW32 3 1 

)JIiiJ i部 RL ナデ 砂小粒限含少む量 7.5Y R;'EI 
H.Pll ネ宣

2 I 3 -1 80TW32 :3 1 
IJI司部 LH. ナテ 砂小礎粒少少量量 2H者.5赤Y褐R% H. P 10 

3 I :3 - 1 80TW32 3 1 
腕部 LR ナデ

砂小砂小粒時粒聴少少少少量量景量

5YR多6
RPll 日月亦褐

4 I 4 -1 80TW32 4 1 
胴部 LR ミガキ 5YR是正 204-1 R P 12 時亦褐

51 4 - 1 
80TW32 4 1 

胸部 RL ナデ

砂石'砂ト粒理粒1Ji.:少少少少量量量景

5 Y R)ぬ41 205-15 R P12 にぶい褐

61 5-D 
80TW:32 5 D m号部 RL ミガキ 7.5 Y 、H..槌?~g R P:35 lニJ、し

71 5-D 
80TW32 5D 

IJfd] 部 ? ナデ 砂石粒英少少量量 10Y R%  204-2 R P26 褐灰

8 I 5 D 80TW32 5 D 
胸部 L撚糸丈 1i~jノ粒含む llこOぶYしF♂Fd f格R P24 
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91 5-D 
80TW:32 5D 

日阿 部 LR 砂れ，].少量 2.5 Y Hち6
R P23 ネを

10 5-D 
80TW~)2 5D 

日阿 部 ? へラナテ 砂小粒li祭;微少;量量 7.5 Y 、Rft血HJ-d R P25 iこv;:し

11 5 D 
80TW32 51コ

日阿 部 7 ヘラナテ 砂粒少量 5 Y R)亦~t 204-4 R P25 lこぶし、 鵠

12 5-D 80TW32 5D 
日阿 部 RL ii'!1、約少量 7.5Y R九F

R P26 !明掲灰

13 5-E 80TW32 5E 
日阿 部 不登撚糸文 ミカ!キ 砂悦少量 7荒.5賀Y燈H% 204-24 R P22 

14 5-G 80TW32 5G 
1阿部 撚糸文 外liiiミカ‘キ 砂:粒{数量

2.5Y R%' 204--19 RP2 ネを

15 6 D 
80TW32 6D m号部 ミIjキ 砂粒少量 5YR% 204-5 R P33 

80TW32 6 D 16 6-D 
R P32 腕部 ミカキ 砂粒含む 7lこ.5ぶYし、R十歪9~' 204-7 

17 6-[) 80TW32 6 D 
腕部 RL ミ7ゲキ 砂粒含む

5 Y R}6 
R P31 t笠

18 6-D 80TW32 (.) D 
1阿部 LR ヘラナテ 砂石粒英少少量量 7.5YH.% 204-20 R P:.ll k在

19 6-D 80TW32 6 D 1問音[1 ? ヘラナテ 砂小破l::li:少少量量 ;j7{芳.5賀Y燈R.%" 204--21 H P28 

20 6-[) 80TW32 6 D 
鋼部 RL ナテ 砂校含む 10YR?-1 204-22 R P29 ;鳩灰

80TW32 6 D 

石砂小砂位礎位英少少少少i量量量i 
21 (.) D 

H P32 1同部 RL ヘラナデ )に5ぶYいR褐% 204-8 

22 6-D 80TW32 6 D 
目阿 部 LR ミ7ゲキ 7.5 Y 、

H P:-30 lこ.;;'1，

23 6-E 
80TW32 6 E 

鋼部 し ミ7ゲキ 砂小粒隊含少む量
lOY R]/EI 

H P20 明黄褐

24 6-E 80TW32 6 E 
n[~J 部 制白状撚糸文 ミ1/キ 砂粒少量 I~褐山対 204-29 H P 16 

25 6 E 
80TW32 6 E 

』阿部 不整撚糸文 ヘラナテ 砂小粒際少少量量 10Y RJ'i 
R P35 灰色

26 6-E 80TW32 6 E n[ijJ 部 不整撚糸文 ナデ 砂粒子含む 10Y RJ賞4 204-23 H P40 lこぶし、 控

27 6-E 
80TW32 6 E 

腕部 不整撚糸文 ナテ 砂粒含む lOY RJ賞4 
H P37 lこぶし、 撹

28 6-E 80TW32 6 E 
1阿部 不整撚糸文 へラナデ 砂粒含む 10Y RJ黄4 204-28 H P38 lこぶい控

29 6-E 
80TW32 6 E 

腕部 不整燃糸文 ミ-Ji、キ 砂粒少量
lOYR% 

H P39 i芙黄措

257-1 6-E 
80TW32 6 E 

胴部 ? ミガキ 砂粒含む
7.5YR% 

H P18 h萱
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拓影番号 出土地区 出土層{立 註 百己 話: 号 時代・時期j 形態・部位 文操構成 内直i 調~ 日台 立命 色 調 図版番号

257-2 6 E 80TW32 6 E 
~~J 部 ? ミカ、キ 砂粒少量

7.5YR% 
R P4.1 i交安1登

31 6-E 
80TW32 6 E 

ロ綾部 ? ナテ 砂粒少量

1lにに0OY Y ぷよいいRJ黄瓦黄d置置

205-16 H. P44 

416-E 
80TW32 6 E 

腕部 ? ミガキ 砂粒含むR P19 

516 -E  80TW32 6 E 
日間 部 LR へラナテ、

砂小砂百粒哩粒英少少少多量量量量 小傑少量

2.5やYやR明%る4宣よ 205-1 R P34 1) "'?"'? sfl6 ¥，、

61 6-E 
80TW32 6 E 

底部 ? ナテ
lOYR% 

R P36 j莞黄櫨

716 E 
80TW32 6 E 

胴部 網自状撚糸文 へラナデ 砂粒含む
7.5Y R%  205-11 R P20 キ量

81 6 E 
80TW32 6 E 

胴 fm ? ナテ 1i']，'粒:をむ 7.5Y 、R桂，?i 
R P20 にJ、し

916 -E  80TVV32 6 E 
制部 ~t線 ミガキ 砂粒含む 7浅5黄Y撹R%  205-6 R P42 

10 6 E 
80TW32 6E 

日間 部 撚糸文 ナデ 砂粒少量 7i莞骨5黄Y境R.% 205-12 R P21 

11 6-E 
80TW32 6 E 

目岡 部 i土未来 ミガキ 砂粒含む 10Y R~裁4 205-10 R P 17 にぶい t笠

12 6 G 
80TW32 6 G 

目阿 部 ? ミ力、キ 砂粒{紋量 5 Y R~，赤4 205-8 R P 1 lこぶい 羽目

13 6-K 
80TW32 6 K 

劇部 ? ミカ、!キ 砂粒少量 10Y RJ黄4撞
R P88 l こ.~~.\，、

14 6-K 80T W32 6 K l腕部 1t#場i ナテ 砂粒少量 10Y R}宣J言 205-5 RP8 にJJい撞

15 7-D 
80T W32: 7 D 

腕部 7 ナデ 砂首粒英少少量量
7.5YR~，f 

2:05-9 R P46 褐灰

16 7-H 
80T W32 7 H 

胸部 LR ミガキ 砂粒少量
7.5YR% 205-17 R P88 1登

17 7-H 
80TW32 7H 

日主主t~B ? ミカキ 砂小粒開含少む量
7.5YRJiI 2:05-13 

R P90 lこ~;< ¥， 

18 7 J 
80T W:32 7 J 

目阿 部 LR 5YR% 2:05-14 RP3 S!'j赤褐

19 7-H 
80T W32: 7 f-l 

胴部 RL ミカ‘キ 砂小粒時少少量量 7.5Y 、R千品持 2:05-4 R P90 l二. .i<¥' 

20 7 J 
80TW32 7 J 

制部 RLR ナテ 砂粒少量 7.5Y 、R極，I，~ 
RP3 lこ. .ì~' ¥， 

21 8-K 
80TW32 8 K m可部 LR ミガキ

砂J砂小j、世粒喋鴨少少少少量量量量

10Y R黄3-ii櫨 2:05-2 
RP lこ.... ;.~し、

22 8 K 
80TW32 8K 

1阿部 LR、沈線 ナデ
7.5Y R}iI 2:05-3 

RP4 桂



N
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23 8 K 
80TW32 8 K 

腕部 LR ヘラナテ

砂小砂小略樫喋粒立少少少少量量量量

lOYR% 205-7 HP5 灰貰褐

24 8-K 80TW32 8 K 
ij[fi] :gl~ LR ミガキ 7.5Y 、R褐% 205-20 RP5 lこJ、し

25 8-K 80T W32 8 K 
iコ梯音I~ j尤線撚糸文 へラナデ 砂粒少量 1に0ぶY 賞褐 205-21 HPI3 

258-1 8-K iコ縁苦I~ LH ナテ 砂粒少量 7.5Y 、R褐9~4 205-24 HP4 に...).し

21 8-K 
80T W3~~ 8 K 

E阿部 LR ミカ'キ 砂粒含む 7.5Y 、R褐Fj 205-25 HP4 

31 8-K 底部 HL へラナテ 砂小粒喋少少量量 7.5Y 、R楼% 205-18 RP5 

41 8-K 
80TW32 8 K 

胴音I~ LR ミガキ

砂砂小小粒碓粒喋少少少少量量量量

1浅0賀Y撞H% 205-213 RP4 

51 8-K 
80TW32 8 K 

H~] 音11 LR ナデ 206-113 RPI3 にぶい偉

618-K 
80TW32 8 K IJlfi] 部 ~:~J 自状撚糸丈 ミ7ケキ 砂粒少量

7.5Y R%' 
205-19 HP4 Tイト丘芝生

71 8-K 
80TW32 8 K 

口~，設官11 LR ナテ 砂粒少量 7，5Y 、R褐% 206-17 HPI3 に..4-:>.し

81 8-K 80TW32 8 K 
腕部 LR ナデ 砂iJ、校喋少少量量

2.5Y Y2 206-5 RP4 !疋黄

91 8 K 
80TW32 8K 

腕部 LH へラナデ 砂粒少量 1lこ0ぶYしE寸34計堂RP4 

10 3 80T W32 
腕部 L へラナデ 砂ノト粒蝶少少量量

7，5YR% 206-13 RPll 明褐

11 3-] 80T W32 
腕部 沈線、 LH へラナデ 砂粒含む 10 Y RF34 を 206-14 RP14 lこぶし、 褐

12 3 80T W32 
胸部 RL、沈線 へラナデ 砂粒含む

10YR}-i 206-26 R P14 灰白

13 7-[) 80T W32 
IJ~] 音11 LR ナデ 1Jj;粒少量 7.5Y RJ~ 206-1 R P47 樟

14 7-D 
80T W3Z 

胸部 LR ナデ 砂石粒英f少fむ量 7.5Y R見
R P47 監

15 7-D 80TW3Z 
底音11 ? ナデ 砂王子粒英含少む量 10Y R%' 賞

R P48 にぶい縄

16 6-D 
80T W3Z 

2阿部 L ミガキ 砂粒含む
5 Y RJi' 

R P49 1畳

17 6-C 
80T W3Z 

胴部 LR ナテ 砂粒少量 7.5Y 、R積瓦 205-22 R P50 l こ，~.;" 1， 

18 7-C 
80TW3:~ 

1阿部 ? ナデ 砂粒含む
7.5Y R%  

R P51 成褐

19 5-C 
80TW3Z 

目阿 部 LR ナデ 砂;石粒英少少量量 7.5Y 、R赤:託褐 206-6 R P52 l こ"~.;" 1， 
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拓影番号 出土地区 tH土層{立 日主 言己 番 号 時代・ fl寺期 形態・部位 文械構成 内面調整 fj台 図版番号

258-20 5-C 80TW32 
J]何音[1 LR ミカ、キ

砂石砂石英英粒粒含少少含量むむ量

7褐.5YR%， "~06-15 R P52 

21 5-C 80TW32 
J]阿部 LR ナデ 5YR.% 

R P52 H者赤褐

22 5-C 80TW3~~ 
J]阿部 LR へラナデ、 砂粒少量

7 .5Y R災 206-11 R P54 褐

23 5-C 80T W32 
J]阿部 LR ナデ 石1I'少英粒含少む量R P54 にぶい褐

24 3-D 
80TW:3~~ 

)j[司部 LR ナテ 砂粒含む 5 Y 笠4 
R P55 lこJ、し、

25 3-D 
80TW3~~ 

)j何苦[¥ LR ナテ 砂小粒磯少少量量 2.5Y 、R赤9~í褐 206-12 R P55 lこJ、し

26 5 --[) 80T W:32 
J]阿部 ? ミカ、三千

五石砂小少粒時英位少少i少微量量量量

5 Y;3-'i 205-23 R P56 灰

259-1 4-[) 80TW32 
仁I~:設者[\ ? ナテ

7.5Y R%  
R P57 灰白

2 1 4 D 
80TW32 

口i吸音[¥ ? ナデ 砂小粒喋微少量量
2.5Y R.%' 

R P58 手登

314 -E  80T W:32 
J][~j 部 LR ミカ、キ 件、粒多量 10Y R%  

R P59 灰賞褐

41 4-E 
80T W:3~: 

腕部 RL ミカ、キ 件、粒少量 7.5Y R%  
R P59 f宣

5 1 4 E 
80TW:32 

Jl係官1¥ LR ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R撞町 ，:06-9 R P60 lこぶし

61 :3-E  80TW:32 J][iIj部 RL ナテ 砂:石粒英少含量む
lOYR封 206-10 R P61 褐灰

71 :3-E  
80TW :3~: 

制官1¥ RL へラ十デ 雲母ー多量 10Y R%  207-18 R P61 灰白

81 3-E 
80TW:3，: 

Jlfuj 音11 RL ナデ lO YR~i 206-21 R P63 灰白よ 明るい

91 3-E 
80TW:32 

Jl阿部 RL ナデ 7.5Y R%  206-22 R P65 j莞賞撞

10 3 E 
80T W32 

腕部 RL ナデ 10Y R~'i 206-23 R P66 灰白

11 3 E 
80TW32 

J]将官1¥ RL ナデ 7.5Y R%  206-28 R P67 浅黄樫

12 3 E 
80TW:3，: i服部 つ ナデ 7.5Y R%  
R P67 世

13 3-E 
80TW:32 

腕部 RL ミ7jキ 10Y R%  206-27 R P68 灰白

14 3 E 
80TW32 

iコ繰音11 LR、'it線 ナデ 砂粒少量
5YR対 206-19 R P70 E疋褐

L ……………  



15 2 F 
80T W32 

)JI~J 部 RL ナデ 砂;Ei粒英少多量量 lにOぶYいRJ賞4母 2:06-24 R P71 

16 2-F 80T W32 
)JI可部 LR ミカ、キ 砂粒少量

10Y P% 206-7 R P72 灰白

17 2-F 
80T W32 

目阿 部 ? ミガキ 砂石粒英含少む量
10Y P~i 2:06-18 R P73 j究賞1笠

18 2-D 80TW3't.! 
胴部 L ナデ 砂粒少量

2.5Y P%  206-4 R P75 明赤褐

19 2-D 80TW3't.! 
lJliiJ 部 RL 、~:t線、「霧消 ナラと 砂粒少量

2.5Y%， 
R P76 i炎貰

20 2-D 80TW3't.: 
服部 RL ミカ、キ 砂小粒瞭含少む量

2.5Y%， 206-3 R P76 i炎黄

21 2-D 
80TW3'Z 

腕部 ? へラナデ 砂粒含む 10Y R や94jj農芸賞様 206-2 R P76 よりゃ い

22 2-D 80TW32 
腕部 RL ミカ‘キ 砂粒少量 10Y R%  206-25 R P76 石英含む j支黄櫨

23 7-G 
80TW32 

iコ縁部 LR、沈線、磨消 ナテ 砂粒少量
10Y Rl・J1

2:06-8 R P77 塁

260-1 7-(; 
80T W32 

lI ~l 部 LR ミカ‘キ 砂粒少量 5YR五 207-4 R P77 黒褐

21 7-G 
80TW32 口縁吉[1 LR 、 ~U~l、潜消 ナデ 砂粒少量

7 .5Y R%' 207-5 R P77 f品

3 1 7 G 
80T W:32 

11阿部 L ミカ、キ 砂小粒磯含少む量
7.5Y R芦6 207-17 R P'i'7 褐

41 7-(; 80TW32 
底部 LR ナデ 砂粒含む

5YR% 207-9 R P77 明赤褐

51 7-(; 80TW32 
ロ繰音[1 LR、沈線、磨消 ナテ 砂粒少量

5 Y R~/i 207-3 R P77 黒褐

6 I 7 G 80TW32 
)]同音11 ? ナデ 砂粒少量 lOYR% 

RP77 j莞黄樫

71 7-G 80TW32 
腕部 LR ナデ 砂粒少量

lOYR% 
R P77 i莞黄撞

81 7，-G 80T W32 
胸部 LR ナデ 砂小粒喋少少量量

10Y R%  
R P77 黒褐

91 8-H 
80TW32 

目阿 部 LR ミ7/キ 砂::fi粒英少少量量 7.5YR~1 207-1 R P78 jゑ褐

10 8-H 
80T W3~~ 

底部 LR ナテ 砂粒含む 5YR 対赤 207-1:3 R P78 にぶい褐

11 8-I-] 
80TW32 

相吉11 LR ナデ J号、粒含む
7.5Y R予{ 207-8 R P78 笠主

12 8-H 
80TW32 

腕部 LR ミ力、キ 砂石粒英含微む量 7.5Y 、R褐民 207-6 R P78 lこぶし

13 8-H 
80T W3~~ 

底部 ナデ 砂粒含む 7.5Y 、R1登兄 207-15 R P78 l こ.~~.It

i
i
N
N
ω
l
i
 



拓影番号 出土地医 [11土層{立 註 言己 番 7EJ コ- 時代・ 11寄Wl 形態・部位 文様構成 内閣調整 土 色 調 @版番号

260-14 8-H 80T W32 
日岡 部 LR ミカdキ 砂粒少量 7.5 Y R%  R P78 にぶい;協

15 8-H 80TW32 
Il同部 LR ミカ、キ 石砂粒英少少量量 7.5Y 、R樟% R P78 

l こ.)~'\.

16 8-H 80TW32 
腕部 LR ナデ 砂粒含む 10Y R%貰' 207-2 R P78 

にぶい褐

17 8 -1 80TW32 
Il阿部 騒帯、縄文圧痕 ミえfキ 砂小磯粒少少量量 2.5Y R%  207-14 R P79 

赤褐

18 8-G 80TW32 
H阿部 LR ナデ 砂小粒磯含少む量 10Y R% 207-10 R P80 

j莞貰撞

19 8-G 80TW32 
IJ同部 LR ナデ 砂小粒喋少少量量 lにOぶYいR}黄~.櫨 207-11 R P80 

20 8-G 80TW32 
胴部 ? ナテ 砂小粒聴含少む量 10Y R%  207-12 R P80 

j莞黄樟

21 8-(; 80TW32 
口縁部 LR ナテ 砂小粒{喋含少む量 10Y R%  207-22 R P80 

浅黄櫨

261-1 8 (; 8tHW32 
胴部 LR ナデ 砂粒少量 j川 R% 207-16 I R P80 i:完賞樟

218-(; 80T W32 
口;Iiま部 LR ナデ 砂粒少量 10Y R先

207-21 I R P80 
浅黄桂

31 8 G 
80T W32 

Il間部 ? ナデ 砂小粒磯含少む量 lOY R.% R P80 
浅賀糧

41 8-G 80TW32 
Ilffi] 音11 LR ナデ 砂粒少量 10Y R 賞月 :207-7 R P80 

にぶい撹

51 8-G 80TW32 
j胸部 ? ナテ

砂粒含む 10Y R%  R P80 i竣少量 j芙貰燈

618-(; 80T W3;~ 
I1阿部 ? ナテ 砂小粒礎含少む量 lOY R，%， R P80 

j美賀燈

718 -G  80TW32 
腕部 ? ナデ 砂小粒l凝含少む量 10Y R%  R P80 

j究賞燈

81 8-G 80T W32 
胴苦11 LR ナデ 砂小粒磯含少む量 lOY R，I'黄4 R P80 lこぶし、 控

91 8-G 80T W32 
目阿 部 7 ナデ 石少1主含む 10Y R%  R P80 

浅黄櫨

10 8-G 80T W32 
ij~] 音11 ? ナデ 砂小粒磯含少む量R P80 

11 8-G 80TW32 
腕部 LR ナテ 砂小粒喋含少む量 lOYR% R P80 i支黄撹

12 8-G 80TW3i~ 
l阿部 LR ナデ

砂砂小小粒粒E噌F古含少少む量む量

7.5YR% R P80 
j芙黄楼

13 8-(; 80T W3::~ 
1阿部; ? ナテ 10Y R%  R P80 

j莞黄樟

i
l
N
N品

i
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14 8-G 80TW32 
lコ綾部 ? ナデ 砂小粒球含少む量 10Y R%  

R P80 j支黄櫨

15 8-G 80TW32 
[]縁部 RL ナデ 砂粒含む 10Y R瓦黄燈R P80 l こ.~~. ~、

16 8-G 80TW32 
日rrr] 1:fs LR ナデ 小砂球粒少含量む 10Y R%  

R P80 浅黄棺

17 8-G 80TW32 
腕部 ? ナデ 砂小開粒少含量む 7.5YR.% 

R P80 i完黄指

18 7-H 80TW:32 
口綾部 ~糸文 ナデ 砂ノH粒1せ 、量 7.5Y Rぢ 207-23 R P81 灰褐

19 2 G 80TW32 
胴部 RL、沈線 ミガキ 砂粒少量 5Y]1' 207-20 R P82 灰白

20 2-G 80TW32 
腕部 RL、沈線 ミカ、、キ 砂粒少量 i:~寅樟 % 207-19 R P83 

21 2-G 80TW32 
III可部 RL 、~:UJJt ミカーキ 砂粒少量 2.5YYI 207-24 R P83 貰J~疋

262-1 2-G 80T W32 
Il阿部 RL へラナデ 砂粒少量 2.5Y]1' 208-11 R P83 灰白

2 I 4 1 80T W32 
1阿部 LR へラナデ 砂粒含む

10Y R%  208-12 R P84 灰貰褐

31 6-H 80TW32 
胴部 L ミガキ 小砂喋粒数少倍量! 7.5りYやR%や明褐る色 208-7 R P85 よ明 L、

4 1 7 l 
80T W32 

JJI可部 ナテ 砂粒少量 10Y R%  208-2 R P87 j莞賞樟

51 7-H 80TW32 
胴部 ? へラナデ 砂粒含む 5YR釘

208-10 R P88 時オリーブ灰

6 1 7一日
80TW32 

|胴部
? へラナテ、 砂粒少量 7.5Y R~五 208-13 R P88 

71 7-H 80TW32 
1阿部 LR ミカ、.キ

砂小砂小粒喋粒碓少少少少量量量量

5YR話
208-5 R P89 赤褐

8 1 7 H 80TW32 
胴部 撚糸文 ナデ lOYR% 208-4 R P90 i美賀樟

91 7-H 80TW32 
日間 部 LR ミカ、、キ 砂粒少量 7.5YR% 208-1 R P90 暗褐

10 7-H 
80T W32 

日向 部 ? ミガキ 砂小粒磯少少量量 10Y R%  208-15 R P90 i主主H畳
11 7-H 80T W32 

腕部 撚糸丈 ナデ 砂粒含む 7.5Y 、R樟% 208-14 R P90 に .J~' し

12 7-H 80TW32 
胸部 L ナデ 砂粒多量 5YR% 

208-6 R P90 j炎樟よ 擢iい

13 7-H 80TW32 
胴部 撚糸文 ナデ 砂小粒磯少少量量 7.5Y R;rI 

208-16 R P91 褐灰

14 7-H 80TW32 
胴部 RL ナデ 砂石粒英少多量量、小喋小量 10Y R%  2ワ8-8R P91 灰白



拓影番号 出土地区 出土層栓 註 3己 番 手'J 時代・時期 形態・部位 文権構成 内面l調盤 月ム口 ニi二 色 話可 図版番号

262-15 7-H 80TW32 
1阿部 ;昨~{糸丈 ナデ 砂石粒英含少む量、ノj、瞭少量 10Y R月黄櫨 208-9 R P91 lこ.;<~、

16 7-1 80TW32: 
胸部 L ミカ、キ 石砂粒英少少量量 5 YR.% 

R P92 明赤褐

17 80TW32: 
胸部 RL ナデ 砂小粒磯小小量量 5YR% 

明赤褐

18 S 1003 
80 T W3i; S 1 OO~i 

胸部 LR ナデ 砂粒少量
5YR% 203-22 RP2 明赤掲

19 S 1003 80 T W32: S 1 00::1 
腕部 LR ナテ 小磯少量

1O YR)'，~ 
203-21 RP5 灰賞褐

20 80TW32 
胸部 ? ミガキ 石砂粒英少少量量 11こ0ぶYしF改%計宣 208-3 

21 80TW32 
間部 L ナデ 砂小粒碓少少量量 10Y R~黄4 

一一ー一一戸ゐ一回目1--
lこぶし 3 樟

上葛岡II遺跡出土石器実測図説明表

大 e' き (単位m田) 一実illiJ図番号 出土地区 出土層{立 言己 番 号 横 日IJ
長さ 中詰 厚さ 重さ(g)

石 ~~[ I~(I版番号 i1H 若J手

266-1 S 1002 
80T W32 S 1002 制片ー 33 22 11 6.9 セキエイ 210-10 RQ10 

2 S 1002 80T W32 S 1002 
箆状石器 58 29 13 16.6 ケ、ソ岩 210-12 RQ18 

3 6-1( 80T W32 6 K 
剥)ヰ 62 50 3D 56.2 アンザン岩 210-13 RQ4 

4 7--1( 
80TW32 7 --K 

剥片 109 72 41 171.1 アンザン岩 "~09-24 RQ :3 

5 7 -G  80TW:~2 
操石 104 81 64 729.6 アンザン岩 209-22 R Q13 

267-1 S 1001 80TW32 S 1001 
制片 48 25 7 4.4 ケツ岩 ~:09-14 RQ4 

2 S 1001 80TW32 S 1001 多I]g- 45 36 9 6.6 ケツミヨ ~:09-20 R I~ 3 

3 S 1001 [8m32SI(川 料片 26 21 6 2.4 ケイ質ケツ岩 209-5 R I~ 3 

4 S 1001 
80T W32 S 1001 

会Ij片 33 27 7 5.1 ケツ岩 209-4， R (~ 6 

5 S 1001 
80T W32 S 1001 全日yl- 47 30 11 7.7 ケツ岩 210-11 RQ2 

6 S 1001 80T W32 S 1001 
剥J:'i' 23 24 5 2. :3 ケツ岩 209-1 R (~ :3 

第99表
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7 S 1001 
おOTW32 S 1001 会IJ片 107 52 22 118.5 サ ~j' 209一一23
R (~ 7 

8 S 1001 
80T V九:32 S 1001 

自然l'I 4】〉亡U 6 3.1 ケツ宅; 209-2 
RQ3 

9 S 1001 
80T W32 S 1001 

相m 6~) 4:-: 19 :38.:3 ナ-.ノi石u.， 210-8 
RQ1 

80T W32 S 1002 
268-1 S 1002 R Q 16 示IJI¥ 18 21 7 1.7 ケ、ソ~~~ 209---9 

2 S 1002 
80T W32 S 1002 恭Ijl¥ 22 13 8 1.4 ケツ岩
RQ3 

3 S 1002 
80TW32 S 10(12 剥g 23 14 6 1.8 正1英(メノウ政) 209--6 
R Q21 

80TW32 S 1002 
4 S 1002 RQ9 剥!十 31 16 自 2.1i 石英(メノウ質) 209--10 

5 S 1002 
80TW~-l 2 S 1002 制J; 29 19 4 0.9 ケイ質ケツ若; 209-3 
R (~ 8 

6 S 1002 フクドIド 80TW32 S 1002 剥); 38 17 10 4.9 ケツ岩
R Q13 7クド11"

7 S 1002 
80TW32 S 1002 剥)十 28 5 2.1 ケイ質ケツ岩 日09---17
RQll 

80 T W 32 S 1 002 
8 S 1002 R自19

剥)十 43 28 10 14.2 ケツ岩 ~:09-21 

9 S 1002 
80T W32 S 1002 争IJ)十 31 31 9 5.2 デイ岩 :::09-HI 
R C~ 3 

10 S 1002 
80TW32 S 1002 多Ij片 31 33 12 7.6 デイ岩 209---18 
RQ6 

11 S 1002 
80TW:j2 S 1002 争Ij片 26 31 8 6.2 ケイ質ケツ忌;ー :，:0~1--16 
R Q12 

12 S 1002 
80TW32 S 1002 

争IH十 50 18 7 3.9 ケツ岩 :;:09-15 
R Q20 

13 S 1002 
80T W~:2 S 1002 制}十 33 34 8 4.7 テイ岩 209-13 
RQ5 

14 S 1002 
80TW32 S 1002 

制片 34 24 9 3.6 ケツ岩 Z09-12 
R Q17 

15 S 1002 
8(1 TW~:2 S 1002 多Ijg 47 28 16 14.8 ケイ質ケツ器 210-9 
RQ4 

16 S 1002 
80TW32 S 1002 制片岡 20 24 6 2.1 石英(〆ノウ貿) ;~09- 7 
RQ7 

269-1 
80TW:32 

自然石 36 35 14 13.9 ギョウカイ岩 210--1 
R QIO 

2 2 1 
80T W:::2 2 1 

剥JV 25 24 7 3.8 ケツ岩 :~1O- 3 
RQ5 

3 7 J 8R 0 T Q Wl 327J 制)キ 29 18 3.2 ケヅ岩 :~10- 2 



実測図番号 出土地区 出土層位 百主 記 番 号 撞 ~Ij 
大 き さ (単位mm)

石 賀 図版番号 {箱 考
長さ l隔 厚さ 重さ(g)

269-4 6 D 80TW:32 6 D 
石じ 57 42 9 15.4 ケツ岩 210-7 RQ8 

5 2-E 80TW:32 
剥片 21 37 9 4.3 ケツ岩 210-4 R Q12 

6 7 -1 80TW32 
剥片 64 25 9 12.9 ケイ質ケツ岩 210-5 R Q15 

7 2-G 80TW:32 
制片 58 56 28 75.7 テイ岩 210-15 R Q14 

8 8-J 80TW32 8.] 
剥片 52 29 19 23.8 アンザン岩 210-6 RQ2 

9 6-E 80TW32 6E 
剥片 56 57 32 101.2 デイ岩 210-14 RQ7 

N
N

∞
 



6。まとめ

本遺跡の調査では 縄文時代中期末葉から後期初頭にかけての竪穴住居跡3棟が検出されて

いるが、連続する舌状台地上ばかりでなく、舌状台地下方の沢目・湿地帯からわずかに高い狭

い平坦蕗に、しかもこの狭い平坦面の中央にも小さな沢目が走るという条件の場に占地してい

ることは、近隣の当該時期の竪穴住居跡がいずれも舌状台地上、標高 200mラインに占地して

いることから考えても単純に南向き斜面であるからということだけでは理解できない。

この狭い平坦面上の竪穴住居跡群と舌状台地上の竪穴住居跡群にみられる向一地域での住居

群のあり方の遠いには、何らかの意識が働いていると考えるのが妥当と思われる。

鹿角地方の当該時期の遺物を出土する遺跡についてはよく知られているが、竪穴住居跡群の

占地状態等については未調査遺跡が多いため、不明な点が多いものの今後所謂大きな遺跡、小

さな遺跡、換言すれば集落跡、キャンプ跡のあり方について詳細な分析、検討が必要かと思わ

れる。

今回の調査が提起した問題点として掲げられる第 1の点は、前年秋(と言っても本遺跡は12

月初旬)に実施された範囲確認・試掘調査という事前作業のあり方の問題であろう。

第2にS1001竪穴住居跡の重複あるいは改築における炉形態の変化であろう。立石を持つ

所謂複式炉の形態から、床面中央部の石組炉といっ形態への変化が 単なる炉だけの形態変化

なのか、それとも「文イんの変化なのかを検討する必要があろう。

このS1001竪穴住居跡の古い時期の複式炉に立石が確認されたことも注目する必要がある

と思われる。

これらの点を今後の検討課題としたい。
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小豆沢館遺跡

所 在 地 鹿角市八幡平字下鷲ノ巣22他

調査期間昭和55年 4月15日-5月29日

発掘調査予定面積 500m' 

発掘調査 面 積 435.8m' 



1 "遺跡の概観

秋田県北東部の盆地に位置する鹿角市は、国指定持別史跡大湯環状列石に代表される縄文時

代の遺跡のほか、末期古墳のように小規模な墳丘を築いた奈良、平安期の所産とされる墳墓群

(地元では枯草坂古墳群、三光塚古墳というように i古墳」といっ用語を使用しているが、Jl

しくは古代噴墓群であろう)I鹿角42結」と言われるような、中世武士出の居舘、拠点となった

館跡群等500か所以上の考古遺跡が確認されている。

また、この鹿角市には、謡曲「錦木」の悲恋物語、 「ダンプリ長者J Iきだろくとシロ」の

ような民話・伝説も数多く残されている。

鹿角市の中心街花輪から、盆地中央を南北に流れる米代JlIに沿って走る国鉄花輪線で南下し
はちまんたい

八幡平国立公閣の西の玄関口、八幡平駅で下車し、駅前から前方左手(東側前方)に歩を進め

ると、国道 282号線を狭んで杉木立に囲まれた大日霊貴神社が見えてくる。この大日霊貴神社

だいにちどう

は「大日:堂」とも呼ばれており、毎年正月 2Bに近郊の大里、谷内、長嶺と地元小豆沢の 4部

落から奉納される舞楽は、古来の様式を継承しており「大日堂舞楽」として昭和51年に国の重

要無形民俗文化財に指定されている。

この大日霊貴神社の裏手には、一段高く広がる盆地東縁丘陵がある。大日霊貴神社から北方

の丘陵西端部には、中世に自然地形を巧みに利用して構築されたと言われる小豆沢館がある。

昭和56年に刊行された『秋田県の中世城館』に小豆沢館は次のように記されている。

『小笠沢館一鹿角市八i播平小豆沢、標高 200m、比高約40mの高きに、空土程と小沢に隔てら

れた郭がほぼ南北に 7~ 8つ並ぶ。東端の下館(北長官ともいつ)がおよそ東西30m、南北80m

と一番広く、それから西へ二館(2つの郭が並列している)、八坂神社(天王社)のある郭、新

座舘と続く。新座館のすぐ北側に座館とよぶ郭があったが、今は宅地造成で殆ど消滅した。下

館から新座館までは、それぞれ南西斜面に幅約20m、40mと2段の帯郭が設けられている。新

座館から北西へ約 160m離れて、館こ屋敷とよばれる郭があり、その隣に北端の杉舘がある。

下舘の東側に上!幅10~18m、底!幅 6~10m 、 j奈さ 3~5mの空堀がある。新座館の北側に、

幅約 2m 、深さ 2~3mの堀底道がある。

新座館に稲荷神社、杉館に八幡神社、二館の北隣の郭には八幡神社が鎮座する。

いわゆる鹿角四十二館の一つで、 IF鹿角由来記』に「一、小豆沢村 小豆沢駿河領知本名秋

元也館有J とある。舘の南i~U に大 E霊貴神社と、曹j悶宗吉祥院がある。

『鹿角由来集』は、中世豪族である安保、成田、奈良、秋元の鹿角四氏の一族が、各館に拠

って小範囲に分割支配した情況を「京都四拾二郷ニ侍四拾弐人住居之事J と表現しているが、



奥羽分水嶺をはさむ東西両地域の交通連絡路としての地理的条件からやがて間断なく南部氏と

浅利・秋田氏の抗争にさらされた。

天文5年 (1536年)にようやく南部氏の優位支配が定着し、天正19年(1591年)に鹿角 4氏

の所替えと故地離散があいつぎ、南部氏の版国に収められた。

小豆沢館に拠った小豆沢駿河の秋元一族は、小豆沢、長牛、 高瀬、 関上、

砂子沢、小城濁川の各館に拠って所領を支配していたが、天正19年九戸政実の乱後の処置とし

て南部領内の諸域破却が行われ、鹿角でも、湯j頼、大里、苔内、長嶺、黒土の各蕗とともに小

豆沢館も破却された。

小豆沢館を構成する郭の一つであり、北側から 2番目に位置する「館コ屋敷」と呼ばれる郭

は、東側に広がる平坦な段丘面を人工的に堀割して独立台地状の郭としたものであるが、上部

の平盟国は約 1，250m'と狭い。

西側眼下を流れる米代)11は、 四角岳の一筋の流れが、秋田県境近くで大きな流れと

なり、秋田県北部を東から西へ幾多の流れを集めて流れ、能代で百本海に注ぐが、

や、荷上場、船場、舟場の地名が残されていることから、古代中世にも当地方の交易ルートと

して大いに利用されたであろうとト分推測されていた。 近年の中世館跡発掘調査において舶載

陶磁器等が出土したことは、中世の日本海交易により運ばれてきた陶磁器類が、 j可口から小舟

で米代打!を遡上し、山奥の鹿角の館にも供給されたとする考えを裏づけるものとなってきてい

る。

法方の査調qL
 

(1) 調査区の

東北縦貫自動車道の調査では、館跡、の場合、任意の原点から方位に合わせて 5X5mのグリ

ッドを設定し調査することになっているが、小立沢館の調査は、狭く曲線を描く調査区域であ

ることから、上記の方法をとらず、地形にあわせることにした。郭上位面は、東髄境界線の杭

2本を任意に選ぴ、中位面にもあわせてグリッドを設定する。下位面は、西mlJ境界線の杭2本

を任意に選び、設定した。

(2) 遺構の調査

上位面で検出された遺構は、その所在を遺構配置図に記入、遺構の確認)11買に遺構記号、番号

を付し、精査を行った。

遺構確認段階でフ。ラン薙認状況を写真撮影し、プランの平田実~~IJ(縮尺1/20)を行った。この

実~~IJは、覆土中(埋土中)に他遺構が存在する場合、その存在と、新旧関係を明らかにするた



めの備忘録的記誌である。次に 2分法、 4分法を用いて内部に堆積する覆土(埋土)の状態、

遺物等の包含状況を観察して断面図を作成。その後、土層断面及び遺構完掘状態を写真撮影し

て、平面笑iWJ閣を完成させるという方法をとったが、天候不順で、写真撮影の出来ない日が多い

ため、実~WJが遅れる事態が度々発生することから、調査行程を省略して進めることにした。

調査行程の省略は、各々の遺構の状態に合わせることとした。

中位面、下位面の調査は、狭く長い範閣であることから、トレンチ調査と同じ方法を用い、

出土した遺物は、平板により実測(ポイント)、レベル記入した。

(3) 遺物の取り上げ

遺物は全て種類毎に 番号を付し、出土地点、レベル:出土層位を遺物カードと実~~IJ 国

(1/100縮尺の遺物出土ポイント図)に記録後、グリッド毎にビニール袋に収納した。

遺構内(溝、堀、濠内は除く)出土遺物は、各遺構毎にその実測図に記載したあと、遺構毎

にビニール袋に収納した。

3 e 調査経過

鹿角42館のひとつ、小豆沢舘の郭と郭の間の沢目と既設私道部分を拡幅して、東北縦貫自動

車道の工事用道路建設のための調査は、 4月15日から 5月10日までの予定で、上葛陪H遺跡の

調査と併行して実施することになった。

4月15日、立木伐採に伴う校葉のかたづけと焼却、器材の搬入。 4月16日から、狭く不整な

調査E域であることから、グリッドを未設定のまま、舘コ屋敷の郭上{立国、商問中位面、南側

下位而ーの 3既にわかれて表土を除去する。郭上1lliで縄文土器片の出土がみられ、棲合遺跡であ

る可能性をいだかせた。 4月17日は、雨から雪にかわり、寒さのため作業が困難で、あったが、

郭上部の遺構7
0

ラン確認作業でかなり遺構が複合していることがわかった。また中性面では、

溝状遺構が台地(郭)下端を巡るように位置しているのが確認された。下面では私道の西側に

あたる出イ別下位部で縄文土器片が溝状遺構に流入あるいは廃棄されたような状態で、多量に出土

した。 4月18日に表二!二剥ぎが終了したので、グリッドを設定し精査に入る。隣接する土地の所

有者から、排土が境界を越えないようにと注意を受ける。

西側中位面で、郭を巡るように溝状遺構が確認されたことから、同レベルの北側中位聞にも

(館コ屋敷と杉舘の間)存在する可能性があることから調査区を設定して表土剥ぎと精査を行

う。 4月28日には強風のため、テントが飛ばされたため、近くのタバコ葉乾燥用のビニールハ

ウスを借用して器材管理、休憩所とする 0

5月2日、北側中位面で確認された溝状遺構は、西側中位面の溝状遺構よりも規模が大きく



深いので、杉館との間の空堀の一部であると判断した。西側中位商の溝状遺構との関連は、私

道の通行が危険で、あることからこれ以上、調査範囲の拡張、掘り下げは止めて欲しいとの強い

要望があったため未調査のまま終らざるを得なかった。

南側下位面で当初溝状遺構と考えていたものは、規模が大きく、館コ屋敷を巡る譲の一部を

調査していると判断した。空堀ではなく、水濠と判断したのは、粘土と鉄分の堆積が多く、 j豪

の底辺部と考えるのが当を得るとの判断による。また現在も館コ屋敷の堀割部分には水が流れ

ており、昔このあたりに「八幡沼」と呼ぼれる沼があったとのいいったえもある。

この頃、作業員の一人が県南雄物川流域で発生する風土病「つつが虫病」に鹿角地方で初め

てかかり、下位面の調査に若干影響を与えた。

遺構の検出の多い上位面の精査に時間がかかることから、調査期間を 5月28日まで延長する

ことにした。 5月12日には、上位面を除き、下位、中位面とも調査を終了した。

郭上位面は、約1，2501がの郭の西縁辺部約200m'の調査である。この限られた狭い範聞に多数

の柱穴、竪穴住居跡、土壌等が複合していることと、天候不順で、雨、雪、強風に悩まされ、精

査は困難を極めた。 5月19日から他班の応援を得て 5月28日にようやく終了した。

縄文時代の竪穴住居跡1棟、フラスコ状ピット 8基、古代の竪穴住居跡 l棟、中世の竪穴住

居跡 1棟、柱穴群、方形竪穴状土境 5基を検出した。天候不JII真と日程上の都合から精査行程の

省略等調査方法の変更が度々行われたため、図面、写真に精粗が認められる。

5月29目、発掘器材を北の林II遺跡に搬送し撤収した。

4@ 遺跡の層住(第m国対照)

本遺跡の調査予定地区の地形上の制約て¥調査区を貫く土層断面図の実測ができないため、

各平土E面で土層断面閣を作成した。

上部平坦面は、耕作土が15-20cm堆積し、その寵下から遺構が確認きれている。

以下、各区の土層は次の通りである。

下部平現面は、私道建設の際の盛土と「館コ屋敷」の南東側を巡る濠跡の流水による堆積土

が大半を占める。

下部平坦面土溜駐記

1 10Y R% 時褐色土 砂望者15%混入 2 10Y R%  I培褐色土 小豆大の燦10% 資褐色火山灰粒15%

鉄分も混入

3 10Y R% 黒褐色一i二 親指頭大の僕10% 黄褐色火山灰主ino 4 7.5Y Rヲ五 時褐色ニ仁 親指頭大の浮石粒20~() 灰白色粘土

-25% (下方に多い)混入鉄分も混入 粒10%混入鉄分も混入

5 7.5YR% 絡褐色土 税指頭大~小指頭大の浮石粒30%1.昆 6 7.5YR% 階褐色こ仁 小指政大の浮石粒10% 賞褐色火山

入 灰粒10% 灰白色半占企:粉10%混入鉄分も混入



7 10Y R%  黒褐色土 小指頭大の浮石粒30%混入 l下Hに灰 8 10Y R%  祭縄色土 米粒大の浮石粒30%混入鉄分を多量

白色粘土校10%を混入) に混入

南側中部平盟面は、上部平坦面斜面からの崩壊土が20~25cm堆積している。

南側中部司王塩函溝状遺構内土層註記

10Y R%  時褐色シルト質土

lOY R%  I清褐色シルト質土

5 10Y R%  にぶい黄綬色シルト質こ仁

2 10Y R% にぷい黄褐色シルト質土

4 10Y R%  にぶい黄櫨色シルト質土

6 10Y R;!r.i 褐色シルト質土

北側下部平坦面も、上部平坦面斜面からの崩壊土、及び、私道建設の際の捨土が堆積している。

北側下部平場面土壌註記

1 10Y R%  黒褐色土 豆粒大の浮王子粒30% 黒色土校5%1昆 2 10Y R%  U音褐色土 5I.粒大の浮石粒60% 浮石流も混入

入

3 10Y RY4褐色土 笠粒大の浮石粒 1%混入 4 10Y R%  黒褐色二仁 明褐色土粒10%浪人

5 s 遺構と遺物

第100表 小豆沢館遺跡S1001竪穴住居跡計測・説明表

検出地区 8-C、8-D、9-C、9-DI実ifllJ函番号 1 273 |図版番号 1217，札お

~t {則 壁 東 1flU 壁 南 i期 壁 商 lflU 壁

法 壁長 286cm 280cm 276cm (309cm) 

壁高 10~ 18cm 20-23cm 5 -20cm 不明

妄Eヨ王 壁溝l隔 な し な し な し な し

壁溝j菜 な し な し な し な し

青3 官，.，包4、 張り出しのある方形 面 積 I8伽 2 |主軸方位 IN-37
0-W 

プラン確認
耕作している現地表面から、プラン確認面まで、わずか20cmの深きであり、撹乱を受け

時の状態
ているが、西側壁を除いて遺存状況は良好で、あった。北側壁の西1flIJ隅部の張り出し部

は出入口と判断された。

覆土と床面
茶褐色系、のシルト質土が埋土である。木根等が多く、非常に軟かい。

の状態
床面は凹凸が激しいが、竪くよく踏み留められている。

床面中央部に焼土、炭化物の堆積が認められる。

中主 1c、
15カ所検出されているが、各壁隅部と各壁中央部下方の床面に穿たれている 8カ所が

主なる柱穴と考えられる。

カミ ま ど
付設されていない。床面中央部に焼土、炭化物の堆積が認められることから、この部

分は地床炉ではないかと考えられる。

第101表 小豆沢館遺跡S1002竪穴住居跡計ifllJ.説明表

検出地区 5 B， 5 C |実j耳目図番号 1 273 |図版番号 1220、n

iヒ 1&U 壁 東 1WJ 壁 南 1fliJ 壁 西 1fliJ 壁

法 壁長 (192cm) 232cm (226cm) 不明

壁高 13-20cm 20-25cm 24-10cm 不明

葉EヨZ 壁溝i隔 2 -5 cm 10-18cm 12-20cm 不明
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|壁溝深 3 ~ 6 cm 1 2 ~ 6 cm |不明

形 !!，比包鼻、 方 形 |面 積 1 (5.7制) |主軸方位 1N-56
0

-W  

プラン確認 西側が現地形の崖商に隣接しているため不明

時の状態

覆土と床面 黄褐色土粒(地山層)の混入する暗褐色系のシノレト質土が埋土である。草木根が非

の状態 常に多い。床面は平盟であり、堅散である。

柱 7ム¥ー， 南東隅部壁溝中に 1カ所と、南西側床面に大きなくぼみと共に 5本まとまっている。

か ま 丸3一/ 付設されていない。

土層註記

1 10Y R% 時褐色土 しまりあり 葉褐色土粒と小砂撲を少 2 10YR%， s音褐色土 しまりあり 黄褐色土粒と灰白色土粒

釜混入 を少量混入

3 lOYR7{ 黒色土 しまりあり 黄褐色ニiニ粒小砂礁を少量j昆 4 10Y R% 黒褐色土 しまりあり 賞褐色土粒と小砂際を少

入 量混入

第102表 小豆沢館遺跡SK002 土境計~P'IJ .説明表

検出地区 5-C |実i&IJ図番号 I273 l図版番号 I220、n
法 関口部長軸 120cm 墳底部長軸 102cm 1菜 さ 13-18cm 

関口部短軸 (77)cm 壊底部短軸 (72)cm 長軸方向 N-21
0

-E  

豆EヨE 関口部平面形状 不整円形 塘底部平面形状 不整円形 万3 m忌μ 円形(断面逆台形)
遺物とその 埋土上部から 1点、縄文土器片が出土している。

出土状態 床面上から美濃灰軸血片が出土している。

イ詣 F J S 1002竪穴住居跡により西側部分を破壊されている。

土居註記

1 lOYR% 時褐色土 しまりあり 黄渇色土粒子と米粒大の 2 10Y R% 黒褐色土 しまりあり 笈褐色土粒子と小砂艇を

亥褐色土粒子を少量混入黒褐色土ブロック状に混入 少量i11入

第103表 小豆沢館遺跡S1003竪穴住居跡計iP.lJ・説明表

検出地毘 4-C、5-C |実i&IJ図番号 274 |国版番号 1220

南 1~~ 壁 西 1~~ 壁 北 1~~ 壁 東 1~~ 壁|

法 壁長 (265cm) (318cm) 不明 不明

壁高 ( 5 -8 cm) ( 7 -lOcm) 不明 不明

葦Eヨ 壁溝幅 な し な し 不明 不明

壁溝深 な し な し 不明 不明

背3 台伝 (方形) 面 横 1 (4伽 ，) |主軸方位 N-45
0

30' -E  

プラン確認 現地表面からプラン確認面まで15~18cmと浅く、草木根、耕作による撹乱を受け、東

時の状態 iRUの区域外に続いているため、全容は不明である。

覆土と床面 茶掲色系のシ/レト質土が埋土となっているが、草木根が非常に多く軟かい。

の状態 床面は平坦で・ある。

柱 1¥、・
プラン確認面から床面まで非常に浅く、かっ他の遺構と重複している可能性が大で

あり、明確にはできなかった。

力、 ま ど 付設されていない。(南側壁近くに焼土の堆積は認められる)

Qυ 



第104褒 小豆沢館遺跡SK003土壌計測・説明表

検出地区 5-C |実測国番号 1274 |図版番号|

法 関口部長軸 120cm 壊底部長軸 99cm i菜 さ 40-49cm 

関口部矩軸 112cm 墳底部短軸 89cm 長軸方向 N-49
0

-E  

量 関口部平面形状 円形 墳底部平面形状 円形 背3 ~ミ~主 円形(断面逆台形)

遺物とその な し

出土状態

{詣 考

第105表 小豆沢館遺跡S1004竪穴住居跡計測・説明表

検出地区 7-B、7 C _ 8 B、8-CI実測図番号 1274 |図版番号 1216 

東 i&U 壁 南 i&U 竪 西 iffU 壁 ヰヒ i&U 壁

法 壁長 (443cm) (542cm) 不明 不明

壁高 (20-35cm) (20-40cm) 不明 不明

主変 壁溝幅 な し な し 不明 不明

壁溝深 な し な し 不明 不明

背手 !i，は包A (方形) 面 積 1(20.5制) |主軸方位 N-52
0

30' -E  

プラン確認 黒褐色系のシルト質土が広範に堆積しているが、崖面近くであるため、明確なプラン

時の状態 を把握することが困難であった 埋土を掘り込んで柱穴等も穿たれている。

覆土と床面
黒褐色系のシノレト質土が埋土となっているが、草木根が多く混入している。西側部

分は特に撹乱されている。
の状態

床面は凹凸があるが竪くしまっ:ている。

柱 J¥ 床面に不規則に多数確認されている。

か ま ど 付設されていない。

第106衰 小豆沢館遺跡S1005竪穴住居跡、計測・説明表

検出地区 6-B、6-C、7 B、7 CI実測図番号 1274 |図版番号 1218、幻

北東側壁 南東側壁 南西側壁 北西側壁

法 星空 長 400cm (370cm) (308cm) 416cm 

壁高 な し な し な し な し

車Eヨ 壁溝幅 8 -14cm 8 -12cm 18-31cm 10-16cm 

壁溝深 7 -15cm 5 -13cm 10-19cm 7 -12cm 

耳ラ 台，，，-"包、方形 面 積 116.34m' |主軸方位 N-46
0 

30'-E 

プラン確認 壁溝と柱穴様ピット(本遺構に伴うピット、伴わないピットも含めて)が多数検出さ

時の状態 れ、壁の消滅した住居跡プランと推定。

覆土と床面 覆土は確認できず(床面の上はすぐ耕作土)。

の状態 床面は踏み国められており、火熱を受けたためか赤変部分も観察される。

キ主 iよ」噌
多数検出されているが、壁講の埋土と同じ埋土の入る各壁隅部と各壁中央部に存在

する柱穴が本遺構に伴う柱穴と考えられる。

-jp ま ど 付設されていない。

イ庸 考 S K004土壌と重複している。 SK004が新しい。

つ山



第107表 小豆沢舘遺跡SK004土境計iWJ.説明表

検出地区 7 B |実iNiJ図番号 I275 |関版番号 1218、219

法 関口部長軸 186cm 墳底部長軸 171cm j菜 さ 23-28cm 

関口部短軸 179cm 墳底部短軸 170cm 長軸方向 N-5T-E 

主長主ヨ主 関口部平面形状 方形 壊底部平面形状 方形 背5 育，込伝a、 方形

遺物とその 縄文土器片 1点、剥片 1点埋土中から出土

出土状態

{属 考 S 1005竪穴{主居跡より新しい。

第108表 小豆沢舘遺跡S1006竪穴住居跡計測・説明表

検出地!ま 3 C、4 C |実iN悶番号 1275 |図版番号|

法|長軸 290cm 高 122-36cm |壁溝中高|な し |主軸方向|立正79
0

30

最|短軸 266cm |面 積 16.21m2 |壁溝深|な し |形 態|円形

プラン確認 茶褐色系のシルト質土が埋土となっており、地山閣との[K別が明確で、なかったが、埋

時の状態 土が若干軟かく、かつ地山富の色調よりわずかながら黒味を帯びていた。

覆土と床面 茶褐色系のシルト質土であるが、床面に近い下層に寅褐色土粒の混入が多い。

の状態 床面は平坦である。

柱 fえ 小径の柱穴様ピットが壁面近くの床面に巡っている。

炉
)111車、石を「コ」の字形に組合せた芯組炉が、床面中央から西寄りに設けられている。

焼土は極めて少ない。

f蒲 安J S K016土墳により東側の床面が破壊されている。

第109表 小豆沢館遺跡SK016土境計測・説明表

検出地区 4 C |実iWJ図番号 I275 |図版番号 1221、n

法 関口部長軸 144cm 墳底部長軸 131cm i生 ふぐぞ 7 -34cm 

開口部甥軸 136cm 墳底部短軸 126cm 長軸方向 N-16
0-W  

主E主'"主 関口部平面形状 方形 壊底部平面形状 方:11ラ Jfラ 台包 不整方形

遺物とその な し

出土状態

f詣 考 S 1006竪穴住岩跡より新しい。

第110表 小豆沢館遺跡SK018 土境計~NiJ .説明表

検出地底 3 C、3-D i実iHIJ図番号 1275 |図版番号 1223 

法 関口部長軸 180cm 墳底部長軸 263cm 1菜 ~ 150-168cm 

関口部短軸 141cm 壊底部短軸 236cm 長軸方向 N-61
0 E 

亘 関口部平田形状 楕円形 墳j底部平面形状 権円形 1杉 官."包A 
呈断す面るフフスコ状を

遺物とその な し

出土状態

{蒲 考
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第111表 小豆沢館遺跡SK005土壌計iNlJ.説明表

検出地区 9-C |実iN四番号 1 276 |図版番号 1220、幻

法 関口部長軸 95cm 横底部長軸 70cm 深 さ 51-70cl11 

関口部短軸 80cI11 墳底部短軸 40cm 長軸方向 N-42
0 

E 

軍 関口部平面形状 長円形 壊底部平面形状 不整形 万3 11!包J、 円形

遺物とその 縄文土器小片が9点埋土中から出土

出土状態

11，蒔 FJ -

土罵註記

1 10Y R% 黒褐色土 しまりあり

組砂2% 全体に細恨が浪人

シルト95% 細砂3% 2 10Y R% 弱褐色土 しまりあり シルト95% 細砂3%

半11砂 2% 細根がややj誌入

3 10Y R% 暗褐色こ仁 しまりあり

f立石歩2%

シルト95% 綿砂3% 4 10Y R% j責褐色土 しまりあり シルト95% 終日砂2%

5 10Y R% 褐色土 しまりあり

砂3%

第112表

組砂3% 明褐色土が混入

シルト95% 細砂2% 組

小豆沢館遺跡SK006土墳計測・説明表

検出地区 8 C i実測図番号 1276、幻 i図版番号 I222 
法 関口部長軸 156cm 壊底部長軸 168cm 深 き 46-49cm 

関口部短軸 112cm 境底部短軸 121cl11 長軸方向 N-22
0

-E  

豆E三ヨ王 関口部平面形状 不整楕円形 横底部平面形状 不撃楕円形 苦手 台_l品忌、 フラスコ状を呈する

遺物とその 縄文土器小片が覆土中から 5点出土

出土状態

f蕗 考 古い梼円形土墳を掘り込んでつくられている。

土草書設記

1 10Y R% a音褐色土 しまりあり シルト90% 弱D砂 7% 2 10Y R% I培褐色土 しまりあり シルト90% 細砂7%

組砂 3%所により日月賞褐色二回立がif~入 相砂3%

3 10Y R災犠色土 しまりあり シルト90% 細砂7f}~ 組 4 10Y R;誌にぶい糞褐色土 しまりあり シJl-I、90% 綿砂

{沙3% 5% 秘砂5%

5 10Y R% Ue渇色土 しまりあり シ)1.，.1、90% ま111砂 5% 6 10YR九'褐色土 しまりあり シルト90% 斜11砂3% 粗

宅11砂 5~古 品少7%

7 10Y R% にぶい黄褐色土 しまりあり シノレト85% 締砂

10% 粗砂5%

第113表 小豆沢館遺跡、SK008土境計iWJ.説明表

検出地区 6-B |実iWJ図番号 I276 |図版番号 12札 220、担

法 関口部長軸 156cm 壊底部長軸 219cI11 深 き 70-73cm 

関口部短軸 130cm 境底部短軸 205cm 長軸方向 N-58
0-E  

豆E主3 関口部平面形状 不整楕円形 墳底部平面形状 不整円形 背3 台b包、 フラスコ状を皇する

遺物とその 縄文土器小片が3点埋土中から出土。

出土状態

f藷 芦J 

土居註記

la 10YR% 褐色土質掲色土粒o1 -10mm 7 %含む 炭化 1 b 10Y R% U音褐色土賞褐色土粒2-3% 炭化物7-10 

物3-5%含む しまりあり %含む
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1 c 10Y R五時褐色土負:渇色土粒5-7 炭化物3-5

%含む

2袋状ピット関口鶴崩落土

2a 10YR% 黄溺色ニ仁 三塁色土粒 1-2%含む しまりあり 2b 10YR%. 時掲色土 焚褐色土ブロック混入 しまりあり

2 c 10Y R% 暗褐色ナ， 賞褐色す二校が1::.1習に多いしまりあり

3a 10Y R% 黒褐色土 賞褐色土粒 1% 炭化物1%含む 3b lOY R%  黒褐色土 寅褐色土ブロソク:伏に 5-7%含む

炭化物2--39-G 

4袋状ピット関口部崩落土

4a lOY RJ;古 u者褐色ニi二 黒色ゴニ粒 7-10%含む 資褐色土ブ 4b 10Y R%  賞褐色土 黒色土粒10-15%含む

ロりクに含む 4c 10YR% 黒褐色 ~I~ 寅褐色 I二つロ，ヲに15-20%含む

5a lOY R~1 黒色土 しまりあり 5 b 10Y R%  黒褐色土 1fi得色土粒 1%出入

5c 10Y R% 黒鴻色土

第114表 小豆沢館遺跡SK009 土境計~~IJ ・説明表

検出地区 5-B、 5-C |実iNIJ悶番号 1 276 民版番号 1 220

法 関口部長軸 162cm 壊底部長軸 210cm 1オ?cミ 2 100-108cm 

関口部短軸 140cm 墳底部短軸 195cm 長軸方向 N-IO
O 

E 

主
E

主
ヨ
関口部平田形状 不整円形 墳底部平面形状 円形 売三 台，l!包J、 断面フラスコ状を呈する

遺物とその

出土状態

イ席 考

土獲註記

1 10Y R予言

3 10Y R予i

5 10Y R% 

7 10Y R% 

9 10Y R% 

11 10Y R% 

13 lOY R.% 

15 10Y R% 

黒褐色土 2 10Y R% 巣補色土 黄褐色土粒子 1--2 ~ô含む

黒褐色j二 女褐色土純子25-30%含む 4 10Y R% 黒褐色オ二 女:褐色:仁村f子 1-2%含む

黒褐色土 質褐色土粒子 1%含む 6 10Y R% 黒褐色j二 葉褐色土粒子30-40%含む(ロームブ

黒褐色土 黄褐色土粒子 1-2%含む ロソクあり)

黒褐色ごl~ 寅褐色 i二粒子25-30%含む 8 lOY R，% I諸橋色 i二 裁褐色二l二粒子 2-3%含む

支褐色土 10 10Y R支褐色土

賞褐色十ー 1%くらいの黒掲色を含む 12 10Y R% 黒褐色土 質褐色土粒子25-30%含む

黒褐色土質褐色よも1子1り-15%含む 14 10Y R%  例賞褐色土 ほほ均一できめのおIlかい粒子

第115褒 小立沢館遺跡SKOlO土犠計測・説明表

検出地区 5-B、6-B |実iWJ図番号 1 282 |図版番号 1220、泣

法 関口部長軸 194cm 墳底部長軸 181cm 深 さ 36-40cm 

関口部短 i袖 180cm 境!底部短 z袖 164cm 長軸方向 N-48
0-W 

笠ε三主ヨ 関口部平田形状 方形 境底部平面形状 方形 形態 方形

造物とその

出土状態

f蕗 考 炭化材、炭化物(禾本科植物)多 出

第116表 小豆沢遺跡SK012土境計担IJ.説明表

A
吐



第117表 小豆沢舘遺跡SK014 土境計i~IJ .説明表

検出地区 7-C、8-C |実i~IJ図番号 I 277 i図版番号 121n
関口部長軸 240cm 墳底部長軸 222cm 深さ 35-52cm 

関口部短軸 213cm 墳底部盟軸 198cm 長軸方向 N-38
0

-W  

豆王 関口部平間形状 方形 壊底部平面形状 方形 形 官dは伝A 方 形

遺物とその 埋土中から剥片石器 1点出土

出土状態

f蒔 考 S K006土墳、 SKOll土横より新しい。床面中央にピットあり。

土産喜註記

lOY R% にぶい笈褐色土 (硬い)

lOY R%' ，こぶし、黄褐色土 (軟かい)

5 lOYR]i にふ‘い葉桜色土 (軟かい)

7 lOY R% 陪褐色土 (硬い)

9 lOY R~五 時褐色土 (軟かい)

11 lOYR% Il自褐色土 (軟かし、)

13 lOY R% 日月賞褐色土 (軟かい)

2 lOYR，% にぶい焚穏色土 (軟かい)

4 lOY RJ;i にぶい賞澄色ニiニ (硬い)

6 lOY R%' 褐色土 (軟かい)

8 lOY R%  黒褐色土 (軟かい)

10 lOY R% 黒褐色土 (軟かい)

12 lOY RJ五 時褐色土 (軟かい)

第118表 小豆沢館遺跡SK015土壌計調IJ.説明表

検出地区 4-C |割問番号 1277 |図版番号 1220

法 関口部長軸 222cm 壊底部長軸 210cm 探 2 22-50cm 

関口部短軸 140cm 境底部短軸 122cm 長軸方向 N-61
0

-W  

豆Eヨ玄 関口部平面形状 不整長方影 壊底部平田形状 不整長方形 形態 不整，措円形

遺物とその

出土状態

{藷 実J岳

ニ七層註記

1 lOY R% 蒸褐色土 しまりあり 政褐色土粒子少量混入 2 lOY R% n音褐色ニiニ しまりあり J!'{褐色土粒子と黒褐色土

賞褐色土フ‘ロソク:1犬に混入 粒子混入灰白色二i二7'口、ソク状に浪人 (o1 -2 cm) 

第119表 小豆沢館遺跡SK020土境計測・説明表

検出地区 5 C、6-C i実j員四番号 I277 |図版番号 1225

法 関口部長軸 (121)cm 墳底部長軸 (131)cm J菜 ぷC宅 62-67cm 

関口部短軸 (120 )cm 壊底部短軸 (153 )cm 長軸方向 N-79
0 

五

豆
r=王ョ 関口部平面形状 不明 壊底部平面形状 不明 形 有色 フラスコ状を呈する

遺物とその j菜鉢形土器破片がプラン確認、簡で出土。

出土状態

{蕗 考 調査区域外に東側半分が存在する。



土層駐 ~è

1 10Y R%  暗褐色土 しまりあり 賞褐色土粒少量混入炭 2 lOYR% 褐色土 しまりあり 焚褐色土粒と灰白色土絞め

化物微量混入 混合層炭化物混入層下部に明資褐色土粒多量に混入

3 10Y R%  黒褐色土 しまりあり 主主褐色土粒、小砂際、炭 4 10Y R%  黒褐色土 しまりあり 明寅褐色土粒を層上部に

化物少量混入 少量混入

5 10Y R%， 暗褐色土 しまりあり 褐色土粒多量混入 6 lOYR% 黄櫨色土 Lまりあり

7 10YR% II音褐色土 しまりあり 8 10Y R%  暗褐色土 しまりあり 葉褐色土粒、灰白色土粒

少量混入

第120衰 小豆沢館遺跡SKOOl土境計測・説明表

検出地区 8-B、 8-C |実m凶番号 I271 j図版番号!

法 関口部長軸 96cm 境底部長軸 88cm 1菜 さ 20-28cm 

関口部短軸 76cm 境底部短軸 65cm 長軸方向 N-34
0-W  

量 関口部平面形状 隅丸方形 墳底部平田形状 隅丸方形 背3 有，t午忌、 方形

遺物とその 縄文土器小片3点が確認出で出土

出土状態

{席 考

第121表 小豆沢館遺跡SK007土墳計iNIJ・説明表

検出地区 8 C |実iR四番号 I271 |図版番号|

法 関口部長軸 98cm 境底部長軸 87cm j菜 ~ 25-31cm 

関口部短軸 92cm 壌底部短軸 76cm 長軸方向 N-41
0

-W  

藍Eヨ 関口部平面形状 不整円形 壊患部平面形状 不整円形 形 "sは包A 不整円形(断面逆台形)

遺物とその な し

出土状態

{庸 考

第122表 小豆沢館遺跡SKOll土壌計iNiJ.説明表

検出地区 8 C |実測図番号 I271 |図版番号|

法 関口部長軸 (l98)cm 境底部長軸 (187)cm 深 き 7 -10cm 

関口部短軸 (130)cm 壊底部短軸 (l24)cm 長軸方向 N-46
0 

E 

最 関口部平面形状 不明 壊底部平面形状 不明 背3 台，'"忌』 方形か

遺物とその

出土状態

f蒲 考

第123表 小豆沢館遺跡SK013土壌計測・説明表

検出地区 I7 C 1実iijlJ図番号 I 271 l図版番号l
法 関口部長軸 (150)cm 噴底部長軸 (130)cm 深 き 10-13cm 

関口部短軸 (80)cm 横車部短軸 (73)cm 長軸方向 不明

車 関口部平田形状 不明 横底部平面形状 不明 1伝 Jij 主 不明

出土状態

- 244-



第124表 小豆沢舘遺跡SK019土横計mlJ・説明表

検出地区 9-B_ 9-C |実測図番号 I271 図版番号|

法 関口部長軸 不明 墳底部長軸 153cm 1果 さ 5 cm(現存部)

関口部短軸 不明 境底部短軸 138cm 長軸方向 N-89
0 -w 

量 関口部平面形状 不明 境底部平面形状 (長円形) 形 E伝 フラスコj犬と考えられる

遺物とその な し

出土状態

{庸 考 J費乱激しく、墳底部の範囲を確認するにとどまった。

第125表 小豆沢遺跡、SK024土壌計測・説明表

検出地区 89BC 、8-C、 9 B、 |実iNiJ図番号 I271 図版番号 217

法 関口部長軸 不明 墳底部長軸 175cm 深 さ 7 cm (現存部)

関口部短軸 不明 墳底部短軸 158cm 長軸方向 N-16
0-E  

還巨ヨま 関口部平面形状 不明 墳底部平面形状 長円形 背三 育'は~、 フラスコ状と考えられる

遺物とその 縄文土器片 1点が埋土中から出土した。

出土状態

f痛 考 f賛否しが激しく、墳底部の範囲を確認するにとどまった。

- 245-



第126表 小豆沢館遺跡出土土器拓影図説明表

N
A
F
m
 

拓影番号 出土地区 出ニtI菌(立 百己 4佐 ~. 時代 .11寺j羽 形態・部位 文様構成 内面調整 1台 色 調

278… i S 1001 覆こヒri:l 80TW アズキ S 001 口縁部 縄文 ナデ 砂粒少量
2.5Yy! 

R PB05 黄灰

2 S 1001 謹二仁1'1:1 30TW アズキ S 1001 IJ同部 LR斜E丈 ミ力、うそ 砂粒少量 imR量R P 1306 にぶい 』

3 S 1001 覆ごとr1=1 30TW アズキ S 1001 胴部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 I 問R P 1308 褐灰

4 S 1001 覆こ仁r1:1 30すれf アズキ S 1001 目的 苦1) LR縄文 ナデ 砂粒少量 7.5YRJii 
R P 1310 ネ畳

5 S 1001 覆土11:1 80TW アズキ S 1001 胴音1) RL縄文圧痕 ナデ 砂石粒英少少量量 7.5Y ミR澄J~t 
R P 1311 に.-'，し

6 S 1002 覆土r:1:1 80TW アスキ S 1002 胴音1) LR縄文 ミガキ 4少粒1含む 4霊 YR% R P 135:2 

7 S 1002 覆土持 8R 0T P W アズキ S 1002 Hni] 音1) RL縄文 ? 砂粒少量 10Y R%  賀
135:3 にぶい褐

8 S 1002 覆土rf:1 80TW アズキ S 1002 IIJ[ii] 音[1 撚糸文(7) ナテ
6石砂小同英位碓意少少少少量量景量

R P 1354 

9 S 1002 覆二tヰ 8R 0 T P W アズキ S 1002 綱吉[1 縄文 ヘラナテ、1360 

10 S 100:3 床面 1::. W ア床ズ面キ S 100:3 胸部 縄文(7) ミカキ 砂石粒英微少量量P 1407 

11 S 1004 覆二仁IfJ
W アズキ S IO().1 

胴音[1 L撚糸丈('1) ミカ、キ 砂粒少量

12 S 1004 覆ことIf:1 80TW アズキ S IOl)<1 服部 RL縄文 ナテ

砂砂小小粒粒磯唖少少少少館量量量

2黄Y%  R P21 

13 S 1004 床面上 80TW おア床ズ面キ S 1004 H[i~部 RL縄文 ミカ。キ 7.5Y 、R指J'4 
R P190 l こ-~~.し

一
14 S 1004 床illjJ二 80TW ア床ズ面キ S 1004 嗣者[1 縄文 ミカ、三千 砂粒少量

7に1に05Y川ぶYいR崎R瓦黄%櫨
R P 1913 

15 S 11)04 覆ニヒヰ1 以 アスキ S 1004 
I B阿部 LR 拘ι一文 ? 砂粒少量

16 S 1004 讃ニ仁中 おりTW ア寵ズ土キ中 S 1004 日阿 部 ~~題~'t ヘラナテ 砂石粒英微少量量 74笠.5Y RJ1i 
iミP190:3 

ア覆ズ土キ中 S 1004 I i11jJiJl ? 17 S 1004 捷二|二11:1 1::1綾部 L撚糸丈 ミカキ 砂粒含む
2.5Y R%  
極

ト…一一一一一一一一一一

石砂:主英主少少量量 7l5ぶYR寸18 S 1004 撞ニヒ ~I:l 80TW アズキ S 1004 胸部 LR縄文+結束 ナデFi.P1917 

19 覆ゴニヰ:
88R R 00 TP PFWWl一q一制12アア覆躍ズズ土ゴキキf 中中S 1004 

詰1)持1'1 剰在日
LR+RL結束羽状

ミカーキ 砂粒少量 5YR% 赤
縄文 にぷい褐

20 S 1004 寵ゴ二サ S 1004 
1阿部 撚糸丈? ミカキ 1iJ'主立会「む》 5YR% 

+在



N
九
円
、
吋

1 S KOIJl 覆土It:1
80TW アズキ S KOOI 

)J阿部 RL 縄文 ナデ 砂粒少量
2.5Y:%， 

R P 154:2 灰赤

つ S KOOl 覆ニヒ'1:1
80TW アズキ 7 C S KOOl 

)JI母音11 ') ナテ 石砂粒英少少量量 7.5Y 、R権}~í 
R P15H lこ.L"し

7支.5黄Y櫨R% 3 S KOOl 獲ニヒ'1:1
W 7ズキ C S KOO} 

IJI可部 LR縄文十 7 ミカキ 砂粒少量R P 15413 

S K002 積二仁11=1 80TW アスキ 7 S K002 11阿部 LR長官3t ミカキ 砂あlL少最 7.5Y 、R燈3i 
i rこぶし

5 S KOD4 誕二仁11=1
80すW アズキ 7 C S KOOLj 

1阿部 LFl縄文→沈線 ナテ 砂石粒英少少量量 !i?5Y 、R褐'~3' 

レ了H P 154i l こ-~~.¥-

6 S K005 議j二r:1:1 日OTW 7スキ 9 C S K005 月間 g:f5 LH縄文 ナデ 5'ノHilムノパノ、旦A lOYH五黄櫨
R P 157う rこぶし、

7 S K005 覆ニ仁1:1:1
SOTW アスキ 9 S Kり05

目阿 部 縄文 ミガキ !沙粒少量 71こ.5ぶYしRh撞}14 227---4 
R P 1574 

8 S K005 誕二tl:I:1 SOTW アズキ 9 C S 1¥005 日阿 部 LHおE丈 ナデ 砂粒少量
7.5YRJ'~ 

R P 1572 +登

9 S 1¥005 覆土1:1:1 SOTW 7ズキ 9 S K005 m母音[1 LH.縄文 ナテ lOYRJi 黄 2 
R P 1575 石英微量 |にぶい t登

10 S 1く005 義[:仁1:1:1
3D丁れ 7スキ ~ì C S K005 

'1:1)紛以11)1' iJ[f，J吉[1
LR縄文→沈線→驚

ナデ 砂粒少量 2暗5沃Y黄% 227--:3 !{ P 1576 

11 S 1く005 議Lじが 30τw1577稜ア土スキ 9 C S K005 lコ縁吉[¥ しR縄文 ナデ 砂小粒熊少少量量 1に0ぶYいR%賞褐
HP 

12 S K005 極;仁J:tJ ア]ljズ二ヰキ 9 S K005 目前 音[1 RL縄文 ミガキ 砂粒少量 10Y R%  黄
にぶい樟

13 S K005 覆土l守1 80T'W アヌ:キ 9 C S K005 iJlf，J音11 l払#~丈('1) ミカキ 砂粒少量 I YR% 
R P 1579 ~日[旦乞

14 S K006 援土中
80TW アズキ S S KOOG 日lii] 音11 LR縄文 ミ力、キ 砂粒含む 7lこ.5ぶYし崎R賢J~ 
R P 16tH説j二

8R0 7 P W1602ア撹こズi二Eキji 8 C S Kl)(J6 15 S K006 rM~t.中 口減部 縄文EE痕(7) ナテ 砂粒少量
7.5Y R対
褐

16 S K006 覆土中 TP W1605ア覆土ズキ中
8 C S KOI)I) 

1阿部 縄文 ミガキ 砂粒少量
灰褐
% 

S K006 護士~ICIJ 
自OTW アスキ 8 C S KOOG 

制奇11 LH縄文 ミガキ 砂石粒英微少量
量 2.5Y釘

R P 1004 黄!疋

18 S KOOS 覆;士ー中
80TW アズキ 6 C S K008 Ij阿部 LH十 RL羽:1犬縄文 ミガキ 砂粒少量

5YH% 
赤HP 龍一J二 にぶい褐

19 S K008 覆土ICIヨ
HコW1661ア積二ズi二E

キ
I1
6 C S K()08 

前期末 [J縁音[1 しR縄文・撚糸丈 ミガキ 砂粒少量 7li.w5ぶYいR樟?/~ 

280-1 S K022 覆:士4 仁1" 以)TW アズキ 7 C S K022 I 
|胴部

') ナデ 砂粒少量 10Y H}黄6 
lこぶし、 』登

2 S K022 覆土J:I" 80TW 7ズキ 7 C S K022 Il阿部 L縄文 砂粒少量 11に0ぶY 込見貰

ο ，、 S K022 覆土中
80TW アズキ 7 C S 

腕部 RL縄文 砂粒含む
5YR% 
明赤褐



拓彰番号 出土地芭 出土層位 2主 言己 番 て~ 時代・時期 形態・部位 文様構成 内面調整 二ヒ 色 調 図版番号

280--4 S K022 覆土中 80TW アズキ S K022 
腕部 RL縄文 ナテ 砂粒少量 5YR% 

灰褐

5 S K022 覆土中 80TW アズキ 7 C S K022 
前イ期なし(セ) 胴部

LR+RL結束羽状
ミガキ 砂金雲粒母少量少量

2.5Yだ
縄文 黄灰

6 S K020 覆土中 80TW アズキ S K020 
口出家音I1 LR縄文 ミifさそ 砂粒含む 7.5YR;% 

R P 1951 褐

7 S K020 覆土中 80TW アズキ S K020 
胴音I1 LR縄文 ナデ 砂石粒英微少量量 lOYR% 

R P 1952 灰黄褐

8 S K021 覆;土中 80TW アズキ 7 C S K021 
1阿部 LR縄文 ナデ 砂粒1含む 7.5Y、R桂~1 

lこ .k~

9 S K005 覆土 ~1:1
80TW アズ、キ 9 C S K005 

腕部 LR 縄文 ミガキ 砂粒少量 7.5Y R%  
227-7 R P 1575 4葺

10 S K008 覆土.中 80TW アズキ 6 C S K008 
胸部 LR縄文 ナデ 砂石粒英少少量量 2.5Y R%  

誼土 明赤褐

11 S K006 覆土中 80TW アズキ 8 C S K006 
腕部 RL縄文 ミガキ 砂粒少量 10Y R;!1 

R P 1606 黒褐

281-1 2 B 経認面 80TW アズキ 2 B 11阿部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R撞潟R P 1026 にふ~ ~ 

2 4-C 確認面 80TW アズキ 4 C 腕部 LR縄文 ナデ 砂小粒喋少少量量 7.5Y 、R褐持R P 1119 lこ.;~.し

3 4-C 確認商 80TW アズキ 4 C 
1阿部 撚糸文(?) ナテ 砂粒含む 5YR% 

R P 1103 糧

4 4-C 確認面 80TW アズキ 4 C 』阿部 縄文 ナデ 砂粒少量 10Y RJ黄i樟R P 1102 iこぶし、

5 4-C 確認寵 80TW アズキ 4 C 胸部 7 ナデ 砂粒少量 7.5YR，% 
R P 1106 浅黄櫨

6 5-B 確認前 80TW アズキ 5 B 近世 m可部 ? ミカキ 砂粒少量 5YYI R P84 }克

/ 5-C 確認IIo 80TW アズキ 5 C 胴音[1 RL縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、Rネ登兄

-
R P91 lこJ、L
80TW アズキ 5 C 10YR;!1 8 5-C 確認前
R P 1166 腕部 LR縄文 ヘラナデ 砂粒少量

黒褐

9 5-C 碍認、面 80TW アズキ 5 C 
ロ綾部 ? ナテ 砂小粒喋小少量量 5YR樫~ R P99 lこJ、し、

10 5-C 確認、面 80TW アズキ 5 C 
口縁部 縄文→沈線 ナデ 砂粒少量 5YR樫~ R P92 にJ;'し、

11 5-C 確認詣 80TW アズキ 5 C 
胴部 網目状撚糸丈 ミカ、、三千 砂粒少量 10Y RJ寅6 R P 1169 に.... ~~'い』登

12 5-C 確認m:i 80TW アズキ 5 C 1阿部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 7，5Yぢ
R P96 灰

13 6-B 確認部 80TW アズキ 6 B 胴音I1 ? ナデ 砂粒少量 10G3{ 
R P82 縁黒

l
i
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h
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14 G C 確認出
80TW アズキ 6 C 

細部 HL縄文 ナデ 砂粒少量 1に0ぶY ‘F黄i櫨H P 1168 

15 G ---C {í~ilæ， j立i 80TW アズキ 6 C 日阿 部 ? へラナテ 砂粒少量
5YHf/6 

H P 163 4笠

lEi G-C 縫認~j面 80TW アズキ 13 C 胴古'[1 ? ナデ 砂石粒英少少量量i:: 
7.5YH% 

R P 165 ，位

17 7 B 確認面
80TW アズキ 7 8 

底部 底部 ナテ 砂粒含む
2.5Y釘

H P76 賞灰

18 7 --B 。唱;認i話 80TW アズキ 7 8 胴部 ? ナテ 砂石粒英少少量量 7.5Y 、R経五
R P75 lこ~_;-~." 

19 7-C 時認薩1 l8m  アズキ 7 C 腕部 LH縄文 ナテ 砂粒少量
7 .5Y R%  

H PG5 j美賀樫

20 i ヴ C 係:認出
80TW アズキ 7 C 

目的 部 縄文 ナテ 砂粒少量
2.5Y.% 

R P 152 灰賞

21 7 --C 確認jiU 80TW アズキ 7 C IJ[ri] 部 RL縄文+結束(?) ミガキ 砂粒少量
5YR% 

R P 11:31 撞

22 7-C 確認ilii 80TW アズキ 7 C IJIIiJ i部 LR 縄文 ナテ 砂粒含む
10YRJ;i 

R P 1154 lこぶし、 樫

つ2::; 7 C 確認ilii 80TW アズキ 7 C IJ阿部 LR縄文 ナテ 砂粒少翠;
7.5YR% 

R P67 十笠

24 7 ---C 確認頂i 80TW アスキ 7 C 1J[1i]部 LR縄文 ナデ 砂小粒喋少少量量:: 
10Y R%  

R P55 !疋黄褐

25 7-C 確認滋i 80TW アズキ 7 C 月liiJ 部 只L縄文 ナテ 砂石粒英少少量量 1に0ぶYいR;i黄6褐
R P58 

，ぃ

26 7 C 確認面
80TW アスキ 7 C 

日10] 部 Rt然糸丈(1) ナデ 砂粒少量
10Y R% 

R P 1153 灰黄褐

27 7-C 確認[面
80TW アズキ i C 日lii] 叩 撚糸文(1) ナデ 砂粒少量

7 .5Y R巧
R P56 灰褐

28 8---8 確認IfIi 80TW アズキ 88 日間 部 LR縄文 ナテ 砂粒少量 7.5Y 、R撞% 
R P36 lこ _ì~'" 

29 8-8 確認街
80TW アズキ 88 

腕部 ミガキ 砂粒少量 5YR 権J.i 
R P 144 にぶい

30 8-8 確認i国 80TW アズキ 88 腕部 RL縄文 ミカ、キ 砂粒少量 7.5Y 、R指民
R P 12:2 l こ..-;-~'し

31 8-8 確認ilii 80TW アズキ 88 日間 部 LR撚糸文 ミカ、キ 砂石粒英少含量む 7.5Y 、R境K 
R P145 lニ_i:'"

282-1 8-8 覆ゴニ中
80TW アズ中キ 88ビ、:ノト4午 1阿部 ? ナデ 砂粒少量

10Y R%  
R P 1135痩土 灰貰褐

つ 8-8 確認面
80TW アズキ 8 8 

腕部 ? ミガキ 砂粒少量 7.5Y 、R権見
R P37 lこ_i;'"

3 8-8 確認而
80TW アズキ 8 8 

制部 RL縄文 ナデ 砂粒少量
10Y R%  

H P129 J受賞澄

4 8 8 確認ii'ij 80TW アズキ 88 日阿 部 RL縄文 ナテ 砂粒少量
5 Y R]i 

R P130 干在



拓影番号 出土地区 出土層f立 主主 言己 番 J号 時代・時期] 形態・部位 文様構成 内面調繋 日台 こた 色 調

282-5 8-8 確認面 80TW アズキ 88 
胴音IS ? ナテ 砂粒少量{¥: 7.5Y 、R褐% R P1:34 lこ_;;v 

6 8-8 確認溶i 80TW アズキ 88 腕部 複節の撚糸文(?) ナテ 砂粒少量:
10Y R%  

R P32 j美黄櫨

確認前
SOTW アズキ 88 

腕部 L (R0段縄文多条か) ミカキ 5YRYs 7 8-8 
R P33 砂粒少量

樟

8 8-8 覆土中 SOTW アズ、中キ 88ピット
胴音IS L撚糸文 ナデ 砂粒少量 10Y R~黄4褐R P 11:36覆土 に"，~.;'し、

9 8 B 確認ffii 80TW アズキ 88 腕部 LR縄文 ナデ 砂/J、粒聴少少量量 7.5Y 、R褐% R P25 に4'し

10 8-8 確認泊] 80TW アズキ 88 胴部 縄文 ミガキ 砂粒少量:
10Y Rラぎ

R P34 褐灰

11 8 B 踏ま2.[百i W アズキ 88 
口縁部 L4撚糸丈→穿孔 ミガキ 砂粒少量I: 5YRYa 赤

227-5寸l 

R P 1:36 にぶい褐

12 8 8 確認出i 80TW アズキ 88 腕部 RL撚糸文 ミカ"キ 砂粒少量 10Y R兄貴撞R P2i[ lこ.;~.し、

1:3 8 C 確認国 80TW アズキ おC
1同部 撚糸丈(7) 〈、ラナデ 砂粒含む 7.5Y R%  

R P51 i主賞撞

14 8 C 確認澄i 80TW アズキ 8 C 胴部 L撚糸文→沈線 ミ力、キ 砂粒少量 10Y RJ賞4樟]ミ P15 t:: J;v、

15 8 C 確認面 80TW アズキ 8 C 
嗣昔日 RL縄文(7) ナテ 砂粒含む

7.5Y R% 
l¥ P 17 +登

16 8 C 確認面 80TW アズキ 8 C 
腕部 LR 縄文(7) ナデ 砂石粒英少含量む 7.5Y 、R撹}4' l¥ PEl lこ_;~.し

8 C 確認澄i 80T¥へ「 アスキ 8 C 胴部 撚糸文(7) ミガキ 砂芯粒英少含量む: 
10Y R多{

l¥ P41 盟

18 8-C 確認掴 80T¥へ「 アズキ 8 C 
腕部 LR縄文 ヘラナデ 砂粒少量: 7.5Y 、R樟兄l¥ P 149 lこ .~;'v

19 8-C 確認関 80TW アズキ 8 C 
胸部 RL縄文 ナデ 砂粒少1許可 7オ5リYーKブ黒RPHi 

20 8-C 確認ifu 80TW アスキ 8 C !l阿部 RL縄文 ナテ 砂粒少量 10Y R，% 黄燈R P43 に.;~'v、

21 8 C 確認出 lm アズキ 8C 服部 LR縄文 ナデ 砂高粒英少少量量
2.5Y封

R P150 黄灰

22 8 C 確認菌 80TW アスキ 8 C 
日間 部 LR 縄文 ナテ 砂粒少量 10Y R.% 

R P1l9 j芳賀樟

23 8-C 確認iIIJ 80TW アズキ 8 C Jl[iij 部 R縄文(?) ナデ 砂粒含む 10Y R，% 黄
l¥ P 4~1 にぶい桂

24 8 --C 確認面 80TW アズキ 8 C 
日間 部 縄文 ナデ 砂金粒雲母少量少量 5YR 元赤l¥ P50 にぶい褐

25 8 --C 確認1琵 80TW アズキ 8 C Jlf~l 部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量
2.5YRYs 

l 
l¥ P 18 手宣

i

i
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26 8 C 確認面 80TW アズキ 8 C 底部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 lOY 望6〔樟 228-] R P49 l こ，;~' ~、

27 8 C 確認爵l 80TW アズキ 8 C 2阿部 縄文 へラナデ 砂粒少量 7，5Y 、R褐~~f3 
R P 14 lこ，;~' ~ 

28 8-C 確認前 80TW アスキ 8 C 日|司部 L.R縄文 ナテ旬、 砂粒少量 lOY.R% 
R P 123 i芳賀褐

29 8 C 確認蘭 80TW アズキ 8 C 胴音[j 縄文 ミガキ 砂粒少:員 7lこ.5ぶYし寸書:R P 148 

30 8-C 確認~ïID 80TW アズキ 8 C 腕部 RL縄文 ミガキ 砂粒少量: 7.5Y 、R積K 
R P 1159 l こ，;~' ~ 

31 9-B 覆土中 80TW アズキ 9 B S K024 
胴部 L.R 縄文 ナデ 砂石粒:#~少少量量 10Y R%  

付近衛iWJ 灰黄褐

283-1 13-E 覆土中 80TW アズキ
前期 l底音I~ 撚糸文 へラナデ 砂小粒l球少少数量 7に.5JJYL寸萱 227-(3 R P 789 

2 C 覆土中 80TW アズキ
)JI司音I~ LR縄文 ミガキ 砂小粒礎少少数量 7.5YRhi 

R P 1155 中主

3 1[ .-. C 覆土中 80TW アズキ
胴部 ? ミガキ 砂石粒英微多量量 10Y RJ黄4 

R P 1156 lこぶし、 樫

4 4-C 確認出 80TW アズキ北側 )Jliij 部 ? ナデ 砂粒少量 lOY RJ黄d 
R P 1041 にぶい樟

5 3 ---C 覆土中 80TW アズキ
JJI可吉I~ RL 縄文 ミガキ 砂粒少量 5 Y R;!元di 

R P 1028 にぶい掲

6 3-C 覆土中 80TW アズキ
1阿部 縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R+置% R P 1029 に，;~-~

7 9-B 確認、面 80TW アズキ 9 B S K024 腕部 縄文 ミガキ 砂粒少量 5YR% 
付近南側 ネ笠

8 9-B 確認面 80TW アズキ 9 B S K024 口縁部 RL縄文→刺突 ミガキ 砂粒少量
lOY R%  

付近南側 灰賞褐

9 9-B 確認、面 8付OTW アズキ 9 B S K024 
近南|則

)JI司音I~ ILR叶 L羽状縄文 ナデ 砂小粒磯少少量量 石英少量 7.5Y 、R指K 
lこ<_;~-~

10 9-B 確認面 8付OTW アズ、キ 9 B S K024 1阿部 RL縄文 ミガキ 砂粒少量 lOY R%  
i主南{則 j究黄櫨

11 9-B 確認酷 8付OTW アスキ 9 B S K024 胴音I~ LR縄文 ナデ 砂粒少量 5YR% 
ili南側 殺

12 9-.B 確認臨 80TW アス、キ 9 B S K024 日阿 部 縄文 へラ十デ 砂粒含む
2.5Y R J.-~ 

付近南側 稽

13 9-B 確認、商 80TW アズキ 9 B S K024 日阿 部 LR 縄文 ナデ 砂粒少量 7.5YR% 
付近南側 j主黄撞

14 9-B 確認臨 80TW アズキ 9 B S K024 日阿 部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量 10Y.RJ賞~' 
付近南側 lこぶし、 桂

15 9-B 確認面 8付0近TW  アズキ 9 B S K024 口縁部 撚糸文 ナデ 砂粒少量 5YYI' 
南mlJ オリーブ黒

16 9-B 確認面 80TW アズキ 9 B S K024 日間 部 RL縄文 ナテ 砂小粒磯少少量量 10Y R% 黄
付近南側 にぶい樫



一拓影番号 出土地区 出土層位 言主 百己 番 7Cー2ず3 時代・時期 形態・部位 文様構成 内面調整 胎 土 色 調 国版番号

283-17 9 B 確認磁i 80TW アスキ 9 B S K024 Jlro] 部 RL縄文 ナデ 砂小粒概少少量量 5YR% 
付近南側 明赤褐

18 9 “B 確認面 80TW アズキ 9 B S ](024 
中期中葉? ロ繰音rj RL縄文→沈線 へラナテ 砂粒少量 5 Y R~赤i 付近南側 lこぶし、 褐

19 9-B 確認面 80TW アズキ 9 B S K024 
IJ阿部 LR縄文 ナテ 砂粒少量 に5JYJいR棺% 付近南側

20 9-B 確認面
80TW アズキ 9 B S ](024 

IJpiJ 吾I~ ILR縄文 ヘラナテ、 砂粒少量 10Y R%  
付近南側 j受賞樟

確認鹿
80TW アズキ 9 B S ](024 

制音I~ LR縄文 砂石粒英:中含量む 1lこ0ぶYしR、F黄i燈21 9-8 
付近南側

ミ力、、キ

22 S ](024 覆土中
80TW アズキ S ](024 

目阿 部 R縄文 ナデ 砂粒少量 10Y R先{
R P 1971 灰賞褐

284-1 9-B 確認函i 80TW アズキ 9 B S K024 胴音11 LR縄文 ナデ 砂粒少量 2.5YYJ 
付近南側 黄f天

“ ワ 9 --B 確認前 80TW アズキ 98 E | Jl[dJ 部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 10Y R均質権
lこ... ~~' v、

3 9 B 確認頂i 8付OTW アズキ 9 B S KO 腕部 LR縄文 へラナテ 砂粒少量 10Y R9賀4補i5:.1南側
にぶい

4 9 8 確認頂1 8f寸OTW 7ズ、キ 9B S KO 1阿部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 10Y R%  
)5:南側 1支黄樟
80TW アズキ 9 C 7.5YR}~ 5 9-C 確認iID
RP4 腕部 LR 縄文 ナデ 砂粒:少量

6 9-C 確認[ijj 80TW アズキ 9 C 1阿部 RL縄文 ナテ 砂石粒英少少量量 5YR% 
R P 111 

7 9 C 崩ljAこたI=t 80TW アズキ 9 C 腕部 LR>J:j;l!t縄文 へラナデ 砂粒少量 10Y R}賞i 
南斜i誼 lこぶし、 横

8 9-C 確認覆i 80TW アズキ 9 C 目阿 部 LR縄文 ミ7ゲキ 砂粒含む 7.5Y 、R滋% RP5 lこJ.;'し

9 9 C 確認冨i 80TW アズキ 9 C 腕部 LR縄文 ミゲキ 砂粒少量 に5ぶYいR%赤褐RPll 

10 9-C 確認誼l
80TW アズキ 9 C 

日阿 部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 10Y R%  
RP7 灰黄褐

11 9 --C 崩壊土中
80TW アスキ 9 C 

腕部 ? ナデ 石砂粒英少少量量 lUYR.%; 寅lli斜面 にぶい桂

12 C 崩壊土中
80TW アズキ 9 C 

1阿部 ? ナテ 砂粒少量 5YRYs 
南斜面 燈

13 9 --C 崩壊土中
80TW アズキ 9 C 

IJfnJ 音fl j尤~~A→磨消 ヘラナデ 砂粒少量 2.5Yだ
l.ti科部 賞灰

14 9-C 確認面
80TW アズキ 9 C 

腕部 縄文 ミつりfきそ 砂粒少量 2.5Y ミR赤.%.燭R PI0 しこλミL

15 9-C 崩壊土中
80TW アズキ 9 C 

1阿部 LR縄文 ナテ {石沙半英'l!.少少量量 7オ5ljYー%ブ黒南斜面



Nmω 

16 9-C 崩壊土中 80TW アズキ 9 C 胴部 LR縄文 ナデ 砂若粒英少少量量 5 Y R9赤4 
南斜面 にぶい褐

17 9-C 崩壊土中 80TW アズキ 官C IJ岡部 RL縄文 ナデ 砂小粒碓少少量量 l5YM  樟
南斜面 にJごし、

18 9-C 崩壊土中 80TW アズキ ヲC 腕部 RL縄文 ミifさそ 砂石'粒英微少量量 7.5Y 、R撞]4:' 
南斜面 l こ_~;.し

19 9-C 確認商 80TW アズキ ヨC j胸部 縄文 ミカ、三千 砂粒含む 10Y R]黄4樫
R P1l5 lこ..-~-:.い

20 9-C 確認酉 80TW アズキ 9 C 腕部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R樟% 
R P1l2 lこ_;;l

285-1 9-8 確認面 80TW アズキ 9 B S K024 腕部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 10Y R]黄i櫨
付近衛側 l こ，;~-;'い

2 9 8 雄認面 80TW アズキ 9 8 S K024 腕部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量
7.5YR% 

村近衛側 i主貰樟

3 9-8 確認面 80TW アズキ 9 8 S K024 目同 部 縄文 ミガキ 砂粒少量 lOYR% 貫褐
付近南側 に_;<い

4 9-8 確認澄j 80TW アズキ 9 8 S K024 IJ同音rs RL縄文(?) ミ対さそ 砂粒少量 オ5Yリ%ーブ黒付近南側

5 9-8 確認直i 8付OTW アズキ 9 8 S K024 腕部 L ミガキ 砂小粒磯少少量量 10Y R%  
近南側 灰貰褐

6 9-8 確認商 80 T WFH アズキ 9 8 S K024 腕部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 5YR]ii 
付近側 樟

7 9-B 確認面 80TW アズキ 9 8 S K024 』岡部 縄文 ミガキ 砂粒少量
5YR]ii 

付制ijfsij キ畳

8 9-B 確認面 80TW アズキ 9 8 S K024 日岡 部 縄文 ミガキ 砂粒少最 5YR樟% 
付近南側 lこ .J~' い

9 9-B 確認、面 80TW アズキ 9 8 S K024 胴部 縄文(無節か) ナデ 砂粒少量 10Y R%  
付近南側 灰賞褐

10 9-B 確認面 80TW アズキ 9 8 S K024 平安以降 1阿部 ミガキ 砂石粒英少少量量 5 Y R9赤d褐
付近南側 lこ.J:し、

11 9-B 確認菌 80TW アズキ 9 8 S K024 腕部 RL縄文 ミカ、。キ 砂粒含む 10Y R9賞i褐
RP一括 lこJ<い

12 9-B 確認面 80TW アズキ 9 8 S K024 腕部 RL縄文 ミガキ 砂粒少量 7.5Y 、R燈y4 
付近南側 lこザ~v

13 9 B 確認面 80TW アズキ 9 8 S K024 胸部 縄文 ナデ 砂粒含む 7.5Y 、R撞y4 
付近南側 にぶL

14 9 8 確認面
80TW アズキ 9 B S K024 

腕部 縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 
付近 LこムミL

15 9-8 確認菌 80TW アズキ 9 B S K024 ロ縁部 LR 縄文 ナデ 砂粒含む 7.5Y 、R撞% 
付近南側 にふ;し

16 9-8 時認菌 80TW アズキ 9 B S K024 ロ縁部 騒線貼付 へラナデ 砂粒少量
10Y R.% 

付近南側 灰賀褐

17 9-8 確認面 80T 南W アズキ 9 B S K024 腕部 ? ミ7ゲキ 砂粒少量 10Y R% 
イす近 傍IJ j支賞境



N
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拓影番号 出土地区 出土層位 百日 番 ~ 時代・時期 形態・部位 丈捧構成 内面調~ 日台 ::J:二 色 調 図版番号

285-18 9-B 確認麗 80TW南 アズキ 9 B S K024 目前 部 RL縄文 ナデ 砂石粒英少少量量 5YRYs 付近 iHlJ 
1登

19 9 B 確認面 80TW アズキ 9 B S K024 腕部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R樫}4 付近南側
l こ.;~'Ir

20 9 B 確認面 80TW アズキ S K024 
目阿 部 撚糸圧痕 ミガキ 石砂粒英少少量量 7.5Y 、R褐% 付近南側 iこムミL

21 9 B 磁認蕗 80TW アスキ 9 8 S K024 腕部 LR ミカρキ 砂粒少量 10Y R%  付近南側
j受賞樟

22 9 --8 確認面 80TW アズキ 9 8 S K024 
1阿部 L ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 付近南側 lこぶし

23 9-B 確認面 80TW アズキ 9 B S K024 
胴部 LR ナデ 砂粒少量 !1?.5Y 3R褐% 付近南側 lこ...;'""l.し

24 9-B 確認商 80TW アズキ 9 B S 1<024 腕部 L ナデ 砂粒少量 !7.5YR!3l 
付近南側 褐灰

25 9 B 確認面 80TW アズキ 9 B S K024 
口結音1$ RL ナデ 砂粒少量 1に0ぶYいR諸黄援付近南側

26 9 B 確認面 80TW アズキ
目阿 部 沈線十 RL ナデ 砂石粒英少少量量 5YR}4 樫じmu10u37 lこ.i;-し、

27 9-B 確認面 80TW アズキ 腕部 ? ナデ 砂石粒粒少少量量 10Y R]黄d樟i菊斜面
lこ .l~' い

28 9-8 確認、福 80TW アズキ 日阿 部 LR へラナデ 砂粒少量 2.5Y;l1 
北側 10036

黒褐

286-1 13-1 堆積土中
80TW アズキ ]31 

前期 )J防部 隆帯→LR縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y R%  R P798 
成褐

80TW アズキ ヨC 7.5Y R.% 2 9 C 崩壊土中
南斜面 IJ[iiJ 吉li LR縄文 ナテ 砂粒少量

j美賀撞

3 9-C 崩壊土中 80TW アズキ 9 C 1阿部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量 10Y R%  賞南斜面 にぶい褐

4 9 C 崩壊土中 80TW アズキ 9 C 胸部 LR縄文 ナデ 砂石粒英微少量量 7.5YRYs 
南斜面

撞

5 9 C 崩壊土中 80TW アズキ 9 C 腕部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量 10Y R]黄d櫨南斜面
lこ<~~Ir、

6 9-C 崩壊土中
80TW アズキ 9 C 

前期 口融部 LR撚糸圧痕文 ナデ 砂石粒英少少量量 7.5Y 、R褐% 南斜面 lこ<.J>し

7 9-C 崩壊土中 80TW アズキ 9 C 口市該部 LR縄文 ナテ 砂粒少量 lOY R]黄d 南斜面 lこ. .J>い樟

8 9-C 崩i裏土中 8南OTW アズキ 9 C m~ 吉[) LR+RL縄文→沈
ナテ

砂小砂小粒鴨粒嘩少少少少量量量量

2.5 Y RYs 
斜面 線 t登

9 9 C 崩壊土中 8南OTW アズキ 9 C 目阿 部 LR縄文 ナテ 10Y R%  
斜面

灰貰褐

10 9 C 崩壊土中 8南OTW アズキ 9 C 日縁部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 lOY R.% 貰斜[o にぶい桂



11 9-C 崩壊土中
80TW アズキ 9 C 

腕部 LR縄文 ナテ 砂粒少量
2.5YJ~ 

南斜面 j主主主

12 3-8 震土中 80TW アズキ 晩期 ~[ìiJ 部
LR縄文→沈線→磨

ナデ 砂粒少量
5YRYs 

R P 1001 j自 櫨

13 3 8 捜土中
80TW アズキ

前期 1阿部 RL+LR結節羽状 ミカ。三千 砂粒少量
10Y R% 

R P 1157 縄文 浅草t争責

14 3 --8 覆土中
80TW アズキ 胸部 RL縄文 ナデ 砂石粒英少少量量

5 Y~.イ
R P174 オリーブ黒

15 B町 E 覆土中
80TW アズキ

胴部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 
R P796 lこぶし

16 10--8 覆土中
80TW アズキ

胸部 LR縄文 ミガキ 砂雲粒母少な量し 2.5YR.% 
R P907 

17 3 B 覆土中
80TW アズキ

胴音!I LR縄文 ナテ 砂粒少量
2.5 Y R.% 

R P 1005 撞

18 l:3--E 覆土中
80TW アズキ

日阿 部
LR+RL結節羽状

ナテ 砂苔粒英少含量む
lOYRぢ

R P784 縄文 灰寅褐

19 3-8 覆土中
80TW アズキ 2層

制部
RL縄文→沈線→磨 ミカ、‘キ 砂粒少量

7.5Y R% 
R P 1013 ;肖 褐

20 3 --8 覆土中
80TW 7ズキ

胴部 LR縄文 ミガきそ 砂小粒磯少少量量 7.5Y、R横% 
R P 1016 lこJ、し

21 3-8 覆土中 80TW アズキ l阿部 LR縄文 ナデ 砂石粒英少少量量
10Y R)l1 

R P101日 灰白

288-1 9-C 確認面
80TW アズキ 9 C 

後期以降 H!司 昔日 LR網白状撚糸文 ミカfきそ 砂粒少量夏Eヨ、小碓少量 2.5Y% 
RP9 石英少 祭宇~

2 9 C 確認面
80TW アズキヨ C

胸部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量
7.5Y RJ'6 

R P113 +葺

3 9-C 確認前 80TW アズキ 9 C !J!司音!i LR縄文 ナデ 砂粒少量 1に0ぶYいRJ{黄櫨
RP6 

4 9 C 崩壊土中
80TW アズキ 9 C 

JI阿部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 10Y RYa 黄
南斜面 にぶい樟

5 9-[) 確認面
80TW アズキ 9 [) 

口繰苦!I 撚糸文 ミカゼキ 砂粒少量 10Y R}賞d樟
R P110 l こ".~~'V、

6 9-[) 確認面
80TW アズキ 9 [) Ij岡部 LR縄文 ナデ

砂粒少量 10Y R% 貫
R PI09 石英含む lこぶし、 樟

7 10-C 確認面
80TW アズキ lOC 

胴音!I LR縄文 ナデ 砂粒含む 2時.5灰Y黄% 
R P924 

8 10-C 確認溜
80TW アズキ lOC 

腕部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量
lOY R% 

R P926 灰白

9 10-C 確認面
80TW アズキ lOC 

前期以降 腕部 RL縄文 ナデ
砂粒少量 7.5 Y 、R横J{ 

R P928 小喋少量 lこぶし

10 10-C 確認面
80TW アズキ lOC 

前期以降 1岡部 RL+LR結節羽状 ミカリキ 砂小粒磯少少量量
5YRJ{ 

R P916 縄文 にぶい樫

11 lO-C 確認商
80TW アズキ lOC 腕部 LR縄文 ナデ 砂石粒英少少量量

7.5Y RYs 
R P929 指

i
i
N
m
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拓影番号 出土地底 出土層{立 註 言己 番 {ヨコ. 時代・時期 形態・部位 文様構成 内面調整 目ム口 ゴ二 色 調 図版番号

288-12 10-C 確認面 80TW アズキ lOC 腕部 LR縄文 ミカキ 砂粒少量 5 Y RJ樟4 R P909 
に"~'い

13 l()-C 確認関 80TW アズキ lOC 胴古I1 LR 縄文 ミガキ 石砂粒英少少量量 7，5YR% 
R P938 j莞貫燈

14 l()-C 確認面 80TW アズキ lOC 腕部 R L*母丈 7 ミ7ゲキ 砂石粒英少含量む 7，5YRYG R P921 ネ萱

15 l()-C 確認函 80TW アズキ lOC 1阿部 撚糸文(R)→磨消 ミガキ 砂粒少量 7，5Y 、R桂% R P~135 
lこ J~' し

16 10司ーC 確認面 80TW アズキ lOC 口縁部 LR縄文 ミカキ 砂石粒英少少量量 7，5Y R% R P9:32 i美賀桂

17 10-C 確認面 80TW アズキ lOC 服部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量
7，5YR% 

R P931 j美賀樟

18 10日-C 確認面
80TW アズキ 10C 

腕部 LR縄文 ミカ1・三千 砂粒微量 7，5Y 、R褐% R P930 lこ.;~'~

19 10-D 確認、面 80TW アズキ 10D 日同 音15 RL縄文 ナデ 砂石粒英少含量む 7，5Y 、R褐% H P918 lこ.，ì~' ~ 

20 10-D 碑認面 80TW アズ‘キ lOD 1阿部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 7，5Y HYG R P919 1宣

21 10-C 確認麗 80TW アズキ lOC 目何 者I1 LR縄文 ナデ 砂粒少量 10Y RJ黄4桂R P914 lこ.;~' ~、

22 10-C 擁認面 80TW アズキ lOC 1阿部 HL縄文 ナデ 砂粒少量 5YR% R P912 
1 1:イ色旦笈乞

23 10-D 得認面 80TW アズキ 10D 胴部 LR縄文? ナデ 砂粒少量 iilOY R3撞4 R P903 lこ3;い

24 ll-C 確認酉 80TW アズキ llC 腕部 RL縄文 ナデ 砂粒含む 17.5Y 、R褐% R P150 

25 l:3-E :ttt積土中 80τW アズキ 13E 胸部 LH ナデ 砂粒少量 lOY R% R P588 j莞黄櫨

289-1 13ωF 堆積土中 80TW アズキ 13F 腕部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 7.5 Y 、R稽y:i R P99 l こ...;~.し

2 l:3-F  堆積土中 80TW アズキ 13F 日阿 部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 5 Y R~赤4褐H P206 に •. J~'い

3 13-F 土佐積土中 80TW アズキ 13F 胴部 LR縄文 ミカ、キ 砂石粒英少少量量 5 Y RJ糧d R P211 に...;-;'い

4 13-F 堆積土中
80TW アズキ 13F 

腕部
HL+LR結節羽状 ミカψキ 砂粒少量 10Y R}黄6概R P228 縄文 lこ_，-:い

5 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13 F 腕部 LR縄文? ナデ 砂粒含む 7.5Y 、R褐% R P2:32 lこ.，.;'し

6 13-F 地積土中
80TW アズキ 1:3 F 

胴音I~ LR縄文 ナデ 砂粒少量 7.5YH% 
R P220 灰褐

7 13-F j制貧土中 80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 10Y R%  
R P234 灰白一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 」一一一一

i
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8 13-F 土佐積土中 80TW アズキ 13F 胴部 LR縄文 ナテ 砂粒少量 7.5Y 、R桂瓦
R P236 lこ.~-:.し

9 13-F 地積土中 80TW アズキ 13F 胴音11 RL縄文 ナデ 砂小粒喋少少量量
2.5Y% 

R P237 灰白

10 13-F 土佐積土中 80TW アズキ 13F 中期以降 日間 部 RL縄文→沈線 ナデ 砂小粒喋少少量量 lOYR苑黄櫨
R P238 lこぶし、

11 l:)--F 堆積土中 80TW アズキ 13F 前期 腕部 RL縄文→庄貼痕付文文→ ミガキ 砂石粒英少少量量 7.5Y 、R桂広
R P241 RL縄文、 に.;;'"

12 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13F 目阿 部 LR縄文 ナデ 砂石粒英少含む量 2.5Y R%  
R P239 桂

13 13-F 1闘会土中
80TW アズキ 13F 

腕部 RL縄文? ナデ 砂粒少量 黄灰 Ji R P250 

14 13-F :ttt積土中 80TW アズキ 13F 1阿部 RL縄文→磨消 ナテ 砂粒少量 賞i樟R P242 lこ..-!;~'し、

15 I;3-F  堆積土中
80TW アズキ 13F 

胴部 LR縄文 ナデ 砂石粒英少少量量 1l2樫5Y R% 
R P249 

16 13-F :lt主積土中 80TW アズキ 13 F 後期 口縁部 網目状撚糸文 ミカリキ 砂粒少量 10YR.% 黄
R P253 にぷし、 褐

17 13-F I絵積土中 80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 5YR樫Ji 
R P254 lこ，，:l-"1い

18 13-F JI討黄土中 80TW アズキ 13F 1阿部 RL縄文 ナテ 砂小粒喋少少量量、石英微量 10Y R_%" 賞撹
R P256 lこ.);."、

19 13-F Jlj(積土中 80TW アズキ 13F 胴音11 LR縄文 ? 砂粒少量 7.5Y 、R撞Ji 
R P261 lこJ、し

20 13-F 堆積土中 80TW アズキ l~i F 
目阿 部 LR縄文 ミガキ 砂粒含む

lOYR% 
R P278 灰黄褐

21 13-F 土佐積土中 80TW アズキ 13F 腕部 隆帝一!例突 ナデ 砂粒少量 5Y R38宣4 
R P305 lこ.~~'"、

22 13-F :tll~積土中
80TW アズキ 13F 

腕部
LR+RL結節羽状

ミガキ 砂石粒英少少量量 5Y R4Z笠4 
R P306 縄文 に，，'l~ い

23 13-F 土俵積土中 80TW アズキ 13F 胴部 LR縄文 ミカ"キ 砂粒少量
10Y R%  

R P310 灰黄褐

24 l:)-F 土佐積土中 80TW アズキ 13F 腕部 RL縄文 ミガキ 砂粒少量
7浅オ55黄YリY瞳H Rブ%黒R P315 

25 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13F 1岡部 LR+RL結節羽状
ミヌゲキ 砂小粒喋少少量量

R P316 縄文

26 13-F 土佐積土中 80TW アズキ 13F 目阿 部 RL縄文 へラナデ 砂粒少量
7.5Y R% 

R P330 灰白

290-1 13-F 堆積土中
80TW アズキ 1:1F )11司官11 R撚糸文 ミ力、キ 砂小粒牒少少量量 10YR.% 黄
R P263 にぶい撹

2 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13F )JI司部 RL縄文 ナデ 砂粒少量
7.5Y R% 

R P271 浅一貫控

3 l:-l-F  I闘賞土中
80TW アズキ 1:3F l胴部 LR縄文 ナデ 砂粒少量

10Y Rぢ
R P280 灰黄褐



N
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拓彰番号 出土J也!玄 出土層位 言と 番 号ー 時代・Il寺期 形態・部位 文様構成 内面調整 日台 ニt 色 調 図版番号

290-4 13-F 地積土中 80TW アズキ 13F 1阿部 RL縄文 ミガーt 砂粒少量 2.5Y 、R赤7<褐i R P282 lこJ、し

5 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13F 腕部 ナデ 砂粒少量 10Y RYz 黄櫨R P291 lニザ~.い

6 13-F j往積土中 80TW アズキ 13F 腕部 しR縄文 ミガキ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% R P293 
にぶし

7 1~~-F 地;積土中 80TW アズキ 13 F 1阿部 RL縄文 ミガキ 砂石粒英少少量量、小開少量 7.5Y 、R糧足R. P294 lこぶし

8 13-F j闘賞二仁中 80TW アズキ 13 F 胸部 LRL縄文 ミガキ 砂粒少量 2.5Y R% R P295 
ネ畳

9 13-F 11討会土中 80TW アズキ 13F 腕部 RL縄文 ミガキ 砂粒少量 7.5Y 、R糧K R P29Ei lこぶし

10 l:3-F  堆積土中 80TW アズキ 13F 日阿 部 HL 縄文 ナデ 砂粒少量 10Y R%  H P302 灰白

11 13-F Jj主積二仁中 80TW アズキ 13F )]阿部 LR+HL結節羽状
ナテ 砂粒少量 7.5YR% H P:309 縄文 灰褐

12 B-F jl!i干支ニt中 80TW アズ三千 13 F 月間 部 LR縄文 ナデ 砂小粒l潔含む 7.5YR91 R P331 少量 ;灰白

13 13-F jjt.積土1:1:180TW アズキ 13 F )J街部 縄文→沈線 ナデ 砂粒含む 1捷7.5YH]i R P:325 

14 13-F 土佐積土仁1:180TW アズキ l:3F 1阿部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 ilOYR長R P329 
にぶい樫

15 1:1-F 堆積土I:j:l 80TW アズキ BF  領恵器 底部 2.5Y J1 R P:137 灰白

1Ei 1:1-F 士闘員土1:1:1 アズキ l:3F 
腕部 LH縄文 ミカ、キ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 

に.~.し

17 l:3-F  よ佐穂土11" 80TW アズキ 1:3F JJ岡部 LR縄文 7 ミァゲキ 砂粒少量
7.5Y R%。

R P:348 灰褐

18 1:3--F 土佐積土中 80TW アズキ 13F ロ縁部 LR縄文 ナデ 砂石粒英少少量量 lOY R%  R P:3:32 灰白

19 l:i--F 堆積土中 80TW アズキ 13F 』阿部 LR縄文 ミガキ 石砂粒英少少量量 10Y RYI H P:3:35 褐灰

20 13-F I佳干it::l二Eド 80TW アズキ l:~F 
胴部 LH縄文 ナデ 砂小粒礎少少量量 10Y R%  R P:341 灰黄褐

21 13-F J封i積土中 80TW アズキ 13F ロ縁音1) LR縄文→沈線 ナデ 砂粒少量 7.5YR% R P342 灰褐

22 13-F 11主積土中 80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量 5YR 樟K R P375 lこ..;';'v、

2:3 B-F 推移i土r]:1 80TW アズキ l:iF 胴音11 LH 縄文 7 ミカ'三千 砂粒少量 7.5Y 、R樺Ji R P34Ei l こ，~.;'し

24 13-F jll~積三二 Eわ 80TW アズキ l~i F 
腕部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量 10Y RYz 貰楼R P371 に..':l~し、

← 一 一一一一一一 L 一一一一一一一」



25 B-F j甘i干員土中
80TW アズキ l:3F fJ[ii] i11¥ 縄L文R十 RL結節羽状 ナテ 砂粒含む 10Y R 月黄
R P367 に~~~.v、樫

291-1 }3._-F Jt主積;士ーヰ1
80TW アズキ 13 F、 fJ阿部 LR縄文 ミカキ 砂粒少量

lOYR.% 
R P355 灰白

2 13-F 1佳干員士JP
80TW アズキ 13 F 目的 部 RL縄文 ナテ 砂粒少量 7.5Y 、R積潟
R P386 l二_，.し

3 13-F 土佐積土中
80TW アズキ 13F flI耳き[1 LR縄文 ナデ 砂粒含む

10Y R.% 
R P380 灰白

4 13-F 土佐積土中
80TW アズキ 13F 日間 部 RLR縄文 ミかキ 砂粒少量 5Y 畳4 
R P3S1 lこ_~:.し、

5 1:3-F 堆積土rr'80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文 ミカiキ 砂粒少量 10Y RJ黄4 
R P394 によい境

6 ]:3-F llk稽土中
80TW アズキ 13F 腕部 RLR縄文 ミカiキ 砂粒少量

5YRJi 
R P400 監

7 1:3-F I耐震土中
80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量

7に1に05よAYY いRh撞% 黄Ji喧R P385 

8 1:3句-F tlk干~t::tこr.jl
80TW アズキ l3F 1阿部 LR縄文 ナデ 砂粒少量
R P389 

9 13-F :11主積土中
80TW アズキ 13F 日間 部 RL ミカ中三千 砂粒含む 17.5Y 、R樟見
R P402 lこJJし

10 13-F :l:jj~積土中
80TW アズキ 13F 中期以降 口出家音11 RL→沈線 ミガキ 砂石粒英微少量量

7.5Y R)!-:[ 
R P403 j莞黄樟

11 13--F I怯干Jt:::l二中
80TW アズキ 13F 中期 日倒 産目 LR→沈線 ミカ三千 砂粒少量

5YR釘
R P407 褐灰

12 l~~-F 堆積土中
80TW アズキ 13F 胴部

LR+RL結節羽状 ミカlキ 砂石粒英少少量量 10Y RJ黄4 
R P592 縄文 lこぶし、 横

13 13--F 堆積土中
80TW アズキ 13F 腕部 RL縄文 ナデ 砂粒含む 10Y RJ黄d櫨
R P594 l こ"'.;~'い

14 13-F 滋積土中
80TW アズキ 13F ロ縁部 LR縄文 ミ7ゲキ 砂粒少量

2.5YYI 
R P599 黄j疋

15 l:-l-F  堆積土中
80TW アズキ 13F 細部 RL縄文 ミガキ 砂石粒英少少量量

5YR% 
R P595 明赤褐

16 ]:3-F 堆積土中
80TW アズキ 13F 胴部 RL縄文→磨消 ミガキ 砂粒少量 7.5Y 、R撞]1，' 
R P597 l こ_~.;v 

17 13-F 堆積土中
80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文? ナデ 砂粒含む

2.5Y%， 
R P305 +霊

18 13-F 堆積土中
80TW アズキ 13F 腕部 RL縄文 ナデ 砂石粒英少少量量 7.5Y 、R褐% 
R P608 に ~~'v

19 ]:3-F  土佐積土中
80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 i 17j実.5費Y樟R% 
R P609 

20 1:3-F 堆積土中
80TW アズキ 13F 月間 部 RL縄文 ミffキ 砂粒少量

7.5YR，% 
R P610 i美賀撞

21 13-F 地積土中
80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量 l|75Y 、R樟Ji 
R P622 lこ〆~.し



拓影番号 出土地区 出土層位 自主 記 主寄 号 時代・時期 形態・部位 文様構成 内|苗調整 目白 こ仁 色 調 EE司
291-22 13-F 土佐積土中 80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文→沈線 十デ 砂石粒英少微量量 10Y R:Y:i 228-3 R P624 

黒褐

23 13-F 土佐積土中 80TW アズキ 13F 服部 LR 縄文 ナデ 砂粒少量 7.5YR% R P613 
Vk.褐

24 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13F 』同部 相状撚糸文 ミカーキ 砂小粒磯少少量量 7.5YR% R P648 
j芙黄櫨

25 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13F 腕部 撚糸文 ヘラナデ 砂小喋粒少少量量 10Y R%  R P667 
灰色

26 13-F J1主積ニヒ中 80TW アズキ 13F 腕部 RL縄文 ナデ 砂雲粒母少含む量 lOY R]賞d措R P641 
にぶ:1，、

292-1 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13F 胴部 RL縄文 ナテ 砂粒含む 7.5Y 、R褐% R P616 
lこぶし

2 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13 F 口縁部 RL縄文 ナテ 砂小粒磯少少量量 10Y Rχ 
228--7 R P635 

灰白

3 13-F J住積土中 80TW アズキ 13F 1阿部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 !i5Y R樟U R P633 
Lこ .b~' し、

4 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13F 腕部 RL 縄文 ミえ「キ 砂粒少量 灰10黄Y褐R%  R P637 

5 13-F よ佐積土中 80TW アズキ 13F 胴音11 RL縄文 ナデ 石砂粒英少少量量 7.5YR% R P629 
中笠

6 1:3-F 堆積土中 80TW アズキ 13F 目阿 部 RL縄文 ナデ 砂石粒英少少量量 7.5Y 、R樟U R P643 
lこ-);し

7 13-F 堆積ゴニrt 80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文 ヘラナデ 砂粒少量 5YR% 撞R P638 
lこ..~~.し、

8 13-F 土佐積土中 80TW アズキ 13F milJ部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 7.5YR% R P649 
灰白

9 13-F :tjj~積土中 80TW アズキ 13F 胴音11 RL→沈線 ナテ 砂粒少量 10Y R%  寅撹RP 
l こ_.;~'v、

10 13-F J1jf積土i'jl 80TW アズキ l~iF 
腕部 RL縄文 へラナテ 7.5Y R%  R P632 

小磯少量 糧

11 13-F 1断黄土中 80TW アズキ 13 F 胴音[5 LR縄文 ミガキ 砂粒少量 7.5Y 、R燈見R P650 

|1 』1にこ0ぶYふし 黄櫨12 13-F 1倒産土中 80TW アズキ 13F 1河部 LR縄文 ミifキ 砂粒少量R P660 

13 1:3-F 土佐積i二中 80TW アズキ 13 F 腕部 RL縄文 ミガキ 砂小粒磯少少量量 10Y RU  黄R P666 
にぶい樟

14 13-G 堆積土中 80TW アズキ 13G 中期 胴部 LR→沈線→磨消 ナテ 10Y RU  黄概 228-6 R P409 
石英微量 に<~;.し、

15 13-G 堆積土中 80TW アズキ 13 G 底部 簾状庄痕文 へラナデ 砂粒少量 R%  R P445 
手登

t佐干葉土Jp 80TW アズキ 13 G 中期 )JIヰ部 麿消 明主糸圧痕 石砂粒英少少量量 7.5Y 、R控K 16 13-G 
R P434 ナデ

lこ.... j'.し 2;~8-- 2 

i
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17 13-G JI~積立二中 80TW アズキ 13 G 1阿部 LR縄文 ミカキ 砂粒少量
10Y R%  

R P415 j究賞樟

18 13-G 堆積三こr:j:1 80TW アズキ 13 G 1阿部
LR+RL結節羽状

ミガキ 砂小粒磯少少量量
10Y R.% 

R P417 縄文 灰白

19 13-(; 堆積土中
80TW アズキ 13 G 

胴部 撚糸文 ミ-}]キ 砂石粒英少少量量
5YR% 

R P428 ìß~1笠

20 13-(; JI討言{立こドド 80TW アズキ l3G 胴音r~ 縄文 ミカキ 砂粒少量
7.5YR% 

R P440 j交友燈

21 13--G I任:積立二件118r?~~ アズキ 13G 1阿部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量
10Y R.% 

R P424 灰白

22 13-(; 堆積土中 80TW 7ズキ 13 G 日阿 部 RL縄文 ナテ 砂粒少量
7.5YRJ;f 

R P416 明褐灰

23 13--G 推移i土中 80TW アズキ 13 G 腕部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量 10Y RJ黄d;償
R P418 l こ".;Ì~しミ

24 13町一G 1佐積土r:l' 80TW アズキ l3G 1阿部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 
R P453 lこ，..)...し

293-1 13-G Jlt積土中 80TW アズキ 13G 1阿部 LR縄文十結束 ミカ':¥ 砂石粒英少中量量 5 Y RJ樟4 
R P449 l こ...:l~し、

2 13-G 堆積土中 80TW アズキ l3G 目阿 部 RL縄文 ミカれキ 砂小粒喋少含量む 7.5 Y 、R褐% 
R P456 l こ.~~.v 

3 13-G :l:jj~積土中 80TW アズキ 13G 嗣部 RL縄文(?) ナデ 砂石粒英少少量量
7.5Y R釘

R P476 褐灰

4 13-G :l:j主積土中 80TW アズキ l3G 日間 音11 RL縄文 へラナデ 砂粒少量 10Y RJ黄4滋
R P.671 l こ.~~.v、

5 13-G 堆積土中 80TW アズキ 13G 日間 部 縄文 ミガキ 砂粒少量
7.5Y R%  

R P450 l実質檀

6 B-G :l:j主積土中 80TW アズキ 13G 腕部 現状縄文(?) へラナデ 砂粒含む lOYR% 
R P501 i莞黄澄

7 13-G I断言I土中 80TW アズキ 13G 腕部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R境% 
R P459 l こ.，;~'v 

8 13-G 堆積土中 80TW アズキ 13G 腕部 羽状縄文 ミガキ 砂粒少量
7.5Y R.% 

R P461 灰褐

9 13-G 堆積土中
80TW アズキ 13G 

1阿部 L縄文(7) へラナデ 砂粒少量
10YR.% 

R P676 灰白

10 13-G I佳積土中
80TW アズキ 13G 

1阿部 7 ミガキ 砂粒少量
10Y R%  

R P707 灰黄褐

11 13-G I佳干Jt:J二中 80TW アズキ 13 G 胴部 RL縄文 ナデ 石砂粒英中含量む 7.5Y 、R撞J~ 
R P696 lこJ、し

12 l:j-G 堆積土中
80TW アズキ 13 G 

網部 LR縄文 ナデ 砂金粒雲母少量少量
7.5Y R%  

R P710 灰褐

13 13-G 堆積土中
80TW アズキ 13G 

服部 縄文 ミカ"キ 砂石粒英少少量量、小磯少量 7.5Y 、R褐% 
R P727 lこ ~~'v

14 1~~-G 堆積土中
80TW アズキ 13G 1阿部 撚糸文 ミカ1・キ 砂石粒英少少量量 7.5Y 、R檀兄
R P731 に .;~'v

i
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拓影番号 出土地区 出土壇位 註 百己 喜子 号 時代・時期 形態・部位 文様構成 内面調整 日台 色 調 図版番号

293-15 13-G 堆積土中
80TW アズキ 1:3G 

ij[UJ 部 羽状縄文 ナテ 砂小粒喋少少量量 7.5Y 、R燈見
R P740 lこ.~<(，

16 13-G 堆積土中 80TW アズキ 1:3G 腕部 縄文 ミ7)'‘キ 砂粒少量
2.5Y R%  

R P743 塩

17 13-G よ住積土中 80TW アズキ 1:3G 日阿 部 RL縄文 ミスfキ 砂粒少量
7 .5Y R%  

R PI162 灰褐

18 13-G I闘賞土 ~IJ 80TW アズキ 13G 腕部 RL縄文 ナデ 砂粒含む
7.5YR~~，; 

R P488 浅黄鐙

19 13-G I後積土中 80TW アズキ l:3 G 日阿 部 複節的縄文(?) ミチ~f さそ 砂粒含む
十畳
R%  

R P511 

20 13-G 堆積土中
80TW アズキ 13 G 

JJ阿部 ? ナ 7.5Y 、R積J~' 
R P706 l こ"~~. (， 

21 13-G 堆積土中 80TW アズキ l3G 1阿部 ? ミズf三千 石砂粒英少少量量 7.5Y 、R褐持
R P719 l こ"~~. ~ 

22 13-G 堆積土中 80TW アズキ・ 13G 底部 LR縄文 ナデ (砂粒少量
10Y R%  

R P503 灰白

23 13-H 堆積土中
80TW アズキ 13H 

腕部 RL縄文 ミガキ 砂石粒英少少量量 IJ、開少量 5YR，% 
R P517 4登

24 13-H 堆積土仁IJ 80TW アズキ 13H 口融音I~ 撚糸丈 ヘラナデ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 
R P518 

294-1 13-H jN~積土中 80TW アズキ 13H JJlit] 部 撚糸文(?) ヘラナテ 砂粒英含む、小l開少量 7.5Y 、R糧J~' 
R P752 石少量 に，)~'I，

2 13-H jU~積土中 80TW アズキ 13H 胸部 LR縄文 ナデ 砂小粒喋少少量量
7.5Y R%  

R P531 !夫褐

3 13-H fjj~干高二k中 80TW アズキ 13H 日阿 部 RL縄文 ナテ、 砂粒含む lOYR克
R P545 灰白

4 };3-H  1j主積ニ仁中 80TW アズキ 13H 腕部 ワ ミズfキ j 、r~出kパ/、旦患R P249 

5 1:3-H Jjt検ニヒ1ヤ 80TW アズキ 13H 日阿 部 撚糸文 ミI:/'キ 砂小粒球少少量量
lOYRYz 

R P538 黒褐

6 }:3-H  堆積土中 80TW アズキ 13H 1阿部 RL縄文 ナテ 砂右粒英少含量む 小関少量 5YR% 赤R P521 lこぶし、 *~~ 

7 1:3-H 堆積土中
80TW アズキ 13H 

月阿 部 縄文 ナテ 砂粒少量 7に5Y褐% R P525 

8 1:3-H JU~積土中
80TW アス:キ 13H 

JJ拘 昔日 LR縄文 ナテ 砂小粒磯少少量量
I 10Y R!k' 

R P540 ;灰白

9 13-H 土佐模土仁1:1 80TW アズキ 13H 日阿 部 RL縄文 ミガキ 砂粒少量 1に0ぶy 黄i撹R P548 

10 l:3-H  JIfo:積土中
80TW アズキ 1:3H 

}JI可 irlj 縄文 ナデ 砂粒少量 撹7.5YR% 
R P549 

11 13-H 堆積土rド 80TW アズキ 1:3H 胸部 LR縄文 ナデ 砂粒含む
2.5Y% 

228-5 R P555 j炎黄



12 13-H 土佐積土':IJ
80TW アズキ 1:3H iJluJ 音1) RL縄文 ミえ「キ 砂石粒英少少量量

|11747浅2置555黄YYY 瞳時RR見% 
R P750 

13 13-H 土佐積土中
80TW アスキ l:3H !ま部 HL縄文 ナテ 砂粒少量
R P556 

14 };3-H  土佐干ì~二仁中
80TW アズキ 13日 後j羽初頭 目阿 部 沈市iR→l祭消 ナテ 砂粒中最

ーイR P76I ;桂

80TW アスキ BH  i灰5褐YR，% 15 13-H JI討会二ヒ中 H P755 
胴長[1 縄文 ミカキ 砂粒少量

16 l:3-H  J佐積土rtl 80TW アズキ 13H lコ尚古[1 ヘラナデ 小砂粒際少少量量 lOYH 見黄
H P76Ei にぶい慌

17 1:3-1-1 1M~積ニヒ中
80TW アズキ 13H 日[fi] 音[1 縄文 ミカキ 砂小粒磯少少量量: l10 ぶY 一、%黄櫨
H P756 

18 l:3-H  1住干iをご仁"13
80TW アズキ 13H 1阿部 LH縄文 寸1-. T 砂粒少量

10Y H見
H P753 褐灰

19 13-H 11封殺二仁咋i 80
TW アズキ l:m 

中期中主主 1阿部 縄文→~U泉 ナデ 砂粒少量
2.5YHJ~ 

H P770 キ登

20 13一一 l j怯積二上中
80TW アズキ 1:31 

仁H1lk音li ミガキ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 228--4 
H P581 l こ，，;~ ~ 

一

第127表 ，+~ 

実iWJ国番号 出土地区 出土層{立 註 記 哲子 J苧 ?笠 8lJ 
大 2主 さ (単位mm)

Zヨ i!I， 図版番号 {結 考ー
長さ l幅 厚さ 重さ(g)

297-1 13---F lM~干員二t.中
80TW アズキ 13F 

剥片 3:3 29 8 8.6 アンザン岩 2:-lO--8 
H P395 

2 10-0 確認出
80TW アズキ 10D 剥片 22 19 7 1.9 ケツ岩 1 
H Q101 

3 8 B 確認Uii 80TW アスキ 8 B 制片 33 29 10 10.0 アンザン岩 7 
H P135 

4 }:3--F 堆積:仁中
80TW アズキ 1:3F 剥片 28 27 7 5.2 ケツ岩 4 
H Q2~\ 

5 8 _.-B 確認顕
80TW アズキ 8 B 最Ijg- :38 31 8 7.3 アンザン岩 6 
H P1:-l 

6 9-B 確認面 80TW 付ア近ズ南キ 9 B 
S I-く024Hi1IJ:IijmU 

剥片 33 32 8 4.7 ケツ岩 5 

7 S 1001 覆土中
80TW アズキ S 1001 余1jJ:十 36 17 11 4.5 ケツ岩 3 
R Q203 

8 S 1¥004 覆ゴニ中 80TW アズRキQ2617C 
S K004 

制片 25 14 6 1.3 アンザン岩 2 



実iWJ図番号 出土地匿 出土~ I冒位 註 言5 番 号 掻 ~Ij 
大 き さ (単位mm)

石 質 国版番号 {箱 圭Jι 長さ 幅 厚さ j重さ(g)

296-9 S 1001 覆土ヰ! 80TW アズキ S 1001 
剥片石器 53 29 9 12.6 ケツ岩 230-11 R Q202 

10 S K014 覆土中
80TW アズキ S K014 

剥片石器 58 20 7 5.0 ケイ質ケツ岩 9 R Q361フク下

11 13-F I佐干支ゴニ中 80TW アズキ 1~: F 
剥片石器 64 36 10 20.4 ケイ質ケツ岩 15 R Q31 

12 9勾-B 確認部 80TW 付ア近ズ衛キ 9 B 
S K024 側 剥片石器 62 38 9 14.9 アンザン岩 10 

13 l()-D 確認面 80TW アズキ 10D 
制片 46 56 13 22.5 ケツ岩 13 R Q102 

14 9-B 確認直i 80TW アズ南キ 9 B 
S K024 1す:ifi- 側 剥片 64 31 18 26.9 ケツ岩 14 

15 13-F 土佐積土中 80TW アスキ 13F 
争リ片 98 61 16 43.1 テイ岩 16 R Q34 

297-1 13-F I佐積ゴ二仁ド 80TW アズキ 13F 
擦石片 94.5 76.5 66 687.0 アンザン岩 231-1 R Q24 

2 3 H fJ客認i毘 80TW アズキ 3 H 
自然芯 92 37 22.5 81.0 ケツ岩 2 R Q30 

3 13-G Jt計責土中 80TW アズキ 1:3G 
:t察石 89.5 73.5 46.5 502.0 アンザン岩 3 R Q29 

4 7 C 確認商 80TW アスキ 7 C 
制片 59.0 49.5 21. 5 19.5 ケツ岩 4 R P59 

5 S K024 覆土中 80TW アズキQ 4B 
SK024 RQ401 

半器円:1犬打製石 164.0 92.5 43 812.0 アンザン岩 6 

6 13-F 地積二仁Iド
80TW アズキ 13F 

剥片 182.0 49.5 37 328.0 ケツ岩 5 R Q33 

298-1 13-F I伎積二k仁13 80TW アズキ 13 F 167.0 59.0 42 .352:0 珪化木R Q:32 

2 13-G 1佐積二仁仁1:1 80TW アズキ 13 G 懐石 62.0 61.0 55 :226.0 ケツ岩R Q:35 

3 9-C 確認面 80TW アズキ 9 C 
剥)十 52.0 38.0 10 14.5 ケツ岩RQ一括

4 13-(; I j悦社中 80TW アズキ 13G 
砥石片 137.0 111.0 川町ll)ユウモン岩R Q27 



6 "まとめ

工事用道路建設のため、当初調査対象区域とした 900m'のうち、私道部分を調査するため、

移設することが地形上不可能であり、協議の結果、私道部分を除く 500討を対象として調査を

実施した。

調査の結果、館コ屋敷と呼ばれている郭の上部では、わずか 225m'の狭い範囲に、縄文時代

の竪穴住居跡l棟、フラスコ状ピット 8基、平安時代の竪穴住居跡3棟、中世の張り出し入口

のある竪穴遺構1棟、方形竪穴遺構5基、円形土境6柱穴様ピット多数が検出された。これら

の遺構内から縄文時代前期の土器、石器、平安時代の土師器片、須恵器片、中世の美濃灰租皿

片、唐津血片が出土している。

官官コ屋敷北側下部の調査区では堀の一部を確認した。しかし、道路の安全確保と、通行確保

の点から、拡張することができず、堀の内面の一部を検出したにすぎない。西側中位面の調査

区では、溝2条を確認した。南西側下部調査区では堀の一部を確認した。この調査区も私道の

安全通行の点から深く広く掘り下げることができなかったが、泥質粘土と鉄分の堆積が著しく、

泥質粘土層中から縄文土器片の出土が多い。

これらの事実から館コ屋敷と呼ばれている郭は、館創始以前から居住の場として使用されて

おり、館コ屋敷全域では相当時期が複合して遺構が存在すると予想される。また館コ屋敷の下

端を巡る堀はかなり深く rlJ高の広いものと考えられる。

なお、館コ屋敷として、この郭が使用された時期は美濃灰軸JIllと、唐津血の年代(16世紀前

半)から推測されよう。この時期は、同じく天正19年に破却された湯瀬館と伺じ時期となろう。
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付録 ~~IJ 定結果報告

昭和56年 1月23日に受取りました C-14試料日間の測定結果がでましたのでご報告しますハ

当方のコード 依頼者のコード C-14年代

N-4125 TW10S 1002板壁材 1110::t70yB. P. (1080土 70yB.P.) 

内-4126 TW10 S 1004カ冶まど 1180こと65yB.P. (l150::t 60yB. P.) 

N-4127 TW10 S 1006かまど 1160::t80vB. P. (1130土 80yB.P.) 

N-4128 TW10 S 1012 4070::t95vB. P. (3950土 90yB.P.) 

N-4131 AZU-C -SK010 885土75yB.P. ( 860土 70yB.P.) 

年代は14Cの半減期5730年(カッコ内はLibbyの値5568年)にもとづいて計算され、西暦1950

年よりさかのぼる年数 (yearsB.P)として示されています。付記された年代誤差は、放射線計

数の統計誤差と、計数管のかス封入圧力および温度の読取の誤差から計算ちれたもので、 14C

年代がこの範囲に含まれる確率は約70%です。この範囲を 2倍に拡げますと確率は約95%とな

ります。なお14C年代は必らずしも真の年代とひとしくない事に御注意下さい。(御希望の方

にはこれに関する参考文献を差し上げます。)

この測定結果についてはコメントがございましたならば、是非お聞かせ下さいますようお願

い申し上げます。

作業参加者名 簿 ( }I原不向、敬称略)

j実利善太郎 菊池政吉 安保 ft 斎藤富仁郎 阿部善太郎 山口重次郎

安保福太郎 木村穂光 JII又権太郎 根本勢津夫 黒沢義英 古家義雄

ー秋元 毅 菊池 明 畠山市助 金沢春松 関本芳雄 佐藤喜之丞

4、田 安保ツル 菊池 トシ 成田 1)エ 浅利フジエ 田中 ハノレ

中野 タエ 浅石レイ子 田中ヤエ子 阿部京子 阿部タマ 畠山チドリ

ゆ斎藤妙子 斎藤ツマ 浅石キサ 工藤ムラ 安保ヨシノ 成田 チギ

柳沢 ミエ 安村英子 ?珂き51士1ま主主主 幸 阿部キヱ 松岡サカエ 米田クニエ

川又 ミヨ 兎沢ツマ 阿部キミエ 畠山 ミツ 松間京子 安保 リウ

中島 浅石キヌ子 安保妙子 佐藤恵津子 浅石十二子 米由美知子

松岡 リエ 阿部由美子 工藤美佳子 坂本 柳館美緒子 児玉優子

木村恵子 小沼貴子 佐藤江理子 松岡英羽 浅石 ヨエ 吉田 テイ

阿部香子 岡部雅子 柳沢照子 菅原 キオ 山口チヨ子
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J石 fîf.~番号 出土地区 出土)首位 日 番 与5- ~I寺代・ 11寺 !Ul 形態・部位 文様構成 内閣制紫 日台 コヒ 色 調 図版番号

210-2 S 1001 積土中 8R 0 T PW 一目11 S 1 001 ;服部 LR へラナテ、 砂粒含む 10Y 立i 181--4 にぶい燈

3 1 S 1001 1足立~I:ド
80 T W 11 S 1 001 

|制高11 比線、 ~11j突 ナテ 砂粒少量
立

181-2 RP-ii'; lこぶし、 桃

4 1 S 1001 覆土中 S 1001 mり g:11 RL ナテ 砂粒含む
lOYR_% 181-:3 RP ι1; j荒賀械

5 1 S 1001 rCf_土中 80TWll S 1001 Illii] 部 LR ミカキ 砂小粒ji梁少少量量 7.5Y 、R控先 181-6 R P _.tcli 
lこ...-.l"'し

6 1 S 1001 rCf_j:_1十1 80 T W 11 S 1 00] 出i] Ii'II LR ヘラナデ [沙粒少量 10Y R先 181-7 RP-ijli {主武位

7 1 S 1001 覆土I:IJ 80 T 'vV 11 S 1 00 1 iJ/li] iHI L ミカキ 4少粒少量 5 Y H]-4 l81-5 R P ---t?; lニザぶL、

211-1 1-}¥ 
自OTWll 1 (; 

IJlii] Jtll LH、it線、磨j肖 ナデ 砂粒少量
7.5Y H%' 

R P--i"i1i 

21 2-(; liíf~2， jîfJ 
80T Wll 2 --(; 

日阿 部 HL 、 ~U泉 ナデ 砂粒少量
7.5YR% 181-8 RP-Ni 確認治i i克直Wf

:3 1 2一日 時:認i認 80 TP-W J1J1i 2Fi 日ドi] ffll HL ヘラナテ 砂粒少量
7.5Y H_% 

R P -.j";1; {i~U1.i? lffi i支黄樫

41 2-H 確認商 801' RJu] 音1¥ L ミカ!キ; 砂粒少量 10Y HJ一言4t R P-ii1; [i~i 認Î(li lこぶし、 佐E

5 1 2 --1 I 801' Wll 
ij/n] 吉11 LH. ミカ、.:¥ 砂粒少lH

5YR% 
t葺

6 1 3ーo おO1'W11 0 
制音11 ヘラナテ ナデ 件、1'¥L少量 10Y R% 

R P ---i-.r; 灰賞褐

7 I :3 J 長'在i認i記 801'W11 底部 ? ナデ 砂小1喋~.~少少量量 7.5Y R，% 
RP-i活路認liri 全音

81 4-8 確認i街
80T W11 4 8 

11対吉11 LR ナテ 砂tII.少量 7.5Y 、R補% RPーも行 lill;認i貢i

9 1 4 --H 雌11.2-(1百
801' Wll 4 H llIiiJ 部 I LR 比線路市 ナテ 託手、粒少量 7.5Y R% 181-1:3 RP一一括 Ii1ri認凶 !天網

10 5 A 確認II百
801'Wll 5 A llIiiJ 部 R ナテ f石沙1英:立少少量量 7.5 Y 、R補% RP一七"; 伺:認mi l こ，..~~し

11 5-8 持認i箇
80T Wll 5 B llIii] 1部 LR ナテ 砂粒少量

5 Y 181-9 R P---i); 確認iiu lこ_~;v、

12 5 B 確認i訂 80 7 W 11h5oi-B z iilj []域自1¥ RL ナデ 砂粒少量
5 Y R%' 

181-10 RP一括 4笠

1:3 5-8 確認而 80 T W11H5H:認 jJpiJ 音1¥ LH ? 砂tv:少量 lOYR% 
R P-:h~ 灰白

14 5-8 確認前 80TW11 [J主主古1¥ RL ミガキ 砂粒少量:
7.5Y R歩d 181-11 F¥ P --M p'U';1.2.Wi 灰J品

15 5 B 確認Wi
婦も耳 石花d.2.rtri 日阿 部 RL ミカ。キ 砂粒少量

10Y R予{
長H'品

i
i
M

寸∞
1
1



同
一
可
申

16 5一日目 80T'1へTll 5 B l阿部 LR ミ方、三千 砂I"'(少量
7に日5山Y、YいいltltF子亦高d 見褐

181-12 H P---:f"li 

へフームナアー I ~心ル開粒少少量量i 212-1 5 C 80T¥へ!11 5 C 
)J[<iJ 1~1\ HL RP一間

2 5 C 
80TW11 5 C 

ij~iJ 部 LR ナテ fr't'手伝少量 7，，5 Y 、R持f自ki 
HP一括 (ニ_i;'，

3 5 ---H 80T W11 5 R 
!底部 7 ミカキ 砂石F英微少i量11 5YR% 181-14 R P，，-3 

砂石砂石杭英粒英少少微少量量量最 小明!少量 7ll1二ニ0A5AY Y UいR、r¥?置i 瓦d告

4 6--L 政:認i立i
80T WIl 

)JpiJ 部 L ミガキ 181--15 RP叩-1"舌確認1m

5 6 L 縫認I立i 80T Wll 6 L ijpiJ 部 i尤線、 L ミカ、キ 181 "---16 RP一括 {i'æ~，2. iRi 

6 7 ---G 80TW11 7 G 
日阿 部 LR ミカ、キ 砂粒少量 5YH% 

RP一括 Ff(褐

7 7-lvl 確認ffu 80TW11 7 M 底部 ? ナデ 百

77に;55ぷAYY 口ktR 、艦艦]1! 
H P--1"i活路認i立i

8 7一一M [l在 ~2， mi
80TW11 7 M 

日間 部 u然糸丈 ナテ 砂キ¥!_少長;ーRP 一括雌~，2. i [[j

9 7勾-lvl 確認mi 80T W11 7 M 際J tflj Llr.~糸丈 ミガキ 砂粒少最 7，5Y R9'i 
HP一指 1j'(~ð，2， im 灰掲

10 7 --1¥'1 確認首i 80TW11 7 M iJfoJ 部 L撚糸文 ナテ 砂主人少量 lOY H_9-議d: 
HP一括確認i国 lこ _ì~lミ 全在

11 9-G 雑誌E直i 80T Wll 9 G íJf~J 古1) L 十デ 7L 5JY寸R卦% 181--17 
路t，，2.Uu

213-1 8--F 確認llii
80TW11 

日間 部 RL ナデ 175Y5F HP一指 ii在認mi lこぶし

2 8ー(; |確認面 80TW11 確8認 日阿 部 LH ナテ 泉褐R7i HP一括

9 ---G 
時認jlii

80 T W 11 9 G 10 F 
日間 部 L ナテ

7 ，5Y H汚
31 U)--F HP一括確認ifri 灰渇

4 9 --G 雑誌2，rlii 80TW11 9 G 腕部 HL ナデ 砂石粒英少少量量
lOY H%  

HP一括確認!宜i 灰(3

5 9-G 確認出 80TW11 9 G ・Hi1ll1守4主吉11 ) ? へラナデ 砂粒少量 ヮ位l 只見 174-1 長官認証ii

6 9-G 80TW11 9 G 
日向 吉1) ~U談、刺突 ミt/ さそ

砂石砂小砂小粒英1理粒時~\l，-含少少少少少む量量量量量
10Y H%  174-2 H P---tif; 氏賞褐

7 9 C 80TW11 9 G 
IJloJ 部 LH ミガキ

2，5Y H，% 174-3 HP一括 柄拘1筒

8 9-G 確認夜i 80TW11 9 G 日[5J 部 L ナテ 10Y HJ黄4 174-4 HP一括 lí'{~iæt長i lこぶし、 後

1lこ0ぶYし，~黄~í桂9 9 ---G 80TW11 9 G iJfiiJ 部 HL ナテ 174--6 HPー招

10 9-G 80TW11 9 G 
胸部 HL ミガキ 砂粒少量

7，5Y H% 174-5 HP一括 灰褐



∞ o 

拓彩番号 出土地[{

213-11 9-G 

12 9-G 

13 9-G 

14 9-G 

15 9 G 

16 G 

17 9 G 

18 9-G 

19 9 G 

20 9-G 

214-1 9 G 

2 I 9 --G 

3 I 9 今一G 

4 9-G 

5 I 9ー C

6 I 9 --G 

7 I 9 G 

8 ¥ 9 G 

9 I 9 G 

10 9--G 

11 9 G 

出土層位

確認前

総認街

主 百己 番 1仁7コ H寺代・時期l Ir灯台・古川立

8礁OTWl1 DG 
認i隠

jjpij ffjl 

80T W11 9 G 
!lriJ部RP一括

80TWll 9 G 
JJliiJ ffll 

80TWl1 9 G 
!l判官11R P --{[; 

80T Wll 9 G 
[J総省j¥HPー招

80T Wll 9 G 
IJPiJ 部H P-一括

80TWl1 9 G 
IJ阿部H p----tti 

80TWl1 9 G 日間 :~Hj 
HP一括

80T W11 9 G 
腕部{!'<<iitgj出

80T Wl1 9 G 
腕 m¥R P--f& 

80T W11 9 G 
IJliij iil¥ H p--tiIi 

80T Wl1 9 C 
JJI司 ifl~R p--tiIi 

80TWl1 9 C 
1阿部R P ---tti 

80TWl1 9 G 
11I可部RP一括

一W括11 9 C 日阿 部

80TWll 9 G 
腕部

80TWll 9 G 
腕部RP一括

80TW11 9 G 
胸部R p--j:百

80TWl1 9 G 
腕部RP一括

80TW11 9 G JJlii] 在日

80TWl1 9 G 
立[5

RP一括

文 1受精成 内面調:J}Z: 1I台 まこ 色 認可 図版番号

L ナデ 砂小粒ldf少少量量 7.5Y 、R燈兄
lニ.i;'~ 174-7 

RL  ミカ、、キ 砂主¥1.少量
7，5YR% 

174--8 
灰白

LR  ミカキ 砂粒少量 R7{ 
174-9 }~~f，品

LR  ナデ 砂粒少量 42笠.5Y，Yii 174-1{) 

LR ナデ 砂粒少量
iこぶし、 fit 174-11 

ワ ナデ 砂小粒!君!少少:量量 7笠5Y RJ-f， 174--12 

~:t~，泉、 RL ミカ、虫干 砂粒少量t 7，5 Y 、R褐% 
iこ_i;'¥ 174-13 

つ 砂粒含む
5YR元

二日LR fノj少、少t;'J量量 2 ， 5YRJ~ 
干

LR I i川少量 lOY R ，~ 員
にぜい~"¥ ;ßll1~t 

5 Y釘
{制少:邑Lf然糸一立:、沈線、廃 ~ìg ミカキ

オリーブ烈
174-14 

LR  ナデ iね巳卒、ー~タbミh微含量む 2.5 Yγ{ 
民!~(

ナテ I iゆ粒含む lOYR%  
l5 i主Ifi'樟

LR  ナテ 砂小粒U32!少少量j五;
7，5 Y R%  

174--Hi 

LH  ミ力、キ

砂石的小唱粒英曙含少少少む量量量

10 Yizk E土L生1
{こぶし、 Fな

LR ミカキ 5 Y 3ci 
¥f!. 

LH ミァゲキ 砂粒少量 5 Y 1ミ%，主、
にぶい褐

LH ナテ 砂小粒磯f少fむ量
7 ，5Y R対
!天筒

LR ナテ 砂粒少i註 10Y 1ミ%BE 
(こぶしl 陪 174一一17

LH へラナデ {沙粒少量 2黒.5協Y%  174-20 

L 砂粒frむ i支}/:I



一{∞一{

12 9 G 
80TWll 9 C 

口市ま音[¥ LH 十デ {j少1'11守少量 渇f.足 :~/i 
H P--./"iJi 

13 9 G 
80TWll 9 C Ii[，i] 部 LR ミカキ 1i'!41，少註 i主5主tYf在R%  R P--:liJ; 

14 9-'C 
80T Wll 9 C 

IIrri] dll ワ ミ7')'、さそ 砂粒少量
7医1元05褐Y 武Y総. R~ 元R P----.ri5 

15 9 G 
80TW11 9 C 

lifii] ;111 7 ナテ 砂*，)少
RP一括

16 9-G 
80TW11 9 G 

IJFi] 古11 LE 十 ?5 Y 

?に A 5 Y L iRft目百日
17 9-C 

80TV/11 9 C llI，iJ 郎 L撚糸文、七七線、磨消 十テ 砂*¥!.少量RP一一括 <)、L

18 10-A 側面 胴在日 RL、沈線、京IJ突 ミカキ 砂Ti粒英少少量量 1=こJYJLR、!市7営6 HPーイ苫 確認liij

19 10-A 時認涜j
80TWll 10T， 

仁川法在日 LR  ヘラナデ 砂粒少量 褐RK  174-18 R .F'ー申告5 ji'{fiil，g滋i

215-1 10-A 時認函i
10A 

fJ[司吉11 it線、刺突、!容消 ミガキ 妙、*¥1:少量 175-1 
R P--主5 ji在認活i

2 I 10-B 線認商 80TWl1 1篠0認8問 制吉11 LR :ウキ 砂石粒英少少量量RP一一掃

3 I 10-B 
80T 'vV 11 1013 

成者11 網代:J.fi[ へラナデ {j少粒少量 175ー← 2
R P--1i吉

4110--B I細部
80 T W 11 1013 

日阿 部 LR ~--.__ラナデ 砂+~粒æ少少量量 175--4 
RP一一指 確認国

5 I 10勾 B 確認函
80TWll 1013 

出ii/ dll LH  へラナデ 砂粒少量
7.5Y RJ;i 

R P----}汚確認而

6 I 10-C 
80TWl1 10C 

制部 L ナデ 砂小粒喋少少量量 175-3 R P--.j汚

浅に1l120O1褐黄YY ぶ給しRRKq貰イ樟

80TWll 10E 
7 I 10“一E RP---'.j;1; 腕部 RL  ミガキ E少粒少量 175-5 

8 I 10向 E 80TWll lOE 
JJlii/部 LR  ナデ 砂粒少量RPーイ

9 I 10--E 確認崩
80TWll 10E 

JJ阿部 ? ミァゲキ 砂粒含む
:) Y R.% 

RP  ji産認鼠i キ註

10 10-E 時i認I街 80TWll 10E !J阿部 ? 十デ 砂石粒英含少む量
叱R P ? 確認国 :こぶし a 樟

11 lO-E 
10E 

制音I~ LR 十テ 砂粒少量 1 こ0JYJ h月黄権 175-6 

12 10---F 
10 F 

口減部 LR、j尤線 ナデ 砂粒少量 7.5Y FlY:? 175-7 
円褐!夫

13 10-F 
80TWl1 

J1ri] 部 RL  ミ力、キ 砂石粒英少含量む 7浅.5黄Y縫Fl% 175--8 
RP一括

14 10-F 
80TWll lOF l!Iii] 部 FlL ミガキ 砂粒含む 'i'.5 Y Fl‘境YB 174-19 
R P--1i"5 ;こ..;;~ 



J干i;;診番号 出土地[>( 出土Il?if立 百己 番 子~. lIii'f-t.時期 形態・部{立 丈慌構成 内面調繁 日台 土ー 色 調 国級番号

215-15 10--F 80TWll 10F 
日阿 部 LR ナデ 6，ノ}'fjf.;!パf、且長主 7‘5Y 、R桂y4 175-9 RP一括 l 二~~~し

216-1 10--F 80TWll 10F 
91号吉1¥ RL  ナデ 砂石粒英含少量む 5YRYs 

RIコ一括

2 I 10-F 長在認前j 80T W 11 10 F BloJ 1'H¥ L、沈線、 !:f雪消 ナチ 砂粒少量 5YR% 175-10 R 1'-11; 係認語i !天裕

3 I lO-F  80TWll lOF 
llloJ 古1¥ ? ミガキ 砂粒含む

10Y R%  
R 1'--抗 i支D'l縫

4 lO--F 80TWl1 10F 
llloJ M¥ Rし ナヂ 砂小粒1球含少む量

10Y H%  
175-11 RP一一拍 i支1lt燈

5 I 10一“ F 80T Wll lUF 
口減;11) LR ミカキ 砂粒少量

2.5 Y万
175-12 R 1'--1'1; 賀灰

6 I 1(}-“F 80T ー拍 10F lJlo] {fl¥ RL  ミカ‘キ 砂粒含む '7.5 Y 、R褐% 175-13 RP l こ~~;'v 

7 I 10一F 80'1' W 11 10 F 
1阿部 HLR ナデ 砂;行粒~少少量量 5YRYs 

R 1'--:1百 ιf旦'" 

8 I lO-F  10 F 
IJ阿部 LR ナテ 砂粒少量 10Y R%  黄

RP Jこ-~;'い 412

9 I 10---F 80T Wll 10ド
IJf'¥] 部 RL  ミカキ 砂粒微量 lOYRY4 黄

RP一括へlしト内 Jこぶし、 trf 

10 10--F 80'1' Wll 10 F 
IIJ阿部 RLR ミァゲキ

制石砂石粒英英泣世少少少量量量亙i 
7;こ5ぶYいR偉K R p--j吉

11' 10-F 80T Wll 10F 
1阿部 RL  ナヂ lOY R%  

H P--j百ベルト内 j支質撹

12 10-F 80'1' W11 10 F 
制高1¥ 7 ナテ 砂;行粒英少少量量

5YR% 
R p--:J舌 全登

13 10-F 80'1' Wl1 lOF 
H阿部 撚糸文 ミガキ 砂粒少量 7.5 Y 、Rf品% RP一括 iニ.，.，;，'し

14 10--F HP一倍 10F 日|司音1¥ RL ミカキ 砂粒含む 10Y R%  
灰1ft褐

15 10--F 80T Wll 10 F 
'J向者1¥ RLH ナテ

fi 英少量
7.5Y R%  

RP一括 iえ黄燈

16 lO-F  80T W11 10F 
胸部 LR ナテ 1i'J!1G'r少量 7，5Y 、R桂y4 

RP一一括 L ニ<~:し

1(}-F  8R 0 TP一W括11 lOF JlIiiJ 宮li LR ヘラナテ 砂小粒碓含少数む
7.5YR% 

'*褐

18 10-F 80T W11 10 F 
'11;il 古1¥ RL  ミカ'キ 砂'J、粒E3j含む、干[英少量 lOYR% RP一括 ~パl 、←ZロE 一- i支泣椛

217-1 lO--F 
80T W11 10 F 

JlIii] )'11¥ L撚糸文 ナテ {沙粒少量
7.5Y R%  

RP一括 ;主主t1~t

2 I 10-F 8E(tlT p-抗
]OF 

lJl;iJ 古[i RL  ナテ 砂:仁I粒bU少;校量最; 5YRYs 
|抵

i
l
H

∞N
l
i
 



一{∞
ω

3 10-F 
80TWlI 10F 

Jlrii) tfl¥ iミLR ナテ 砂1'，粒英;少少 土2 
にI~ P一括

4 10-F 
日OTWll lOF、

Il阿部 ナテ
a主砂石b一粒英粒英少少少含主量?むな

7，5Y 、R他% 
RP一拍

5 Y R，% 5 lO--F 
80T W11 10F 

)jfii) ml RLR ナデRPーも1;

lOY RJii 6 10--F 
80T Wll lOF 

ll)riJ 部 RL  ナテ 砂粒含む 17::，--20 I~ P一括ベルト内 l二_i:'¥

4{I州、1ii市週JI.土 f少y、;3;z 111 E z 7 10--F 路i認fiii
日OTWll IOF、

IIIiiJ 部 RL  ミカ、キI~ P一七百 確認匝i

4{5己〉51Y 宅格R ~í; 一
8 1 10叩 F 80TWll 10 F 

Il阿部 LR ナテ 砂粒含むH.P一七1;

砂j、1m!庁~!!、kノ少パ、i日一 7.5ぶYLI、R燈K 9 1D-F 
8DT Wll 10 F 

1I阿部 RLR ナテRP一会1;

砂立2合少む liニ()JYJLR、在10 
日OTWll lOF 

Il阿部 '1 ナテ 17::i-14 R 1'--1，可

11 lO-F  路認TIii 日OTWll 10F 1I阿部 RL  ナテ 砂t;，:少量
7制決l()'民1Y附YR註R封対

175--21 n_1'ーも日 目先立2，ITn

12 lO-F  
80T W11 10 F 

IJliiJ 部 RL  ナテ {沙1入少RPーイ汚

制1 

7灰1先05賀黄Y桔褐RR% 94 

13 10--F F 
IJfnJ j向1¥ LR  ナテ (iうバ;¥'少量 17::，-16 

14 10-F 10 F 
ゆiJ j古11 ワ 砂、i'iLi守むR P--:tif; 

15 
80T Wll 10F 

)JIii] 部 L 砂粒少量 改正在 H7/g 17::，---18 RP一指

16 10-F 
おOTW11 10F 

腕部 RL  

的石砂右英粒英位微少少少量量量上

Ei Y lU'b 
R P-:hf; 

17 lO-F  
80TWl1 10F 

1I阿部 RL  ナテ R~';;: 
RP一泊

18 10---F {確認面
80T Wll lOF 

仁!持部 RL、沈線、勝治 ミ-jf、気 砂駅'!~少 HT 5 Y}-6 
175--19 HP一話路認問 句¥:11ミ

19 10-F 
80T Wll 10F 

LR へラナテ 砂粒含む
2411 立主ll 5主YをY権， R，% 

17己ー]R Jコ一括ベパト r~l

20 lO-F  
80'1' Wll lCIF 

日阿 部 RL  ナテ 砂小粒1改少少i量lt 176-2 RP--抗ベルト際j

21 1O-F  PコWll lOF 腕部 ? ナデ 砂粒含む l(IYR克
一指 i主主tm

218- 1 lCI-F  確認一面
日OTWll lOF 

仁];j'，~ml RLR ナデ 砂石粒英少少最量
E， Y R}6 

RP ・括 確認面 41j 

21 lO-F  
80'1'W11 10 F 

仁1主主音[1 LR  ミガキ 砂粒少量 ](lYR% 
17Ei-lO RP一括 j完治:給

3 I 10-F 
W 11 10 F 

Il阿部 Rし ナデ 砂石粒英含少量む 結YR完 176一日P-招
一一一一一一一一一一一一一一一一一



おお番号 出土地区 tH土層位 言己 番 マ工コ';F "寺代・"寺共11 形態・部位 文様構成 内面調繋 日台 土 色 部i 図版番号

218-4 10-F 80TWll 10F 

寸胴部
RLR ナデ 砂石粒英微少量量;l:: 

10Y Ry，i 
RP一指 lこぶし、 極

5 1 10-F 80TWll 10F 
IJI司部 L ナテ

砂粒含む 出10賞Y韓R% 176-11 RP一拍 小l牒少量

61 10-F 80T Wll 10F 
日制 宮11 RL ナデ 砂石粒英少多量量; 7i夫.5妻Ey綴R% 176-12 Hlコー招

71 10-' F 8R 0 T P-W J1 f1 ; 10 F 1m司部 LH ナテ 砂粒少量: 5 Y 15 176-:3 
オリーフ黒

81 10-F SOTWl1 10F 1阿部 LH ナテ 砂粒含む 7.5Y H% 176-6 RP一指ベルト内 ll~i 褐

91 10-F 80TWll 10F 
制部 LR ナデ 砂粒含む 10YR% 176-4 F¥_ P一拍ベルト内 j主i褐

10 10-F 
SOTWll 10F 

制苦11 RLR ナテ

砂石砂石粒粒英英微少少少量量量量

7.5Y ミR権]i' 
RP一指 lこ<~~ 1，. 

11 10--F 
80TWll 10F 

m~J ml RLR ナデ 7.5YR31i 
RP一刻

12 10-F 
80TW11 10F l胴部 RL ナデ 砂石事英立少含左む上 5YR指% 
RP一指 ~.:: <~~ 1，. ¥ 

SOTWll 10F 7.5YR~当13 lO-F  R P--tfi 胴吉11 LR ナデ (1'少粒多量;:
!氏褐

14 10-F 10 F 
胴苦1¥ RL ナデ 砂石粒英少少長量ii:: 2.5Y 、R赤%褐

~.: <~、し

15 10-F 
制 TWll 10F 

胴吉[¥ LR ミガヨ号

砂小砂石粒雌粒英小少少少量量量量t 
7j究5室EY撹R% 176-5 RP一括

16 10-F 
80TW11 10F 

|胴部 RLR ミ'/)'キ 5 Y RJ/fi 
RP一括

17 10-F 80TWll 10F 
胴官11 L ナテ 砂粒含む 10Y RJ黄~ 176-9 F¥P一指 にぷい桂

18 10-F 
80TWll 10F 

!コ主義吉11 し ナテ 砂粒少量 10Y R]寅1i 176--7 RP-i'it; に.，..-.)~' ¥.t '¥撞

19 10-F 
80TWll 10F 

胴音11 LR ナテ 砂粒少量 10Y F¥% 176-14 R 1コ--tfi iJ:黄撹

20 10-F 
80TWll 10F 

胴長11 LRL ナテ 砂粒少五n 7.5Y 、R指J-:i 
RP一拍 ~.:. <~、し

21 10-F P一W拍11 10F 胴宮1¥ RL ナデ 石砂英粒含少む量1- 7.5Y R% 
ð~ 主u立

22 10-F 
SOTWll 10 F I )J阿部 LF¥ ミガキ 砂粒少量 7i主.5主EY続R% 176--8 RP一拍

23 10-F 
SOTW11 10F 

胴苦[1 F¥L ナデ 砂粒含む llこoぶYしR、F安ffi樟RP一括ベルト内

219-1 10-F 
SOTWll 10 F )J阿部 F¥L ナデ 砂粒少最 4笠 Y RJi RP一括

i
l
H
∞仏
l
l



2 I 10-F 
SOT Wll 10F、

Ilfuj 部 し ミカキ 砂市立少量 lOYR% 「RP一括 !日:寅掲

3 I 10-F 
lOF、

Illiij 部 ナテ 砂粒含む lOYRちttdf RP一点1; lこぶし、 権

4 I 10-F SOTWl1 10F 
仁i持音[1 RL ナテ 砂粒少量 主f灰 4イR P -i}; 

5 I 10一 F 80TWll lOF 
日阿 部 iUln、 L撚糸文 ナデ f金I'yi雲1立母少最少量 !? Y E19Eld jf 176--15 R P--fi1; に~;;.vミ褐

6 I 10-F おOTWll 10F 
腕前i LR ナテ 砂t¥I.少量 7.5 Y R 月

It Pーもi5

7 I lO'-F 
80T Wll 10F 

日同 音[1 L ミガキ 砂粒少量
7.5Y R}.-2' 

R P--'fi5 II月半島!死

8 I 10-F 80TWll 10F 
日阿 部 LR ナテ 砂粒含むRP-.j'i5 

9 I lO-F 
80T Wll 10F 

Il同部 RL ナテ 砂粒;少量R P--"fi5 

10 lO'-F 
80T Wll 10F 

Il防音[1 L、it線、 ミガキ íi~J/tv.少;量 176一一16RP一括

11 10--F おOTWll lOF 
腕部 RLR ナテ d石少粒英少少土2 R P-'1i5 

12 lO-F  80T Wll lOF 
腕部 LR ナテ 砂粒含む ~j Y R% 176-17 n. P一括 )ji::r，¥il 

13 lO-F  80T Wll 10F 
)J同部 RLR ナテ 砂粒少量 5.JY しR寸fJ~RP一寸百

14 lO-F  80T Wll lOF 
腕部 j尤線 ナテ 砂石粒英少少量量

7 .5Y R%  
RP一括 llfJ:r品

15 1O-F  おOTWll 10F 
腕部 RL ナテ

7.5Y R% 
Inコ一括ベルト内

16 10-F おOTWl1 10F 
腕部 L ナテ 砂粒少量

7.5YR}-6 
R P-..j'i5 

17 10-F 80TWll 10F 
腕部 LR ナテ 砂粒少量

7.5YRYz 
RP一樹脂 I~fj :r卸売

18 lO-F  80T Wl1 10 F 
腕部 LR ミカ、、キ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 

RP一括 1，::，;;'し

19 lO-F  80TWll 10F 
1阿部 RL ナテ 砂粒含む

7.5YR% 
RP一括 灰褐

20 10-F 80T Wll 10F 
日阿 部 RL ナデ 砂粒少量 ~ï Y R!3段d 

RP一寸i5 しこ"，し、

21 lO-F  80TWll lOF 
口縁部 RL ミガキ 砂粒含むRP一括 lこぶし、 境

22 10-F 80T Wl1 10F 
日間 部 RL ~ï Y R}-6 

RP一括

23 10-F おOTWll 10F 
日阿 部 L ミガキ 砂粒少量 7灰.5褐YR% 

RP-'結



拓影番号 出土地区 出ご!こ層位 ~c 番 】ErJ コ tJ寺代・ u寺期 形態・部位 文様構成 内面調整 日ム口 ゴ二 色 調 |図版番号

219-24 }O-F 80T Wll 10 F 
ロ縁部 LR へラナデ 砂粒少量 7.5Y 、Rf登見RP一一括 にふ~ ¥， 

25 1O-F  80TWll 10F 
口出量音[S RL ナデ 砂ノH粒L常含少む量 7.5Y R%  R p-:ji5 

j支黄燈

26 1O-F  80TWll 10F 
)JiiU 部 RL ミす了さえー 砂石粒英含微む量 10YR.K 黄RP一指 lこJ山、指

2i 10-F 80T Wl1 lOF 
目何 者15 LR ナテ 砂粒少量 'i' .5Y 、R権K R P--ti号 i こ.，~. ¥， 

28 10--F 80TWll lOF 
日阿 部 Rし ナデ 砂石粒英少少量量 :) Y R.% 

R P--ti5 そ註

29 10-F 80TWll 10F 
Il阿部 L ミカ、キ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% RP一ーお5 トこ...:J'"し

30 10-F 確認国 80TWll 10F Il阿部 L、i土産袋、謄消 ミガキ 砂粒少量 lOY 賞 176--18 R P--tili [l在認泊i にぶい様

31 10-F 3R 0 T PW  一倍11 10 F 
1

11阿部 L ナデ 砂粒含む 10Y R:百貨ベルト内 にぷい櫨

32 10-F 80TWll 10F 
腕部 L ナデ 砂粒少量 ? .5Y R%  

R P--i'i'i i売買母

220-1 10畑一F 80TWll 10F 
IJ阿部 RL ナテ 砂粒含む 5YR% 176-19 R P--ii~ !疋褐

2 I 10-F 80TWll 10F 
ナテ 砂粒含む lOY 町4 R P --1-;'; ベnト内 にぶし、 指

3 I 10-F 80T Wll 10F 
JJiiiJ i'fB 沈線、 L、磨消 ミガキ 砂粒少量 I RYI 176-24 R P-.tiIj 禍灰

4 I 10-F 80TWll 10F 
胴部 HL ナテ 砂粒少量 lOY R 月賞RP一括 lこぶし、 燈

5 I lO-F  80TWll lOF 
目阿 部 LR ミカキ 砂小粒際少少量量 1~~.5YH% 

HP一括ベルト内 バj;褐

6 I 10--F 80T Wll 10 F 
胴部 LH ミカキ 砂石粒英少少量量 7.5Y H3{ 

RP…抗

7 1 10-F 確認、活 80TWll lOF 口織部 LH ナデ 砂粒少量 7.5YRYs 
176-22 RPーイi5 {!在認鼠i rt 

8 I 10-F 80T Wl1 l() F 
1阿部 RL ? 砂粒少量 ]lこoぶYしR、P主i24在R P---ii'; 

9 I 10-F 日OTWll 10F 
制音11 RL ミガキ 砂粒少量 10Y R]主dE R P-'i'if; l こ~，;~¥、樟

10 10-F 80T vVll 10 F 
日1ft] 部 RL ナテ 砂本'J1.含む7 10Y R%  

RP一仰i 灰白

11 10ωF 80TWll 10F 
日阿 部 LH ナテ 砂粒少量

lO YH~，i 
RPーイif; j走資椴

12 10-F 80T Wll lOF 
日|司古[1 RL ナテ 砂1~l少量 10Y R% 主t 176-20 lミP--tif; lこぶし、 t金

i
i
H

∞∞
1
1
 



13 10--F 
80TWll lOF 

口撤去11 RL ミカキ 砂粒少量 7.5Y 、R掲% 
RP一括 Lこ，j;'¥

14 10一“F 8R 0T PW一括11 lOF Il阿部 縄文 ナテ 砂粒含む

776に1浅-05d5黄YaY Y 置いLR吋RRt多宜笠i K 94 15 10-F 
80TWll lOF 

IlfnJ 部 RL ミテ了う号 砂石粒英含少量む 小開少
RP一一括

16 10-F 
80TWll lOF 腕部 Rし 7 砂粒含む
RP一括

17 10-F 
80T Wl1 10F 

日阿 部 LR ナテ 砂粒少量 'i.5 Y 、RtT登J~ 
RP一括 に".;~し

18 10--F 
80TWll 10F 

胴き11 LR ナテ 砂石粒英少少量量 'ちらM 
RPーイif;

19 10-F 
80TWll 10F !Jlii] 部 RL ナテ 砂石英粒含少む量 75Y Fa段t]i 
R F'-'-15 ;こ v.J--，し

20 10-F 
80TWl1 10F 

仁I~\泣音I~ RL ヘラナテ 砂i'ii.少量 5 Y R%  176-23 
RP一括 沢褐

21 10-F 
80TWll 10F 

JlliiJ 音11 縄文 ミ力、.キ 砂小粒l球含少む量 !町43RK  176-25 
RP一一括ベルト iλl

22 10-F 
80TWll lOF 

腕部 RL ナテ 石{i:.)，'f英".含少む量
殺

176-21 
RIコー一話

223-1 1O-F  
80TWll 10F いj阿部 LH ナテ 砂粒少量 老Y後H% 177-7 
H P---J苫

2 I 10-F 80T W11 10 F 
!胴音[i HL 5YR% 

RP一倍 r~ミ褐

αコ

3 I 10-F 80TWll 10 F 
底部 ミガキ 砂粒少量

2.5Y :~í' 
RP一指 j~tl夫

4 I 10-F 
80TWll 10 F、

l底音11 ナテ 砂石粒英少少量量
7.5YH% 

HP一括 1査

5 I 10-F 80TWll 10 F 
底部 ナデ 砂石粒英含:多む量HP一括 によし、 +it 

61 10-F 80TWll 10 F 
H阿部 LR ナテ 砂粒少量 ;' .5Y 、R褐% 177-4 

HP一括 (こ"、L

71 10-F 80T Wll 10 F 
H[aJ 部 HLH ナデ 砂石:英ji_，'{少含量む 5 Y H.% 

HP一括 1笠

8 I 10-F 80TWll 10F 
口出量部 L ヘラナデ 砂粒少量 5 Y~ゴ 177-2 

RP一指ベルトr''1 F)( 

9 I 10-F 80TWll 10F ilpij 音li HL ナデ 砂粒少量
lOYR% 177-3 

RP一括 I*.白

10 1O-F  
80TWll 10F 

IJI司音I~ LH 砂粒少量 にLOぶYいR月五十立HP一括

11 1O-F  
80T Wll 10 c; 

IJliij 部 HL ミガキ 砂石1英少多量量 lOY H%  
RP一括 !天白

12 10--F 覆土中
80T Wll 1OC; 

Jj[可部 勝LR、沈線、刺突、 ミガキ 砂粒含む 7.5Y 、R潟% 177-6 
HP一指サワフクドr:tl ;同 i二<，:.¥ 



図版番号色11台内部調控文機構成形態伺部位時代・時期j与え
J 一昨自己

十
十
い出土層住J石己主番号 l出土地区

177-5 
砂粒少量
-EJ-英微量

ナデLR 1向者11
句。T
 
)
 
(
 

寸

1
よ80T Wll 

RP一括
221-13 1 lO-._. F 

砂粒含むナテLR y
h
 

立
口t
 

E
F
 

}
 

80T W11 10 (; 
RP一括

ー一ー一一一←一
10-(; 224-1 

Id中少量
干i':;定微量

ナテL.R )11;iJ 部

戸何一一一一一一一一一一←一一
夜土中21 10-(; 

イ百 ~J(.{I長二仁 r!1

80'fWl1 10(; 
Rlコ---i;5

'Wll 10 
J尺淀オ:中

砂粒少量ナテ縄文刷部

砂粒少量ミカキL IJfnJ 育11

切
な
一
山
川
崎
一
切
章
一
時
量
一
切
畑
一
切
崎
一
月
一
氏
一
乃
一
M

山
下
王
子
山
一
つ
一
可
一

i

y

ババ一

Y
L
一1
J

け一

Y
付
一
!
と

l
L
一
二
L
v
a
ヨ司一パ
J

山一

T
U
一
Y
N
一
Y
山一

I
U
一i
九一

日
畳
一
1
1
一5
一
一
一
日
耕
一
J
問
一
げ
ユ
一
山
一
」
一
↑
げ
一
一
1
J

刊
一
日
一
ユ
円
四
一

J
υ
一
5

U
一
げ
口
一
川
コ
一

1

t
い
い
十
円
/
一

1

1

」」」一「一
j

l一
J
J
7
1
一

l
i
-
-一

喜
一
位
一
円
一
段
一
む
数
一

少
多
一
少
一
含
少
一

杭
英
一
約
一
蛇
礎
一

砂
有
一
砂
一
砂
小
一

砂粒少量
石英多量

砂粒少量
石英少量

砂粒少量
石英含む

ナテRLH 
10仁;

177-8 ミ7/三千RL 
「

JI
 

R 
十一-
80T 
R P--.j'i5 

30T ¥¥'11 
HIコーイ古

80TWl1 
RPゃ叫.J'i1i

q 

d 

関土中4 I 10--(; 

51 10-(; 

6 1 10--(; 

177-9 ミカキ.RL V
ハド
在
日l
 
j
 
j
 

10 (ユ7 1 10--(; 

l77--10 砂粒少量ナデL.R )JI<i! ifll 
ハU)
 
{
 

1
2
A
 

80TWll 
RPーイif;

8110--'(; 

177-11 砂粒含むナデLR iJH tfll 
10C 

R P----ti5 
91 10-(; 

i

l

M

∞∞
i
i
 

ナデLR T

J

 

K
I
 
l
 
l
 

H
H
M
M
 

円

Ul
 

一一一一♂ー→一一一司
10 1 10-(; 

ナテな1¥

RP一一指
nw 夜土中

ト一一一一一一斗一一一一ー
1111O-G  

ナテ
121 10-G 

砂tlI.含む
13110--(; 

孔
2
1
0

1
}
~
 

べ/
P

パ
リ
J

a

r-叩
一

J
i
l
l
 

-IU〆
一，
 

γれ
ur
一

アナL miiJ [fI1 14110-G 

ヨ豆ゆ/
川
町ナテ縄文誼:土中15110-G 

砂粒少量

ナテ

砂*il色、む

{沙t{L少

ナテ

ナテ

LR 

i いJ i却しR 1 H p---.n5 い u J いハ

川1，0TW11 10G いι" I T ~-. い正 iiitvvii 山 u I IIJ[;;J i高1¥ 1 LR I R P-れ ';い IIIJ I L.... l¥_ 

おoT W 11 10 C 1 1H.1 ，，，' IllIii] 郎氏p._--t';γ LlI-' 

おOTW11 lOC い1 今1"1;i 川口J 1'11¥ Fl p--j古 1 い LJI.

F
A
 

'v，“司
ι;
 

ι仰
1j
 
j
 

10G 

10(; 

RP一括
16110-(; 

18 1 10---G 

17110-G 

砂杭含む

RLR 砂粒含む
小隊少註

ナテ

ナテ

19 1 1CトーG

20 1 10--G 



砂粒~む

剤、車色合、む

ア

ナ

ナテ

ナテ

ナテ

ナ

ナ

縄文

LR 

L R、1L娘、!密消

LR 

RL 

し

しH

T
A
 
i
 

t
日

fi!j 

長[i10---G 

l()-G 

3 

10-G 

10--G 

lO-G 

10-G 

21 

22 

23 

29 

223-1 

24 

砂粒含む

砂粒2tむナテ

ナテ

10-G 

10--G 
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拓彩番号 出土地区 Hl二上層{立 ilt gC 番 す'5二2. 時代・時期 形態・官[1位 文様構成 内面調主主 1ム口 土 色 調 図版番号

221-14 lO-G  80TWll 10G 
日阿 部 L ナデ 砂小粒際含少む量 7j芳.5賀Y撹R%  RP一括

15 10-.G 80TWll 10G 
Jl~jJ 部 LR ナデ 砂粒含む lOY R]-{ 黄 178-1 R P--ti~ にぶい糧

16 10-G 覆土中 80TWll 10G 口繰音[i ? ナデ 砂粒含む lOYR% 
RP一一括 ?J"{覆土中 i支黄樟

17 10--G 積土中 80TWll 10G ロ株音[i ? ナテ 石砂粒英少少量量 'i'.5Y 、R憧見RP一括沢誼土中 lこぶし

18 lO-G  80TWll 10G 
腕部 しR ミガキ 砂粒少量 lOY RJ，黄4燈RP一括 lこJ、し、

19 lO-G  80TWll 10G 
仁i縁部 ? ナテ 砂粒少量 'i'.5Y 、RII登K RP一括 lこ.ぶ， ~ 

20. 10-G 夜i土J:Fl 80T Wll 10G 1阿部 LR、沈線 ナデ 砂粒少量 :2.5Y R，?i 
RP一括沢覆土中 :1登

21 10-G 80T Wll 10G 
腕部 L ナテ 砂粒少量 /' .5Y R%  177-19 RP一指 ィ荒賀積

22 lO-G 80TWll 10G 
胸部 RL ナデ 砂粒少量 10Y R.% 

R P --ti5 i支黄燈

23 10-G 80τWll 10G 
腕部 LR ナデ 砂粒含む 10Y R.J'i 黄

RP一括 にぶい樟

24 10-G 80TWll 10G 
日阿 部 ? ナデ 砂石粒英少多量量 10Y R.J'i 黄

RP一一指
1，こぶい +笠

25 10-G 80TWll 10G 
Jl阿部 L アョ ア一、 砂粒含む に[0ぶY 黄4燈R P-;tî~ 

26 10-G 80T Wll 10G 
)J阿部 L ナデ 砂粒含む 7支.5黄Y櫨R% RP一指

27 10-G 80TWll 10G 
)j阿部 沈線、 RL へラ十子、 砂小粒礁含少む量 7.5Y 、R撞]'4 RP ーー長~ lこ，;，'1，

28 10-G 容{ニtr:t 80T Wll 10G 腕部 L ナデ

砂砂小小砂小粒暗粒碓粒時少少少少少多量量量量量量

7j支.5黄Y撹R%  R P _.~~~ ì'f~覆土中

29 10-'G 80TWll 10G 
1阿部 RL ミガキ '7.5Y 、R桂~ RP一寸古 (こ，;""

30 10-G 80TW11 10(; 
腕部 L ナデ 10Y R%  

R P--:j舌 j究黄措

31 10-(; 覆こと中
80TWll 10(; 

腕部 L ナデ 砂小粒喋少少量量 lOY R}黄d 
RP一括沢覆土中 (こぶし、 樟

222-1 10-G 積;土中 80 T PW-招11 10G IJ[u) 部 L ナデ 砂粒含む 1OYR% 
R P-tif; i尺覆土中 j支賞機

2 I 10-(; 謹二仁中 80TWll 目阿 部 L ナデ 砂石粒英少少量量 10Y R% 
RP…指沢1壁土中 i究室t撹
80'1' Wll 10G 

lJfiiJ 音)1 磨 ~ìlí ミガキ 砂粒少量 21疋.5焚Y ，9~ RP一指

i
I
M
C
O
-
-



4 I 10一句G
80TW11 G 

IJ阿部 L ナヂ !沙粒含む ヅd丈式'l会 /自'5
RP一指

5 I 10-G f重土中 8
0TWl1 胴古1¥ ナヂ

砂砂小小粒暗粒碓少多少少量量最量 1i英微量R P-一括 沢泣ニ仁9:1 ;主主t桂t

6 I 10-G 撹土中 8R 1)γP一W括11 1U0 -(覆G土中 )J[oJ 音11 ナテ 10 Y H. 巧武 178一一 7
:ニザ，.し、 続

7 I 10-G 
80TWll 10G )J同部 LH. ナデ 砂粒含む

YH% 178---8 
H.P一括

8 I 10-G 
80TWll lClG JJ[~ 部 i:UJR， H L、麿消 ミカ、3r 砂粒少量:

YF¥% 
RP一一指

9 I lO-G  
80TWll 10G 日阿 部i RL ナヂ 砂粒少量 1f疋0tY! R克
H.P一括

10 10-G 
80TWll lOG 目阿 部 ナヂ 砂粒";3-む i1主0主Y引R笠% 
RP一括

11 lO-G  総認函1
80TWl1 lOG 腕部 RL ミガキ 砂粒含む 10Y R% 
RP一括雄認而 i支京佐

12 10-G 覆土中 一W括11 10G )J阿部 RL ナデ 砂粒含む 1支燈R% 17お 5
i，f{覆土1:1:1

13 10-G 
80TW11 10G 胴部 ? ナテ 砂粒少量 10Y R%  
R P-:j~i 定方泣す

14 10-G 
8C1T Wll 10G 腕部 RL ナデ 砂日蛇英少多量量 7，5Y 、R桂託
IUコー拍 lこ.... ~ :'し

15 10-G 議{土中
80T Wll 10 G 胸部 ? 十デ (砂粒含む

10Y R%  178--9 
RPユー括 ジ~rìî土 Eド 灰白

16 10-G 
180TWll 10G !コ結音[1 LR ミガキ 砂粒少量

10Y R7イ 178-11 
RP一指 黒褐

17 10--G 
80'1' Wll 10G 日阿 部 RL ミ7ゲキ 石英多量 7究.5室tY樟R% 
RP一括

18 lO--G 
80TWl1 10G 口縁部 沈線、 LR、)套消 ミカキ 砂粒:少量 7.5Y RYI 178-2 
RP一括 褐灰

19 10-G 
80TWll lOG 腕部 RL ナテ 青少キ立含む

lOYR% 
RP一括 j美声tt畳

20 10-G 
80'1'Wll 10G )JPij 部 フ ナテ 砂粒含む

llO Y R%  
R P--:j百 黄燈

21 lO-G  
80TWll 10G 胴部 LR ナデ 砂石粒英少少量量 7i交.5黄Y櫨R%  
RPー話

22 10-G 覆土 ~~I
80T Wll 10G )j何音[1 RL ナテ 砂粒少量 10Y R%  
RP一括沢覆土中 灰白

23 10-G 
80T Wll 10G 1阿部 RL ナデ 砂粒少量 5YR9-{ 
RP一括 !疋褐

24 10-G 
80T W 11 10G 腕部 RL ナデ 砂小牒粒少少量量、石英含む 5YR% 
R P---:t3 明赤1'%

25 10--G 議土 l:j~ l!¥??一W括11 10G mijj 昔日 LR ミカ。キ 砂粒少量 7lこ.5ぶYし、R権34 1i 1ムウ，e.ロ- ~ み

i
i
H
U
H
-
1
 



拓影番号 出こ仁地区 111土層位 主 日己 番 Cモi- 時代・時期 形態・音11位 文様構成 内面調整 1台 色 調 図版番号

224-26 10--G 80T ¥¥'11 lOG 
腕部 ナデ 砂粒含む 10Y R%  178--10 RlコーJ汚

茂吉i:様
27 10-G 80TWl1 10G 

1阿部; LR ナデ 石砂粒英少少量量 7.5Y RYs -1占

28 10-G 80 T vVll 10 G 
口市議部 L ナデ 砂粒含む 10Y R%  貰RP一括

lこぶし、 続

29 1O-G  80TWll 10G 
JJlu] j部 L ナデ 砂石粒英少少量量 2.5Y R%  RP一指

i事j亦褐

30 10--G -~壁土中 8F0i Tp 10 G 
.tli ifUiIこ1:中 腕部 L ナデ 砂粒含む 10Y RJ黄4 

lこ，):1，、 m
225-1 lO-G  80TW11 10G 

日何 者11 L ナテ 砂粒:少量 lOYR% 
178-12 RP一括

明賞褐

2 1 10-G 80T W 11 10G 
)j阿部 RL ナヂ 砂石粒英微少量量 5YR% RP一括 m 民

311O-G  80T Wl1 10G 
JJlfiJ 部 RL ナデ 砂粒含む 7.5Y 、R撞K RP一括

;こ..-~;'し

4 1 10-G 覆土 8R 0 T P 10 G .:tli ?!-(靖二仁 腕部 RL ナテ 砂石粒英少多量量 10Y R%  黄
にぶい樟

5 1 10-G 80'1'Wll 10G 
口縁者[1 ? ミガ'キ 砂粒含む 10Y R%  R P-寸舌

平島

6110-G 80TWll 10G 
JJI司書11 L ナデ 砂t!~:少量 10Y R%  R P --1;汚

i支質控
7 1 10-G 80TWll 10G 

1阿部 LR ナデ 砂石粒英少多量量; :~.5Y% 
178-13 RP-:f;lj 

1疋告1.
8110-G 80TW11 lOG 

制音11 RL ナテ 砂石約英一少多量量 J.OY R%  -~ili 
!疋1'3

9110-G 80T Wll lOG 
Il阿部 LR ナテ 小砂限粒少含量む lOYR% RPーイ'i~

i支黄1登
10 10-G 80TWll lOG 

1阿部 ? ナテ 砂絞含む lO YR~<Í RP一一J舌
J支]茂陸

11 10-G 80TWll 10G 
Jl[ii] {fli RL ?】 fゆf立少量 5YR冗

178一一14RP一寸ずi
;r註

12 10-G )'JT 市Wl1 10G 制者11 RL 7 砂粒少量 ヨYR%
は¥1. 

13 10--G 護士iin
80'1'Wll 10(; 

胴('ïI~ L ミカキ {ゆ杭少量 !5 Y R}権4 178-15 R P--'fili i)~{'長ゴ :1古i

14 10-(; 積二七 30T Wll 1沢0提G土 I JJ阿部 ? ナデ
砂粒含む

7i究.5賞Y燈R%  R p_.j汚
小~~少 j宣

15 10-(; 30T Wll lOC 
胸部 ~t線、 LR ヘラナテ {i'!i車;f少i量

極1に05よYY しR、RYs見孟
R P--iili 

16 10-(; 80TWll 10(; 
JJlii] I九11 ? ナデ 石砂杭英少多i量量R P--Ni 



17 I 10-G 日OTWll 10C 
!JliiJ 弘 ? ミカキ

哩砂矛I杭:tj~竺少多毘註l 
.5YH]i RP ーイ ï~i

18 10-G 80T 一L九r寸liliJ l()(; 日liiJ 部 HL ミ力、三千 Y巧
RP p、;

19 lO-G 覆土中
日OTWll

)JI詰J r1'Il L ナテ 砂粒含</:}RIコ{ー抗 it-(Yl立ゴ-1ド
一一トー一

骨そkヂ砂'jU1J、粒粒杭時2英定少少少含多多量量量!む量 /) 

20 10-G 日OTWll 10G 
ijliiJ ifll RL ナテR P ---t'rIi 

10-G 80T Wll 10G 
ijliiJ i'm RL ミカキ 17約一lbiミ!コ…七1;

22 lO-G  子重土中 おOTW11 1jl0f 縦G士中 |刷部 ナテR P--j"/i 

226-1 10-G おOTWll 10 (; 
[1 政i'fli RL ナテ 砂粒含む 必FtH R p---j巧

に13t/ 褐2 1 10-G 日OTWll 100 
腕部 L ナテ 砂粒含む 17g--19 R p---j汚

3 1 10-(; 80T Wll 10(; 
JJlliJ 郎 ナテ !'1l1J、1ll、禁¥'.少少 ;l ji t t (5こJYJ1J1サ日?? l民RPーイ百

4 1 lO---G 器二上中
汽p_.j汚 ii('f'立土l千i !JH 部 ? ナテ {J'}/:位含む 7i長 R先

砂fI粒:災含j般む最
5 1 10-G 寵二七1+1

おOTWl1 10(; 
日阿 部 ナテ

1山l100 d首YY '位LRR、%

H. p---.M 沢盟土l:j:1

6 1 10--(; 80'1' W11 10G 
)ll~J 部 ナテ ij'l/*;i.~~'I設fl Pー抗

71 10-G W抗11 l() G 
IJI司自11 RL ナテ 石砂粒英少r*~Ì量12 7，5YR% 

184，-4 

81 1O-G  80'1' Wl1 10G 
11阿部 L 、沈線、磨~W ヘラナデ 砂粒少量 lOYF:.% R P-~ -til; 

I'lI:1flm 

9 1 10-G w一七11日 100 llIiiJ 音I1 RL ナテ 砂粒含む 7.5Y 、R偽!話
:二 _.i:l 178---21 

lO 10--G 捷二上中
削 TWll 100 

口総部 沈線、}議j肖 ナテ 砂1)'(，粒紫少少i泣EE 
前こ55ぶ1貨Y YL % Ri禍汚

2 HP一前川淀土rj:l

11 10-G 日OTWIl 10G 
!JI<i] 1111 LR、l藷j路 ナデ 砂市立含む 178--25 R P-t，f; 

12 10-G 80T Wll G 
JJlii] 1~11 RLR ナテ 砂主¥1含む 灰5褐YH% R上l_:t丹

13 10-G 80T Wll 10G 
[:1減ml ~:t線、 E喪 j肖 ナテ 砂粒少III に5JY1LiZ斗!誌j青 178---22 RP匂一指

14 10-G 覆土中 80TWll 沢互土rt1 ílf~1 部 LR ナデ 砂王[1英~\!_少少i龍1:( ~; Y lミ;}6
RP一指

15 10ー酌G 抗11 10G iJ阿部 RL ミ力、キ 砂1'¥L少長t WYH多i
RP 総灰

16 10--G 8it 0 TP一W括11 10G )j阿部 LR ナテ 小砂際粒含少最む i1先0責Y任 178-23 



拓影番号 出二i二地区 出土層{立 itJ: 日己 番 ErJ コ- 時代・時期j 形態・部位 文様 j構成 内面調整 日ム口 ゴ二 色 !調 関版番号

226-17 10-G 
80TWll 10C 

)j阿部 L ナデ ノ砂H粒紫少含む量 1荒O賀Y燈R，% 178--20 RP-j'il; ベルト中

18 lO-C  
80T Wll 10C 

JI阿部 RL ナデ 石砂粒英少多量量 小開少量 :!.5Y% R P--:tir， J~花賞

19 lO-C  覆土中 80TWll 1沢O縦G二土中 JI阿部 L ナテ 砂小球粒少少量量 lOY R.~員d一
RP一一倍 にぷい綴

20 lO-C  
80TWll 10(; 

JI阿部 RL ミカ‘キ 砂粒含む 10Y R:% 
RP一寸i1i ;支貫主註

21 lO-(; 龍土I=t
80TWll 10(; 

!コ縁部 LR ミカ、キ 件、rJL少量 5 Y H}撹4 178-24 RP一指 j尺視ニLIや lこぶし 3

7 上R%227-1 12-G 確認面
80T Wll 12 C 

11阿部 RL、沈線、磨j潟 -"..ラナテ 五少字立含む 180-11 RP--i"ir， [l1主主t品i

2 1 12-G 雄認lifJ
80TWll 12C 

}j阿部 RL ナデ 砂粒少量 lOY R:% 18()-2 R P 186 確認泊l i支賀燈

31 12--C 80T Wll 12 G 
)j阿部 RL ナテ 砂粒含む 7浅.5黄Y櫨R%  18 -14 RP一措

41 12-G 
80T Wll 12G 

JI阿部 RL ナテ {J予約:少量
;5 YR% 18()-7 R P--J'i5 Hi 

51 12-(; 確認関 80T Wll 確認治i )j阿部 RL ナデ 砂小粒喋少少量量
lOY R%' 

180-6 RP一括 i主litt登

61 12-(; 80T Wll 12 G 
口市法き1¥ LR ナテ 砂粒少量

7に1浅05よ黄YY 栂いRR控% 
180-12 RP一指

7 1 12… G 確認面i 80TWll 舷認函I l胸部 RL ナテ 砂小粒隊少少量量R P-:ti5 

81 12-C 
80TWll 12C 

Jl阿部 1t~娘、 LR 、藤消 ミガキ 砂粒少量
::i Y H~j1Í 

180-8 RP一括 j:lt 

9 I 12--G 8R 0 T P イ汚 12 (; |腕部 RL ミガギ 砂粒少量 lOY R% 180-9 
j足前立

10 12-C 
80T Wll 12 C 

JI阿部 撚糸丈 ナデ 砂粒少量 ?5YR，% 
R P-fi5 Jkt品

11 12-C P 寸l5 12G 口*ま部 RL、縄文圧1.[{ ナデ 砂粒少量 ? .5Y 、R半島% 180--4 

12 12-C 
80TWll 12G 

嗣音11 RL ミガキ 砂粒少量 lOY 有4 
RP一括 に，o'い競

13 12-(; 
80T Wll 12 G 

制音11 LR ミガキ 砂粒少量 17!it . 
RYs 

RP一括

14 12-G 
80T Wll 12 G 

Il阿部 LR ミ力、、当 砂粒少量 7.5Y 、R権% 180-5 RP一括 iこ，;:¥

15 12-G 
80TWll 12G 

Il阿部 RL 
LR~)痕有

砂小粒雌少少量量 .5YRY2 180-lO RP一一括 II}]褐灰

16 12-G 
12 G 

胴 ifl) RL 、、、
L )JY JいR黄6槌 180-13 

i
i
H
U品

i
i



12-G 確認函 8F(i )T P一W括11 f1d2:認G首i l胴音[i LR 十デ |砂粒含む
1i.5 Y R 180-1 
i~r有機

]8 12-G R 一W拍11 12G 胴音[i RL、沈線 ナデ {石dr;主9J1Li少少量量 7i究.5賞Y燈H.% 

19 12-G 
80T Wll 12 G 

綱吉[¥ LR ナテ 砂杭少:量 7.5 Y、R1t1立tK 1 
RP一括 :こぶし

20 12-G 確認面
80TWll 12G Jl阿部 LR ナテ 砂粒含む 7.5 Y 、Rl慢% 
RP一括 {l'(g[;忠商 l二し

21 12-G 線認面
801'Wl1 ijf~l mi j土i娘、 RL ナデ 砂石粒英少少量量 7j支5i削Y者R!}4' 
RP一括的'~~'2，部

22 12-G 
80TWll 12G Blnj 部 RL ミカ、、キ 砂粒含む 7.5YH% 
H P'-'ifi i主主t燈

23 12-G l確認I函 80TW11 確12認 H阿部 i土線、 HL ナデ 砂石粒英少少量量 1支撹R% 
RP一括

24 12-G 確認函i
80TWll 12G 

制音11 LR 、 ~t線、磨消 ミカ、ゴヤ 砂粒少量 7.5Y 、R燈K 
RP一括確認出 に v~ :し

25 12-G 確認国
80TWll 12G 

日阿 部 RL ナデ 砂石粒英少少量量 71EE zt皇位RP一括確認iiii

228-1 ll-E 確認商
80TW11 11E 

日阿 部 L ミガキ 砂粒少量 5Y、R燈Ji 
RP一括 石在認、Wi ザ~;.It 

2 1 11-E 確認面
80TWll 

ロ縁部突起 磨j肖 ミカ、。二千 砂粒少量 7.5 Y 、R褐% 184-11 
RP一括確認泊 l こ，~;.It

31 11-E 確認菌
80TWll 11 E 腕部 L、i尤線、!議j肖 ミ:lj、さそ 砂粒少量 去来褐氏死
R P--:tli 確認i百

4 11--E 時認面
80T Wll Jj阿部 L ミカキ 砂粒少量 7.5Y 、R燈Ji 184-16 
R P--ttli 確認l函 (こ_;;.It

51 11--F 確認面
80T Wll 11 F 目阿 部 RL ナデ 砂小粒磯:含少む量、ぉ:英少liC 2.5Y% 
RP一括確認i霊i 灰貫

61 11-F 
801'Wキタ 11F 

底部 網代被 ? 砂粒少量 10Y RJ黄4 
RPl (こぶし、 控

71 11-G 
801' Wll 11 G 

目前 音1I LR ナデ 砂粒少量 5 Y R~赤d 184-，13 
RP一指 l こ..~ .~し、褐

81 11-G 
80TW11 11 G 

い阿部 RL ナデ 砂石粒英少含む量
7 .5Y R%  184一一17

RP一括 境

9111-G 
80TW11 11 G 目阿 部 L ナ沈線デ有り 砂粒少量 7.5Y 、R慌k.i 
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底部 ワ ヘラナテ li少粒少量 7.5Y R、積% 184-18 
R P-1?i 
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80TWll 11 G 
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HP一指 lこぶし

i
l
H
C印

i
l



14 I ll-G 

括i彩番号 i出土地[KI I出土層位

15 I 12-B I 確認面

16 I 12-C I 確認面

181 12-G 

17112-G I確認面

191 12-G 

20 I 12-G I確認国

線認顕21 1 12--G 

229-1 1 12-G 

21 12-G 
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3 I 12-G 

4 1 12--G 

5 I 12-G 

6 I 12-G 

7 I 12-G 

8 I 12-G 

9 I 12-G 
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12112-G 

13 1 12-G 

確認面
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緩認街
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確認面

確認商
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80TWll 11 G 
R P一括

80TWll 12B 
RP一掃確認i釘
80TWlI 12C 
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ナデ

ナデ

ナテ

ナテ

へラナテ、
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砂粒少量
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砂粒少量:
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砂粒少量
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砂粒含む

砂粒少量
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砂粒少量
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ナテ、 I砂粒少量

ナデ
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ナデ
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黒燭
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淡賞
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j支黄償
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lOY R.% 
足黄指

184-9 

184-10 

180-15 

180-16 

十一一一一
180-17 

180-18 

179-8 
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180-21 



14 12-G | 確認関 80T Wll 12 G IJ阿部 沈線、 RL ナテ 砂石粒英少少量量
l.OY R%  

RP一括開認国 定賞償

15 12-G 80T Wll 12 G 
fJffiJ 部 ? ナデ 砂粒少量

7.5Y RYEI 
RP一括 i笠

16 12-G 80T Wll 12 G 
綱吉11 LR 十テ 砂小粒瞭少少量量 10 Y h;黄ヨ続R P--措 に，);1，

17 12-G 80T Wll 12 G 
嗣音11 寵L 氏、 it~夜、刺突、 ミガキ

動石砂小植哨時英少少少j;量最量量

7筒.5Y R封 180-22 RP一括

18 12-G 80T Wll 12 G 
日前 古11 L ナデ 1登 R%  -20 RP一括

19 12-G 確認国
80T Wll 12 G 

腕部 RL ナデ 砂石粒英含含むむ
lOYR% 180-23 RP一括時認iiIT i支質j;註

20 12-G 80T Wll 12 G 
桐音11 RL ミガうt 砂粒含む

5YRhi lO RP一国 1笠

21 12司-G 80'1'Wll 12G 
仁I~，ま音11 沈線、!密消 ミカ、キ 砂{I粒英少少量量

円7筒灰5灰YY FRi 封
R P-.1'i5 

22 12-G 
80T Wll 12G 

口紘ー音11 LR ナテ 砂粒少量 180--HI RP一括

23 12-G 
80'1' Wll 12G 

IJ阿部 L ミ力、キ 砂粒少量 5 Y R.% 179-20 RP一括 f明亦褐

24 12-'G 石室言2，iiii 80 T W111ut 2G RP一括 言2.ftft mUJ 音11 RL、沈線、 j砦消 ナデ 砂石粒英微含量む lこJ、し、 責般
179-'21 

25 12-G 尚三2，j萄
80TWll 12G 

口純音11 RL、f砦i自 ナテ 砂石粒英:少少量量 lOYR71' 18()--24 RP一括時認lfii 1渇灰

u) 

230ー l 10-G 
80'1'Wll 1C1G 

1ft音11 網代被 ナテ 砂粒含む lOY R]黄4樟Rp.一括 に，);1，、

21 10-G 
80TW11 lOG 

1I阿部 L ナテ 砂石粒英含微む量、小際少量 lOY RJ賞S符 184-21 R P-'-Ni lこJ、し、

3 1 10叩-G 80TW11 10G 
1]持者11 RL ナテ

砂粒少量
ほ天Y武% Rp一一括 石英含む

411O-G  関土中 80TW11 1C1(; IJr~] 部 L ナテ 砂粒含む ]にOぶYR〆、立 184-，19 R P --ti5 ih~撹ご!こ中

5110-(; 
80すれT11 10(; 

腕部 L ナデ 砂小粒概含少む量
lCIYR% 

RP一括 !疋白
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7 1 11-8 確認麗
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80T Wll 10 L 

腕部 LR ナテ 砂粒少量
10Y R~~ 184-6 RP一括 た黄権

10 11-8 時認面 8R 0 TP-W J1 115 51在1認8前 日防 吉11 謄j肖 ヘラナテ 砂粒少量 /.5Y 、R褐% 
に.i;-I，



括最長番号 出土地[l 出土層{立 百五 番 干'7 時代・時期 形態・部位 文機構成 内部調整| )]台 1こ 色 誹i同Z司
11 11-8 確認面

80TWl1 
1阿部 LR ミIfさ究 石砂粒英少少量量 5YR燈% RP-:ji'li 確認部 lニ......J'.し、

12 11-8 確認面
80TW1l 11 8 

口縁音11 L ナテ 砂粒少量 7.5Y 、R権]/4 RP一括時認mI lこ..... _j'.し

13 11--8 確認菌
80T Wll 11 B 

ijffiJ 音11 磨j肖 へラナデ 砂粒少量 5YR% 
HP一寸前 確認頂i 明亦褐

14 11-C 確認面 80TWll 11 C Il同部 LH ミァゲキ 砂石粒英少少量量 7.5Y 、R褐% H 1コー話路認泊i lこ_，;'，

15 ll--E 。在認lii 80T W11 llE 底部 ナテ 砂小粒喋少少量量 lOYH黄ys樟 184-15 HP一指確認、耐 にふ;し、

231-1 12一司G 80T Wll 12G 
JJri] 苦11 ~:t線、 LH 、磨消 ミカ。キ 五少粒少量 7，5YHJi 

179-1 RP一指 h萱
2 I 12-G 確認面 80TWll 12G JJri] 音[1 RL ナデ 砂粒少量 10Y R%  

RP一括確認面 j支黄桜

3 I 12-G 線認部
80TWll 12G 

じi綾部 ? ナデ 砂粒少量 7，5 Y R% 
RP一括 !確認l百i

I i究室tt登
4 1 12-G 確認~mi 80TWll 腕部 RL、沈線、麿消 へラナデ 砂粒含む lOY RJ黄4佐RP一括路認面 lこ ý~~ ~、

5 I 12-G 確認霞i
80TW11 

口持部 ナデ 砂石粒英含少む量 小切i少量 7，5Y R‘+:旦芝3え4 H.P一括碍認ii日 lこ ý):~

6 I 12-G 80TWll 12G 
腕部 RL ナテ 砂小粒腰含少量む 10Y R%  

179-' 2 RP一括 i菜室H置
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80"r Wl1 12 G 
石砂粒*少少量量 滋 RJi 7 I 12一一G

HP一括 1阿部 RL ナデ 1'79-3 

8 I 12ー←G 80T Wll 12G 
)J~J 音[\ LR ナデ 砂粒少量 10Y RJ寅i 1'79-4 RP一括 lこぶし、 指

9 I 12-G 80TWl1 12G 
1阿部 LR ナテ、 砂粒含む 7，5Y 、R褐% RP一括 lこ_;，し

10 12-G 80TWll 12G 
ロ縁部 LR ナデ 砂粒少量

7，5Y R兄
179-5 RP一括 t萱

11 12-G 80 T W11 12 G 
目阿 部 L、科突 ナデ 砂lJ、粒際少少量量

5YH% 
RP一括 控

12 12-G 80TWll 12G 
日阿 部 RL、沈線 ナデ 砂粒少量 5YR 死去、 179-24 RP一指 石英含む lこぶし、 褐

13 12-G 確認、函
80TWll 12G 

腕部 RL 、~:t線、磨消 ナテ 砂粒少量 10Y R% 
179-6 RP一括時認而 i究賞1登

14 13-8 80TWll 138 
日阿 部 ? へラ十デ (l少粒少量 5YR% 

RP一括
i澄

15 13-8 確認面
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服部 LR ナデ 褐R色見RP一括確認菌i a月涜

16 13-G 線認(函 80TWll 確12G 底部 ? ナデ 4砂4粒3告i
iミ%

RP一括 認面
[一一 一
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開 1 遺跡出土石器実~P'IJ 図説明表

実iWJ出番号 出土地区 出二七尾i[立 番 号“ Hf[ 号Ij
大 さ さ (単位mm)

石 í~ 図版番号 体i ぇ~-
長さ I福 厚さ 重さ(g)

239-1 G G 確認頂i
80T W11 G 

争目F'J 42 24 6 4_0 ケツ岩 186-8 カクニン j~ï H Q一括

2 10-(; Q 指 10-(; 最Ij片 43 32 8 8.7 ケツ岩 186一一14

3 10-(; ?なまこI:j:l 801' W11 1か0!-覆土G中 制片 62 27 8 10.6 ケツ岩 186-11 RP一指

4 12-G .p~:認胎i 80TW11 ノ181 G 刺片 67 26 11 12.4 ケツ岩 186-19 カク H Q ---ti5 

5 ]2;--0 8R 0T Q イ舌
13--0 

刺片 80 6D 17 58.2 アンザン岩 186-26 

6 lO-E  
801' Wll 10--E N，リ片 92 58 16 54.6 アンザン岩 186-25 HQ一括

7 BHトレチ 79TWll 
自然石 42 35 12 13.8 ケイ質ケツ岩 186-20 ハンイカクニン 日Hトレンチ

8 J:'V-上回日トレ m79l根TWll 箆状王子器 62 44 13 31. 8 テイ岩 186-24 日トレ

240-1 S 1001 
80TW11 

制}十 25 11 7 1.5 ケツ岩 186--1 S 1001 lH~ 3 

S 1001 80TW11 剥jニ? 33 19 5 2.D ケツ岩 186-5 S 1001 HQ4 

3 S IOO! 80'1' W11 
剥)十 35 18 8 3.4 ケツ岩 186-6 S 1001 lミQ3 

4 S 1001 
801、Wll

制)~- 31 Hi 8 2.9 ケツ岩 186-4 S 1001 H l~ 4 

5 S 1001 
Wl] 

正月ll~ 26 14 5 1.1 ケツ岩 186--:3 001 iミ l~ 4 
---ト一一ー一一一一一一

S 1001 8S0 T 10W0 11 料!yi 26 32 7 5.8 ケツ!伝 186-7 1 1ミ(~ 5 

7 S 1001 
80TW1] 

年I]!'i- 38 43 14 21.3 ケイ質:ヶツ岩 186-1:3 S 1001 iミQ2

8 S 1001 80'1'Wll 
手1])ヰ 20 11 4 。7 ケツE 186-2 S 1001 R P:36 

9 8S 0 T I 0W0 I] ti lニ 61 43 20 40.5 リュウモン岩 186--21 1 H (~ 1 

10 S 1 ()OI 
80TW1] 

手1])十 60 39 12 20.2 アンザン岩 186-17 S 1001 R (~ 3 

11 S 1001 8C1TWll 
キ1]1十 22 1:1 5 0.95 ケツ岩 187--1 S 1 ()Ol RQ1 

12 G 綴認Wi 百1 確-認 手1]1'i :34 27 5 2.2 ケツ岩 186--10 
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四

正一18一6一司一;1
13 15-B 確認i面白 80 T W11{11在5-認IBEi 制)干 62 35 15 :39.2 アンザン岩

RQ一括

14 12-G 確認面
80TWll 12-(; 制g- 27 24 7 3.6 ケツ岩
RQ一括確認出

15 10-P R l T Q一W括11 10-P 争IJ片 51 20 7 4.8 ケツ岩 186-12 

16 S 1001 
80T Wl1 S 1001 

自然石 44 39 14 14.2 デイミヲ l86-16 
RQ6 

17 5-C 確認出 80TWl1 確5認問C 
RQ--:j:if; 

剥片 53 24 り 13.7 デイー岩 186----15 

18 5-F 確認出 80TWll 時5 F 
RQ一括 認滋i

制片 57 :36 24 28.2 アンザン岩 l86--18 

19 8-D 確認涜i 80TWll 確8認lDm 
RQ一指

剥片 62 46 16 46.8 リュウモン岩白 l86-23 

80TWll 10-R 
241-1 10-R RQ一倍

擦石 91 85 57 574.3 アンザン岩 187-2 

2 13-B 確認蕊i
80T Wll 13-B 

自然石 105 37 22 91. 7 アンザン岩 186---27 
係i認i面 RQ一括

3 13-B 確認問
80TWll 

擦百 108 94 72 658.1 アンザン岩 187--:3 
確認問 R Q--括



6 "まとめ

本遺跡の調査では、前述のように、南向きの緩やかな斜面という立地条件にもかかわらず、

縄文時代の竪穴住居跡 1棟を検出したにとどまった。

この竪穴住居跡は、長軸初旬を傾斜方向に合せた楕円形プランを呈し、床面が地形と同じく

南側に緩やかに傾斜している。住居跡の南側盤面に接するように鍋底状のくほ、みをつくり、そ

の北側に川原石を配した炉を結合させている。この形態は、本来的な意味の(定義づけられた)

複式炉の形態とは異なるが、複数の空間を持つ石組炉といつ概念で

複式炉の一形態とみなすことがでで、きよう。

この竪穴住居跡内から出土した深鉢形土器は、プロポーション、文様パターン等、全て異な

るものであるが、縄文時代中期末葉の大木10式に比定されよう。

竪穴住居跡の南側には、東西に走る小さな沢目があり、土器片が出土しているが、量的には

多くないところから、土器捨て場という概念で把える積極性は欠く。

グリッドから出土している土器類も、縄文時代中期の所産のものが多く、 i革少ではあるが、

平安時代の遺物も出土している。

本遺跡、の立地する台地の中央部は、上葛岡田遺跡(遺跡番号No.12) として前年度調査された

がほとんど成果がなく、遺跡ではないと判断されている G 本遺跡、の南西側斜面下方の平坦部に

上葛岡II遺跡(遺構番号No.32)、南側の浸食谷を狭み、舌状台地上に立地する北の林II遺跡、さ

らにはその南側に隣接する北の林I遺跡(遺跡番号NO.9)、飛鳥平遺跡、(遺跡、番号NO.8)でも、

時期の所産と思われる所謂複式炉を具有する竪穴住居跡が検出されていることから、遺跡個々

の検討を踏まえ、近接している遺跡相互の土器の対比、竪穴住居跡の形態分析等をする必要が

あることを述べ、今後の検討課題とする。
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上葛岡 11 遺跡

遺 蹴、 番 τCヲ3 NO.32 

所 在 地 鹿角市八幡平字上葛岡4番地他

調 査 期 間 昭和55年 4月30日-5月14日

5月30日-8月8日

発掘調査予定面積 850m' 

発掘調査面積 1，715m' 



le 遺跡、の概観

十和田火山伝説、きだろくとシロの民話などが多く遺る鹿角盆地は、秋田県北東部に位寵し

ており、中央を南から北に流れる米代川とその支流群の両岸に広がる何段かの盆地内段丘上に

は、国指定特別史跡大湯環状列石に代表される遺跡群が数多く存在する。

縄文時代早期から平安時代まで自然地形をそのまま利用した遺跡や、中世の館跡群のように

自然地形を巧みに利用しつつ、更に地業を行っている遺跡もある。

気候は内陸性であるが しばしば偏東風(ヤマセ)の影響を受け凶作に泣いた歴史もある。

上葛岡II遺跡は、標高804mの北林山の商麓の台地の南西斜面下部の平坦面に所在する。こ

の台地の上部には上葛岡III遺跡が所在し、この遺跡との間の南側緩斜面に上葛悶 I遺跡が所在

している。沢を狭んで南東側に北の林II遺跡の所在する舌状台地があり、その南側に北の林I

遺跡、飛鳥平遺跡、鳥居平遺跡、歌内遺跡と続いている。いずれも縄文時代中~後期の竪穴住

居跡群や土壌群、平安時代の竪穴f主居跡群等が検出されている。遺跡相互の関連性も強く考え

られ、遺跡群としてその性格をとらえるべきである。

現状は、杉の造成林であるが、戦前には住宅が建って、沢Jj(を51いた池もあったと伝えられ

ている。非常に狭い平坦面であるが、一段低いため風当たりは弱い。

法方の査調

本遺跡は、八幡平インターチェンジの下り車線進入路線内にある狭い平坦面に立地している

が、北側上方から田部に集まった水が流れ落ちる場所でもあり、当然沢自が存在することが予

想、された。本調査に先だち、前年冬 (12月 6 日 ~12月 8 日)に行われた範罰確認・試掲調査の

結果でも、はぼ中央部に深い田部が確認されている。また戦前宅地であったということから、

ある程度削平等が行われていることも考えられた。

抜根後、下り進入路中心杭B.RPSTA8十40とB.RP.STA 8十60を結んで基準線とし、 5

X5mのグリッドを設定した。調査対象区の最東南関の杭を基準点(0- 0 )とし、南から北に

アラビア数字、東から西にアルファベットを付し、この組み合せでグリッドを呼称した。

グリッド設定後、各アルファベットラインの東側に絹 2mのトレンチを設定し、粗掘りをし

て遺構検出に務めた。遺構検出後、土壇観祭用ベルトを残し全面的な表土剥ぎ、プラン確認を

し、遺構の配置等を確認後、精査に入る。

排土地が限定されるため、調査の手順とりわけ排土の場所等について注意する。



っ き国オマ令交、旦
. ijI吋よ札荒土克~

昭和48年の分布調査の際、本遺跡は「地形上、遺跡、である可能性があるが、立入禁止区域内

であるため再調査の要あり d とされた遺跡であり、詳細は不明であった。

昭和55年秋に実施された範囲確認試掘調査の結果、縄文時代の土器片が数点採集されたが、

遺構は確認できなかった。

昭和56年度に入り、調査担当斑が決まったが、小豆沢館、北の林II遺跡 上葛岡 1遺跡と合

せ4遺跡を調査することになったため小豆沢舘の調査期間中に、対象区全域に残る木根の抜去・

草刈り作業を進め、小豆沢舘の調査が終了次第すぐ調査に着手できるようにした。

5月31日に器材ーを搬入し、テントを設営する。 6月2日本遺跡が、八幡平インターチェンジ

の下り線進入路線内であることから、下り進入路線のセンター杭2本を任意に選出し、グリッ

ドを設定、直ちに粗撮りを開始する。

(グリッド設定基準として選出したセンター杭は、 B.RP.STA8十40とB.RP.STA8十60

の2本である。)Eラインと Hラインに土層観察用ベルトを設定した。

調査lRの南東側の平坦面には、戦前まてい「医者の家」が在ったとの事であったが、その後植林

されて面影がなかったが、粗掘りの結果住居の土台石(自然石)雨垂れ石列、自然石を組合せ

てつくった池、その池に水を引き込んだ溝、医療器具、;J¥.斐等が検出された。

6月26日から精査を開始した。小田i鳴調査補助員の記録した調査日誌によると、 11 6月26日

精査開始ー縄文後期と志われる竪穴住居跡21業を確認、さらに向時期のものと思わhる遺構様

プラン 3カ所を確認。

S I001 直径3.56m 中央に石組炉あり、 1'ff~1体になる土器と 3 片の土器片

S I002 直径4.62m 石が2-3点出土

S K001 黒告J土径4.50m深さ0.15mi立

S K002 黒色土 径2.85m深さ0.30m位でカベはあまり確認出来ず。

S K003 黒色土 径2.00m深さ0.50m位でプランは不明確。

D-7-C-7グリッド7.12mi立の中高で;'D-I-C 1グリッドまで溝らしき落ち込みがあ

る』とある。 Eラインと Hラインに残した土層観察用ベルトで、土層断面図を作成後除去。 7

月2日から、 SI001、SI002の2棟の竪穴住居跡の精査を開始する。住居跡プランの確認状

況を写真撮影し、覆土(埋土)の堆積状況観察のためのベルトを設定、掘り下げ開始と共に遺

物の出土状況の図化、収納を行う。 SI 001竪穴住居跡の掘り下げ終了後平面図を作成したが、

床面の状況から下部に古い時期の住居床面(生活問)が存在する可能性があると判断し、さら
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に精査を続行。 7月中旬になり、溝らしき落ち込みは、小さな沢であることが判明。この沢目

の覆ニ仁(理没土)から縄文土器片の出土が多い。

また S1 001竪穴住居跡の炉の微細図作成の結果、円形の石組;炉のつくられる以前に、下部

に炉が存在することから、この笠穴住居跡は、一度床面を埋めて改築されていることが判明し

た。改築以前の炉の形態は、粗雑で、あるが、所謂複式炉の形態を呈するものであり、住居壁面

り床面には円柱状の}II原石を立てていた。

S K 001、SKO旬、 SK 003はプランが不明確で、あり、遺構と判断するには要素が賓弱で

あり、単なる落ち込みと判断する。 7月下旬になり、調査区全体を平板測量を開始するが、そ

の直後、前年秋の範囲確認試掘調査時に設定した丈差する 2本のトレンチ及び、抜根穴の影響

により明確で、はないが 石組炉らしき遺構が確認され、周囲を慎重に精査の結果約4分の lし

か遺存しないが、円形の石組炉をもっ竪穴住居跡と判断、 S1 003として精査開始。 8月初め

に、 S1 003竪穴住居跡を含め 3棟の竪穴住賠跡、沢目、 7-Eから 7-Hまでのグリッド北

側壁にて土層堆積状況を作図する。このグリッド付近にのみ黒褐色土中に寅褐色浮石質火山灰

の層が堆積している。

8月8日に最終写真撮影、補充1ftl]量を行い調査を終了した。

4 e 遺跡の層位(第243国対照)

北{閉め台地と、鳥越段丘面が浸食されてできた深い沢自の間に、小さな段状の平坦面は、北

から南織に緩やかに{頃斜Fしている。この拾のひたい程の平坦面に一本遺跡が立地してお}人現地

表面の傾斜ーと地山面の傾斜はほほ、一致する。

北側の台地斜面には、沢目が存在し、いつも湿潤である。 遺跡の南東部分は戦前宅地化され

ているため削平されている。他の地IRも、杉の植林等が行われていたため、撹乱されていた。

このため、 断面図は、 Eライン、日ラインそれに隣地との境界銀である 7ラインの 3本

を作成したのこの結果、 7ラインの土層断面において黒褐色土の層中に薄く黄褐色浮石質火山

灰の層が{確認された。

Eライン土層註記

1 7.5YR% 黒褐色土粘性強磯少量混入5% 2 7.5YR% 褐色土 しまり強 ノj、砂磯ほとんど見られない

3 7.4Y R%  黒褐色土 粘性強 IJ、砂礎及び礎少量混入5% 4 7.5YR;%i 褐色土にi法褐色土 10Y R%  U音褐色が少量j昆

ずっ 入粘'~j:強浮石あり小砂磯15%浪人

5 7.5Y Rl・k 黒色土 粘性強 小砂障壁ほとんどみられない 6 7.5YR.% 路褐色土に黒褐色土% 粘性強 陪褐色土には

聖堂 小砂時葉少量混入10% 黒褐色土にはみられない

7.5 Y R%  黒褐色1ニ 小砂燦15%混入時世5%混入 8 4に同じ

3に同じ 10 7.5Y R7.i'黒色土 小砂機多量に混入50%

11 7.5Y R;%i 褐色土にJlt}褐色土%が少量混入小砂燦5%混 12 7.5Y R%  祭褐色土に賞褐色土粒子 7%浪人小砂礁ごく

入 少なく混入
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13 7.5Y R%  黒褐色土に亥褐色土粒子 5%混入 小砂際5% 14 7.5YR百 黒褐色土並び完 %がそれぞれ%ずつ混ざりあ

混入 うノj、砂燦15%混入

Hライン土層註記

1 lOYR% 築縞色ニ仁 黒褐色土粒子25%混入

3 10Y R.% 黒褐色土 踏褐色土粒子50%混入

5 10Y R%  黒褐色土 黒褐色土粒子少量混入

7 10Y R%  明資縄色ニ仁と 10YR%貧褐色土とがまさ'りあう

7ライン土産喜註記

2 lOY R 1・九' 黒色土 黒褐色二仁粒子50%混入

4 i手石!習である

6 10Y R%  褐色二i二 II斉掲色ごi二粒子混入

8 10YR%， Il音褐色土 しまり強 H古褐色土粒子少量混入(2 

~/ó ) 

1 7.5Y R克 黒色土小砂傑多量に7ft入 (30%) 2 7.5Y R し Zi 黒色土砂1務多 j量に it~入 (25%)

3 7.5YR%， 掲色土 粘性弱 j手石層である 層上部に黒色 4 7.5YR% 日月褐色土 粘性弱 j手石層である

土粒子多量に a~入(20%)

5 7.5YR1・K 黒色ごi二粘性強

7 7.5Y R%，褐色土 粘性強 層上音15に黒褐色土少景混入(5 

%) 

9 7.5YR% 黒褐色土 小砂燦少量尚人(5%) 

6 7.5Y R% 黒褐色土粘'11:強米t0:大の砂際少量ILt入(5%) 

8 7.5Y R%' 褐色土 3 -5 cmの機多量に混入(90%)・

際稽である

10 7.5YR見積色土粘性強 しまり弱鉄分少量it~入(3 %) 
11 7.5YR% 段色j二 粘性強 小砂罪者多量に混入(20%) 鉄 12 7.5Y R%  i受賞燈色土粘性強少砂礁多量に混入鉄分
分少量混入(7%) 

13 7目5YR克明褐灰色土粘性強 しまり弱少砂燦及び欽

分多量に混入(20%)

ム遺構と遺物

多量に混入(20%)

本遺跡の調査では、 3棟の縄文時代の竪穴住居跡を検出した。

S 1 001と命名された竪穴住居跡は、床面のはほ中央に円形を呈する石組炉を有する竪穴住

岩跡であるが、その床面下から、所謂複式炉形態の炉を有する竪穴住居跡が検出されている。

このため、プラン確認時に検出された時の床面を第 I期とし、精査中に検出された下部の床

面を第II期とした。

S 1 002笠穴住居跡は、その平面形も不整な楕円形を呈し 炉もあまり遺存状態、が良いとは

言い難い。

S 1 003竪穴住居跡は、前年冬に実施された試掘時のトレンチの交差部分に検出したのであ

るが、あまり良い遺存状態ではなく、見誤まったため、 トレンチ掘削時、本調査の粗掘り時に

削平されてしまっている。

このf也、自然地形ではあるが、沢自の中から土器片等が多く出土している。
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第95表 同II遺跡S1001竪穴住居跡計測・説明表

，険出地区 l-H |実iWJ図番号 245、2L16 |図版番号 1 190-問

法 長軸 354.2cm 壁高
l期 10. 1 -13 . 2cm 

壁溝l幅 な し 主軸方向
N-640 30' 

II期 20.3-26.8cm -E 
室Eヨ主 短軸 289.3cm 面積 7.59m' 壁j蕎深 な し *5 官，"-包μ 不整楕円形

プラン確認
相掘りを終了し、プラン確認作業を開始した直後、茶褐色の地山面に細かい炭化物を

時の状態
含む黒褐色土のドl各円形の落ち込みが確認された。(地表面ーからわずか20-25cmの深さで

あったため、掘りすぎたきらいもあった。)

其1] (新しい) 1I 期 (古い)

細かい炭化物を含む黒褐色土の下に褐色土 I期の床面(貼床)を除去すると茶褐色系
覆土と床面

黒褐色土と続いている。床面が若干軟かく の土層で覆われている 凹凸が激しいが
の状態

自然石も埋没しているので床面下に別遺構 よく踏み屈められている。

が存在?

柱 rFA『¥ 検出できなかった。 検出できなかった。

床面中央からやや西寄りに自然石を円形に 壁西側重下に自然石を 1個立て、床面を

炉
配置した石組炉がつくられている。炉内に 鍋底状に連続して掘りくぽめ、自然石を

焼土が少なく、炉の東側に焼土が堆積して 二列に並べ、一見所謂複式炉の形態を想、

いる。 起させる形態を呈する。

床面から深鉢形土器底部破片の他、覆土中 床面から 4点の土器片が出土している。

i章 物 と合せ16点(一括含む)の土器破片と 7点

の石器・石屑、出土。

土居註記

1 7.5YR% 然視色 1: 名'i'I空中程度 しまり強 全体に炭化 2 7.5Y R_% 褐色土粘性iド程度 しまり ':1'強
物ヵ、含まれる

3 lOY R予言黒褐色二仁粉Its虫 しまり強 4 5YR元赤褐色土焼土

第96表 上葛岡II遺跡S1002竪穴住居跡計測・説明表

検出地区 3-G、4 G. 3-H |実iHlJ同番号 247 |図版番号 I194、四

法|長車由 451. 8cm 
寸一|壁町立

し |主軸方向

量|短軸 308.5cm 積 11.4m' 壁溝深な し 形 態不整楕円形

粗掘りが終了し、プラン確認作業開始寵後、土質による滞水度(温度)の差からか、

プラン確認 時茶褐色土のベース上にやや黒味の強い土の部分が確認された。プランは、不整な楕

時の状態 円形を52し、伊の石と思われる石村が中央からやや南側で露出している。

覆土は撹乱されているためか、自然または人為的な堆種なのか判別しがたい。床面は

覆土と床面 よく踏み留められているが、凹凸が激しい。また炉石以外にも長軸方向に自然石が多

の状態 く検出されている。北側壁下が階段状を呈している。

中主 1cー・
床面上に 5カ所ピットが検出されているが、柱穴と推定されるものは無い。

炉
床面からやや南寄りに、焼土を閤むように自然石が並べられており、石組炉と思われ

るG

遺 物 土器片55点、ブレイク 1点が覆土中から出土している。



ごた層註記

I lOY Rl.J1'黒色粘性やや~~ しまりやや強 2 lOYR% 黒褐色あIj性やや強 しまり中将皮

4 2と同じ3 lOY R% 時褐色粘性やや~~ しまり r.p綜度

5 2と同じ 6 3と同じ

7 lOY R% 日昔褐色 粕性やや弱 しまりやや強 8 lOYR% 黒褐色粘性やや弱 しまり中根度

10 lOY H.% 黒縄色 村性やや~~ しまり中綜度9 7と同じ

11 lOY R% 階褐色粘性やや強 しまりやや必

第9i表 上葛岡II遺跡S1 uu3竪穴住居跡計iMiJ.説明表

検出地区 6-H、7 H |実 ~ftlJ 間番号 1 248 図版番号 196、197

刻*-2叶壁寸10cm1壁講幅1な し 主軸方向 不明

量短軸 現状 228.2cm 面積 5.71m' 壁溝j菜な し 背3 官_u.包e、 不明

プラン確認
前年秋の試掘調査の 2本のトレンチと、本調査時の抜根作業により破壊され緊穴住居

時の状態
跡の北東側凡そうdを残すのみであった。この地区は地山面にも礁が多いため、遺構確

認が非常に難しく、 「石組炉」の存荘によりようや，<確認された。

覆土と床面 プラン確認時に既に床面まで剥土しているため、覆土の察は不能で、あった。床面は、

の状態 大礁が多く混入する土層を踏み固めたものであるが、回凸が激しい。

柱 ^ 炉の西側で2カ所検出されているが、いずれも lOcm程度の深きである。
!上戸 自然石(円喋・角1禦)を利用して円形の石組炉をつくっている。

遺 物 縄文土器細片 2点が床面から出土している。
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第98表 上葛岡II遺跡、出土土器拓影図説明表

拓影番号 出土地区 出土層{立 三主 百己 :番 号 11寺代・時期 形態・部位 文様構成 内 liii調撃 胎 ゴ二 色 i調 図版番号

250-1 Bトレ 7~ITW:32 範囲カクニン
iコ縁音[¥ L、沈線、鮎燈 ミカキ 砂粒少量 7.5Y 、R控J~i' 

Bトレ lこ.hし

2 I Bトレ 79 T W:3~~ !~M[Jカクニン
口出家昔1¥ L、沈線、鮎溜 ミカキ 砂粒含む に10ぶYいR]{寅燈日トレ

:3 I Bトレ 79TW:32 範rwカクニン l制部 L、沈線、貼溜 ミ力、三千 砂粒~ï3-む 10Y R]黄4 
Bトレ lこぶし、 澄

4 I Bトレ 79TW:32 範匪iカクニン
I!阿部 L、沈線、貼溜 ミガキ 砂粒含む 10Y 笠d 

Bトレ lこ，;>し、

5 I Bトレ 79γW .3~~ jま組[問!曹:I:iクニン
Bトレ浮 の下

口縁音1¥ L、比線、貼溜 ミカ、キ 砂粒含む 10Y R]賞4 
lこぶし、 撹

251-1 S 1001 
80TW.32 S 1001 

11同部 LR ナデ 砂小粒喋少少量量 7.5Y 、R樟見 201-9 RP6 lこ...;-:'し

2 I S 1001 80TW32 S 1001 
腕部 LR ナデ 砂;石粒英含少む量 7.5Y 、R褐K 201-lO RP9 にふ~

:3 I S 1001 80TW32 S 1001 
胴音1¥ RL ナテ 砂粒少量

I 10Y R}'& 
R P10 明賞褐

4 I S 1001 
80T W.32 S 1001 

胴音1¥ 複節 7 砂粒少量 |10唱R P 11 lこぶし、

i8川 32 S 1001 5YR 5 I S 1001 
R P12 胴音1¥ RLR ナデ 砂粒少量 lこぶし斗3畳4 201-18 

6 I S 1 001 80T W.32 S 1001 
I! ~j 部 ? へラナデ 砂:r:I粒英少少量量 17M  201-21 R P 14 灰白

7 I S 1001 80 T W32 S 1 001 
日持 者1¥ ? へラナテ 砂粒含む 5 Y3rI 201-19 R P14 灰白

8 I S 1 001 80 T W32 S 1 001 
I!pij 吾1¥ 沈線 へラナデ 砂小粒磯含少量む 1に0ぷYいR%黄樟 201-15 RP14 

9 I S 1 001 80T W32 S 1001 
腕部 沈線、 LR ナデ 石砂蛇英含少量む、 小喋少量 2灰.5白Y%  201--1.3 RP14 

10 S 1001 80T W.32 S 1001 
腕部 沈線 ミガキ 砂粒含む

5Y% 201-11 RP14 灰13

11 S 1001 
80T W32 S 1001 

腕部 沈線 へラナデ 砂小粒喋含少む量
2.5Y7.2 201-22 R P14 灰黄

12 S 1001 
80TW32 S 1001 

腕部 沈線 ミガキ 砂小粒喋含少む量 lOY R~黄4: 201-23 RP14 にぶい褐

1.3 S 1001 
80T W32 S 1001 

腕部 沈線、縄文 すをナナデデ 砂粒含む
2.5Y.5{ 201-14 R P14 Jk白

14 S 1001 
80T W32 S 1001 

胴吉1¥ ? へラナデ 7.5Y 、R褐% :m1-16 R P14 Lこム<¥.

15 S 1001 
80T W32 S 1001 

日阿 部 LR へラナデ 砂小粒1喋少少量量 2灰.5白Y万 201-17 RP14 



拓影番号 出土地区 出土 F層{立 記 番 口下王 時代・時期 形態・部位 文様構成 内 i面調整 日会 色 調 間版番号

251-16 S 1001 80TW32 S1001 
日阿 部 沈線、 LR ヘラナテ 砂粒少量 10Y R，!-賞d 201-12 H P14 

lこぶし、 惜

17 S 1001 80TW32 S 1001 
日阿 部 ? ヘラナデ 砂粒含む 2.5Y}/2 

201-20 R P14 
灰黄

18 S 1001 80T W32 S 1001 
1阿部 RL ヘラナデ 砂粒少量 10YR ，!-~ 

201-1 R P 14 lこぶし、 桂

19 S 1001 80T W32 S 1001 
口縁部 ? ナデ 砂粒含む 201-' 2 R P 14 

lこぶしミ tif 

20 S 1001 80T W:-l2 S 1001 
胴音11 沈線 ? 10Y R~イ

201-3 H. P 14 
褐灰

21 S 1001 80TW32 S 1001 
腕部 RL ナテ 砂小粒聴含少む量 7控.5Y R%  201-4 R P 14 

22 S 1001 80TW~12 S 1001 
日阿 部 RL ナテ 砂粒少量 1l0 :JY JいR:賞五樟 201-5 R P14 

23 S 1001 80TW32 S 1001 
口結部 ヘラナデ lOY R:賞日 201-6 R P14 

に v~~い控

24 S 1001 80T W32 1001 
1阿部 RL ナテ 砂粒少量 10Y R~?-8 会1tJ1 201-7 R P14 

l ニ v~~. ~、

25 S 1001 80T W32 S 1001 
口跡部 ? ナデ 砂小粒喋含少量む 2.5Y% R P 14 

灰白

252-1 S 1001 80TW32 S 1001 
胸部 RL ヘラナデ {I弘、主主少量 7.5Y 、 202-1 R P14 

lこ v~;. し

2 I S 1001 80TW32 S1001 
2阿部 RL ヘフナァ 砂小破粒少少量量 J25Y R%  

灰白

3 I S 1001 80TW32 
腕部 RL ナデ 石砂粒英少少審量 小碓少量 1|75Y、R権% 202-14 R P20 

lこ v~~l 

4 I S 1001 80TW3:2 S 1001 
腕部 RL 砂粒含む 7.5Y R.% 202-24 R P19 tif に

5 I S 1001 80TW32 S 1001 
III号部 LR、i土線 ナデ 砂小粒礎少少量量 lOYR% :W2-16I RP i主黄一撹

6 I S 1001 80TW32 S 1001 
l!fiIJ 部 RL ? 砂粒少量 5 Y R.% :202-25 R P 15 

t笠

7 I S 1001 80 T W 32 S 1 001 
日阿 部 RL へラナデ 砂小粒l珠少少量量 7.5Y 、R境% R P15 lこふ、し

8 I S 1 001 80TW32 S 1001 
!底部 RL 202-17 R P15 

9 I S 1001 80T W32 S 1001 
1阿部 RL ナデ 砂小粒喋少少量量 5YR% 201-25 R P15 

t査

10 S 1001 80T W32 S 1001 
腕部 沈線、 RL、隣消 ミカ、白キ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 202-18 R P17 

lこ .~~'l

11 S 1001 80T W32 S 1001 
胴音11 LR ナデ 砂粒少量 7.5黄Y櫨Rよ~/4り 202-:3 R P16 

j支 黒い

l
i
N
H
K日

i
i



12 S 1001 80TW32 S 1001 
Ij[~] 部 RL 砂粒少量 7.5Y、R横~~ 202-4 I R P15 l こ，;~'" 

13 S 1001 80TW32 S 1001 
ij[o] 部 RL へラナテ、 砂小粒磯少少量量 2.5Y R%  

20日 41R P19 明赤褐

14 S 1001 80TW32 S1001 
胸部 RL へラナテ 砂粒少量 5 Y R7赤i 201-26 R P15 にぶい褐

80TW:32 S1001 5YR% 15 S 1001 
R P20 胸部 RL ナテ 砂粒少量

明赤褐 202-15 

253-1 S 1002 
80T W32 S 1002 

ロがよ部 LR ナデ 砂小粒喋少少量量
Rl・J{

202-26 RP9 呈主

2 I S 1002 80T W32 S 1002 
口融音[1 LR ナデ 砂粒含む

lOYR克
202-5 RPl 黒掲

3 I S 1002 80TW32 S1002 
腕部 RL へラ十デ 砂小粒喋少含量む 7.5Y R% 202-27 RP2 

4 I S 1002 80TW32 S1002 
iコ縁部 LR へラナテ、 砂小粒際含少む量 5YRラ1f4i:2 202-29 RP3 lこぶし、 褐

5 I S 1002 80TW32 S1002 
)j阿部 RL ナデ 砂粒含む

7.5YRJ-ii 
202-6 RP5 キ笠

6 I S 1002 80T W32 S 1002 
口綾部 ? へラナデ 砂石粒英少少量量 7.5Y R%  202-7 RP5 イ4トru

7 I S 1002 80T W32 S 1002 )j阿部 R へラナデ 砂粒少量 7.5Y 、R控J-~ 202-13 RP6 lこがi、し

8 I S 1002 80T W32 S 1002 
腕部 RL へラナデ 石砂粒英少少量量

7.5Y R%' 
202-32 RP・8 +宣

9 I S 1002 80T W32 S 1002 
Jj阿部 ? へラナテ 砂石粒英少少量量、小開少量 10Y R%  202-30 R P10 褐

10 S 1002 80T W32 S 1002 
仁Lj:安部 j尤線 ナデ 砂粒少量 10Y R% 202-31 R Pll j芙賞者登

11 S 1002 80T W32 S 1002 
1阿部 沈線 ミカ(，3(- 砂粒少量 10YRJ:黄J 202-8 R P12 lこぶし、 指

12 S 1002 80T W32 S 1002 
口綾部 沈線 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R樟}iI 202一日R P13 l こ....--.J~し

13 S 1002 80TW32 S 1002 
JjpU 部 ヘラナデ 砂石粒英少少量量 7.5YR% 202-20 R P14 褐

14 S 1002 80TW32 S 1002 
H阿部 LR へラナデ 砂石粒英少少量量 7 .5Y R封 202-21 R P13 褐

15 S 1002 80TW32 S1002 
仁!綾部 LR へラナテ 砂小粒礎少少量量 10Y R7f 202-23 R P15 褐灰

16 S 1002 80TW32 S 1002 
即時 部 LR ヘラナデ 砂砂粒粒含少む量、 小喋少量 lOY RJ黄4 203-12 R P 16 lこぶし、 控

17 S 1002 80TW32 S 1002 
M[iij 部 ? ヘラナテ 砂石粒英少少量量 10Y RJ賞4 R P16 lこぶし、 樫

18 S 1002 80TW32 S 1002 
胸部 RL ミガキ 砂小粒喋含少む量

5YR多i3' 202-22 R P17 日月赤褐i 

i
l
N
H
m
i
i
 



J石影番号 出オニJ也[王 H:lj二高位 5主 百己 番 すICO u寺代・時j塙 形態・部位 文慌構成 内面調整 土 色 訴i 図版喜子号ー

253-19 S 1002 80TW32 S 1002 
)j阿部 RL ミガキ 砂小粒際少少量量 7j受.5賞Y燈Rよ%り赤い 202-13 R P18 

W32 S 1002 5YR% 20 S 1002 
19 )j阿部 RL ミカ句キ

4f2E ZS4 

21 S 1002 80TW:32 S 1002 
)1阿部 ? へラナテ 砂小粒磯少含量む 5YR% 202-9 R P22 明赤褐

22 S 1002 80T W32 S 1002 
!ま音[S RL へラナテ 砂粒含む 10Y R 瓦貰

R P26 lこぶし、 指

23 S 1002 80T 'N32 S 1002 
)lliiJ 部 RL ナデ 砂粒含む 7.5Y R五 202-10 R P29 +畳

24 S 1002 80T W32 S 1002 )jliij 部 L へラナデ 砂粒少量 賞4段 202-28 R P21 

25 S 1002 80TW:32 S 1002 
仁H:支部 LR ナデ 石砂粒英少少量量 小i球少量 10Y R%  R P24 黒褐

26 S 1002 80 T 'vY:32 S 1 002 )jpij 部 RL ナデ m、唱少量 7.5YRJ'6 202--11 R P28 tトf支LL 

27 S 1002 80T W:32 S 1002 
)jliij 部 L ナデ | 砂石粒悶英少少姐量量量: づ小い叩、寸! 10Y R1'l' 202-12 R P:32 黒縄

254-1 S 1002 80 T W 32 S 1 002 
仁lk';支部 LR へラナデ

砂砂小石枝理粒英少少少少量量量量

5YR撞% 204-14 R P:32 に-~;'"ミ

2 I S 1002 80TW32 SI002 
胴音[S RL へラナテ 7.5Y R対

203-4 H. P 3:3 褐

:3 I S 1002 80TW32 S 1002 
胸部 LH.、!藷iili ミガキ H%  203“一11H P35 fまi

4 I S 1002 80T¥V:-l2 S 1002 
腕部 ミガキ 砂粒少量 7.5YR.% 

R P36 灰褐

5 I S 1回 2 8りτvV32 S 1002 
胴部 HL ナデ 砂粒少量 7.5Y R%  

R P37 援

6 I S 1002 80TW32 SI002 
胸部 HL ナデ

砂砂小百対開粒英立少少少少量量量量

5YR% 203-3 R P:39 明赤字詰

7 I S 1002 
80TW32 S 1002 

腕部 R ナデ 7.5 Y 、R按見
R P40 に~~;." 

8 I S 1002 80TW32 SI002 
)j[ffJ 部 fミL ナテ 砂粒少量

10Y H%  20:3-1 R P41 灰黄褐

9 I S 1002 80TW32 SI002 
胴官11 7 ナデ 砂粒少量 10Y RJii 203--6 R P42 HJJ黄褐

10 S 1002 80T W:i2 S 1002 )J阿部 RL ミガキ

制6右石H粒英英1含少少少む量量最

5YH% 203-29 R P43 赤褐

11 S 1002 80TW32 S 1002 
)J阿部 HL ナデ lOYR% 203-2 R P44 j芙賀指

12 S 1002 
80TW32 Sl002 

)j[，j 部 ミガキ 長，!;粒少量 5YH% 203-15 R P45 明赤褐一



13 S 1002 80TW32 S I002 
日 ri~ 部 HL ミカミ 砂小粒熊少含む量 7.5 Y H%  203-16 H P46 

14 S 1002 80TW32 S I002 
腕部 ミカミ 砂粒少量 7.5Y 、R褐.9~3 

H P47 に<~;'\O

15 S 1002 80TW32 S 1002 
IJfi~音1\ LR へラナデ

安石砂そiづ粒英英t¥L少少少少量量量量 小暗少量

7.5Y H.?'Í~ 2(s--17 R P48 樟

16 S 1002 80TW32 S I002 
日阿 部 ? ナテ 5 Y R5赤~!' 20:3--5 R P50 にぶい褐

S 1002 80TW32 S I002 
胴部 HL ミガキ 砂粒少量

10Y R% 203-7 R P52 i受賞燈

18 S 1002 80TW32 S 1002 
日阿 部 LR、!嘗消 ミ力、キ 砂粒少量

2，5YH，?/r， 
203-8 R P55 明赤褐

19 S 1002 80TW32 S 1002 
日阿 部 LR縄、文RL、 ミガキ 砂粒微量

7，5Y R，%' 
R P55 ;:];:]:lit 様

20 S 1002 80TW32 SI002 
日阿 部 ? へラナデ 砂小粒関少少量量ー

7.5YR% 203-9 H P55 鴇

21 S 1002 8υTW32 S I002 
仁川北部 LR、沈線 ナデ 砂石粒英少少量量 25)G ーYブ.9~í沃 203-10 R P55 オ i

22 S 1002 80TW32 S 1002 
IJfi~ 在日 7 ナデ

E石砂石b車英粒英'IL少少少少量量量量 'H~少量
7 .5Y R対

R P56 褐

23 S 1002 80TW32 S I002 
日阿 部 ? ナデ 2，5Y R.部 203--19 R P58 明J赤褐

24 S 1002 80TW32 SI002 
日阿 部 HL ミガキ 長ノj会、粒1務少少量量 極5暗Y亦R7褐d 203-20 R P61 

25 S 1002 80TW32 S I002 
日阿 部 LR ナテ 砂粒微量 10Y R3-'I 

R P62 ~l 

26 S 1002 80TW32 S I002 
仁Ik，該部 ミガ斗 砂粒少量 7.5Y RJ~ 

R P6~; +笠

27 S 1002 80TW32 S 1002 
~[iij 部 L ミガキ 砂小粒喋少少量量 7に5ぶYいR樫先' 203-18 R P77 

255-1 2-E 
80TW32 2 E 

日阿 部 L ヘラナデ 砂小粒醗少少量量 7.5Y 、R樟% 203-2:3 R P69 lこ<~;'し

21 2-F 80TW32 2 F 
胴音1¥ ? ナテ 砂石粒英含含むむ 10Y R% 204-11 R P72 j芙黄櫨

31 2-H 80TW32 2 H 
胴音1¥ HL ミガキ 砂粒含む

5YR% 204-12 RP カクニン:百 監

41 2 -1 80TW32 2 I 
IJ阿部 LR へラナテ

砂小砂石粒粒英理少少少多量量量量

7，5Y 、R桂.)'/4 203-24 lこ.，i;;'し

51 3-E 80TW32 3 E 
日阿 部 7 ナデ 7.5Y R.% 204-13 R P64 i芙賞桂

61 :3-E 80TW32 3 E 
1阿部 網自状撚糸文 ナデ 砂粒含む 7.5Y 、R指兄 204--14 R P43 lこ<~;'し

71 :"3-H  80TW32 3 H 
腕部 LR、LR、沼状 ミカ、持 砂粒少量 7.5Y R，Ys 204-15 R P 15 石英含む 黄燈



拓影番号 出土地区 出土層位 百己 番 Jjコデ 時代・時期 形態・部位 文様構成 内閣調整 月台 オ: 色 調 図版番号

255-8 3 -1 80TW32 3 1 
ロ縁部 刺L突、沈線、貼寝、 ナテ 砂粒少量 5YR% 203-25 RPll 

赤褐

9 I 3 -1 80TW32 3 1 
目阿 部 L へラナデ 砂小粒開少少量量 5YR% 203-26 RPll 

撹

10 3 -1 80TW32 3 1 
1阿部 L ナデ

砂小砂小粒喋粒暗少少少少最量量量

7.5Y Rタi 203-27 RP11 
褐

11 3 -1 80TW32 3 1 
腕部 L ミガキ 5 Y R;'EI 

R P 11 4丑
12 3 I 

80TW32 G-3 1 
日阿 部 ? ミif:Jそ 砂粒少量 2.5Y R%  

204-9 R P12 i炎黄

13 3 
80TW32 3 1 

腕部 LR ミ7ゲキ 砂粒少量 203-28 RPl1 にぶい褐

14 3 -1 80TW32 3 1 
1阿部 LR 〈、ラナデ 砂小喋粒少少量量 5 Y R.%' 

204-31 RPll 明i}j;:f易

15 3 80TW32 3 1 
IJI~J'l部 縄文庄痕 砂粒少量 10Y H.% 

R P14 i:足首H在
16 3 -1 

80TW:32 3 1 
胸部 LR ナデ 砂粒少量 5YR先

204-lO RPll 必;1局

17 3 -1 80TW32 3 1 
腕部 RL へラナデ 砂粒少量 7.5 Y 、R褐% 204-16 H.P11 lこ_;;'，

18 3 -1 80TW32 3 1 
胸部 LR ナテ 砂粒少量 5YR滋% l7 R P12 lこ_;;.，、

19 :3 - 1 80TW:32 3 1 
口減音fS LR へラナデ 砂粒少量 7.5YH.% 204-:30 RPll 褐

20 :3 - 1 80T W~i2 3 1 
IJriIJ部 沈線、 L ナデ 砂粒少量 7.5YH.% 204-18 RPl1 褐

256-1 3 
80TW32 3 1 

)JIiiJ i部 RL ナデ 砂小粒限含少む量 7.5Y R;'EI 
H.Pll ネ宣

2 I 3 -1 80TW32 :3 1 
IJI司部 LH. ナテ 砂小礎粒少少量量 2H者.5赤Y褐R% H. P 10 

3 I :3 - 1 80TW32 3 1 
腕部 LR ナデ

砂小砂小粒時粒聴少少少少量量景量

5YR多6
RPll 日月亦褐

4 I 4 -1 80TW32 4 1 
胴部 LR ミガキ 5YR是正 204-1 R P 12 時亦褐

51 4 - 1 
80TW32 4 1 

胸部 RL ナデ

砂石'砂ト粒理粒1Ji.:少少少少量量量景

5 Y R)ぬ41 205-15 R P12 にぶい褐

61 5-D 
80TW:32 5 D m号部 RL ミガキ 7.5 Y 、H..槌?~g R P:35 lニJ、し

71 5-D 
80TW32 5D 

IJfd] 部 ? ナデ 砂石粒英少少量量 10Y R%  204-2 R P26 褐灰

8 I 5 D 80TW32 5 D 
胸部 L撚糸丈 1i~jノ粒含む llこOぶYしF♂Fd f格R P24 

i
i
N
M

∞
i
1
 



91 5-D 
80TW:32 5D 

日阿 部 LR 砂れ，].少量 2.5 Y Hち6
R P23 ネを

10 5-D 
80TW~)2 5D 

日阿 部 ? へラナテ 砂小粒li祭;微少;量量 7.5 Y 、Rft血HJ-d R P25 iこv;:し

11 5 D 
80TW32 51コ

日阿 部 7 ヘラナテ 砂粒少量 5 Y R)亦~t 204-4 R P25 lこぶし、 鵠

12 5-D 80TW32 5D 
日阿 部 RL ii'!1、約少量 7.5Y R九F

R P26 !明掲灰

13 5-E 80TW32 5E 
日阿 部 不登撚糸文 ミカ!キ 砂悦少量 7荒.5賀Y燈H% 204-24 R P22 

14 5-G 80TW32 5G 
1阿部 撚糸文 外liiiミカ‘キ 砂:粒{数量

2.5Y R%' 204--19 RP2 ネを

15 6 D 
80TW32 6D m号部 ミIjキ 砂粒少量 5YR% 204-5 R P33 

80TW32 6 D 16 6-D 
R P32 腕部 ミカキ 砂粒含む 7lこ.5ぶYし、R十歪9~' 204-7 

17 6-[) 80TW32 6 D 
腕部 RL ミ7ゲキ 砂粒含む

5 Y R}6 
R P31 t笠

18 6-D 80TW32 (.) D 
1阿部 LR ヘラナテ 砂石粒英少少量量 7.5YH.% 204-20 R P:.ll k在

19 6-D 80TW32 6 D 1問音[1 ? ヘラナテ 砂小破l::li:少少量量 ;j7{芳.5賀Y燈R.%" 204--21 H P28 

20 6-[) 80TW32 6 D 
鋼部 RL ナテ 砂校含む 10YR?-1 204-22 R P29 ;鳩灰

80TW32 6 D 

石砂小砂位礎位英少少少少i量量量i 
21 (.) D 

H P32 1同部 RL ヘラナデ )に5ぶYいR褐% 204-8 

22 6-D 80TW32 6 D 
目阿 部 LR ミ7ゲキ 7.5 Y 、

H P:-30 lこ.;;'1，

23 6-E 
80TW32 6 E 

鋼部 し ミ7ゲキ 砂小粒隊含少む量
lOY R]/EI 

H P20 明黄褐

24 6-E 80TW32 6 E 
n[~J 部 制白状撚糸文 ミ1/キ 砂粒少量 I~褐山対 204-29 H P 16 

25 6 E 
80TW32 6 E 

』阿部 不整撚糸文 ヘラナテ 砂小粒際少少量量 10Y RJ'i 
R P35 灰色

26 6-E 80TW32 6 E n[ijJ 部 不整撚糸文 ナデ 砂粒子含む 10Y RJ賞4 204-23 H P40 lこぶし、 控

27 6-E 
80TW32 6 E 

腕部 不整撚糸文 ナテ 砂粒含む lOY RJ賞4 
H P37 lこぶし、 撹

28 6-E 80TW32 6 E 
1阿部 不整撚糸文 へラナデ 砂粒含む 10Y RJ黄4 204-28 H P38 lこぶい控

29 6-E 
80TW32 6 E 

腕部 不整燃糸文 ミ-Ji、キ 砂粒少量
lOYR% 

H P39 i芙黄措

257-1 6-E 
80TW32 6 E 

胴部 ? ミガキ 砂粒含む
7.5YR% 

H P18 h萱
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拓影番号 出土地区 出土層{立 註 百己 話: 号 時代・時期j 形態・部位 文操構成 内直i 調~ 日台 立命 色 調 図版番号

257-2 6 E 80TW32 6 E 
~~J 部 ? ミカ、キ 砂粒少量

7.5YR% 
R P4.1 i交安1登

31 6-E 
80TW32 6 E 

ロ綾部 ? ナテ 砂粒少量

1lにに0OY Y ぷよいいRJ黄瓦黄d置置

205-16 H. P44 

416-E 
80TW32 6 E 

腕部 ? ミガキ 砂粒含むR P19 

516 -E  80TW32 6 E 
日間 部 LR へラナテ、

砂小砂百粒哩粒英少少少多量量量量 小傑少量

2.5やYやR明%る4宣よ 205-1 R P34 1) "'?"'? sfl6 ¥，、

61 6-E 
80TW32 6 E 

底部 ? ナテ
lOYR% 

R P36 j莞黄櫨

716 E 
80TW32 6 E 

胴部 網自状撚糸文 へラナデ 砂粒含む
7.5Y R%  205-11 R P20 キ量

81 6 E 
80TW32 6 E 

胴 fm ? ナテ 1i']，'粒:をむ 7.5Y 、R桂，?i 
R P20 にJ、し

916 -E  80TVV32 6 E 
制部 ~t線 ミガキ 砂粒含む 7浅5黄Y撹R%  205-6 R P42 

10 6 E 
80TW32 6E 

日間 部 撚糸文 ナデ 砂粒少量 7i莞骨5黄Y境R.% 205-12 R P21 

11 6-E 
80TW32 6 E 

目岡 部 i土未来 ミガキ 砂粒含む 10Y R~裁4 205-10 R P 17 にぶい t笠

12 6 G 
80TW32 6 G 

目阿 部 ? ミ力、キ 砂粒{紋量 5 Y R~，赤4 205-8 R P 1 lこぶい 羽目

13 6-K 
80TW32 6 K 

劇部 ? ミカ、!キ 砂粒少量 10Y RJ黄4撞
R P88 l こ.~~.\，、

14 6-K 80T W32 6 K l腕部 1t#場i ナテ 砂粒少量 10Y R}宣J言 205-5 RP8 にJJい撞

15 7-D 
80T W32: 7 D 

腕部 7 ナデ 砂首粒英少少量量
7.5YR~，f 

2:05-9 R P46 褐灰

16 7-H 
80T W32 7 H 

胸部 LR ミガキ 砂粒少量
7.5YR% 205-17 R P88 1登

17 7-H 
80TW32 7H 

日主主t~B ? ミカキ 砂小粒開含少む量
7.5YRJiI 2:05-13 

R P90 lこ~;< ¥， 

18 7 J 
80T W:32 7 J 

目阿 部 LR 5YR% 2:05-14 RP3 S!'j赤褐

19 7-H 
80T W32: 7 f-l 

胴部 RL ミカ‘キ 砂小粒時少少量量 7.5Y 、R千品持 2:05-4 R P90 l二. .i<¥' 

20 7 J 
80TW32 7 J 

制部 RLR ナテ 砂粒少量 7.5Y 、R極，I，~ 
RP3 lこ. .ì~' ¥， 

21 8-K 
80TW32 8 K m可部 LR ミガキ

砂J砂小j、世粒喋鴨少少少少量量量量

10Y R黄3-ii櫨 2:05-2 
RP lこ.... ;.~し、

22 8 K 
80TW32 8K 

1阿部 LR、沈線 ナデ
7.5Y R}iI 2:05-3 

RP4 桂
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23 8 K 
80TW32 8 K 

腕部 LR ヘラナテ

砂小砂小略樫喋粒立少少少少量量量量

lOYR% 205-7 HP5 灰貰褐

24 8-K 80TW32 8 K 
ij[fi] :gl~ LR ミガキ 7.5Y 、R褐% 205-20 RP5 lこJ、し

25 8-K 80T W32 8 K 
iコ梯音I~ j尤線撚糸文 へラナデ 砂粒少量 1に0ぶY 賞褐 205-21 HPI3 

258-1 8-K iコ縁苦I~ LH ナテ 砂粒少量 7.5Y 、R褐9~4 205-24 HP4 に...).し

21 8-K 
80T W3~~ 8 K 

E阿部 LR ミカ'キ 砂粒含む 7.5Y 、R褐Fj 205-25 HP4 

31 8-K 底部 HL へラナテ 砂小粒喋少少量量 7.5Y 、R楼% 205-18 RP5 

41 8-K 
80TW32 8 K 

胴音I~ LR ミガキ

砂砂小小粒碓粒喋少少少少量量量量

1浅0賀Y撞H% 205-213 RP4 

51 8-K 
80TW32 8 K 

H~] 音11 LR ナデ 206-113 RPI3 にぶい偉

618-K 
80TW32 8 K IJlfi] 部 ~:~J 自状撚糸丈 ミ7ケキ 砂粒少量

7.5Y R%' 
205-19 HP4 Tイト丘芝生

71 8-K 
80TW32 8 K 

口~，設官11 LR ナテ 砂粒少量 7，5Y 、R褐% 206-17 HPI3 に..4-:>.し

81 8-K 80TW32 8 K 
腕部 LR ナデ 砂iJ、校喋少少量量

2.5Y Y2 206-5 RP4 !疋黄

91 8 K 
80TW32 8K 

腕部 LH へラナデ 砂粒少量 1lこ0ぶYしE寸34計堂RP4 

10 3 80T W32 
腕部 L へラナデ 砂ノト粒蝶少少量量

7，5YR% 206-13 RPll 明褐

11 3-] 80T W32 
腕部 沈線、 LH へラナデ 砂粒含む 10 Y RF34 を 206-14 RP14 lこぶし、 褐

12 3 80T W32 
胸部 RL、沈線 へラナデ 砂粒含む

10YR}-i 206-26 R P14 灰白

13 7-[) 80T W32 
IJ~] 音11 LR ナデ 1Jj;粒少量 7.5Y RJ~ 206-1 R P47 樟

14 7-D 
80T W3Z 

胸部 LR ナデ 砂石粒英f少fむ量 7.5Y R見
R P47 監

15 7-D 80TW3Z 
底音11 ? ナデ 砂王子粒英含少む量 10Y R%' 賞

R P48 にぶい縄

16 6-D 
80T W3Z 

2阿部 L ミガキ 砂粒含む
5 Y RJi' 

R P49 1畳

17 6-C 
80T W3Z 

胴部 LR ナテ 砂粒少量 7.5Y 、R積瓦 205-22 R P50 l こ，~.;" 1， 

18 7-C 
80TW3:~ 

1阿部 ? ナデ 砂粒含む
7.5Y R%  

R P51 成褐

19 5-C 
80TW3Z 

目阿 部 LR ナデ 砂;石粒英少少量量 7.5Y 、R赤:託褐 206-6 R P52 l こ"~.;" 1， 



N
N
N
 

拓影番号 出土地区 tH土層{立 日主 言己 番 号 時代・ fl寺期 形態・部位 文械構成 内面調整 fj台 図版番号

258-20 5-C 80TW32 
J]何音[1 LR ミカ、キ

砂石砂石英英粒粒含少少含量むむ量

7褐.5YR%， "~06-15 R P52 

21 5-C 80TW32 
J]阿部 LR ナデ 5YR.% 

R P52 H者赤褐

22 5-C 80TW3~~ 
J]阿部 LR へラナデ、 砂粒少量

7 .5Y R災 206-11 R P54 褐

23 5-C 80T W32 
J]阿部 LR ナデ 石1I'少英粒含少む量R P54 にぶい褐

24 3-D 
80TW:3~~ 

)j[司部 LR ナテ 砂粒含む 5 Y 笠4 
R P55 lこJ、し、

25 3-D 
80TW3~~ 

)j何苦[¥ LR ナテ 砂小粒磯少少量量 2.5Y 、R赤9~í褐 206-12 R P55 lこJ、し

26 5 --[) 80T W:32 
J]阿部 ? ミカ、三千

五石砂小少粒時英位少少i少微量量量量

5 Y;3-'i 205-23 R P56 灰

259-1 4-[) 80TW32 
仁I~:設者[\ ? ナテ

7.5Y R%  
R P57 灰白

2 1 4 D 
80TW32 

口i吸音[¥ ? ナデ 砂小粒喋微少量量
2.5Y R.%' 

R P58 手登

314 -E  80T W:32 
J][~j 部 LR ミカ、キ 件、粒多量 10Y R%  

R P59 灰賞褐

41 4-E 
80T W:3~: 

腕部 RL ミカ、キ 件、粒少量 7.5Y R%  
R P59 f宣

5 1 4 E 
80TW:32 

Jl係官1¥ LR ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R撞町 ，:06-9 R P60 lこぶし

61 :3-E  80TW:32 J][iIj部 RL ナテ 砂:石粒英少含量む
lOYR封 206-10 R P61 褐灰

71 :3-E  
80TW :3~: 

制官1¥ RL へラ十デ 雲母ー多量 10Y R%  207-18 R P61 灰白

81 3-E 
80TW:3，: 

Jlfuj 音11 RL ナデ lO YR~i 206-21 R P63 灰白よ 明るい

91 3-E 
80TW:32 

Jl阿部 RL ナデ 7.5Y R%  206-22 R P65 j莞賞撞

10 3 E 
80T W32 

腕部 RL ナデ 10Y R~'i 206-23 R P66 灰白

11 3 E 
80TW32 

J]将官1¥ RL ナデ 7.5Y R%  206-28 R P67 浅黄樫

12 3 E 
80TW:3，: i服部 つ ナデ 7.5Y R%  
R P67 世

13 3-E 
80TW:32 

腕部 RL ミ7jキ 10Y R%  206-27 R P68 灰白

14 3 E 
80TW32 

iコ繰音11 LR、'it線 ナデ 砂粒少量
5YR対 206-19 R P70 E疋褐

L ……………  



15 2 F 
80T W32 

)JI~J 部 RL ナデ 砂;Ei粒英少多量量 lにOぶYいRJ賞4母 2:06-24 R P71 

16 2-F 80T W32 
)JI可部 LR ミカ、キ 砂粒少量

10Y P% 206-7 R P72 灰白

17 2-F 
80T W32 

目阿 部 ? ミガキ 砂石粒英含少む量
10Y P~i 2:06-18 R P73 j究賞1笠

18 2-D 80TW3't.! 
胴部 L ナデ 砂粒少量

2.5Y P%  206-4 R P75 明赤褐

19 2-D 80TW3't.! 
lJliiJ 部 RL 、~:t線、「霧消 ナラと 砂粒少量

2.5Y%， 
R P76 i炎貰

20 2-D 80TW3't.: 
服部 RL ミカ、キ 砂小粒瞭含少む量

2.5Y%， 206-3 R P76 i炎黄

21 2-D 
80TW3'Z 

腕部 ? へラナデ 砂粒含む 10Y R や94jj農芸賞様 206-2 R P76 よりゃ い

22 2-D 80TW32 
腕部 RL ミカ‘キ 砂粒少量 10Y R%  206-25 R P76 石英含む j支黄櫨

23 7-G 
80TW32 

iコ縁部 LR、沈線、磨消 ナテ 砂粒少量
10Y Rl・J1

2:06-8 R P77 塁

260-1 7-(; 
80T W32 

lI ~l 部 LR ミカ‘キ 砂粒少量 5YR五 207-4 R P77 黒褐

21 7-G 
80TW32 口縁吉[1 LR 、 ~U~l、潜消 ナデ 砂粒少量

7 .5Y R%' 207-5 R P77 f品

3 1 7 G 
80T W:32 

11阿部 L ミカ、キ 砂小粒磯含少む量
7.5Y R芦6 207-17 R P'i'7 褐

41 7-(; 80TW32 
底部 LR ナデ 砂粒含む

5YR% 207-9 R P77 明赤褐

51 7-(; 80TW32 
ロ繰音[1 LR、沈線、磨消 ナテ 砂粒少量

5 Y R~/i 207-3 R P77 黒褐

6 I 7 G 80TW32 
)]同音11 ? ナデ 砂粒少量 lOYR% 

RP77 j莞黄樫

71 7-G 80TW32 
腕部 LR ナデ 砂粒少量

lOYR% 
R P77 i莞黄撞

81 7，-G 80T W32 
胸部 LR ナデ 砂小粒喋少少量量

10Y R%  
R P77 黒褐

91 8-H 
80TW32 

目阿 部 LR ミ7/キ 砂::fi粒英少少量量 7.5YR~1 207-1 R P78 jゑ褐

10 8-H 
80T W3~~ 

底部 LR ナテ 砂粒含む 5YR 対赤 207-1:3 R P78 にぶい褐

11 8-I-] 
80TW32 

相吉11 LR ナデ J号、粒含む
7.5Y R予{ 207-8 R P78 笠主

12 8-H 
80TW32 

腕部 LR ミ力、キ 砂石粒英含微む量 7.5Y 、R褐民 207-6 R P78 lこぶし

13 8-H 
80T W3~~ 

底部 ナデ 砂粒含む 7.5Y 、R1登兄 207-15 R P78 l こ.~~.It

i
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拓影番号 出土地医 [11土層{立 註 言己 番 7EJ コ- 時代・ 11寄Wl 形態・部位 文様構成 内閣調整 土 色 調 @版番号

260-14 8-H 80T W32 
日岡 部 LR ミカdキ 砂粒少量 7.5 Y R%  R P78 にぶい;協

15 8-H 80TW32 
Il同部 LR ミカ、キ 石砂粒英少少量量 7.5Y 、R樟% R P78 

l こ.)~'\.

16 8-H 80TW32 
腕部 LR ナデ 砂粒含む 10Y R%貰' 207-2 R P78 

にぶい褐

17 8 -1 80TW32 
Il阿部 騒帯、縄文圧痕 ミえfキ 砂小磯粒少少量量 2.5Y R%  207-14 R P79 

赤褐

18 8-G 80TW32 
H阿部 LR ナデ 砂小粒磯含少む量 10Y R% 207-10 R P80 

j莞貰撞

19 8-G 80TW32 
IJ同部 LR ナデ 砂小粒喋少少量量 lにOぶYいR}黄~.櫨 207-11 R P80 

20 8-G 80TW32 
胴部 ? ナテ 砂小粒聴含少む量 10Y R%  207-12 R P80 

j莞黄樟

21 8-(; 80TW32 
口縁部 LR ナテ 砂小粒{喋含少む量 10Y R%  207-22 R P80 

浅黄櫨

261-1 8 (; 8tHW32 
胴部 LR ナデ 砂粒少量 j川 R% 207-16 I R P80 i:完賞樟

218-(; 80T W32 
口;Iiま部 LR ナデ 砂粒少量 10Y R先

207-21 I R P80 
浅黄桂

31 8 G 
80T W32 

Il間部 ? ナデ 砂小粒磯含少む量 lOY R.% R P80 
浅賀糧

41 8-G 80TW32 
Ilffi] 音11 LR ナデ 砂粒少量 10Y R 賞月 :207-7 R P80 

にぶい撹

51 8-G 80TW32 
j胸部 ? ナテ

砂粒含む 10Y R%  R P80 i竣少量 j芙貰燈

618-(; 80T W3;~ 
I1阿部 ? ナテ 砂小粒礎含少む量 lOY R，%， R P80 

j美賀燈

718 -G  80TW32 
腕部 ? ナデ 砂小粒l凝含少む量 10Y R%  R P80 

j究賞燈

81 8-G 80T W32 
胴苦11 LR ナデ 砂小粒磯含少む量 lOY R，I'黄4 R P80 lこぶし、 控

91 8-G 80T W32 
目阿 部 7 ナデ 石少1主含む 10Y R%  R P80 

浅黄櫨

10 8-G 80T W32 
ij~] 音11 ? ナデ 砂小粒磯含少む量R P80 

11 8-G 80TW32 
腕部 LR ナテ 砂小粒喋含少む量 lOYR% R P80 i支黄撹

12 8-G 80TW3i~ 
l阿部 LR ナデ

砂砂小小粒粒E噌F古含少少む量む量

7.5YR% R P80 
j芙黄楼

13 8-(; 80T W3::~ 
1阿部; ? ナテ 10Y R%  R P80 

j莞黄樟

i
l
N
N品

i
l
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14 8-G 80TW32 
lコ綾部 ? ナデ 砂小粒球含少む量 10Y R%  

R P80 j支黄櫨

15 8-G 80TW32 
[]縁部 RL ナデ 砂粒含む 10Y R瓦黄燈R P80 l こ.~~. ~、

16 8-G 80TW32 
日rrr] 1:fs LR ナデ 小砂球粒少含量む 10Y R%  

R P80 浅黄棺

17 8-G 80TW32 
腕部 ? ナデ 砂小開粒少含量む 7.5YR.% 

R P80 i完黄指

18 7-H 80TW:32 
口綾部 ~糸文 ナデ 砂ノH粒1せ 、量 7.5Y Rぢ 207-23 R P81 灰褐

19 2 G 80TW32 
胴部 RL、沈線 ミガキ 砂粒少量 5Y]1' 207-20 R P82 灰白

20 2-G 80TW32 
腕部 RL、沈線 ミカ、、キ 砂粒少量 i:~寅樟 % 207-19 R P83 

21 2-G 80TW32 
III可部 RL 、~:UJJt ミカーキ 砂粒少量 2.5YYI 207-24 R P83 貰J~疋

262-1 2-G 80T W32 
Il阿部 RL へラナデ 砂粒少量 2.5Y]1' 208-11 R P83 灰白

2 I 4 1 80T W32 
1阿部 LR へラナデ 砂粒含む

10Y R%  208-12 R P84 灰貰褐

31 6-H 80TW32 
胴部 L ミガキ 小砂喋粒数少倍量! 7.5りYやR%や明褐る色 208-7 R P85 よ明 L、

4 1 7 l 
80T W32 

JJI可部 ナテ 砂粒少量 10Y R%  208-2 R P87 j莞賞樟

51 7-H 80TW32 
胴部 ? へラナデ 砂粒含む 5YR釘

208-10 R P88 時オリーブ灰

6 1 7一日
80TW32 

|胴部
? へラナテ、 砂粒少量 7.5Y R~五 208-13 R P88 

71 7-H 80TW32 
1阿部 LR ミカ、.キ

砂小砂小粒喋粒碓少少少少量量量量

5YR話
208-5 R P89 赤褐

8 1 7 H 80TW32 
胴部 撚糸文 ナデ lOYR% 208-4 R P90 i美賀樟

91 7-H 80TW32 
日間 部 LR ミカ、、キ 砂粒少量 7.5YR% 208-1 R P90 暗褐

10 7-H 
80T W32 

日向 部 ? ミガキ 砂小粒磯少少量量 10Y R%  208-15 R P90 i主主H畳
11 7-H 80T W32 

腕部 撚糸丈 ナデ 砂粒含む 7.5Y 、R樟% 208-14 R P90 に .J~' し

12 7-H 80TW32 
胸部 L ナデ 砂粒多量 5YR% 

208-6 R P90 j炎樟よ 擢iい

13 7-H 80TW32 
胴部 撚糸文 ナデ 砂小粒磯少少量量 7.5Y R;rI 

208-16 R P91 褐灰

14 7-H 80TW32 
胴部 RL ナデ 砂石粒英少多量量、小喋小量 10Y R%  2ワ8-8R P91 灰白



拓影番号 出土地区 出土層栓 註 3己 番 手'J 時代・時期 形態・部位 文権構成 内面l調盤 月ム口 ニi二 色 話可 図版番号

262-15 7-H 80TW32 
1阿部 ;昨~{糸丈 ナデ 砂石粒英含少む量、ノj、瞭少量 10Y R月黄櫨 208-9 R P91 lこ.;<~、

16 7-1 80TW32: 
胸部 L ミカ、キ 石砂粒英少少量量 5 YR.% 

R P92 明赤褐

17 80TW32: 
胸部 RL ナデ 砂小粒磯小小量量 5YR% 

明赤褐

18 S 1003 
80 T W3i; S 1 OO~i 

胸部 LR ナデ 砂粒少量
5YR% 203-22 RP2 明赤掲

19 S 1003 80 T W32: S 1 00::1 
腕部 LR ナテ 小磯少量

1O YR)'，~ 
203-21 RP5 灰賞褐

20 80TW32 
胸部 ? ミガキ 石砂粒英少少量量 11こ0ぶYしF改%計宣 208-3 

21 80TW32 
間部 L ナデ 砂小粒碓少少量量 10Y R~黄4 

一一ー一一戸ゐ一回目1--
lこぶし 3 樟

上葛岡II遺跡出土石器実測図説明表

大 e' き (単位m田) 一実illiJ図番号 出土地区 出土層{立 言己 番 号 横 日IJ
長さ 中詰 厚さ 重さ(g)

石 ~~[ I~(I版番号 i1H 若J手

266-1 S 1002 
80T W32 S 1002 制片ー 33 22 11 6.9 セキエイ 210-10 RQ10 

2 S 1002 80T W32 S 1002 
箆状石器 58 29 13 16.6 ケ、ソ岩 210-12 RQ18 

3 6-1( 80T W32 6 K 
剥)ヰ 62 50 3D 56.2 アンザン岩 210-13 RQ4 

4 7--1( 
80TW32 7 --K 

剥片 109 72 41 171.1 アンザン岩 "~09-24 RQ :3 

5 7 -G  80TW:~2 
操石 104 81 64 729.6 アンザン岩 209-22 R Q13 

267-1 S 1001 80TW32 S 1001 
制片 48 25 7 4.4 ケツ岩 ~:09-14 RQ4 

2 S 1001 80TW32 S 1001 多I]g- 45 36 9 6.6 ケツミヨ ~:09-20 R I~ 3 

3 S 1001 [8m32SI(川 料片 26 21 6 2.4 ケイ質ケツ岩 209-5 R I~ 3 

4 S 1001 
80T W32 S 1001 

会Ij片 33 27 7 5.1 ケツ岩 209-4， R (~ 6 

5 S 1001 
80T W32 S 1001 全日yl- 47 30 11 7.7 ケツ岩 210-11 RQ2 

6 S 1001 80T W32 S 1001 
剥J:'i' 23 24 5 2. :3 ケツ岩 209-1 R (~ :3 

第99表

i
i
N
N白

i
i



7 S 1001 
おOTW32 S 1001 会IJ片 107 52 22 118.5 サ ~j' 209一一23
R (~ 7 

8 S 1001 
80T V九:32 S 1001 

自然l'I 4】〉亡U 6 3.1 ケツ宅; 209-2 
RQ3 

9 S 1001 
80T W32 S 1001 

相m 6~) 4:-: 19 :38.:3 ナ-.ノi石u.， 210-8 
RQ1 

80T W32 S 1002 
268-1 S 1002 R Q 16 示IJI¥ 18 21 7 1.7 ケ、ソ~~~ 209---9 

2 S 1002 
80T W32 S 1002 恭Ijl¥ 22 13 8 1.4 ケツ岩
RQ3 

3 S 1002 
80TW32 S 10(12 剥g 23 14 6 1.8 正1英(メノウ政) 209--6 
R Q21 

80TW32 S 1002 
4 S 1002 RQ9 剥!十 31 16 自 2.1i 石英(メノウ質) 209--10 

5 S 1002 
80TW~-l 2 S 1002 制J; 29 19 4 0.9 ケイ質ケツ若; 209-3 
R (~ 8 

6 S 1002 フクドIド 80TW32 S 1002 剥); 38 17 10 4.9 ケツ岩
R Q13 7クド11"

7 S 1002 
80TW32 S 1002 剥)十 28 5 2.1 ケイ質ケツ岩 日09---17
RQll 

80 T W 32 S 1 002 
8 S 1002 R自19

剥)十 43 28 10 14.2 ケツ岩 ~:09-21 

9 S 1002 
80T W32 S 1002 争IJ)十 31 31 9 5.2 デイ岩 :::09-HI 
R C~ 3 

10 S 1002 
80TW32 S 1002 多Ij片 31 33 12 7.6 デイ岩 209---18 
RQ6 

11 S 1002 
80TW:j2 S 1002 争Ij片 26 31 8 6.2 ケイ質ケツ忌;ー :，:0~1--16 
R Q12 

12 S 1002 
80TW32 S 1002 

争IH十 50 18 7 3.9 ケツ岩 :;:09-15 
R Q20 

13 S 1002 
80T W~:2 S 1002 制}十 33 34 8 4.7 テイ岩 209-13 
RQ5 

14 S 1002 
80TW32 S 1002 

制片 34 24 9 3.6 ケツ岩 Z09-12 
R Q17 

15 S 1002 
8(1 TW~:2 S 1002 多Ijg 47 28 16 14.8 ケイ質ケツ器 210-9 
RQ4 

16 S 1002 
80TW32 S 1002 制片岡 20 24 6 2.1 石英(〆ノウ貿) ;~09- 7 
RQ7 

269-1 
80TW:32 

自然石 36 35 14 13.9 ギョウカイ岩 210--1 
R QIO 

2 2 1 
80T W:::2 2 1 

剥JV 25 24 7 3.8 ケツ岩 :~1O- 3 
RQ5 

3 7 J 8R 0 T Q Wl 327J 制)キ 29 18 3.2 ケヅ岩 :~10- 2 



実測図番号 出土地区 出土層位 百主 記 番 号 撞 ~Ij 
大 き さ (単位mm)

石 賀 図版番号 {箱 考
長さ l隔 厚さ 重さ(g)

269-4 6 D 80TW:32 6 D 
石じ 57 42 9 15.4 ケツ岩 210-7 RQ8 

5 2-E 80TW:32 
剥片 21 37 9 4.3 ケツ岩 210-4 R Q12 

6 7 -1 80TW32 
剥片 64 25 9 12.9 ケイ質ケツ岩 210-5 R Q15 

7 2-G 80TW:32 
制片 58 56 28 75.7 テイ岩 210-15 R Q14 

8 8-J 80TW32 8.] 
剥片 52 29 19 23.8 アンザン岩 210-6 RQ2 

9 6-E 80TW32 6E 
剥片 56 57 32 101.2 デイ岩 210-14 RQ7 

N
N

∞
 



6。まとめ

本遺跡の調査では 縄文時代中期末葉から後期初頭にかけての竪穴住居跡3棟が検出されて

いるが、連続する舌状台地上ばかりでなく、舌状台地下方の沢目・湿地帯からわずかに高い狭

い平坦蕗に、しかもこの狭い平坦面の中央にも小さな沢目が走るという条件の場に占地してい

ることは、近隣の当該時期の竪穴住居跡がいずれも舌状台地上、標高 200mラインに占地して

いることから考えても単純に南向き斜面であるからということだけでは理解できない。

この狭い平坦面上の竪穴住居跡群と舌状台地上の竪穴住居跡群にみられる向一地域での住居

群のあり方の遠いには、何らかの意識が働いていると考えるのが妥当と思われる。

鹿角地方の当該時期の遺物を出土する遺跡についてはよく知られているが、竪穴住居跡群の

占地状態等については未調査遺跡が多いため、不明な点が多いものの今後所謂大きな遺跡、小

さな遺跡、換言すれば集落跡、キャンプ跡のあり方について詳細な分析、検討が必要かと思わ

れる。

今回の調査が提起した問題点として掲げられる第 1の点は、前年秋(と言っても本遺跡は12

月初旬)に実施された範囲確認・試掘調査という事前作業のあり方の問題であろう。

第2にS1001竪穴住居跡の重複あるいは改築における炉形態の変化であろう。立石を持つ

所謂複式炉の形態から、床面中央部の石組炉といっ形態への変化が 単なる炉だけの形態変化

なのか、それとも「文イんの変化なのかを検討する必要があろう。

このS1001竪穴住居跡の古い時期の複式炉に立石が確認されたことも注目する必要がある

と思われる。

これらの点を今後の検討課題としたい。
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小豆沢館遺跡

所 在 地 鹿角市八幡平字下鷲ノ巣22他

調査期間昭和55年 4月15日-5月29日

発掘調査予定面積 500m' 

発掘調査 面 積 435.8m' 



1 "遺跡の概観

秋田県北東部の盆地に位置する鹿角市は、国指定持別史跡大湯環状列石に代表される縄文時

代の遺跡のほか、末期古墳のように小規模な墳丘を築いた奈良、平安期の所産とされる墳墓群

(地元では枯草坂古墳群、三光塚古墳というように i古墳」といっ用語を使用しているが、Jl

しくは古代噴墓群であろう)I鹿角42結」と言われるような、中世武士出の居舘、拠点となった

館跡群等500か所以上の考古遺跡が確認されている。

また、この鹿角市には、謡曲「錦木」の悲恋物語、 「ダンプリ長者J Iきだろくとシロ」の

ような民話・伝説も数多く残されている。

鹿角市の中心街花輪から、盆地中央を南北に流れる米代JlIに沿って走る国鉄花輪線で南下し
はちまんたい

八幡平国立公閣の西の玄関口、八幡平駅で下車し、駅前から前方左手(東側前方)に歩を進め

ると、国道 282号線を狭んで杉木立に囲まれた大日霊貴神社が見えてくる。この大日霊貴神社

だいにちどう

は「大日:堂」とも呼ばれており、毎年正月 2Bに近郊の大里、谷内、長嶺と地元小豆沢の 4部

落から奉納される舞楽は、古来の様式を継承しており「大日堂舞楽」として昭和51年に国の重

要無形民俗文化財に指定されている。

この大日霊貴神社の裏手には、一段高く広がる盆地東縁丘陵がある。大日霊貴神社から北方

の丘陵西端部には、中世に自然地形を巧みに利用して構築されたと言われる小豆沢館がある。

昭和56年に刊行された『秋田県の中世城館』に小豆沢館は次のように記されている。

『小笠沢館一鹿角市八i播平小豆沢、標高 200m、比高約40mの高きに、空土程と小沢に隔てら

れた郭がほぼ南北に 7~ 8つ並ぶ。東端の下館(北長官ともいつ)がおよそ東西30m、南北80m

と一番広く、それから西へ二館(2つの郭が並列している)、八坂神社(天王社)のある郭、新

座舘と続く。新座館のすぐ北側に座館とよぶ郭があったが、今は宅地造成で殆ど消滅した。下

館から新座館までは、それぞれ南西斜面に幅約20m、40mと2段の帯郭が設けられている。新

座館から北西へ約 160m離れて、館こ屋敷とよばれる郭があり、その隣に北端の杉舘がある。

下舘の東側に上!幅10~18m、底!幅 6~10m 、 j奈さ 3~5mの空堀がある。新座館の北側に、

幅約 2m 、深さ 2~3mの堀底道がある。

新座館に稲荷神社、杉館に八幡神社、二館の北隣の郭には八幡神社が鎮座する。

いわゆる鹿角四十二館の一つで、 IF鹿角由来記』に「一、小豆沢村 小豆沢駿河領知本名秋

元也館有J とある。舘の南i~U に大 E霊貴神社と、曹j悶宗吉祥院がある。

『鹿角由来集』は、中世豪族である安保、成田、奈良、秋元の鹿角四氏の一族が、各館に拠

って小範囲に分割支配した情況を「京都四拾二郷ニ侍四拾弐人住居之事J と表現しているが、



奥羽分水嶺をはさむ東西両地域の交通連絡路としての地理的条件からやがて間断なく南部氏と

浅利・秋田氏の抗争にさらされた。

天文5年 (1536年)にようやく南部氏の優位支配が定着し、天正19年(1591年)に鹿角 4氏

の所替えと故地離散があいつぎ、南部氏の版国に収められた。

小豆沢館に拠った小豆沢駿河の秋元一族は、小豆沢、長牛、 高瀬、 関上、

砂子沢、小城濁川の各館に拠って所領を支配していたが、天正19年九戸政実の乱後の処置とし

て南部領内の諸域破却が行われ、鹿角でも、湯j頼、大里、苔内、長嶺、黒土の各蕗とともに小

豆沢館も破却された。

小豆沢館を構成する郭の一つであり、北側から 2番目に位置する「館コ屋敷」と呼ばれる郭

は、東側に広がる平坦な段丘面を人工的に堀割して独立台地状の郭としたものであるが、上部

の平盟国は約 1，250m'と狭い。

西側眼下を流れる米代)11は、 四角岳の一筋の流れが、秋田県境近くで大きな流れと

なり、秋田県北部を東から西へ幾多の流れを集めて流れ、能代で百本海に注ぐが、

や、荷上場、船場、舟場の地名が残されていることから、古代中世にも当地方の交易ルートと

して大いに利用されたであろうとト分推測されていた。 近年の中世館跡発掘調査において舶載

陶磁器等が出土したことは、中世の日本海交易により運ばれてきた陶磁器類が、 j可口から小舟

で米代打!を遡上し、山奥の鹿角の館にも供給されたとする考えを裏づけるものとなってきてい

る。

法方の査調qL
 

(1) 調査区の

東北縦貫自動車道の調査では、館跡、の場合、任意の原点から方位に合わせて 5X5mのグリ

ッドを設定し調査することになっているが、小立沢館の調査は、狭く曲線を描く調査区域であ

ることから、上記の方法をとらず、地形にあわせることにした。郭上位面は、東髄境界線の杭

2本を任意に選ぴ、中位面にもあわせてグリッドを設定する。下位面は、西mlJ境界線の杭2本

を任意に選び、設定した。

(2) 遺構の調査

上位面で検出された遺構は、その所在を遺構配置図に記入、遺構の確認)11買に遺構記号、番号

を付し、精査を行った。

遺構確認段階でフ。ラン薙認状況を写真撮影し、プランの平田実~~IJ(縮尺1/20)を行った。この

実~~IJは、覆土中(埋土中)に他遺構が存在する場合、その存在と、新旧関係を明らかにするた



めの備忘録的記誌である。次に 2分法、 4分法を用いて内部に堆積する覆土(埋土)の状態、

遺物等の包含状況を観察して断面図を作成。その後、土層断面及び遺構完掘状態を写真撮影し

て、平面笑iWJ閣を完成させるという方法をとったが、天候不順で、写真撮影の出来ない日が多い

ため、実~WJが遅れる事態が度々発生することから、調査行程を省略して進めることにした。

調査行程の省略は、各々の遺構の状態に合わせることとした。

中位面、下位面の調査は、狭く長い範閣であることから、トレンチ調査と同じ方法を用い、

出土した遺物は、平板により実測(ポイント)、レベル記入した。

(3) 遺物の取り上げ

遺物は全て種類毎に 番号を付し、出土地点、レベル:出土層位を遺物カードと実~~IJ 国

(1/100縮尺の遺物出土ポイント図)に記録後、グリッド毎にビニール袋に収納した。

遺構内(溝、堀、濠内は除く)出土遺物は、各遺構毎にその実測図に記載したあと、遺構毎

にビニール袋に収納した。

3 e 調査経過

鹿角42館のひとつ、小豆沢舘の郭と郭の間の沢目と既設私道部分を拡幅して、東北縦貫自動

車道の工事用道路建設のための調査は、 4月15日から 5月10日までの予定で、上葛陪H遺跡の

調査と併行して実施することになった。

4月15日、立木伐採に伴う校葉のかたづけと焼却、器材の搬入。 4月16日から、狭く不整な

調査E域であることから、グリッドを未設定のまま、舘コ屋敷の郭上{立国、商問中位面、南側

下位而ーの 3既にわかれて表土を除去する。郭上1lliで縄文土器片の出土がみられ、棲合遺跡であ

る可能性をいだかせた。 4月17日は、雨から雪にかわり、寒さのため作業が困難で、あったが、

郭上部の遺構7
0

ラン確認作業でかなり遺構が複合していることがわかった。また中性面では、

溝状遺構が台地(郭)下端を巡るように位置しているのが確認された。下面では私道の西側に

あたる出イ別下位部で縄文土器片が溝状遺構に流入あるいは廃棄されたような状態で、多量に出土

した。 4月18日に表二!二剥ぎが終了したので、グリッドを設定し精査に入る。隣接する土地の所

有者から、排土が境界を越えないようにと注意を受ける。

西側中位面で、郭を巡るように溝状遺構が確認されたことから、同レベルの北側中位聞にも

(館コ屋敷と杉舘の間)存在する可能性があることから調査区を設定して表土剥ぎと精査を行

う。 4月28日には強風のため、テントが飛ばされたため、近くのタバコ葉乾燥用のビニールハ

ウスを借用して器材管理、休憩所とする 0

5月2日、北側中位面で確認された溝状遺構は、西側中位面の溝状遺構よりも規模が大きく



深いので、杉館との間の空堀の一部であると判断した。西側中位商の溝状遺構との関連は、私

道の通行が危険で、あることからこれ以上、調査範囲の拡張、掘り下げは止めて欲しいとの強い

要望があったため未調査のまま終らざるを得なかった。

南側下位面で当初溝状遺構と考えていたものは、規模が大きく、館コ屋敷を巡る譲の一部を

調査していると判断した。空堀ではなく、水濠と判断したのは、粘土と鉄分の堆積が多く、 j豪

の底辺部と考えるのが当を得るとの判断による。また現在も館コ屋敷の堀割部分には水が流れ

ており、昔このあたりに「八幡沼」と呼ぼれる沼があったとのいいったえもある。

この頃、作業員の一人が県南雄物川流域で発生する風土病「つつが虫病」に鹿角地方で初め

てかかり、下位面の調査に若干影響を与えた。

遺構の検出の多い上位面の精査に時間がかかることから、調査期間を 5月28日まで延長する

ことにした。 5月12日には、上位面を除き、下位、中位面とも調査を終了した。

郭上位面は、約1，2501がの郭の西縁辺部約200m'の調査である。この限られた狭い範聞に多数

の柱穴、竪穴住居跡、土壌等が複合していることと、天候不順で、雨、雪、強風に悩まされ、精

査は困難を極めた。 5月19日から他班の応援を得て 5月28日にようやく終了した。

縄文時代の竪穴住居跡1棟、フラスコ状ピット 8基、古代の竪穴住居跡 l棟、中世の竪穴住

居跡 1棟、柱穴群、方形竪穴状土境 5基を検出した。天候不JII真と日程上の都合から精査行程の

省略等調査方法の変更が度々行われたため、図面、写真に精粗が認められる。

5月29目、発掘器材を北の林II遺跡に搬送し撤収した。

4@ 遺跡の層住(第m国対照)

本遺跡の調査予定地区の地形上の制約て¥調査区を貫く土層断面図の実測ができないため、

各平土E面で土層断面閣を作成した。

上部平坦面は、耕作土が15-20cm堆積し、その寵下から遺構が確認きれている。

以下、各区の土層は次の通りである。

下部平現面は、私道建設の際の盛土と「館コ屋敷」の南東側を巡る濠跡の流水による堆積土

が大半を占める。

下部平坦面土溜駐記

1 10Y R% 時褐色土 砂望者15%混入 2 10Y R%  I培褐色土 小豆大の燦10% 資褐色火山灰粒15%

鉄分も混入

3 10Y R% 黒褐色一i二 親指頭大の僕10% 黄褐色火山灰主ino 4 7.5Y Rヲ五 時褐色ニ仁 親指頭大の浮石粒20~() 灰白色粘土

-25% (下方に多い)混入鉄分も混入 粒10%混入鉄分も混入

5 7.5YR% 絡褐色土 税指頭大~小指頭大の浮石粒30%1.昆 6 7.5YR% 階褐色こ仁 小指政大の浮石粒10% 賞褐色火山

入 灰粒10% 灰白色半占企:粉10%混入鉄分も混入



7 10Y R%  黒褐色土 小指頭大の浮石粒30%混入 l下Hに灰 8 10Y R%  祭縄色土 米粒大の浮石粒30%混入鉄分を多量

白色粘土校10%を混入) に混入

南側中部平盟面は、上部平坦面斜面からの崩壊土が20~25cm堆積している。

南側中部司王塩函溝状遺構内土層註記

10Y R%  時褐色シルト質土

lOY R%  I清褐色シルト質土

5 10Y R%  にぶい黄綬色シルト質こ仁

2 10Y R% にぷい黄褐色シルト質土

4 10Y R%  にぶい黄櫨色シルト質土

6 10Y R;!r.i 褐色シルト質土

北側下部平坦面も、上部平坦面斜面からの崩壊土、及び、私道建設の際の捨土が堆積している。

北側下部平場面土壌註記

1 10Y R%  黒褐色土 豆粒大の浮王子粒30% 黒色土校5%1昆 2 10Y R%  U音褐色土 5I.粒大の浮石粒60% 浮石流も混入

入

3 10Y RY4褐色土 笠粒大の浮石粒 1%混入 4 10Y R%  黒褐色二仁 明褐色土粒10%浪人

5 s 遺構と遺物

第100表 小豆沢館遺跡S1001竪穴住居跡計測・説明表

検出地区 8-C、8-D、9-C、9-DI実ifllJ函番号 1 273 |図版番号 1217，札お

~t {則 壁 東 1flU 壁 南 i期 壁 商 lflU 壁

法 壁長 286cm 280cm 276cm (309cm) 

壁高 10~ 18cm 20-23cm 5 -20cm 不明

妄Eヨ王 壁溝l隔 な し な し な し な し

壁溝j菜 な し な し な し な し

青3 官，.，包4、 張り出しのある方形 面 積 I8伽 2 |主軸方位 IN-37
0-W 

プラン確認
耕作している現地表面から、プラン確認面まで、わずか20cmの深きであり、撹乱を受け

時の状態
ているが、西側壁を除いて遺存状況は良好で、あった。北側壁の西1flIJ隅部の張り出し部

は出入口と判断された。

覆土と床面
茶褐色系、のシルト質土が埋土である。木根等が多く、非常に軟かい。

の状態
床面は凹凸が激しいが、竪くよく踏み留められている。

床面中央部に焼土、炭化物の堆積が認められる。

中主 1c、
15カ所検出されているが、各壁隅部と各壁中央部下方の床面に穿たれている 8カ所が

主なる柱穴と考えられる。

カミ ま ど
付設されていない。床面中央部に焼土、炭化物の堆積が認められることから、この部

分は地床炉ではないかと考えられる。

第101表 小豆沢館遺跡S1002竪穴住居跡計ifllJ.説明表

検出地区 5 B， 5 C |実j耳目図番号 1 273 |図版番号 1220、n

iヒ 1&U 壁 東 1WJ 壁 南 1fliJ 壁 西 1fliJ 壁

法 壁長 (192cm) 232cm (226cm) 不明

壁高 13-20cm 20-25cm 24-10cm 不明

葉EヨZ 壁溝i隔 2 -5 cm 10-18cm 12-20cm 不明

- 237-



|壁溝深 3 ~ 6 cm 1 2 ~ 6 cm |不明

形 !!，比包鼻、 方 形 |面 積 1 (5.7制) |主軸方位 1N-56
0

-W  

プラン確認 西側が現地形の崖商に隣接しているため不明

時の状態

覆土と床面 黄褐色土粒(地山層)の混入する暗褐色系のシノレト質土が埋土である。草木根が非

の状態 常に多い。床面は平盟であり、堅散である。

柱 7ム¥ー， 南東隅部壁溝中に 1カ所と、南西側床面に大きなくぼみと共に 5本まとまっている。

か ま 丸3一/ 付設されていない。

土層註記

1 10Y R% 時褐色土 しまりあり 葉褐色土粒と小砂撲を少 2 10YR%， s音褐色土 しまりあり 黄褐色土粒と灰白色土粒

釜混入 を少量混入

3 lOYR7{ 黒色土 しまりあり 黄褐色ニiニ粒小砂礁を少量j昆 4 10Y R% 黒褐色土 しまりあり 賞褐色土粒と小砂際を少

入 量混入

第102表 小豆沢館遺跡SK002 土境計~P'IJ .説明表

検出地区 5-C |実i&IJ図番号 I273 l図版番号 I220、n
法 関口部長軸 120cm 墳底部長軸 102cm 1菜 さ 13-18cm 

関口部短軸 (77)cm 壊底部短軸 (72)cm 長軸方向 N-21
0

-E  

豆EヨE 関口部平面形状 不整円形 塘底部平面形状 不整円形 万3 m忌μ 円形(断面逆台形)
遺物とその 埋土上部から 1点、縄文土器片が出土している。

出土状態 床面上から美濃灰軸血片が出土している。

イ詣 F J S 1002竪穴住居跡により西側部分を破壊されている。

土居註記

1 lOYR% 時褐色土 しまりあり 黄渇色土粒子と米粒大の 2 10Y R% 黒褐色土 しまりあり 笈褐色土粒子と小砂艇を

亥褐色土粒子を少量混入黒褐色土ブロック状に混入 少量i11入

第103表 小豆沢館遺跡S1003竪穴住居跡計iP.lJ・説明表

検出地毘 4-C、5-C |実i&IJ図番号 274 |国版番号 1220

南 1~~ 壁 西 1~~ 壁 北 1~~ 壁 東 1~~ 壁|

法 壁長 (265cm) (318cm) 不明 不明

壁高 ( 5 -8 cm) ( 7 -lOcm) 不明 不明

葦Eヨ 壁溝幅 な し な し 不明 不明

壁溝深 な し な し 不明 不明

背3 台伝 (方形) 面 横 1 (4伽 ，) |主軸方位 N-45
0

30' -E  

プラン確認 現地表面からプラン確認面まで15~18cmと浅く、草木根、耕作による撹乱を受け、東

時の状態 iRUの区域外に続いているため、全容は不明である。

覆土と床面 茶掲色系のシ/レト質土が埋土となっているが、草木根が非常に多く軟かい。

の状態 床面は平坦で・ある。

柱 1¥、・
プラン確認面から床面まで非常に浅く、かっ他の遺構と重複している可能性が大で

あり、明確にはできなかった。

力、 ま ど 付設されていない。(南側壁近くに焼土の堆積は認められる)

Qυ 



第104褒 小豆沢館遺跡SK003土壌計測・説明表

検出地区 5-C |実測国番号 1274 |図版番号|

法 関口部長軸 120cm 壊底部長軸 99cm i菜 さ 40-49cm 

関口部矩軸 112cm 墳底部短軸 89cm 長軸方向 N-49
0

-E  

量 関口部平面形状 円形 墳底部平面形状 円形 背3 ~ミ~主 円形(断面逆台形)

遺物とその な し

出土状態

{詣 考

第105表 小豆沢館遺跡S1004竪穴住居跡計測・説明表

検出地区 7-B、7 C _ 8 B、8-CI実測図番号 1274 |図版番号 1216 

東 i&U 壁 南 i&U 竪 西 iffU 壁 ヰヒ i&U 壁

法 壁長 (443cm) (542cm) 不明 不明

壁高 (20-35cm) (20-40cm) 不明 不明

主変 壁溝幅 な し な し 不明 不明

壁溝深 な し な し 不明 不明

背手 !i，は包A (方形) 面 積 1(20.5制) |主軸方位 N-52
0

30' -E  

プラン確認 黒褐色系のシルト質土が広範に堆積しているが、崖面近くであるため、明確なプラン

時の状態 を把握することが困難であった 埋土を掘り込んで柱穴等も穿たれている。

覆土と床面
黒褐色系のシノレト質土が埋土となっているが、草木根が多く混入している。西側部

分は特に撹乱されている。
の状態

床面は凹凸があるが竪くしまっ:ている。

柱 J¥ 床面に不規則に多数確認されている。

か ま ど 付設されていない。

第106衰 小豆沢館遺跡S1005竪穴住居跡、計測・説明表

検出地区 6-B、6-C、7 B、7 CI実測図番号 1274 |図版番号 1218、幻

北東側壁 南東側壁 南西側壁 北西側壁

法 星空 長 400cm (370cm) (308cm) 416cm 

壁高 な し な し な し な し

車Eヨ 壁溝幅 8 -14cm 8 -12cm 18-31cm 10-16cm 

壁溝深 7 -15cm 5 -13cm 10-19cm 7 -12cm 

耳ラ 台，，，-"包、方形 面 積 116.34m' |主軸方位 N-46
0 

30'-E 

プラン確認 壁溝と柱穴様ピット(本遺構に伴うピット、伴わないピットも含めて)が多数検出さ

時の状態 れ、壁の消滅した住居跡プランと推定。

覆土と床面 覆土は確認できず(床面の上はすぐ耕作土)。

の状態 床面は踏み国められており、火熱を受けたためか赤変部分も観察される。

キ主 iよ」噌
多数検出されているが、壁講の埋土と同じ埋土の入る各壁隅部と各壁中央部に存在

する柱穴が本遺構に伴う柱穴と考えられる。

-jp ま ど 付設されていない。

イ庸 考 S K004土壌と重複している。 SK004が新しい。

つ山



第107表 小豆沢舘遺跡SK004土境計iWJ.説明表

検出地区 7 B |実iNiJ図番号 I275 |関版番号 1218、219

法 関口部長軸 186cm 墳底部長軸 171cm j菜 さ 23-28cm 

関口部短軸 179cm 墳底部短軸 170cm 長軸方向 N-5T-E 

主長主ヨ主 関口部平面形状 方形 壊底部平面形状 方形 背5 育，込伝a、 方形

遺物とその 縄文土器片 1点、剥片 1点埋土中から出土

出土状態

{属 考 S 1005竪穴{主居跡より新しい。

第108表 小豆沢舘遺跡S1006竪穴住居跡計測・説明表

検出地!ま 3 C、4 C |実iN悶番号 1275 |図版番号|

法|長軸 290cm 高 122-36cm |壁溝中高|な し |主軸方向|立正79
0

30

最|短軸 266cm |面 積 16.21m2 |壁溝深|な し |形 態|円形

プラン確認 茶褐色系のシルト質土が埋土となっており、地山閣との[K別が明確で、なかったが、埋

時の状態 土が若干軟かく、かつ地山富の色調よりわずかながら黒味を帯びていた。

覆土と床面 茶褐色系のシルト質土であるが、床面に近い下層に寅褐色土粒の混入が多い。

の状態 床面は平坦である。

柱 fえ 小径の柱穴様ピットが壁面近くの床面に巡っている。

炉
)111車、石を「コ」の字形に組合せた芯組炉が、床面中央から西寄りに設けられている。

焼土は極めて少ない。

f蒲 安J S K016土墳により東側の床面が破壊されている。

第109表 小豆沢館遺跡SK016土境計測・説明表

検出地区 4 C |実iWJ図番号 I275 |図版番号 1221、n

法 関口部長軸 144cm 墳底部長軸 131cm i生 ふぐぞ 7 -34cm 

開口部甥軸 136cm 墳底部短軸 126cm 長軸方向 N-16
0-W  

主E主'"主 関口部平面形状 方形 壊底部平面形状 方:11ラ Jfラ 台包 不整方形

遺物とその な し

出土状態

f詣 考 S 1006竪穴住岩跡より新しい。

第110表 小豆沢館遺跡SK018 土境計~NiJ .説明表

検出地底 3 C、3-D i実iHIJ図番号 1275 |図版番号 1223 

法 関口部長軸 180cm 墳底部長軸 263cm 1菜 ~ 150-168cm 

関口部短軸 141cm 壊底部短軸 236cm 長軸方向 N-61
0 E 

亘 関口部平田形状 楕円形 墳j底部平面形状 権円形 1杉 官."包A 
呈断す面るフフスコ状を

遺物とその な し

出土状態

{蒲 考
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第111表 小豆沢館遺跡SK005土壌計iNlJ.説明表

検出地区 9-C |実iN四番号 1 276 |図版番号 1220、幻

法 関口部長軸 95cm 横底部長軸 70cm 深 さ 51-70cl11 

関口部短軸 80cI11 墳底部短軸 40cm 長軸方向 N-42
0 

E 

軍 関口部平面形状 長円形 壊底部平面形状 不整形 万3 11!包J、 円形

遺物とその 縄文土器小片が9点埋土中から出土

出土状態

11，蒔 FJ -

土罵註記

1 10Y R% 黒褐色土 しまりあり

組砂2% 全体に細恨が浪人

シルト95% 細砂3% 2 10Y R% 弱褐色土 しまりあり シルト95% 細砂3%

半11砂 2% 細根がややj誌入

3 10Y R% 暗褐色こ仁 しまりあり

f立石歩2%

シルト95% 綿砂3% 4 10Y R% j責褐色土 しまりあり シルト95% 終日砂2%

5 10Y R% 褐色土 しまりあり

砂3%

第112表

組砂3% 明褐色土が混入

シルト95% 細砂2% 組

小豆沢館遺跡SK006土墳計測・説明表

検出地区 8 C i実測図番号 1276、幻 i図版番号 I222 
法 関口部長軸 156cm 壊底部長軸 168cm 深 き 46-49cm 

関口部短軸 112cm 境底部短軸 121cl11 長軸方向 N-22
0

-E  

豆E三ヨ王 関口部平面形状 不整楕円形 横底部平面形状 不撃楕円形 苦手 台_l品忌、 フラスコ状を呈する

遺物とその 縄文土器小片が覆土中から 5点出土

出土状態

f蕗 考 古い梼円形土墳を掘り込んでつくられている。

土草書設記

1 10Y R% a音褐色土 しまりあり シルト90% 弱D砂 7% 2 10Y R% I培褐色土 しまりあり シルト90% 細砂7%

組砂 3%所により日月賞褐色二回立がif~入 相砂3%

3 10Y R災犠色土 しまりあり シルト90% 細砂7f}~ 組 4 10Y R;誌にぶい糞褐色土 しまりあり シJl-I、90% 綿砂

{沙3% 5% 秘砂5%

5 10Y R% Ue渇色土 しまりあり シ)1.，.1、90% ま111砂 5% 6 10YR九'褐色土 しまりあり シルト90% 斜11砂3% 粗

宅11砂 5~古 品少7%

7 10Y R% にぶい黄褐色土 しまりあり シノレト85% 締砂

10% 粗砂5%

第113表 小豆沢館遺跡、SK008土境計iWJ.説明表

検出地区 6-B |実iWJ図番号 I276 |図版番号 12札 220、担

法 関口部長軸 156cm 壊底部長軸 219cI11 深 き 70-73cm 

関口部短軸 130cm 境底部短軸 205cm 長軸方向 N-58
0-E  

豆E主3 関口部平面形状 不整楕円形 墳底部平面形状 不整円形 背3 台b包、 フラスコ状を皇する

遺物とその 縄文土器小片が3点埋土中から出土。

出土状態

f藷 芦J 

土居註記

la 10YR% 褐色土質掲色土粒o1 -10mm 7 %含む 炭化 1 b 10Y R% U音褐色土賞褐色土粒2-3% 炭化物7-10 

物3-5%含む しまりあり %含む
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1 c 10Y R五時褐色土負:渇色土粒5-7 炭化物3-5

%含む

2袋状ピット関口鶴崩落土

2a 10YR% 黄溺色ニ仁 三塁色土粒 1-2%含む しまりあり 2b 10YR%. 時掲色土 焚褐色土ブロック混入 しまりあり

2 c 10Y R% 暗褐色ナ， 賞褐色す二校が1::.1習に多いしまりあり

3a 10Y R% 黒褐色土 賞褐色土粒 1% 炭化物1%含む 3b lOY R%  黒褐色土 寅褐色土ブロソク:伏に 5-7%含む

炭化物2--39-G 

4袋状ピット関口部崩落土

4a lOY RJ;古 u者褐色ニi二 黒色ゴニ粒 7-10%含む 資褐色土ブ 4b 10Y R%  賞褐色土 黒色土粒10-15%含む

ロりクに含む 4c 10YR% 黒褐色 ~I~ 寅褐色 I二つロ，ヲに15-20%含む

5a lOY R~1 黒色土 しまりあり 5 b 10Y R%  黒褐色土 1fi得色土粒 1%出入

5c 10Y R% 黒鴻色土

第114表 小豆沢館遺跡SK009 土境計~~IJ ・説明表

検出地区 5-B、 5-C |実iNIJ悶番号 1 276 民版番号 1 220

法 関口部長軸 162cm 壊底部長軸 210cm 1オ?cミ 2 100-108cm 

関口部短軸 140cm 墳底部短軸 195cm 長軸方向 N-IO
O 

E 

主
E

主
ヨ
関口部平田形状 不整円形 墳底部平面形状 円形 売三 台，l!包J、 断面フラスコ状を呈する

遺物とその

出土状態

イ席 考

土獲註記

1 10Y R予言

3 10Y R予i

5 10Y R% 

7 10Y R% 

9 10Y R% 

11 10Y R% 

13 lOY R.% 

15 10Y R% 

黒褐色土 2 10Y R% 巣補色土 黄褐色土粒子 1--2 ~ô含む

黒褐色j二 女褐色土純子25-30%含む 4 10Y R% 黒褐色オ二 女:褐色:仁村f子 1-2%含む

黒褐色土 質褐色土粒子 1%含む 6 10Y R% 黒褐色j二 葉褐色土粒子30-40%含む(ロームブ

黒褐色土 黄褐色土粒子 1-2%含む ロソクあり)

黒褐色ごl~ 寅褐色 i二粒子25-30%含む 8 lOY R，% I諸橋色 i二 裁褐色二l二粒子 2-3%含む

支褐色土 10 10Y R支褐色土

賞褐色十ー 1%くらいの黒掲色を含む 12 10Y R% 黒褐色土 質褐色土粒子25-30%含む

黒褐色土質褐色よも1子1り-15%含む 14 10Y R%  例賞褐色土 ほほ均一できめのおIlかい粒子

第115褒 小立沢館遺跡SKOlO土犠計測・説明表

検出地区 5-B、 6-B |実iWJ図番号 1 282 |図版番号 1220、泣

法 関口部長軸 194cm 墳底部長軸 181cm 深 さ 36-40cm 

関口部短 i袖 180cm 境!底部短 z袖 164cm 長軸方向 N-48
0-W 

笠ε三主ヨ 関口部平田形状 方形 境底部平面形状 方形 形態 方形

造物とその

出土状態

f蕗 考 炭化材、炭化物(禾本科植物)多 出

第116表 小豆沢遺跡SK012土境計担IJ.説明表

A
吐



第117表 小豆沢舘遺跡SK014 土境計i~IJ .説明表

検出地区 7-C、8-C |実i~IJ図番号 I 277 i図版番号 121n
関口部長軸 240cm 墳底部長軸 222cm 深さ 35-52cm 

関口部短軸 213cm 墳底部盟軸 198cm 長軸方向 N-38
0

-W  

豆王 関口部平間形状 方形 壊底部平面形状 方形 形 官dは伝A 方 形

遺物とその 埋土中から剥片石器 1点出土

出土状態

f蒔 考 S K006土墳、 SKOll土横より新しい。床面中央にピットあり。

土産喜註記

lOY R% にぶい笈褐色土 (硬い)

lOY R%' ，こぶし、黄褐色土 (軟かい)

5 lOYR]i にふ‘い葉桜色土 (軟かい)

7 lOY R% 陪褐色土 (硬い)

9 lOY R~五 時褐色土 (軟かい)

11 lOYR% Il自褐色土 (軟かし、)

13 lOY R% 日月賞褐色土 (軟かい)

2 lOYR，% にぶい焚穏色土 (軟かい)

4 lOY RJ;i にぶい賞澄色ニiニ (硬い)

6 lOY R%' 褐色土 (軟かい)

8 lOY R%  黒褐色土 (軟かい)

10 lOY R% 黒褐色土 (軟かい)

12 lOY RJ五 時褐色土 (軟かい)

第118表 小豆沢館遺跡SK015土壌計調IJ.説明表

検出地区 4-C |割問番号 1277 |図版番号 1220

法 関口部長軸 222cm 壊底部長軸 210cm 探 2 22-50cm 

関口部短軸 140cm 境底部短軸 122cm 長軸方向 N-61
0

-W  

豆Eヨ玄 関口部平面形状 不整長方影 壊底部平田形状 不整長方形 形態 不整，措円形

遺物とその

出土状態

{藷 実J岳

ニ七層註記

1 lOY R% 蒸褐色土 しまりあり 政褐色土粒子少量混入 2 lOY R% n音褐色ニiニ しまりあり J!'{褐色土粒子と黒褐色土

賞褐色土フ‘ロソク:1犬に混入 粒子混入灰白色二i二7'口、ソク状に浪人 (o1 -2 cm) 

第119表 小豆沢館遺跡SK020土境計測・説明表

検出地区 5 C、6-C i実j員四番号 I277 |図版番号 1225

法 関口部長軸 (121)cm 墳底部長軸 (131)cm J菜 ぷC宅 62-67cm 

関口部短軸 (120 )cm 壊底部短軸 (153 )cm 長軸方向 N-79
0 

五

豆
r=王ョ 関口部平面形状 不明 壊底部平面形状 不明 形 有色 フラスコ状を呈する

遺物とその j菜鉢形土器破片がプラン確認、簡で出土。

出土状態

{蕗 考 調査区域外に東側半分が存在する。



土層駐 ~è

1 10Y R%  暗褐色土 しまりあり 賞褐色土粒少量混入炭 2 lOYR% 褐色土 しまりあり 焚褐色土粒と灰白色土絞め

化物微量混入 混合層炭化物混入層下部に明資褐色土粒多量に混入

3 10Y R%  黒褐色土 しまりあり 主主褐色土粒、小砂際、炭 4 10Y R%  黒褐色土 しまりあり 明寅褐色土粒を層上部に

化物少量混入 少量混入

5 10Y R%， 暗褐色土 しまりあり 褐色土粒多量混入 6 lOYR% 黄櫨色土 Lまりあり

7 10YR% II音褐色土 しまりあり 8 10Y R%  暗褐色土 しまりあり 葉褐色土粒、灰白色土粒

少量混入

第120衰 小豆沢館遺跡SKOOl土境計測・説明表

検出地区 8-B、 8-C |実m凶番号 I271 j図版番号!

法 関口部長軸 96cm 境底部長軸 88cm 1菜 さ 20-28cm 

関口部短軸 76cm 境底部短軸 65cm 長軸方向 N-34
0-W  

量 関口部平面形状 隅丸方形 墳底部平田形状 隅丸方形 背3 有，t午忌、 方形

遺物とその 縄文土器小片3点が確認出で出土

出土状態

{席 考

第121表 小豆沢館遺跡SK007土墳計iNIJ・説明表

検出地区 8 C |実iR四番号 I271 |図版番号|

法 関口部長軸 98cm 境底部長軸 87cm j菜 ~ 25-31cm 

関口部短軸 92cm 壌底部短軸 76cm 長軸方向 N-41
0

-W  

藍Eヨ 関口部平面形状 不整円形 壊患部平面形状 不整円形 形 "sは包A 不整円形(断面逆台形)

遺物とその な し

出土状態

{庸 考

第122表 小豆沢館遺跡SKOll土壌計iNiJ.説明表

検出地区 8 C |実測図番号 I271 |図版番号|

法 関口部長軸 (l98)cm 境底部長軸 (187)cm 深 き 7 -10cm 

関口部短軸 (130)cm 壊底部短軸 (l24)cm 長軸方向 N-46
0 

E 

最 関口部平面形状 不明 壊底部平面形状 不明 背3 台，'"忌』 方形か

遺物とその

出土状態

f蒲 考

第123表 小豆沢館遺跡SK013土壌計測・説明表

検出地区 I7 C 1実iijlJ図番号 I 271 l図版番号l
法 関口部長軸 (150)cm 噴底部長軸 (130)cm 深 き 10-13cm 

関口部短軸 (80)cm 横車部短軸 (73)cm 長軸方向 不明

車 関口部平田形状 不明 横底部平面形状 不明 1伝 Jij 主 不明

出土状態
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第124表 小豆沢舘遺跡SK019土横計mlJ・説明表

検出地区 9-B_ 9-C |実測図番号 I271 図版番号|

法 関口部長軸 不明 墳底部長軸 153cm 1果 さ 5 cm(現存部)

関口部短軸 不明 境底部短軸 138cm 長軸方向 N-89
0 -w 

量 関口部平面形状 不明 境底部平面形状 (長円形) 形 E伝 フラスコj犬と考えられる

遺物とその な し

出土状態

{庸 考 J費乱激しく、墳底部の範囲を確認するにとどまった。

第125表 小豆沢遺跡、SK024土壌計測・説明表

検出地区 89BC 、8-C、 9 B、 |実iNiJ図番号 I271 図版番号 217

法 関口部長軸 不明 墳底部長軸 175cm 深 さ 7 cm (現存部)

関口部短軸 不明 墳底部短軸 158cm 長軸方向 N-16
0-E  

還巨ヨま 関口部平面形状 不明 墳底部平面形状 長円形 背三 育'は~、 フラスコ状と考えられる

遺物とその 縄文土器片 1点が埋土中から出土した。

出土状態

f痛 考 f賛否しが激しく、墳底部の範囲を確認するにとどまった。
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第126表 小豆沢館遺跡出土土器拓影図説明表

N
A
F
m
 

拓影番号 出土地区 出ニtI菌(立 百己 4佐 ~. 時代 .11寺j羽 形態・部位 文様構成 内面調整 1台 色 調

278… i S 1001 覆こヒri:l 80TW アズキ S 001 口縁部 縄文 ナデ 砂粒少量
2.5Yy! 

R PB05 黄灰

2 S 1001 謹二仁1'1:1 30TW アズキ S 1001 IJ同部 LR斜E丈 ミ力、うそ 砂粒少量 imR量R P 1306 にぶい 』

3 S 1001 覆ごとr1=1 30TW アズキ S 1001 胴部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 I 問R P 1308 褐灰

4 S 1001 覆こ仁r1:1 30すれf アズキ S 1001 目的 苦1) LR縄文 ナデ 砂粒少量 7.5YRJii 
R P 1310 ネ畳

5 S 1001 覆土11:1 80TW アズキ S 1001 胴音1) RL縄文圧痕 ナデ 砂石粒英少少量量 7.5Y ミR澄J~t 
R P 1311 に.-'，し

6 S 1002 覆土r:1:1 80TW アスキ S 1002 胴音1) LR縄文 ミガキ 4少粒1含む 4霊 YR% R P 135:2 

7 S 1002 覆土持 8R 0T P W アズキ S 1002 Hni] 音1) RL縄文 ? 砂粒少量 10Y R%  賀
135:3 にぶい褐

8 S 1002 覆土rf:1 80TW アズキ S 1002 IIJ[ii] 音[1 撚糸文(7) ナテ
6石砂小同英位碓意少少少少量量景量

R P 1354 

9 S 1002 覆二tヰ 8R 0 T P W アズキ S 1002 綱吉[1 縄文 ヘラナテ、1360 

10 S 100:3 床面 1::. W ア床ズ面キ S 100:3 胸部 縄文(7) ミカキ 砂石粒英微少量量P 1407 

11 S 1004 覆二仁IfJ
W アズキ S IO().1 

胴音[1 L撚糸丈('1) ミカ、キ 砂粒少量

12 S 1004 覆ことIf:1 80TW アズキ S IOl)<1 服部 RL縄文 ナテ

砂砂小小粒粒磯唖少少少少館量量量

2黄Y%  R P21 

13 S 1004 床面上 80TW おア床ズ面キ S 1004 H[i~部 RL縄文 ミカ。キ 7.5Y 、R指J'4 
R P190 l こ-~~.し

一
14 S 1004 床illjJ二 80TW ア床ズ面キ S 1004 嗣者[1 縄文 ミカ、三千 砂粒少量

7に1に05Y川ぶYいR崎R瓦黄%櫨
R P 1913 

15 S 11)04 覆ニヒヰ1 以 アスキ S 1004 
I B阿部 LR 拘ι一文 ? 砂粒少量

16 S 1004 讃ニ仁中 おりTW ア寵ズ土キ中 S 1004 日阿 部 ~~題~'t ヘラナテ 砂石粒英微少量量 74笠.5Y RJ1i 
iミP190:3 

ア覆ズ土キ中 S 1004 I i11jJiJl ? 17 S 1004 捷二|二11:1 1::1綾部 L撚糸丈 ミカキ 砂粒含む
2.5Y R%  
極

ト…一一一一一一一一一一

石砂:主英主少少量量 7l5ぶYR寸18 S 1004 撞ニヒ ~I:l 80TW アズキ S 1004 胸部 LR縄文+結束 ナデFi.P1917 

19 覆ゴニヰ:
88R R 00 TP PFWWl一q一制12アア覆躍ズズ土ゴキキf 中中S 1004 

詰1)持1'1 剰在日
LR+RL結束羽状

ミカーキ 砂粒少量 5YR% 赤
縄文 にぷい褐

20 S 1004 寵ゴ二サ S 1004 
1阿部 撚糸丈? ミカキ 1iJ'主立会「む》 5YR% 

+在



N
九
円
、
吋

1 S KOIJl 覆土It:1
80TW アズキ S KOOI 

)J阿部 RL 縄文 ナデ 砂粒少量
2.5Y:%， 

R P 154:2 灰赤

つ S KOOl 覆ニヒ'1:1
80TW アズキ 7 C S KOOl 

)JI母音11 ') ナテ 石砂粒英少少量量 7.5Y 、R権}~í 
R P15H lこ.L"し

7支.5黄Y櫨R% 3 S KOOl 獲ニヒ'1:1
W 7ズキ C S KOO} 

IJI可部 LR縄文十 7 ミカキ 砂粒少量R P 15413 

S K002 積二仁11=1 80TW アスキ 7 S K002 11阿部 LR長官3t ミカキ 砂あlL少最 7.5Y 、R燈3i 
i rこぶし

5 S KOD4 誕二仁11=1
80すW アズキ 7 C S KOOLj 

1阿部 LFl縄文→沈線 ナテ 砂石粒英少少量量 !i?5Y 、R褐'~3' 

レ了H P 154i l こ-~~.¥-

6 S K005 議j二r:1:1 日OTW 7スキ 9 C S K005 月間 g:f5 LH縄文 ナデ 5'ノHilムノパノ、旦A lOYH五黄櫨
R P 157う rこぶし、

7 S K005 覆ニ仁1:1:1
SOTW アスキ 9 S Kり05

目阿 部 縄文 ミガキ !沙粒少量 71こ.5ぶYしRh撞}14 227---4 
R P 1574 

8 S K005 誕二tl:I:1 SOTW アズキ 9 C S 1¥005 日阿 部 LHおE丈 ナデ 砂粒少量
7.5YRJ'~ 

R P 1572 +登

9 S 1¥005 覆土1:1:1 SOTW 7ズキ 9 S K005 m母音[1 LH.縄文 ナテ lOYRJi 黄 2 
R P 1575 石英微量 |にぶい t登

10 S 1く005 義[:仁1:1:1
3D丁れ 7スキ ~ì C S K005 

'1:1)紛以11)1' iJ[f，J吉[1
LR縄文→沈線→驚

ナデ 砂粒少量 2暗5沃Y黄% 227--:3 !{ P 1576 

11 S 1く005 議Lじが 30τw1577稜ア土スキ 9 C S K005 lコ縁吉[¥ しR縄文 ナデ 砂小粒熊少少量量 1に0ぶYいR%賞褐
HP 

12 S K005 極;仁J:tJ ア]ljズ二ヰキ 9 S K005 目前 音[1 RL縄文 ミガキ 砂粒少量 10Y R%  黄
にぶい樟

13 S K005 覆土l守1 80T'W アヌ:キ 9 C S K005 iJlf，J音11 l払#~丈('1) ミカキ 砂粒少量 I YR% 
R P 1579 ~日[旦乞

14 S K006 援土中
80TW アズキ S S KOOG 日lii] 音11 LR縄文 ミ力、キ 砂粒含む 7lこ.5ぶYし崎R賢J~ 
R P 16tH説j二

8R0 7 P W1602ア撹こズi二Eキji 8 C S Kl)(J6 15 S K006 rM~t.中 口減部 縄文EE痕(7) ナテ 砂粒少量
7.5Y R対
褐

16 S K006 覆土中 TP W1605ア覆土ズキ中
8 C S KOI)I) 

1阿部 縄文 ミガキ 砂粒少量
灰褐
% 

S K006 護士~ICIJ 
自OTW アスキ 8 C S KOOG 

制奇11 LH縄文 ミガキ 砂石粒英微少量
量 2.5Y釘

R P 1004 黄!疋

18 S KOOS 覆;士ー中
80TW アズキ 6 C S K008 Ij阿部 LH十 RL羽:1犬縄文 ミガキ 砂粒少量

5YH% 
赤HP 龍一J二 にぶい褐

19 S K008 覆土ICIヨ
HコW1661ア積二ズi二E

キ
I1
6 C S K()08 

前期末 [J縁音[1 しR縄文・撚糸丈 ミガキ 砂粒少量 7li.w5ぶYいR樟?/~ 

280-1 S K022 覆:士4 仁1" 以)TW アズキ 7 C S K022 I 
|胴部

') ナデ 砂粒少量 10Y H}黄6 
lこぶし、 』登

2 S K022 覆土J:I" 80TW 7ズキ 7 C S K022 Il阿部 L縄文 砂粒少量 11に0ぶY 込見貰

ο ，、 S K022 覆土中
80TW アズキ 7 C S 

腕部 RL縄文 砂粒含む
5YR% 
明赤褐



拓彰番号 出土地芭 出土層位 2主 言己 番 て~ 時代・時期 形態・部位 文様構成 内面調整 二ヒ 色 調 図版番号

280--4 S K022 覆土中 80TW アズキ S K022 
腕部 RL縄文 ナテ 砂粒少量 5YR% 

灰褐

5 S K022 覆土中 80TW アズキ 7 C S K022 
前イ期なし(セ) 胴部

LR+RL結束羽状
ミガキ 砂金雲粒母少量少量

2.5Yだ
縄文 黄灰

6 S K020 覆土中 80TW アズキ S K020 
口出家音I1 LR縄文 ミifさそ 砂粒含む 7.5YR;% 

R P 1951 褐

7 S K020 覆土中 80TW アズキ S K020 
胴音I1 LR縄文 ナデ 砂石粒英微少量量 lOYR% 

R P 1952 灰黄褐

8 S K021 覆;土中 80TW アズキ 7 C S K021 
1阿部 LR縄文 ナデ 砂粒1含む 7.5Y、R桂~1 

lこ .k~

9 S K005 覆土 ~1:1
80TW アズ、キ 9 C S K005 

腕部 LR 縄文 ミガキ 砂粒少量 7.5Y R%  
227-7 R P 1575 4葺

10 S K008 覆土.中 80TW アズキ 6 C S K008 
胸部 LR縄文 ナデ 砂石粒英少少量量 2.5Y R%  

誼土 明赤褐

11 S K006 覆土中 80TW アズキ 8 C S K006 
腕部 RL縄文 ミガキ 砂粒少量 10Y R;!1 

R P 1606 黒褐

281-1 2 B 経認面 80TW アズキ 2 B 11阿部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R撞潟R P 1026 にふ~ ~ 

2 4-C 確認面 80TW アズキ 4 C 腕部 LR縄文 ナデ 砂小粒喋少少量量 7.5Y 、R褐持R P 1119 lこ.;~.し

3 4-C 確認商 80TW アズキ 4 C 
1阿部 撚糸文(?) ナテ 砂粒含む 5YR% 

R P 1103 糧

4 4-C 確認面 80TW アズキ 4 C 』阿部 縄文 ナデ 砂粒少量 10Y RJ黄i樟R P 1102 iこぶし、

5 4-C 確認寵 80TW アズキ 4 C 胸部 7 ナデ 砂粒少量 7.5YR，% 
R P 1106 浅黄櫨

6 5-B 確認前 80TW アズキ 5 B 近世 m可部 ? ミカキ 砂粒少量 5YYI R P84 }克

/ 5-C 確認IIo 80TW アズキ 5 C 胴音[1 RL縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、Rネ登兄

-
R P91 lこJ、L
80TW アズキ 5 C 10YR;!1 8 5-C 確認前
R P 1166 腕部 LR縄文 ヘラナデ 砂粒少量

黒褐

9 5-C 碍認、面 80TW アズキ 5 C 
ロ綾部 ? ナテ 砂小粒喋小少量量 5YR樫~ R P99 lこJ、し、

10 5-C 確認、面 80TW アズキ 5 C 
口縁部 縄文→沈線 ナデ 砂粒少量 5YR樫~ R P92 にJ;'し、

11 5-C 確認詣 80TW アズキ 5 C 
胴部 網目状撚糸丈 ミカ、、三千 砂粒少量 10Y RJ寅6 R P 1169 に.... ~~'い』登

12 5-C 確認m:i 80TW アズキ 5 C 1阿部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 7，5Yぢ
R P96 灰

13 6-B 確認部 80TW アズキ 6 B 胴音I1 ? ナデ 砂粒少量 10G3{ 
R P82 縁黒

l
i
N
h
H

∞
l
l
 



14 G C 確認出
80TW アズキ 6 C 

細部 HL縄文 ナデ 砂粒少量 1に0ぶY ‘F黄i櫨H P 1168 

15 G ---C {í~ilæ， j立i 80TW アズキ 6 C 日阿 部 ? へラナテ 砂粒少量
5YHf/6 

H P 163 4笠

lEi G-C 縫認~j面 80TW アズキ 13 C 胴古'[1 ? ナデ 砂石粒英少少量量i:: 
7.5YH% 

R P 165 ，位

17 7 B 確認面
80TW アズキ 7 8 

底部 底部 ナテ 砂粒含む
2.5Y釘

H P76 賞灰

18 7 --B 。唱;認i話 80TW アズキ 7 8 胴部 ? ナテ 砂石粒英少少量量 7.5Y 、R経五
R P75 lこ~_;-~." 

19 7-C 時認薩1 l8m  アズキ 7 C 腕部 LH縄文 ナテ 砂粒少量
7 .5Y R%  

H PG5 j美賀樫

20 i ヴ C 係:認出
80TW アズキ 7 C 

目的 部 縄文 ナテ 砂粒少量
2.5Y.% 

R P 152 灰賞

21 7 --C 確認jiU 80TW アズキ 7 C IJ[ri] 部 RL縄文+結束(?) ミガキ 砂粒少量
5YR% 

R P 11:31 撞

22 7-C 確認ilii 80TW アズキ 7 C IJIIiJ i部 LR 縄文 ナテ 砂粒含む
10YRJ;i 

R P 1154 lこぶし、 樫

つ2::; 7 C 確認ilii 80TW アズキ 7 C IJ阿部 LR縄文 ナテ 砂粒少翠;
7.5YR% 

R P67 十笠

24 7 ---C 確認頂i 80TW アスキ 7 C 1J[1i]部 LR縄文 ナデ 砂小粒喋少少量量:: 
10Y R%  

R P55 !疋黄褐

25 7-C 確認滋i 80TW アズキ 7 C 月liiJ 部 只L縄文 ナテ 砂石粒英少少量量 1に0ぶYいR;i黄6褐
R P58 

，ぃ

26 7 C 確認面
80TW アスキ 7 C 

日10] 部 Rt然糸丈(1) ナデ 砂粒少量
10Y R% 

R P 1153 灰黄褐

27 7-C 確認[面
80TW アズキ i C 日lii] 叩 撚糸文(1) ナデ 砂粒少量

7 .5Y R巧
R P56 灰褐

28 8---8 確認IfIi 80TW アズキ 88 日間 部 LR縄文 ナテ 砂粒少量 7.5Y 、R撞% 
R P36 lこ _ì~'" 

29 8-8 確認街
80TW アズキ 88 

腕部 ミガキ 砂粒少量 5YR 権J.i 
R P 144 にぶい

30 8-8 確認i国 80TW アズキ 88 腕部 RL縄文 ミカ、キ 砂粒少量 7.5Y 、R指民
R P 12:2 l こ..-;-~'し

31 8-8 確認ilii 80TW アズキ 88 日間 部 LR撚糸文 ミカ、キ 砂石粒英少含量む 7.5Y 、R境K 
R P145 lニ_i:'"

282-1 8-8 覆ゴニ中
80TW アズ中キ 88ビ、:ノト4午 1阿部 ? ナデ 砂粒少量

10Y R%  
R P 1135痩土 灰貰褐

つ 8-8 確認面
80TW アズキ 8 8 

腕部 ? ミガキ 砂粒少量 7.5Y 、R権見
R P37 lこ_i;'"

3 8-8 確認而
80TW アズキ 8 8 

制部 RL縄文 ナデ 砂粒少量
10Y R%  

H P129 J受賞澄

4 8 8 確認ii'ij 80TW アズキ 88 日阿 部 RL縄文 ナテ 砂粒少量
5 Y R]i 

R P130 干在



拓影番号 出土地区 出土層f立 主主 言己 番 J号 時代・時期] 形態・部位 文様構成 内面調繋 日台 こた 色 調

282-5 8-8 確認面 80TW アズキ 88 
胴音IS ? ナテ 砂粒少量{¥: 7.5Y 、R褐% R P1:34 lこ_;;v 

6 8-8 確認溶i 80TW アズキ 88 腕部 複節の撚糸文(?) ナテ 砂粒少量:
10Y R%  

R P32 j美黄櫨

確認前
SOTW アズキ 88 

腕部 L (R0段縄文多条か) ミカキ 5YRYs 7 8-8 
R P33 砂粒少量

樟

8 8-8 覆土中 SOTW アズ、中キ 88ピット
胴音IS L撚糸文 ナデ 砂粒少量 10Y R~黄4褐R P 11:36覆土 に"，~.;'し、

9 8 B 確認ffii 80TW アズキ 88 腕部 LR縄文 ナデ 砂/J、粒聴少少量量 7.5Y 、R褐% R P25 に4'し

10 8-8 確認泊] 80TW アズキ 88 胴部 縄文 ミガキ 砂粒少量:
10Y Rラぎ

R P34 褐灰

11 8 B 踏ま2.[百i W アズキ 88 
口縁部 L4撚糸丈→穿孔 ミガキ 砂粒少量I: 5YRYa 赤

227-5寸l 

R P 1:36 にぶい褐

12 8 8 確認出i 80TW アズキ 88 腕部 RL撚糸文 ミカ"キ 砂粒少量 10Y R兄貴撞R P2i[ lこ.;~.し、

1:3 8 C 確認国 80TW アズキ おC
1同部 撚糸丈(7) 〈、ラナデ 砂粒含む 7.5Y R%  

R P51 i主賞撞

14 8 C 確認澄i 80TW アズキ 8 C 胴部 L撚糸文→沈線 ミ力、キ 砂粒少量 10Y RJ賞4樟]ミ P15 t:: J;v、

15 8 C 確認面 80TW アズキ 8 C 
嗣昔日 RL縄文(7) ナテ 砂粒含む

7.5Y R% 
l¥ P 17 +登

16 8 C 確認面 80TW アズキ 8 C 
腕部 LR 縄文(7) ナデ 砂石粒英少含量む 7.5Y 、R撹}4' l¥ PEl lこ_;~.し

8 C 確認澄i 80T¥へ「 アスキ 8 C 胴部 撚糸文(7) ミガキ 砂芯粒英少含量む: 
10Y R多{

l¥ P41 盟

18 8-C 確認掴 80T¥へ「 アズキ 8 C 
腕部 LR縄文 ヘラナデ 砂粒少量: 7.5Y 、R樟兄l¥ P 149 lこ .~;'v

19 8-C 確認関 80TW アズキ 8 C 
胸部 RL縄文 ナデ 砂粒少1許可 7オ5リYーKブ黒RPHi 

20 8-C 確認ifu 80TW アスキ 8 C !l阿部 RL縄文 ナテ 砂粒少量 10Y R，% 黄燈R P43 に.;~'v、

21 8 C 確認出 lm アズキ 8C 服部 LR縄文 ナデ 砂高粒英少少量量
2.5Y封

R P150 黄灰

22 8 C 確認菌 80TW アスキ 8 C 
日間 部 LR 縄文 ナテ 砂粒少量 10Y R.% 

R P1l9 j芳賀樟

23 8-C 確認iIIJ 80TW アズキ 8 C Jl[iij 部 R縄文(?) ナデ 砂粒含む 10Y R，% 黄
l¥ P 4~1 にぶい桂

24 8 --C 確認面 80TW アズキ 8 C 
日間 部 縄文 ナデ 砂金粒雲母少量少量 5YR 元赤l¥ P50 にぶい褐

25 8 --C 確認1琵 80TW アズキ 8 C Jlf~l 部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量
2.5YRYs 

l 
l¥ P 18 手宣

i

i

N
印

(
)
1
1



26 8 C 確認面 80TW アズキ 8 C 底部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 lOY 望6〔樟 228-] R P49 l こ，;~' ~、

27 8 C 確認爵l 80TW アズキ 8 C 2阿部 縄文 へラナデ 砂粒少量 7，5Y 、R褐~~f3 
R P 14 lこ，;~' ~ 

28 8-C 確認前 80TW アスキ 8 C 日|司部 L.R縄文 ナテ旬、 砂粒少量 lOY.R% 
R P 123 i芳賀褐

29 8 C 確認蘭 80TW アズキ 8 C 胴音[j 縄文 ミガキ 砂粒少:員 7lこ.5ぶYし寸書:R P 148 

30 8-C 確認~ïID 80TW アズキ 8 C 腕部 RL縄文 ミガキ 砂粒少量: 7.5Y 、R積K 
R P 1159 l こ，;~' ~ 

31 9-B 覆土中 80TW アズキ 9 B S K024 
胴部 L.R 縄文 ナデ 砂石粒:#~少少量量 10Y R%  

付近衛iWJ 灰黄褐

283-1 13-E 覆土中 80TW アズキ
前期 l底音I~ 撚糸文 へラナデ 砂小粒l球少少数量 7に.5JJYL寸萱 227-(3 R P 789 

2 C 覆土中 80TW アズキ
)JI司音I~ LR縄文 ミガキ 砂小粒礎少少数量 7.5YRhi 

R P 1155 中主

3 1[ .-. C 覆土中 80TW アズキ
胴部 ? ミガキ 砂石粒英微多量量 10Y RJ黄4 

R P 1156 lこぶし、 樫

4 4-C 確認出 80TW アズキ北側 )Jliij 部 ? ナデ 砂粒少量 lOY RJ黄d 
R P 1041 にぶい樟

5 3 ---C 覆土中 80TW アズキ
JJI可吉I~ RL 縄文 ミガキ 砂粒少量 5 Y R;!元di 

R P 1028 にぶい掲

6 3-C 覆土中 80TW アズキ
1阿部 縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R+置% R P 1029 に，;~-~

7 9-B 確認、面 80TW アズキ 9 B S K024 腕部 縄文 ミガキ 砂粒少量 5YR% 
付近南側 ネ笠

8 9-B 確認面 80TW アズキ 9 B S K024 口縁部 RL縄文→刺突 ミガキ 砂粒少量
lOY R%  

付近南側 灰賞褐

9 9-B 確認、面 8付OTW アズキ 9 B S K024 
近南|則

)JI司音I~ ILR叶 L羽状縄文 ナデ 砂小粒磯少少量量 石英少量 7.5Y 、R指K 
lこ<_;~-~

10 9-B 確認面 8付OTW アズ、キ 9 B S K024 1阿部 RL縄文 ミガキ 砂粒少量 lOY R%  
i主南{則 j究黄櫨

11 9-B 確認酷 8付OTW アスキ 9 B S K024 胴音I~ LR縄文 ナデ 砂粒少量 5YR% 
ili南側 殺

12 9-.B 確認臨 80TW アス、キ 9 B S K024 日阿 部 縄文 へラ十デ 砂粒含む
2.5Y R J.-~ 

付近南側 稽

13 9-B 確認、商 80TW アズキ 9 B S K024 日阿 部 LR 縄文 ナデ 砂粒少量 7.5YR% 
付近南側 j主黄撞

14 9-B 確認臨 80TW アズキ 9 B S K024 日阿 部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量 10Y.RJ賞~' 
付近南側 lこぶし、 桂

15 9-B 確認面 8付0近TW  アズキ 9 B S K024 口縁部 撚糸文 ナデ 砂粒少量 5YYI' 
南mlJ オリーブ黒

16 9-B 確認面 80TW アズキ 9 B S K024 日間 部 RL縄文 ナテ 砂小粒磯少少量量 10Y R% 黄
付近南側 にぶい樫



一拓影番号 出土地区 出土層位 言主 百己 番 7Cー2ず3 時代・時期 形態・部位 文様構成 内面調整 胎 土 色 調 国版番号

283-17 9 B 確認磁i 80TW アスキ 9 B S K024 Jlro] 部 RL縄文 ナデ 砂小粒概少少量量 5YR% 
付近南側 明赤褐

18 9 “B 確認面 80TW アズキ 9 B S ](024 
中期中葉? ロ繰音rj RL縄文→沈線 へラナテ 砂粒少量 5 Y R~赤i 付近南側 lこぶし、 褐

19 9-B 確認面 80TW アズキ 9 B S K024 
IJ阿部 LR縄文 ナテ 砂粒少量 に5JYJいR棺% 付近南側

20 9-B 確認面
80TW アズキ 9 B S ](024 

IJpiJ 吾I~ ILR縄文 ヘラナテ、 砂粒少量 10Y R%  
付近南側 j受賞樟

確認鹿
80TW アズキ 9 B S ](024 

制音I~ LR縄文 砂石粒英:中含量む 1lこ0ぶYしR、F黄i燈21 9-8 
付近南側

ミ力、、キ

22 S ](024 覆土中
80TW アズキ S ](024 

目阿 部 R縄文 ナデ 砂粒少量 10Y R先{
R P 1971 灰賞褐

284-1 9-B 確認函i 80TW アズキ 9 B S K024 胴音11 LR縄文 ナデ 砂粒少量 2.5YYJ 
付近南側 黄f天

“ ワ 9 --B 確認前 80TW アズキ 98 E | Jl[dJ 部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 10Y R均質権
lこ... ~~' v、

3 9 B 確認頂i 8付OTW アズキ 9 B S KO 腕部 LR縄文 へラナテ 砂粒少量 10Y R9賀4補i5:.1南側
にぶい

4 9 8 確認頂1 8f寸OTW 7ズ、キ 9B S KO 1阿部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 10Y R%  
)5:南側 1支黄樟
80TW アズキ 9 C 7.5YR}~ 5 9-C 確認iID
RP4 腕部 LR 縄文 ナデ 砂粒:少量

6 9-C 確認[ijj 80TW アズキ 9 C 1阿部 RL縄文 ナテ 砂石粒英少少量量 5YR% 
R P 111 

7 9 C 崩ljAこたI=t 80TW アズキ 9 C 腕部 LR>J:j;l!t縄文 へラナデ 砂粒少量 10Y R}賞i 
南斜i誼 lこぶし、 横

8 9-C 確認覆i 80TW アズキ 9 C 目阿 部 LR縄文 ミ7ゲキ 砂粒含む 7.5Y 、R滋% RP5 lこJ.;'し

9 9 C 確認冨i 80TW アズキ 9 C 腕部 LR縄文 ミゲキ 砂粒少量 に5ぶYいR%赤褐RPll 

10 9-C 確認誼l
80TW アズキ 9 C 

日阿 部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 10Y R%  
RP7 灰黄褐

11 9 --C 崩壊土中
80TW アスキ 9 C 

腕部 ? ナデ 石砂粒英少少量量 lUYR.%; 寅lli斜面 にぶい桂

12 C 崩壊土中
80TW アズキ 9 C 

1阿部 ? ナテ 砂粒少量 5YRYs 
南斜面 燈

13 9 --C 崩壊土中
80TW アズキ 9 C 

IJfnJ 音fl j尤~~A→磨消 ヘラナデ 砂粒少量 2.5Yだ
l.ti科部 賞灰

14 9-C 確認面
80TW アズキ 9 C 

腕部 縄文 ミつりfきそ 砂粒少量 2.5Y ミR赤.%.燭R PI0 しこλミL

15 9-C 崩壊土中
80TW アズキ 9 C 

1阿部 LR縄文 ナテ {石沙半英'l!.少少量量 7オ5ljYー%ブ黒南斜面
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16 9-C 崩壊土中 80TW アズキ 9 C 胴部 LR縄文 ナデ 砂若粒英少少量量 5 Y R9赤4 
南斜面 にぶい褐

17 9-C 崩壊土中 80TW アズキ 官C IJ岡部 RL縄文 ナデ 砂小粒碓少少量量 l5YM  樟
南斜面 にJごし、

18 9-C 崩壊土中 80TW アズキ ヲC 腕部 RL縄文 ミifさそ 砂石'粒英微少量量 7.5Y 、R撞]4:' 
南斜面 l こ_~;.し

19 9-C 確認商 80TW アズキ ヨC j胸部 縄文 ミカ、三千 砂粒含む 10Y R]黄4樫
R P1l5 lこ..-~-:.い

20 9-C 確認酉 80TW アズキ 9 C 腕部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R樟% 
R P1l2 lこ_;;l

285-1 9-8 確認面 80TW アズキ 9 B S K024 腕部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 10Y R]黄i櫨
付近衛側 l こ，;~-;'い

2 9 8 雄認面 80TW アズキ 9 8 S K024 腕部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量
7.5YR% 

村近衛側 i主貰樟

3 9-8 確認面 80TW アズキ 9 8 S K024 目同 部 縄文 ミガキ 砂粒少量 lOYR% 貫褐
付近南側 に_;<い

4 9-8 確認澄j 80TW アズキ 9 8 S K024 IJ同音rs RL縄文(?) ミ対さそ 砂粒少量 オ5Yリ%ーブ黒付近南側

5 9-8 確認直i 8付OTW アズキ 9 8 S K024 腕部 L ミガキ 砂小粒磯少少量量 10Y R%  
近南側 灰貰褐

6 9-8 確認商 80 T WFH アズキ 9 8 S K024 腕部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 5YR]ii 
付近側 樟

7 9-B 確認面 80TW アズキ 9 8 S K024 』岡部 縄文 ミガキ 砂粒少量
5YR]ii 

付制ijfsij キ畳

8 9-B 確認面 80TW アズキ 9 8 S K024 日岡 部 縄文 ミガキ 砂粒少最 5YR樟% 
付近南側 lこ .J~' い

9 9-B 確認、面 80TW アズキ 9 8 S K024 胴部 縄文(無節か) ナデ 砂粒少量 10Y R%  
付近南側 灰賞褐

10 9-B 確認面 80TW アズキ 9 8 S K024 平安以降 1阿部 ミガキ 砂石粒英少少量量 5 Y R9赤d褐
付近南側 lこ.J:し、

11 9-B 確認菌 80TW アズキ 9 8 S K024 腕部 RL縄文 ミカ、。キ 砂粒含む 10Y R9賞i褐
RP一括 lこJ<い

12 9-B 確認面 80TW アズキ 9 8 S K024 腕部 RL縄文 ミガキ 砂粒少量 7.5Y 、R燈y4 
付近南側 lこザ~v

13 9 B 確認面 80TW アズキ 9 8 S K024 胸部 縄文 ナデ 砂粒含む 7.5Y 、R撞y4 
付近南側 にぶL

14 9 8 確認面
80TW アズキ 9 B S K024 

腕部 縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 
付近 LこムミL

15 9-8 確認菌 80TW アズキ 9 B S K024 ロ縁部 LR 縄文 ナデ 砂粒含む 7.5Y 、R撞% 
付近南側 にふ;し

16 9-8 時認菌 80TW アズキ 9 B S K024 ロ縁部 騒線貼付 へラナデ 砂粒少量
10Y R.% 

付近南側 灰賀褐

17 9-8 確認面 80T 南W アズキ 9 B S K024 腕部 ? ミ7ゲキ 砂粒少量 10Y R% 
イす近 傍IJ j支賞境



N
m品

拓影番号 出土地区 出土層位 百日 番 ~ 時代・時期 形態・部位 丈捧構成 内面調~ 日台 ::J:二 色 調 図版番号

285-18 9-B 確認麗 80TW南 アズキ 9 B S K024 目前 部 RL縄文 ナデ 砂石粒英少少量量 5YRYs 付近 iHlJ 
1登

19 9 B 確認面 80TW アズキ 9 B S K024 腕部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R樫}4 付近南側
l こ.;~'Ir

20 9 B 確認面 80TW アズキ S K024 
目阿 部 撚糸圧痕 ミガキ 石砂粒英少少量量 7.5Y 、R褐% 付近南側 iこムミL

21 9 B 磁認蕗 80TW アスキ 9 8 S K024 腕部 LR ミカρキ 砂粒少量 10Y R%  付近南側
j受賞樟

22 9 --8 確認面 80TW アズキ 9 8 S K024 
1阿部 L ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 付近南側 lこぶし

23 9-B 確認面 80TW アズキ 9 B S K024 
胴部 LR ナデ 砂粒少量 !1?.5Y 3R褐% 付近南側 lこ...;'""l.し

24 9-B 確認商 80TW アズキ 9 B S 1<024 腕部 L ナデ 砂粒少量 !7.5YR!3l 
付近南側 褐灰

25 9 B 確認面 80TW アズキ 9 B S K024 
口結音1$ RL ナデ 砂粒少量 1に0ぶYいR諸黄援付近南側

26 9 B 確認面 80TW アズキ
目阿 部 沈線十 RL ナデ 砂石粒英少少量量 5YR}4 樫じmu10u37 lこ.i;-し、

27 9-B 確認面 80TW アズキ 腕部 ? ナデ 砂石粒粒少少量量 10Y R]黄d樟i菊斜面
lこ .l~' い

28 9-8 確認、福 80TW アズキ 日阿 部 LR へラナデ 砂粒少量 2.5Y;l1 
北側 10036

黒褐

286-1 13-1 堆積土中
80TW アズキ ]31 

前期 )J防部 隆帯→LR縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y R%  R P798 
成褐

80TW アズキ ヨC 7.5Y R.% 2 9 C 崩壊土中
南斜面 IJ[iiJ 吉li LR縄文 ナテ 砂粒少量

j美賀撞

3 9-C 崩壊土中 80TW アズキ 9 C 1阿部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量 10Y R%  賞南斜面 にぶい褐

4 9 C 崩壊土中 80TW アズキ 9 C 胸部 LR縄文 ナデ 砂石粒英微少量量 7.5YRYs 
南斜面

撞

5 9 C 崩壊土中 80TW アズキ 9 C 腕部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量 10Y R]黄d櫨南斜面
lこ<~~Ir、

6 9-C 崩壊土中
80TW アズキ 9 C 

前期 口融部 LR撚糸圧痕文 ナデ 砂石粒英少少量量 7.5Y 、R褐% 南斜面 lこ<.J>し

7 9-C 崩壊土中 80TW アズキ 9 C 口市該部 LR縄文 ナテ 砂粒少量 lOY R]黄d 南斜面 lこ. .J>い樟

8 9-C 崩i裏土中 8南OTW アズキ 9 C m~ 吉[) LR+RL縄文→沈
ナテ

砂小砂小粒鴨粒嘩少少少少量量量量

2.5 Y RYs 
斜面 線 t登

9 9 C 崩壊土中 8南OTW アズキ 9 C 目阿 部 LR縄文 ナテ 10Y R%  
斜面

灰貰褐

10 9 C 崩壊土中 8南OTW アズキ 9 C 日縁部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 lOY R.% 貰斜[o にぶい桂



11 9-C 崩壊土中
80TW アズキ 9 C 

腕部 LR縄文 ナテ 砂粒少量
2.5YJ~ 

南斜面 j主主主

12 3-8 震土中 80TW アズキ 晩期 ~[ìiJ 部
LR縄文→沈線→磨

ナデ 砂粒少量
5YRYs 

R P 1001 j自 櫨

13 3 8 捜土中
80TW アズキ

前期 1阿部 RL+LR結節羽状 ミカ。三千 砂粒少量
10Y R% 

R P 1157 縄文 浅草t争責

14 3 --8 覆土中
80TW アズキ 胸部 RL縄文 ナデ 砂石粒英少少量量

5 Y~.イ
R P174 オリーブ黒

15 B町 E 覆土中
80TW アズキ

胴部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 
R P796 lこぶし

16 10--8 覆土中
80TW アズキ

胸部 LR縄文 ミガキ 砂雲粒母少な量し 2.5YR.% 
R P907 

17 3 B 覆土中
80TW アズキ

胴音!I LR縄文 ナテ 砂粒少量
2.5 Y R.% 

R P 1005 撞

18 l:3--E 覆土中
80TW アズキ

日阿 部
LR+RL結節羽状

ナテ 砂苔粒英少含量む
lOYRぢ

R P784 縄文 灰寅褐

19 3-8 覆土中
80TW アズキ 2層

制部
RL縄文→沈線→磨 ミカ、‘キ 砂粒少量

7.5Y R% 
R P 1013 ;肖 褐

20 3 --8 覆土中
80TW 7ズキ

胴部 LR縄文 ミガきそ 砂小粒磯少少量量 7.5Y、R横% 
R P 1016 lこJ、し

21 3-8 覆土中 80TW アズキ l阿部 LR縄文 ナデ 砂石粒英少少量量
10Y R)l1 

R P101日 灰白

288-1 9-C 確認面
80TW アズキ 9 C 

後期以降 H!司 昔日 LR網白状撚糸文 ミカfきそ 砂粒少量夏Eヨ、小碓少量 2.5Y% 
RP9 石英少 祭宇~

2 9 C 確認面
80TW アズキヨ C

胸部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量
7.5Y RJ'6 

R P113 +葺

3 9-C 確認前 80TW アズキ 9 C !J!司音!i LR縄文 ナデ 砂粒少量 1に0ぶYいRJ{黄櫨
RP6 

4 9 C 崩壊土中
80TW アズキ 9 C 

JI阿部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 10Y RYa 黄
南斜面 にぶい樟

5 9-[) 確認面
80TW アズキ 9 [) 

口繰苦!I 撚糸文 ミカゼキ 砂粒少量 10Y R}賞d樟
R P110 l こ".~~'V、

6 9-[) 確認面
80TW アズキ 9 [) Ij岡部 LR縄文 ナデ

砂粒少量 10Y R% 貫
R PI09 石英含む lこぶし、 樟

7 10-C 確認面
80TW アズキ lOC 

胴音!I LR縄文 ナデ 砂粒含む 2時.5灰Y黄% 
R P924 

8 10-C 確認溜
80TW アズキ lOC 

腕部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量
lOY R% 

R P926 灰白

9 10-C 確認面
80TW アズキ lOC 

前期以降 腕部 RL縄文 ナデ
砂粒少量 7.5 Y 、R横J{ 

R P928 小喋少量 lこぶし

10 10-C 確認面
80TW アズキ lOC 

前期以降 1岡部 RL+LR結節羽状 ミカリキ 砂小粒磯少少量量
5YRJ{ 

R P916 縄文 にぶい樫

11 lO-C 確認商
80TW アズキ lOC 腕部 LR縄文 ナデ 砂石粒英少少量量

7.5Y RYs 
R P929 指

i
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拓影番号 出土地底 出土層{立 註 言己 番 {ヨコ. 時代・時期 形態・部位 文様構成 内面調整 目ム口 ゴ二 色 調 図版番号

288-12 10-C 確認面 80TW アズキ lOC 腕部 LR縄文 ミカキ 砂粒少量 5 Y RJ樟4 R P909 
に"~'い

13 l()-C 確認関 80TW アズキ lOC 胴古I1 LR 縄文 ミガキ 石砂粒英少少量量 7，5YR% 
R P938 j莞貫燈

14 l()-C 確認面 80TW アズキ lOC 腕部 R L*母丈 7 ミ7ゲキ 砂石粒英少含量む 7，5YRYG R P921 ネ萱

15 l()-C 確認函 80TW アズキ lOC 1阿部 撚糸文(R)→磨消 ミガキ 砂粒少量 7，5Y 、R桂% R P~135 
lこ J~' し

16 10司ーC 確認面 80TW アズキ lOC 口縁部 LR縄文 ミカキ 砂石粒英少少量量 7，5Y R% R P9:32 i美賀桂

17 10-C 確認面 80TW アズキ lOC 服部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量
7，5YR% 

R P931 j美賀樟

18 10日-C 確認面
80TW アズキ 10C 

腕部 LR縄文 ミカ1・三千 砂粒微量 7，5Y 、R褐% R P930 lこ.;~'~

19 10-D 確認、面 80TW アズキ 10D 日同 音15 RL縄文 ナデ 砂石粒英少含量む 7，5Y 、R褐% H P918 lこ.，ì~' ~ 

20 10-D 碑認面 80TW アズ‘キ lOD 1阿部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 7，5Y HYG R P919 1宣

21 10-C 確認麗 80TW アズキ lOC 目何 者I1 LR縄文 ナデ 砂粒少量 10Y RJ黄4桂R P914 lこ.;~' ~、

22 10-C 擁認面 80TW アズキ lOC 1阿部 HL縄文 ナデ 砂粒少量 5YR% R P912 
1 1:イ色旦笈乞

23 10-D 得認面 80TW アズキ 10D 胴部 LR縄文? ナデ 砂粒少量 iilOY R3撞4 R P903 lこ3;い

24 ll-C 確認酉 80TW アズキ llC 腕部 RL縄文 ナデ 砂粒含む 17.5Y 、R褐% R P150 

25 l:3-E :ttt積土中 80τW アズキ 13E 胸部 LH ナデ 砂粒少量 lOY R% R P588 j莞黄櫨

289-1 13ωF 堆積土中 80TW アズキ 13F 腕部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 7.5 Y 、R稽y:i R P99 l こ...;~.し

2 l:3-F  堆積土中 80TW アズキ 13F 日阿 部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 5 Y R~赤4褐H P206 に •. J~'い

3 13-F 土佐積土中 80TW アズキ 13F 胴部 LR縄文 ミカ、キ 砂石粒英少少量量 5 Y RJ糧d R P211 に...;-;'い

4 13-F 堆積土中
80TW アズキ 13F 

腕部
HL+LR結節羽状 ミカψキ 砂粒少量 10Y R}黄6概R P228 縄文 lこ_，-:い

5 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13 F 腕部 LR縄文? ナデ 砂粒含む 7.5Y 、R褐% R P2:32 lこ.，.;'し

6 13-F 地積土中
80TW アズキ 1:3 F 

胴音I~ LR縄文 ナデ 砂粒少量 7.5YH% 
R P220 灰褐

7 13-F j制貧土中 80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 10Y R%  
R P234 灰白一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 」一一一一

i
N
g
l
 



8 13-F 土佐積土中 80TW アズキ 13F 胴部 LR縄文 ナテ 砂粒少量 7.5Y 、R桂瓦
R P236 lこ.~-:.し

9 13-F 地積土中 80TW アズキ 13F 胴音11 RL縄文 ナデ 砂小粒喋少少量量
2.5Y% 

R P237 灰白

10 13-F 土佐積土中 80TW アズキ 13F 中期以降 日間 部 RL縄文→沈線 ナデ 砂小粒喋少少量量 lOYR苑黄櫨
R P238 lこぶし、

11 l:)--F 堆積土中 80TW アズキ 13F 前期 腕部 RL縄文→庄貼痕付文文→ ミガキ 砂石粒英少少量量 7.5Y 、R桂広
R P241 RL縄文、 に.;;'"

12 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13F 目阿 部 LR縄文 ナデ 砂石粒英少含む量 2.5Y R%  
R P239 桂

13 13-F 1闘会土中
80TW アズキ 13F 

腕部 RL縄文? ナデ 砂粒少量 黄灰 Ji R P250 

14 13-F :ttt積土中 80TW アズキ 13F 1阿部 RL縄文→磨消 ナテ 砂粒少量 賞i樟R P242 lこ..-!;~'し、

15 I;3-F  堆積土中
80TW アズキ 13F 

胴部 LR縄文 ナデ 砂石粒英少少量量 1l2樫5Y R% 
R P249 

16 13-F :lt主積土中 80TW アズキ 13 F 後期 口縁部 網目状撚糸文 ミカリキ 砂粒少量 10YR.% 黄
R P253 にぷし、 褐

17 13-F I絵積土中 80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 5YR樫Ji 
R P254 lこ，，:l-"1い

18 13-F JI討黄土中 80TW アズキ 13F 1阿部 RL縄文 ナテ 砂小粒喋少少量量、石英微量 10Y R_%" 賞撹
R P256 lこ.);."、

19 13-F Jlj(積土中 80TW アズキ 13F 胴音11 LR縄文 ? 砂粒少量 7.5Y 、R撞Ji 
R P261 lこJ、し

20 13-F 堆積土中 80TW アズキ l~i F 
目阿 部 LR縄文 ミガキ 砂粒含む

lOYR% 
R P278 灰黄褐

21 13-F 土佐積土中 80TW アズキ 13F 腕部 隆帝一!例突 ナデ 砂粒少量 5Y R38宣4 
R P305 lこ.~~'"、

22 13-F :tll~積土中
80TW アズキ 13F 

腕部
LR+RL結節羽状

ミガキ 砂石粒英少少量量 5Y R4Z笠4 
R P306 縄文 に，，'l~ い

23 13-F 土俵積土中 80TW アズキ 13F 胴部 LR縄文 ミカ"キ 砂粒少量
10Y R%  

R P310 灰黄褐

24 l:)-F 土佐積土中 80TW アズキ 13F 腕部 RL縄文 ミガキ 砂粒少量
7浅オ55黄YリY瞳H Rブ%黒R P315 

25 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13F 1岡部 LR+RL結節羽状
ミヌゲキ 砂小粒喋少少量量

R P316 縄文

26 13-F 土佐積土中 80TW アズキ 13F 目阿 部 RL縄文 へラナデ 砂粒少量
7.5Y R% 

R P330 灰白

290-1 13-F 堆積土中
80TW アズキ 1:1F )11司官11 R撚糸文 ミ力、キ 砂小粒牒少少量量 10YR.% 黄
R P263 にぶい撹

2 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13F )JI司部 RL縄文 ナデ 砂粒少量
7.5Y R% 

R P271 浅一貫控

3 l:-l-F  I闘賞土中
80TW アズキ 1:3F l胴部 LR縄文 ナデ 砂粒少量

10Y Rぢ
R P280 灰黄褐
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290-4 13-F 地積土中 80TW アズキ 13F 1阿部 RL縄文 ミガーt 砂粒少量 2.5Y 、R赤7<褐i R P282 lこJ、し

5 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13F 腕部 ナデ 砂粒少量 10Y RYz 黄櫨R P291 lニザ~.い

6 13-F j往積土中 80TW アズキ 13F 腕部 しR縄文 ミガキ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% R P293 
にぶし

7 1~~-F 地;積土中 80TW アズキ 13 F 1阿部 RL縄文 ミガキ 砂石粒英少少量量、小開少量 7.5Y 、R糧足R. P294 lこぶし

8 13-F j闘賞二仁中 80TW アズキ 13 F 胸部 LRL縄文 ミガキ 砂粒少量 2.5Y R% R P295 
ネ畳

9 13-F 11討会土中 80TW アズキ 13F 腕部 RL縄文 ミガキ 砂粒少量 7.5Y 、R糧K R P29Ei lこぶし

10 l:3-F  堆積土中 80TW アズキ 13F 日阿 部 HL 縄文 ナデ 砂粒少量 10Y R%  H P302 灰白

11 13-F Jj主積二仁中 80TW アズキ 13F )]阿部 LR+HL結節羽状
ナテ 砂粒少量 7.5YR% H P:309 縄文 灰褐

12 B-F jl!i干支ニt中 80TW アズ三千 13 F 月間 部 LR縄文 ナデ 砂小粒l潔含む 7.5YR91 R P331 少量 ;灰白

13 13-F jjt.積土1:1:180TW アズキ 13 F )J街部 縄文→沈線 ナデ 砂粒含む 1捷7.5YH]i R P:325 

14 13-F 土佐積土仁1:180TW アズキ l:3F 1阿部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 ilOYR長R P329 
にぶい樫

15 1:1-F 堆積土I:j:l 80TW アズキ BF  領恵器 底部 2.5Y J1 R P:137 灰白

1Ei 1:1-F 士闘員土1:1:1 アズキ l:3F 
腕部 LH縄文 ミカ、キ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 

に.~.し

17 l:3-F  よ佐穂土11" 80TW アズキ 1:3F JJ岡部 LR縄文 7 ミァゲキ 砂粒少量
7.5Y R%。

R P:348 灰褐

18 1:3--F 土佐積土中 80TW アズキ 13F ロ縁部 LR縄文 ナデ 砂石粒英少少量量 lOY R%  R P:3:32 灰白

19 l:i--F 堆積土中 80TW アズキ 13F 』阿部 LR縄文 ミガキ 石砂粒英少少量量 10Y RYI H P:3:35 褐灰

20 13-F I佳干it::l二Eド 80TW アズキ l:~F 
胴部 LH縄文 ナデ 砂小粒礎少少量量 10Y R%  R P:341 灰黄褐

21 13-F J封i積土中 80TW アズキ 13F ロ縁音1) LR縄文→沈線 ナデ 砂粒少量 7.5YR% R P342 灰褐

22 13-F 11主積土中 80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量 5YR 樟K R P375 lこ..;';'v、

2:3 B-F 推移i土r]:1 80TW アズキ l:iF 胴音11 LH 縄文 7 ミカ'三千 砂粒少量 7.5Y 、R樺Ji R P34Ei l こ，~.;'し

24 13-F jll~積三二 Eわ 80TW アズキ l~i F 
腕部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量 10Y RYz 貰楼R P371 に..':l~し、

← 一 一一一一一一 L 一一一一一一一」



25 B-F j甘i干員土中
80TW アズキ l:3F fJ[ii] i11¥ 縄L文R十 RL結節羽状 ナテ 砂粒含む 10Y R 月黄
R P367 に~~~.v、樫

291-1 }3._-F Jt主積;士ーヰ1
80TW アズキ 13 F、 fJ阿部 LR縄文 ミカキ 砂粒少量

lOYR.% 
R P355 灰白

2 13-F 1佳干員士JP
80TW アズキ 13 F 目的 部 RL縄文 ナテ 砂粒少量 7.5Y 、R積潟
R P386 l二_，.し

3 13-F 土佐積土中
80TW アズキ 13F flI耳き[1 LR縄文 ナデ 砂粒含む

10Y R.% 
R P380 灰白

4 13-F 土佐積土中
80TW アズキ 13F 日間 部 RLR縄文 ミかキ 砂粒少量 5Y 畳4 
R P3S1 lこ_~:.し、

5 1:3-F 堆積土rr'80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文 ミカiキ 砂粒少量 10Y RJ黄4 
R P394 によい境

6 ]:3-F llk稽土中
80TW アズキ 13F 腕部 RLR縄文 ミカiキ 砂粒少量

5YRJi 
R P400 監

7 1:3-F I耐震土中
80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量

7に1に05よAYY いRh撞% 黄Ji喧R P385 

8 1:3句-F tlk干~t::tこr.jl
80TW アズキ l3F 1阿部 LR縄文 ナデ 砂粒少量
R P389 

9 13-F :11主積土中
80TW アズキ 13F 日間 部 RL ミカ中三千 砂粒含む 17.5Y 、R樟見
R P402 lこJJし

10 13-F :l:jj~積土中
80TW アズキ 13F 中期以降 口出家音11 RL→沈線 ミガキ 砂石粒英微少量量

7.5Y R)!-:[ 
R P403 j莞黄樟

11 13--F I怯干Jt:::l二中
80TW アズキ 13F 中期 日倒 産目 LR→沈線 ミカ三千 砂粒少量

5YR釘
R P407 褐灰

12 l~~-F 堆積土中
80TW アズキ 13F 胴部

LR+RL結節羽状 ミカlキ 砂石粒英少少量量 10Y RJ黄4 
R P592 縄文 lこぶし、 横

13 13--F 堆積土中
80TW アズキ 13F 腕部 RL縄文 ナデ 砂粒含む 10Y RJ黄d櫨
R P594 l こ"'.;~'い

14 13-F 滋積土中
80TW アズキ 13F ロ縁部 LR縄文 ミ7ゲキ 砂粒少量

2.5YYI 
R P599 黄j疋

15 l:-l-F  堆積土中
80TW アズキ 13F 細部 RL縄文 ミガキ 砂石粒英少少量量

5YR% 
R P595 明赤褐

16 ]:3-F 堆積土中
80TW アズキ 13F 胴部 RL縄文→磨消 ミガキ 砂粒少量 7.5Y 、R撞]1，' 
R P597 l こ_~.;v 

17 13-F 堆積土中
80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文? ナデ 砂粒含む

2.5Y%， 
R P305 +霊

18 13-F 堆積土中
80TW アズキ 13F 腕部 RL縄文 ナデ 砂石粒英少少量量 7.5Y 、R褐% 
R P608 に ~~'v

19 ]:3-F  土佐積土中
80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 i 17j実.5費Y樟R% 
R P609 

20 1:3-F 堆積土中
80TW アズキ 13F 月間 部 RL縄文 ミffキ 砂粒少量

7.5YR，% 
R P610 i美賀撞

21 13-F 地積土中
80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量 l|75Y 、R樟Ji 
R P622 lこ〆~.し



拓影番号 出土地区 出土層位 自主 記 主寄 号 時代・時期 形態・部位 文様構成 内|苗調整 目白 こ仁 色 調 EE司
291-22 13-F 土佐積土中 80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文→沈線 十デ 砂石粒英少微量量 10Y R:Y:i 228-3 R P624 

黒褐

23 13-F 土佐積土中 80TW アズキ 13F 服部 LR 縄文 ナデ 砂粒少量 7.5YR% R P613 
Vk.褐

24 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13F 』同部 相状撚糸文 ミカーキ 砂小粒磯少少量量 7.5YR% R P648 
j芙黄櫨

25 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13F 腕部 撚糸文 ヘラナデ 砂小喋粒少少量量 10Y R%  R P667 
灰色

26 13-F J1主積ニヒ中 80TW アズキ 13F 腕部 RL縄文 ナデ 砂雲粒母少含む量 lOY R]賞d措R P641 
にぶ:1，、

292-1 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13F 胴部 RL縄文 ナテ 砂粒含む 7.5Y 、R褐% R P616 
lこぶし

2 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13 F 口縁部 RL縄文 ナテ 砂小粒磯少少量量 10Y Rχ 
228--7 R P635 

灰白

3 13-F J住積土中 80TW アズキ 13F 1阿部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 !i5Y R樟U R P633 
Lこ .b~' し、

4 13-F 堆積土中 80TW アズキ 13F 腕部 RL 縄文 ミえ「キ 砂粒少量 灰10黄Y褐R%  R P637 

5 13-F よ佐積土中 80TW アズキ 13F 胴音11 RL縄文 ナデ 石砂粒英少少量量 7.5YR% R P629 
中笠

6 1:3-F 堆積土中 80TW アズキ 13F 目阿 部 RL縄文 ナデ 砂石粒英少少量量 7.5Y 、R樟U R P643 
lこ-);し

7 13-F 堆積ゴニrt 80TW アズキ 13F 腕部 LR縄文 ヘラナデ 砂粒少量 5YR% 撞R P638 
lこ..~~.し、

8 13-F 土佐積土中 80TW アズキ 13F milJ部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 7.5YR% R P649 
灰白

9 13-F :tjj~積土中 80TW アズキ 13F 胴音11 RL→沈線 ナテ 砂粒少量 10Y R%  寅撹RP 
l こ_.;~'v、

10 13-F J1jf積土i'jl 80TW アズキ l~iF 
腕部 RL縄文 へラナテ 7.5Y R%  R P632 

小磯少量 糧

11 13-F 1断黄土中 80TW アズキ 13 F 胴音[5 LR縄文 ミガキ 砂粒少量 7.5Y 、R燈見R P650 

|1 』1にこ0ぶYふし 黄櫨12 13-F 1倒産土中 80TW アズキ 13F 1河部 LR縄文 ミifキ 砂粒少量R P660 

13 1:3-F 土佐積i二中 80TW アズキ 13 F 腕部 RL縄文 ミガキ 砂小粒磯少少量量 10Y RU  黄R P666 
にぶい樟

14 13-G 堆積土中 80TW アズキ 13G 中期 胴部 LR→沈線→磨消 ナテ 10Y RU  黄概 228-6 R P409 
石英微量 に<~;.し、

15 13-G 堆積土中 80TW アズキ 13 G 底部 簾状庄痕文 へラナデ 砂粒少量 R%  R P445 
手登

t佐干葉土Jp 80TW アズキ 13 G 中期 )JIヰ部 麿消 明主糸圧痕 石砂粒英少少量量 7.5Y 、R控K 16 13-G 
R P434 ナデ

lこ.... j'.し 2;~8-- 2 

i
l
N
m
o
-
-



17 13-G JI~積立二中 80TW アズキ 13 G 1阿部 LR縄文 ミカキ 砂粒少量
10Y R%  

R P415 j究賞樟

18 13-G 堆積三こr:j:1 80TW アズキ 13 G 1阿部
LR+RL結節羽状

ミガキ 砂小粒磯少少量量
10Y R.% 

R P417 縄文 灰白

19 13-(; 堆積土中
80TW アズキ 13 G 

胴部 撚糸文 ミ-}]キ 砂石粒英少少量量
5YR% 

R P428 ìß~1笠

20 13-(; JI討言{立こドド 80TW アズキ l3G 胴音r~ 縄文 ミカキ 砂粒少量
7.5YR% 

R P440 j交友燈

21 13--G I任:積立二件118r?~~ アズキ 13G 1阿部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量
10Y R.% 

R P424 灰白

22 13-(; 堆積土中 80TW 7ズキ 13 G 日阿 部 RL縄文 ナテ 砂粒少量
7.5YRJ;f 

R P416 明褐灰

23 13--G 推移i土中 80TW アズキ 13 G 腕部 LR縄文 ミガキ 砂粒少量 10Y RJ黄d;償
R P418 l こ".;Ì~しミ

24 13町一G 1佐積土r:l' 80TW アズキ l3G 1阿部 RL縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 
R P453 lこ，..)...し

293-1 13-G Jlt積土中 80TW アズキ 13G 1阿部 LR縄文十結束 ミカ':¥ 砂石粒英少中量量 5 Y RJ樟4 
R P449 l こ...:l~し、

2 13-G 堆積土中 80TW アズキ l3G 目阿 部 RL縄文 ミカれキ 砂小粒喋少含量む 7.5 Y 、R褐% 
R P456 l こ.~~.v 

3 13-G :l:jj~積土中 80TW アズキ 13G 嗣部 RL縄文(?) ナデ 砂石粒英少少量量
7.5Y R釘

R P476 褐灰

4 13-G :l:j主積土中 80TW アズキ l3G 日間 音11 RL縄文 へラナデ 砂粒少量 10Y RJ黄4滋
R P.671 l こ.~~.v、

5 13-G 堆積土中 80TW アズキ 13G 日間 部 縄文 ミガキ 砂粒少量
7.5Y R%  

R P450 l実質檀

6 B-G :l:j主積土中 80TW アズキ 13G 腕部 現状縄文(?) へラナデ 砂粒含む lOYR% 
R P501 i莞黄澄

7 13-G I断言I土中 80TW アズキ 13G 腕部 LR縄文 ナデ 砂粒少量 7.5Y 、R境% 
R P459 l こ.，;~'v 

8 13-G 堆積土中 80TW アズキ 13G 腕部 羽状縄文 ミガキ 砂粒少量
7.5Y R.% 

R P461 灰褐

9 13-G 堆積土中
80TW アズキ 13G 

1阿部 L縄文(7) へラナデ 砂粒少量
10YR.% 

R P676 灰白

10 13-G I佳積土中
80TW アズキ 13G 

1阿部 7 ミガキ 砂粒少量
10Y R%  

R P707 灰黄褐

11 13-G I佳干Jt:J二中 80TW アズキ 13 G 胴部 RL縄文 ナデ 石砂粒英中含量む 7.5Y 、R撞J~ 
R P696 lこJ、し

12 l:j-G 堆積土中
80TW アズキ 13 G 

網部 LR縄文 ナデ 砂金粒雲母少量少量
7.5Y R%  

R P710 灰褐

13 13-G 堆積土中
80TW アズキ 13G 

服部 縄文 ミカ"キ 砂石粒英少少量量、小磯少量 7.5Y 、R褐% 
R P727 lこ ~~'v

14 1~~-G 堆積土中
80TW アズキ 13G 1阿部 撚糸文 ミカ1・キ 砂石粒英少少量量 7.5Y 、R檀兄
R P731 に .;~'v

i
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拓影番号 出土地区 出土壇位 註 百己 喜子 号 時代・時期 形態・部位 文様構成 内面調整 日台 色 調 図版番号

293-15 13-G 堆積土中
80TW アズキ 1:3G 

ij[UJ 部 羽状縄文 ナテ 砂小粒喋少少量量 7.5Y 、R燈見
R P740 lこ.~<(，

16 13-G 堆積土中 80TW アズキ 1:3G 腕部 縄文 ミ7)'‘キ 砂粒少量
2.5Y R%  

R P743 塩

17 13-G よ住積土中 80TW アズキ 1:3G 日阿 部 RL縄文 ミスfキ 砂粒少量
7 .5Y R%  

R PI162 灰褐

18 13-G I闘賞土 ~IJ 80TW アズキ 13G 腕部 RL縄文 ナデ 砂粒含む
7.5YR~~，; 

R P488 浅黄鐙

19 13-G I後積土中 80TW アズキ l:3 G 日阿 部 複節的縄文(?) ミチ~f さそ 砂粒含む
十畳
R%  

R P511 

20 13-G 堆積土中
80TW アズキ 13 G 

JJ阿部 ? ナ 7.5Y 、R積J~' 
R P706 l こ"~~. (， 

21 13-G 堆積土中 80TW アズキ l3G 1阿部 ? ミズf三千 石砂粒英少少量量 7.5Y 、R褐持
R P719 l こ"~~. ~ 

22 13-G 堆積土中 80TW アズキ・ 13G 底部 LR縄文 ナデ (砂粒少量
10Y R%  

R P503 灰白

23 13-H 堆積土中
80TW アズキ 13H 

腕部 RL縄文 ミガキ 砂石粒英少少量量 IJ、開少量 5YR，% 
R P517 4登

24 13-H 堆積土仁IJ 80TW アズキ 13H 口融音I~ 撚糸丈 ヘラナデ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 
R P518 

294-1 13-H jN~積土中 80TW アズキ 13H JJlit] 部 撚糸文(?) ヘラナテ 砂粒英含む、小l開少量 7.5Y 、R糧J~' 
R P752 石少量 に，)~'I，

2 13-H jU~積土中 80TW アズキ 13H 胸部 LR縄文 ナデ 砂小粒喋少少量量
7.5Y R%  

R P531 !夫褐

3 13-H fjj~干高二k中 80TW アズキ 13H 日阿 部 RL縄文 ナテ、 砂粒含む lOYR克
R P545 灰白

4 };3-H  1j主積ニ仁中 80TW アズキ 13H 腕部 ワ ミズfキ j 、r~出kパ/、旦患R P249 

5 1:3-H Jjt検ニヒ1ヤ 80TW アズキ 13H 日阿 部 撚糸文 ミI:/'キ 砂小粒球少少量量
lOYRYz 

R P538 黒褐

6 }:3-H  堆積土中 80TW アズキ 13H 1阿部 RL縄文 ナテ 砂右粒英少含量む 小関少量 5YR% 赤R P521 lこぶし、 *~~ 

7 1:3-H 堆積土中
80TW アズキ 13H 

月阿 部 縄文 ナテ 砂粒少量 7に5Y褐% R P525 

8 1:3-H JU~積土中
80TW アス:キ 13H 

JJ拘 昔日 LR縄文 ナテ 砂小粒磯少少量量
I 10Y R!k' 

R P540 ;灰白

9 13-H 土佐模土仁1:1 80TW アズキ 13H 日阿 部 RL縄文 ミガキ 砂粒少量 1に0ぶy 黄i撹R P548 

10 l:3-H  JIfo:積土中
80TW アズキ 1:3H 

}JI可 irlj 縄文 ナデ 砂粒少量 撹7.5YR% 
R P549 

11 13-H 堆積土rド 80TW アズキ 1:3H 胸部 LR縄文 ナデ 砂粒含む
2.5Y% 

228-5 R P555 j炎黄



12 13-H 土佐積土':IJ
80TW アズキ 1:3H iJluJ 音1) RL縄文 ミえ「キ 砂石粒英少少量量

|11747浅2置555黄YYY 瞳時RR見% 
R P750 

13 13-H 土佐積土中
80TW アスキ l:3H !ま部 HL縄文 ナテ 砂粒少量
R P556 

14 };3-H  土佐干ì~二仁中
80TW アズキ 13日 後j羽初頭 目阿 部 沈市iR→l祭消 ナテ 砂粒中最

ーイR P76I ;桂

80TW アスキ BH  i灰5褐YR，% 15 13-H JI討会二ヒ中 H P755 
胴長[1 縄文 ミカキ 砂粒少量

16 l:3-H  J佐積土rtl 80TW アズキ 13H lコ尚古[1 ヘラナデ 小砂粒際少少量量 lOYH 見黄
H P76Ei にぶい慌

17 1:3-1-1 1M~積ニヒ中
80TW アズキ 13H 日[fi] 音[1 縄文 ミカキ 砂小粒磯少少量量: l10 ぶY 一、%黄櫨
H P756 

18 l:3-H  1住干iをご仁"13
80TW アズキ 13H 1阿部 LH縄文 寸1-. T 砂粒少量

10Y H見
H P753 褐灰

19 13-H 11封殺二仁咋i 80
TW アズキ l:m 

中期中主主 1阿部 縄文→~U泉 ナデ 砂粒少量
2.5YHJ~ 

H P770 キ登

20 13一一 l j怯積二上中
80TW アズキ 1:31 

仁H1lk音li ミガキ 砂粒少量 7.5Y 、R褐% 228--4 
H P581 l こ，，;~ ~ 

一

第127表 ，+~ 

実iWJ国番号 出土地区 出土層{立 註 記 哲子 J苧 ?笠 8lJ 
大 2主 さ (単位mm)

Zヨ i!I， 図版番号 {結 考ー
長さ l幅 厚さ 重さ(g)

297-1 13---F lM~干員二t.中
80TW アズキ 13F 

剥片 3:3 29 8 8.6 アンザン岩 2:-lO--8 
H P395 

2 10-0 確認出
80TW アズキ 10D 剥片 22 19 7 1.9 ケツ岩 1 
H Q101 

3 8 B 確認Uii 80TW アスキ 8 B 制片 33 29 10 10.0 アンザン岩 7 
H P135 

4 }:3--F 堆積:仁中
80TW アズキ 1:3F 剥片 28 27 7 5.2 ケツ岩 4 
H Q2~\ 

5 8 _.-B 確認顕
80TW アズキ 8 B 最Ijg- :38 31 8 7.3 アンザン岩 6 
H P1:-l 

6 9-B 確認面 80TW 付ア近ズ南キ 9 B 
S I-く024Hi1IJ:IijmU 

剥片 33 32 8 4.7 ケツ岩 5 

7 S 1001 覆土中
80TW アズキ S 1001 余1jJ:十 36 17 11 4.5 ケツ岩 3 
R Q203 

8 S 1¥004 覆ゴニ中 80TW アズRキQ2617C 
S K004 

制片 25 14 6 1.3 アンザン岩 2 



実iWJ図番号 出土地匿 出土~ I冒位 註 言5 番 号 掻 ~Ij 
大 き さ (単位mm)

石 質 国版番号 {箱 圭Jι 長さ 幅 厚さ j重さ(g)

296-9 S 1001 覆土ヰ! 80TW アズキ S 1001 
剥片石器 53 29 9 12.6 ケツ岩 230-11 R Q202 

10 S K014 覆土中
80TW アズキ S K014 

剥片石器 58 20 7 5.0 ケイ質ケツ岩 9 R Q361フク下

11 13-F I佐干支ゴニ中 80TW アズキ 1~: F 
剥片石器 64 36 10 20.4 ケイ質ケツ岩 15 R Q31 

12 9勾-B 確認部 80TW 付ア近ズ衛キ 9 B 
S K024 側 剥片石器 62 38 9 14.9 アンザン岩 10 

13 l()-D 確認面 80TW アズキ 10D 
制片 46 56 13 22.5 ケツ岩 13 R Q102 

14 9-B 確認直i 80TW アズ南キ 9 B 
S K024 1す:ifi- 側 剥片 64 31 18 26.9 ケツ岩 14 

15 13-F 土佐積土中 80TW アスキ 13F 
争リ片 98 61 16 43.1 テイ岩 16 R Q34 

297-1 13-F I佐積ゴ二仁ド 80TW アズキ 13F 
擦石片 94.5 76.5 66 687.0 アンザン岩 231-1 R Q24 

2 3 H fJ客認i毘 80TW アズキ 3 H 
自然芯 92 37 22.5 81.0 ケツ岩 2 R Q30 

3 13-G Jt計責土中 80TW アズキ 1:3G 
:t察石 89.5 73.5 46.5 502.0 アンザン岩 3 R Q29 

4 7 C 確認商 80TW アスキ 7 C 
制片 59.0 49.5 21. 5 19.5 ケツ岩 4 R P59 

5 S K024 覆土中 80TW アズキQ 4B 
SK024 RQ401 

半器円:1犬打製石 164.0 92.5 43 812.0 アンザン岩 6 

6 13-F 地積二仁Iド
80TW アズキ 13F 

剥片 182.0 49.5 37 328.0 ケツ岩 5 R Q33 

298-1 13-F I伎積二k仁13 80TW アズキ 13 F 167.0 59.0 42 .352:0 珪化木R Q:32 

2 13-G 1佐積二仁仁1:1 80TW アズキ 13 G 懐石 62.0 61.0 55 :226.0 ケツ岩R Q:35 

3 9-C 確認面 80TW アズキ 9 C 
剥)十 52.0 38.0 10 14.5 ケツ岩RQ一括

4 13-(; I j悦社中 80TW アズキ 13G 
砥石片 137.0 111.0 川町ll)ユウモン岩R Q27 



6 "まとめ

工事用道路建設のため、当初調査対象区域とした 900m'のうち、私道部分を調査するため、

移設することが地形上不可能であり、協議の結果、私道部分を除く 500討を対象として調査を

実施した。

調査の結果、館コ屋敷と呼ばれている郭の上部では、わずか 225m'の狭い範囲に、縄文時代

の竪穴住居跡l棟、フラスコ状ピット 8基、平安時代の竪穴住居跡3棟、中世の張り出し入口

のある竪穴遺構1棟、方形竪穴遺構5基、円形土境6柱穴様ピット多数が検出された。これら

の遺構内から縄文時代前期の土器、石器、平安時代の土師器片、須恵器片、中世の美濃灰租皿

片、唐津血片が出土している。

官官コ屋敷北側下部の調査区では堀の一部を確認した。しかし、道路の安全確保と、通行確保

の点から、拡張することができず、堀の内面の一部を検出したにすぎない。西側中位面の調査

区では、溝2条を確認した。南西側下部調査区では堀の一部を確認した。この調査区も私道の

安全通行の点から深く広く掘り下げることができなかったが、泥質粘土と鉄分の堆積が著しく、

泥質粘土層中から縄文土器片の出土が多い。

これらの事実から館コ屋敷と呼ばれている郭は、館創始以前から居住の場として使用されて

おり、館コ屋敷全域では相当時期が複合して遺構が存在すると予想される。また館コ屋敷の下

端を巡る堀はかなり深く rlJ高の広いものと考えられる。

なお、館コ屋敷として、この郭が使用された時期は美濃灰軸JIllと、唐津血の年代(16世紀前

半)から推測されよう。この時期は、同じく天正19年に破却された湯瀬館と伺じ時期となろう。
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付録 ~~IJ 定結果報告

昭和56年 1月23日に受取りました C-14試料日間の測定結果がでましたのでご報告しますハ

当方のコード 依頼者のコード C-14年代

N-4125 TW10S 1002板壁材 1110::t70yB. P. (1080土 70yB.P.) 

内-4126 TW10 S 1004カ冶まど 1180こと65yB.P. (l150::t 60yB. P.) 

N-4127 TW10 S 1006かまど 1160::t80vB. P. (1130土 80yB.P.) 

N-4128 TW10 S 1012 4070::t95vB. P. (3950土 90yB.P.) 

N-4131 AZU-C -SK010 885土75yB.P. ( 860土 70yB.P.) 

年代は14Cの半減期5730年(カッコ内はLibbyの値5568年)にもとづいて計算され、西暦1950

年よりさかのぼる年数 (yearsB.P)として示されています。付記された年代誤差は、放射線計

数の統計誤差と、計数管のかス封入圧力および温度の読取の誤差から計算ちれたもので、 14C

年代がこの範囲に含まれる確率は約70%です。この範囲を 2倍に拡げますと確率は約95%とな

ります。なお14C年代は必らずしも真の年代とひとしくない事に御注意下さい。(御希望の方

にはこれに関する参考文献を差し上げます。)

この測定結果についてはコメントがございましたならば、是非お聞かせ下さいますようお願

い申し上げます。

作業参加者名 簿 ( }I原不向、敬称略)

j実利善太郎 菊池政吉 安保 ft 斎藤富仁郎 阿部善太郎 山口重次郎

安保福太郎 木村穂光 JII又権太郎 根本勢津夫 黒沢義英 古家義雄

ー秋元 毅 菊池 明 畠山市助 金沢春松 関本芳雄 佐藤喜之丞

4、田 安保ツル 菊池 トシ 成田 1)エ 浅利フジエ 田中 ハノレ

中野 タエ 浅石レイ子 田中ヤエ子 阿部京子 阿部タマ 畠山チドリ

ゆ斎藤妙子 斎藤ツマ 浅石キサ 工藤ムラ 安保ヨシノ 成田 チギ

柳沢 ミエ 安村英子 ?珂き51士1ま主主主 幸 阿部キヱ 松岡サカエ 米田クニエ

川又 ミヨ 兎沢ツマ 阿部キミエ 畠山 ミツ 松間京子 安保 リウ

中島 浅石キヌ子 安保妙子 佐藤恵津子 浅石十二子 米由美知子

松岡 リエ 阿部由美子 工藤美佳子 坂本 柳館美緒子 児玉優子

木村恵子 小沼貴子 佐藤江理子 松岡英羽 浅石 ヨエ 吉田 テイ

阿部香子 岡部雅子 柳沢照子 菅原 キオ 山口チヨ子
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